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鉄路を護る保線手と建物を護る防水工事

何れもL l 立たぬ蔭の存 j [ ですが絶えず何千 ) j の人命を、又総ゆる主主物

のガ命を黙々と逝って、大切な役: 切を思して1，すります。

メシヌルシif16JIC

の十ili 強材料は3511: の経 j絞とも i} 日を誇る
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日東幼|の建築材料ぃ・

書家ヨトーシ

絶対不燃で、独特の美しい

パ ターンの天井 l吸

1..1'、 - 1 守?Jt、

凡ゆる 材質にも胞行可能 な

l次付方式のロックウール新製品

ｄｾｾｾＭｉ ｊ，＠ 13.，，%ヲJi シ 民

保温 ・1Zi 令 . n及音 にすば らしい |  全ゆるタイフ。のジ ョイントに

性能の断熱 ・l吸音付 |  完 全 防 木 桜 5 口 封 紙 付

日 東 紡 績 株 式 A
2
 

社

大阪支日 大阪市東区高麗楠 5 - 1  興銀ビ.ル T E  L  (202)  1301  

東 京 名 古 屋 福 岡

す ま い を カ ラ ー 設 計 す る 美 し い 床 材

- 程 よい弾力性

・ 美 し い 色 彩

・工事 が 簡 単

・ 価 格 が 手 頃

ど=ヲー，J Ha T  

各 種 製品 リノリユ ーム ・リノ タイル ・N タイル・ス ポンジシー ト

美しい床材をつく って40年

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大 阪 ・大阪市南区)IIWJt '"TJffiり 4 丁 臼 ( 三和ビル) T E L  271 - 5051  ( 代)

東 京 ・東 京 都 中 央 区 銀 出 4 丁 口 ( 三平11 ビル) T E L 561- 170L  2お4



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ートピ? 叩

上枠・上扉 下枠・下民

(ピポ y ト・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用の節は御申込下さ い)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 仙 沼 町 I の 4 6  ｭ ｬ ｾ 布施 (721) 7.7 1 3 - 4  

東京邸千代田区神回三崎町 2 の26 電話東京 ( 332) 臼 10 ( 301) 04ω 

な た の 会 社 の 合 理 化 は

で

あ

李 ｉｉｉｾｍｐ ボヂヲ

噌

a
・7

e

直ちに O K /

あなたの工場での蒸気単価はいくらで= すか ?

M P ボイラでは 560円/ T O Nを保証致します。

製品のコストダウン

卒 川 鍛 工 所

T E L  (458)  3 6 3 1 - 5  

T  E  L  (272)  2  7  2  1  ( 代)

T  E  L  (52)  4  8  6  2  

T E L 野洲局 4 0  S  

赤土

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 西 2 の l

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 の 7

小 倉 市 宮 野 5 4 5

滋 賀 県 野 洲 郡 野 洲 町 三 上

本 社 ・工 場

東京営業所

九州出張所

滋 賀 工 場

式キ米
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来 紫 綬 寝 象 に 輝 〈 米

日 ・米・ 実 ・ 独. 寄 国特 許

型 状 優 焚

故 隊 穏 無

• 

. あ な た の 忠 実 な …

ド ア ー ボ ー イ /

ー ー 園 田 園 田 園 田m叫 脚内 膜ー

昌 明 由 宇

fii7・苧Z噌"
ｅＭ 醐箇輔副国富艦湾諮問醐溢必 ｾＮＮＮｸ Ｒ ・ i. ，，， ｾＮ，ぬ湿

日 本 金 異 製 作 所

職［造元ヂ ＧＨＯＨｾ ヲ工業株式曾社

ア ｪ 印刊しタイル ト・ｾｾ 木 毛 セ 〆 〉卜板

ヤハズラス 広司 11 力ラーぺストス

ポード ｾ￮ｾ え日斗 ｌ

ピ二一ル加工板 ｾｾ孟 ピ二床タイル
メラミ〉加工板 【 ､ 〆 ｾｉ ブリシト合板

30メーカー代理匝

室奈 di 1震建材会e

T F L  (541) 1861-5 ・2131 ・2233 ・7060 ・7161



“ 軽い" しかも“ 強い"g

さすが住友製と好評

産 業 活 動 の 大 動 脈一一一鋼 管 。

そ の 鋼 管 と 四 つ に 組 ん で 半 世 紀 !

“ 鋼 管 な ら 住 友" と 欧 米 を 初 め 世 界 各 国

で 折 り 紙 っ き ! そ の 住 友 が 総 力 を 結 集

し て っ く り あ げ.た 角 形 鋼 管 。

“ 強 い " 鉄 鋼 は “ 重 い " と い う 常 識 を 破

っ て “ 軽 く " し か も 驚 異 的 な “ 強 さ " ， 

ビ ル や 学 校 な ど . 不 燃 建 築 物 の 柱 材 お よ び

部 材 な ど に ス パ ラ シ イ 人 気 で す 。

住 友 の 角 形 鋼 管

。 住 友 金 属 工 業

本 社 / 大 阪 市 東 区 北 浜 5 の J 5  (新 fi :友ビル)

支 社 / 東京都千代田区丸の内 l の 8 (新住友ピ j レ)

営 業 所 / 名古川J . 広 1': ，lj o ｾ＠ I片 展 ・ 仙 台 ・ 札 幌
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4i W Hを自由に変えられる J 、ーフメイドサッシ

・無理のない合理的な設計

@設計から耳E付まで一貫したサービス

@ 安 直 廉 価

又ヒシドルの

1¥-7 f1f' ザγ シ

@ オ ーダ ー メ イ ド : ア ル ミ 、 ス チ ー ル 、 ス テ ン レスサ ッシドア各式

日本スピンドル製造株式会社 金属成型事業部

屯入:1妓 (231) 8088 ・7958

1G次ぶ (07262) 4741 ( 代)

iU次本 (07262) 5065・5066

1Gノ¥1仮 (401) 5551  ( 代)

1日米京 (20]) 0875 ・3605

大阪 ､ｩ 京区術後 ｭｔＨ￭ｾｩｪ 業会館内Ｉ

パ阪) ( : j ' 抜本 dJ よ ITI 新 111 6 0  

大 阪 i(f 次 本 di )¥. III 上 町

兵FI1s，1尼崎 di ｪＧＺｶｊ 江 Ｈｉｔ＼ｉ 鉄尼 ｉ ｉＡｾＡ，択 ｊ じ ｪ

J.U京 都 千 代 IJI 区 ( hビ J レ4')3弓)

大 阪 営 業 所

茨 木第一工場

茨木第二 工 場

本 社

東 京 事 務 所

e  



驚異的健三価格

性能も乗心地もトップレベル

中高層建築に最も理想的な

規格型乗客用昇降機

E 三: 7 " 1ぺ- 9

定 只 6 人 用 . 8 人 用

述 転 条 件 交 流 可 変 速 度4 5 m/ mi n

操 作 方 式 セ レ ク ナ ブ 、 コ レ ク チ プ

。( 運転手なし乗合 会 自 動 式 ) ，

位 泣 表示 フラ ッ シ ュ ラ イト 式

m. 来 場 、 カ コ ・ 共 1 枚 片 引 自 動 脈

( 七フティ - ; I . . . "'1 ヂ 付 )

来 場 寸 法 760市 X 2050市

/T' : ¥ 

てヨケ
日本 エ レ ベ ー タ 協 会 々 員

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てに画期的な

特 許

9 可宣明71-

，) - 3 0  
シュニ7 -

食 堂 ー唖 葺1吉 向

三 制 'I t fn 1 0 0 V / 2 0 0 V X H P  

同 組 臥 2  5  kg 帽 タ列車 la 2 0 m  

，.， "' 1筒 制 有 効 5 0 0 x 5 0 0 X 6 0 0 ・ら

押 釦式 全 自 動 週 転 各 階上 下 引 骨肩 付

出 入 口 三 方 向 自 由

会 開 摘 が 賞付 の た め 通 路 工 事 簡易

M- 5 0  

宜 宜 ・ 開 閉 両

三 相 官 fJft， 200 V  M H  P  

同 組 股 50kg 旬 升 辿11l: 3 0 m 

カ コ S関'!l ' i 'I i 到1) 600 x  600 X  750"恥

押 相 式全 自 動 彊 転 ・各 階 止ニ 下 引 骨

層 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - l 0 。

料 理 屈 ー ホ テ ル ・事 相 暗 童 閉 居

. エ場 向

三 相 官 il! t 2 0 0 V I H P  

同 組 鼠 l OOkg 1U骨 迎' t: 30 m

カ コ摘 出 有 助1S0 x 150x 900叫

押 釦 式 全 自 動 置 転 ・害 問 上 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - 2 0 0  

三 4日交叫 2 0 0 V  2 H P  

同 組 ) ，{ 2  0  0  同 制 分 速 度 3 0 m  

カ ゴ 期 制 9 0 0 x 9 0 0 X I 0 5 0 叫

押 釦式 全 自 動 遭 転 ー 各 階 席 付

M - 3 0 0  

三 相 交 流 2 0 0 V  3 H P  

情 雌 I仕 3  0  0  kg 担 升 速 度 3 0 m  

カ ゴ 5調'!l' i 1.  0 0  0  x  1. 0  0  0  x  1.  2  0  O'恥

押 釦 式全 自 動 遭 転 各 階 廓 付

タマ方不工業株式2 祉

大 阪 市 西 区 京 町 郷 二 丁 目 三 十 番 地 '

電 話 441- 4748 ・ 0209 ・ 7788 381- 0822 ・ 2686 ・ 4527

東 京 支 庖

名古屋支庖

京都営業所

東 京 都 北 区 岸 町 1 - 9  T E  L 東京 ( 911) 4253 ・(919) 3062 

名 古 屋 市 中 区 東 陽 町 7- 2 T E L 名古屋 (24)  0  3  7  2  

京都市中京区二条通西洞院西入 T E L  京 都 (23)  9  5  3  2  



アズブアルト防水ほ年限保鐙す3

日本アスフアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿 ( イロ ハ順)

地 区 会 ネ土 名
| 住

所 m 話

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー ト K K I 札幌市北三条東 4 ー 1 | ②間 側

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所 | 仙台市二日 IUTl - 2 | ③7790・②回

弁 上 ; 庭青 工 業 K K 東京都中央区銀座東 2 - 13 (541) 1974- 5  

伊 藤 E主 材 K  K  東京都台東区浅草田島町77 (871) 5311(841) 5729 

北 条 涯 青 工 業 K K 東京都中央区淡町 3 ー 7 ( 551) 2676・4382

Y  K  金 岡 興 業 東京都新宿区相木 5 - 1172 (361) 5947・(371) 1337

高 山 工 業 K  K  東京都千代田区神田小川 町 1- 8 (251) 0161- 3・1301- 2

関 東 地 区

涯 育 建 材 K  K  東京都中央区銀座東 3 ー 11 ( 541)6945・7834

桑 原 建 材 K  K  東京都文京区新諏訪町 6 ( 921) 0448・0647

大 和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42 ( 891) 1144- 6・7155- 7

マ サ ル 渥 青 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61 ( 841) 8501・(871) 2851

藤 井 工 業 K  K  東京都文京区林町94 (941) 0271・2582

K  K  柏 商
4Z2玄h  

東京都千代田区神田同朋町 3 (251)路 67・7517

、( K  金 港 商 底 横浜市西区向島町 1- 1 @7846・8476- 7

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 - 12
1:附

@6860・2574・0415

日 新 工 材 K K  大阪市西区新町北通 1 - 17 @3785- 6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 1 - 152 @2360・2030

近 畿 地 区 K  K  新 光 商 庖 大阪市南区塩町通 2 ー 13 @7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老必町 2 ー 19 @i 5976- 8  

J，2同巨

7]< 興 業 K  K  大阪市北区fal 野町34 ⑪0251- 3  

中 園 地 区 東 中 国 防 水 工 業 Y K 岡山市磨屋町22 ③2211・6302

四 国 地 区 K  K 山 本 商

ｾ ｉ 高松問屋 ｒｉ ｊＷ
会 松山市古町 2 - 95 ②2717・8422

日 新 興 業 K  K  延岡市本小路74 4305 

大 同 工 業 K  K  宮崎市橋通 6 - 82 8155- 6 

九 州 地 区 K  K  工 キオ ネ土 門司市大里束通10丁目 ⑧1468- 9  

安 藤 工 事 K  K  福岡市大浜 1 丁目新町95 ②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62 0 0001- 2  

一ーー

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市西区新町北通 1- 18 日新工業 K K大阪営業所 ⑬ 5281- 3  



E 至理室温室主霊童t m---fヨー

軽油全自動ボイラ 重油全自動ポイラ 瓦 斯 ポ イ ラ

NO. K 2 0 0剛

本 邦 最 初

( 8 4 5 モリブデン

ステンレス製)

最高性能・経済的・安全な

(暖 房 ・ 給 湯)

営 業 品 目

オ イ ル バ ー ナ ー

瓦共rr 熱風波房機

軽油ポイラ( 銅7 ) ( 管製)

重油全自動ポイラ

: モ リ ブ デ ン

( 水富ステン LスM

都 市

プロパン瓦斯ボイラ

( 銅水管製)

( 型録贈呈)

斗
ム

川

会

治
山

式

正
相

株

松
引

業

笠
和

「

L

区

一

一

長

野

口

、

ぶ

制

砧

斗

小

中

山

城

合

斗

場工
本

最大の規模最高の品質グ

= 菱

届 膏 ボ ー ド

厄膏ヲヌホ- f - = -

E 膏唖音ボード

玉三 Ｇｹ Ｇｬｾ［ｉｦ Ｍｆ

二 ｾＭｾＮｉＭｉＭＭｾ

S ヨ- v a t - F

7 王京日〉ホ- t - =

sss サンヱス石 膏株式会社

創 造 元 ⑧ 日 東 石 膏 株 式 会 社

畿日本耐火ボード株式会社

λ … 三 菱 商 事 株 式 会 社

東京都千代田区丸ノ内 2- 20 T E L  (211) 代表 0 2 1 1



つ

近代建築
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奇ミ室. 緩勾配尾根氏

軽快た道代建築枚

Ｘｾ ｊｩｴヌー ＢＰ｟［Ｇ ｉｾ ソイド

8i i J 可日ンIL-7イ〉タ

伸 縮 白 地 枝 工キヌハ。ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ完 シールセ〆ント

日 施 化 学 工 業 株 式 会 桔

本 社 東 京 都 中央 区 八 重洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀川 区堀上通り 3- 39

T  E  L  (391)  0924- 5・2045・2079
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新 形 洗 面 器 の ト リ オ

ア ポ ロ

タ ナ 付 洗 面 器

.問 器 、 金 具 セ ッ ト

l 級 ￥ 14，200

並 級 ￥ 12， 700 

I1L 1 3ω  

L  1223 

意 匠 登 録

第214819号

ヴ ィ ナ ス

L  1305 

f f . 匠登録

第214821号

ジ 三 ピ タ ー

タナ、ソデ付洗面器

陶 器 、 金 具 七 y 卜

l 級 ￥ 15，400白

並 級 ￥ 13，900 

前 丸 洗 面 録

陶器、金具セット

l 級 ￥ 15，000

並 級 ￥ 13，560  

一ノog。ω1<i

! 乗洋陶器株式公社 l

本 社 / 小 倉 工 場 / 小倉、茅ケ崎、滋賀

大阪営業所 / 大阪市東区高飽縞 T el (231)4518- 9 

.  1  4  2  4  

強さを!

フラス・

床が一段と強〈 美しくな

りました 技術の )11 ロゴム

が完成した くロンタイルH>!

O傷がつきに くい ・・

0 す ぐ れ た 耐摩 耗 性 ・ ・・・・ ・…

O 規準12色のソフトな色彩

。 施 工 が 商 単 で す ・・

川口コ。ムのくロンタイル H >

は 安心して使える一番新

し い床 材 です "

寸法ー30. 3x 30.  3糎 x 2権・色ー12色

川 口 コiλ

工業株式会社

本 社 東 京 都 葛 飾 区 本 回 国 ツ 木 町 54

電 話 ・東 京 697) 代 表 6 1  4  1  

東京営機所。 東京都千代白区神国松永町13

電 話 東 京 291 ) 代褒4941 ( 川 口ビル〉

大阪営穣所 大 阪 市 南 区 北 般 車 町 33

h 電 話 。大 阪 (271 ) 4  3  5  8 → 4  3  5  9  
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一人物論を通じてー

刷 新 次 氏 ・ . 国・ ー ー 1

政日1 邦1同氏 ー .  

創1ft 祐J 3I氏

小 川 庶 民 ・: 市辺 iuぷ 郎 氏 ・ 1  

ｴｾￆ く洋也氏

第 2 部 あ た らしい都 市 づ くりの組織 を 〆

J; たらしい部tfi づくりの総ねを / り

そ叫 J . jiilfJ ド11f t { . 本心開発組紛 ・

三 村 治1J!. ... 1

その2. ni . U! 組織 一・ー 水 符 剖 介 1  

その3. 昂i市 IIj J Me............ Jt!ifU i' !lli !3'" 1  
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28.  コン ドル問士関係の図面 .. ..(そ の 1 )  

近藤 盛・ 4

29.  コンドル同士関係の図面 0 ・(そ の 2)

近藤 盛 5

30 悶武膝山治氏邸… 坂本勝比古 6  

31  艶ヨハヰ教会・ ー 近藤 監・. 7  

ＳＲＮ 大阪帝国 ｾ ＮＮ ＮＮ… 休 野 会 孝 8  

ＳＳＮ 尾 山神社科 Ｇｲｾ ＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮ ＮＮＮＮＮ 近藤 監 9  

34 旧神戸市役所庁舎ー 坂本勝比古 1日

35 京郡市の明治初版州、学綬

- 1持蛍を中心I Cー 近藤 鐙ー 11

36 毛府間門 と洗J Il ! . . . . .. .. .. ..... ・0 ・ 12 

建 築 の 眼 女

担 当 省 本 尚 三 ・事1'I:I:¥nt 樹峨 ・田 賀 勉 ・

[[1村 真 ニ ..... .. ...... ..... 1.  2  

担当 : 赤崎尚{ 呂 ・南 - ;):! . 古 川 吉 夫

・山中 子L... …  3.  4  

担 当 m 孝光 ・嶋 村 路 次 ・侶川 好弘

・福山 明 。0 ・ ...... .....・ .. 5. 6  

担 当 : 足 立 英 雄 ・中 道 正 照 ・山 下 船i! 1

・吉岡 厳 e ・ 6  ・ ・.... .. .7. 8  

担当 : 猪 沢 徳 忠 ・田村克I } . f ・針 約 締 威

. j l 内 幸 雄 … ....... ・9.1日

担 当 : 大 海 一 雄 ・小河一真佐 ・高木 笠

・宮 原 一 也 ・0 ・ 11. 12 

創立45年記念事業報告 女

事 業 報 告 ・ e ・ e  ・ 0 ・0 ・12

創立45年記念議演会講演記録 ー ー......・ 12

建築関也1・ ・・ ー ・ 竹 腰 健 造 … 12

経磁調 ｉｾ ・ Ｐ ・ ・ ‘・ … 松下幸之助・ 12

創立45年間念事焚住宅携演会記録 ・・ 0 ・.12

戸'

同
言平

「ふる さとのすまい」

?女

') ユツクに入れて地方を!Pc. うー ••• . 
… 神代雄一郎υ 1

私的企業と社会的費用( カップ箸) … ・

座 談
ぷ' "

コ:;:

…・・湯川 利和… 10

*  
名古屋の筒巡りの現状と将来. .. .. . . . . . . ……… 3

号

鉄骨鉄筋コ ノヲリー ト構造計算規植を めぐる

鰭問題… 4  

積n : . 見積裏話 ". . . . . .… B  

そ の 他 女

年頭の ζ とli ・・ 0 ・・.. ・e ・- … 0 ・5拒畑 娘三 1  

昭 和36年中 IL竣工した新1 1 l 築 ( P R) ー 1  

く世界計画者としての処築家>

R . パックミンスタ ー・ フラーー Z  

m築物用地下水のく み上げ規制について

宮木 光 敏 E  

現場尖務指導要領. . . . . . . . . ・ 0 ・・・・・ ぃ 7  

昭和' 5 1 年度第 1回 ・第 2 回工場見学3a. ....... 7  

ニ ユ ー ス . 国 立 ( 京甜i) 国際会館競技投計を

めぐってー ・・……. . . . . . . . .......... ...... 9  

公開質問 : 千 里丘陵住宅地区開発計画におけ

る住宅t l I ! の配置について。.

A  

=  
報

会 報 (1961年11月分)

グ 0961年12月分)

官E

が 0962年 1月分) ・・ …  ・ 3  

11 (  11 2 月分) ー .. ... .. .・ 4  

11 (  11 3月分)

グ (  "  4 月分}

11 (  11 5月分) ー・・・ ・・ 7  

11 (  11 6月分) … . . . ・ ・・ B  

11 (  11 7月分) ・ ・ー・・ ・・ g  

"  ( "  8月分) ・・・ ・・ 10 

11 ( 1 1  9月分) … 0 ・ー・ ...... ...... .. 11

"  ( "  10月分) . ・ .. . ........... 12  

A  

Z コz

主t

zコ

創立45年記念事業資金受領# l 告

?女

0 ・・ 3.4.5.6.7.8

通常総会開儲i i I l 知 ・ ..・ e ・...... . ..... .. 2  

昭和' 5 1 年度留任 ・退任 ・監事 ・評議民民名. 2  

昭和37年度監事ならぴIL本部所属評議貝当選

通知ー …  

訓IJrL45年記念式典ならぴ IC行市挙行・ 3  

間取137年度役員選任 .......... 4  

昭和37年度収支予n : . ・ ・ 4  

細則一部改定の件 ・ ー・. ... .... ... ・4

誼1・11会あ分掌ー ・…・ . •• .• •.••.. •. •. •••••••••• •• 5  

ill!:ll Ji 提出 ー ….. . . . . .  .•.••.•...•.•..•. •••• 5  

住宅工学科新設に関する! l l ! ffl 告

平誠宮跡保存IC関する要望者

会館正s投資金借入金の償還当選通知

昭和37年度常設委員会環日氏名

会nの受賞 一 ........... .  ...... ・ 6. 8. 12 

昭和' 5 1 年度支部選出評:1員当選芯知・ ・ 6  

通常総会開儲通知 ......・ 0 ・ e  ・ 8  

通常総会決議報告 e ・0 ・・・ e  ー7

昭和37年度事業報告書 0 ・ ・・ 7  

昭和36年度決$ 7 : 報告・ • 
理1 ) J の補欠選任 0 ・0 ・ ..... .... .... .  7  

迎岱審議会の役目と会勢審議会の廃止・ 0 ・・. 8  

m6 ! l i 1 現場実路講習会2!!J(.. ........ ・・ e ・.. .. 8  

釘 5闘硲築写真コ ノヲ ールJ ;1 W規定・.... .. .... 8  

第 7 回現場実l ' i I i耳切会開催 ー ー. . . . . . 9  

日本学術会議第 6 別会貝候補者の推せん… … 10

「ふるきとのすまい」毎日出版文化賞受1t ... 12



A .tf:. 1  

=  '" I  

会 員 の 受 章 会 員 の 受 章

下11己会員諸君は文化並に建設関係功労者としてそれぞ顕彩忘れま

した。こ乙 l乙誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

記

文化功労者 内藤多{ 中君( 名誉正会員)

黄 綬 褒 章 柄谷吉太郎君( 柄谷工務底社長)

同 川崎盛治君( 小坂井組社長)

同 坂本広吉君( 浅沼組専務取締役)

監 綬 褒 掌 東 畑 謙 三 君 (東畑建築事務所長}

l本 会 副 会 長j

日本学術会議会員当選

日本学術会 秘 策 6JUJ 会員選挙にあた

って，本会がすいせんしました武雌m，

西山卯三両氏はともに当選きれました

ので， 1: 1: 11 : : 稔してお後ぴ申しあけ'ま

す。 日本;J!築協会

建 築 6 団 体 合 同

新 年 交 礼 会 開 催 通 知

恒例による建築団体合同の新年交礼会を下日己により開催いたしま

す。関係者多数一堂1( ，会して年頭の寿詞を交換し，相互廻礼l乙代え

るよう多数会員お誘い合せの上ど出席下さいますようお願い申し上

げます。

-
L

 

-古

口

1  . と き 昭 如38年 1 月 4 日( 金) 午後 1 1時一一 2 時 随時

1  .  ところ 国際見本市会館( 東区内本町橋諸め〉

1  . 会 費 ￥ 5  0  0  

1. 申 込 会費を添えて便宜の共催団体へお申込み下さ [ 、。

1.  締切り 12月20 日 名簿作成上締切り日厳守

1. 共 催 大阪府建築士会大阪建設業協会

日本建材協会 日本建築学会近畿支部1

日本建築家協会関西支部 本会

第 5 回建築写真 コンクール入選者発表

『主題 ・屋根 ・壁 ・イ ンテリア』

標記コンク - )レには，会員26名， 81点の作品の応募がありま し

た。 11月 6 日，北村隆夫氏，木村喬夫氏，清水民雄氏，恒成ー訓氏

弥屋毅一氏，薬袋公明氏各審査員の出席を得て，本会 4 階集会室に

て慎重審査の結果，下記 10作品の入選を決定いたしました。乙乙に

氏名を発表いたします。

記念出版

「ふる さとのすま Lリ 受賞

追て入選作品は本誌 11頁→14頁に掲載いたしました。

1  ，等入選 <:u:状，賞金 10，000円，副' 点)

中筋 修氏 「倉敷 1 J  

2 等入選 ( 賞状，: Q金 5 ，000円，副: D: )

寺 田 志 朗 氏 「ドーム」

3 等入選 ( 賞状，1] : 金 3 ，000円，副賞)

湯浅武夫氏「給場の屋恨j

入選 c8: 状，副: D: ) 武 藤 諮 吉 氏 「当麻寺J

賢治氏 「当麻寺」

栄吉氏「東京タワー J

晴彦氏 「唐招提寺J

日百七氏 「ガ、ラスの壁J

修氏 「倉数 3J

入選 ( 賞状，副党) 金本

入選 ( 立状，副1 1 ) 三川

入選 ( 賞状，副賞) 寺田

入選 ( 賀状， ffi !J1J:) 井戸

入選 (1'l:・状，副賞) 中筋

本会創立4 5年d己念山l坂 「ふるさ と

のすまい j 日本民家集は，さきに日

本図畜館協会の選定図書に推せんさ

れました が，このたひ'1 1月 3 日の文

化の口に 毎日新聞社より 1962 年 度

「毎日出版文化: l J : J を受けました。

ζ こに報告申し上げます。



千里丘陵 ニュ ータウン 見学会

日 時 12月 8 il ( 土) 集合午後 1時20. i ) →解散 5 J時

集合所 大阪駅西口パス駐車窃 ・京阪観光ノミス ・目標本会話t

申 込 電話に限る。定員 100名に述したi侍は先着受付l唄で締切

ります。

千里丘陵ニュ ータウン工事概要

敷 地 而 秘 3，500，000坪 竣功戸1数 住 宅 I ，OI0p '

住 宅 戸 数 30，000戸 小 学 校 1校

学 校 11校
近隣 センター 1 ケ所

中 学 校 12校
工 事 中 住 宅 2，490戸

近隣センター 24ケ所

小 学 校 2 校

中 学 校 1校

地区 セン ター 3 ケ所

近隣センタ - 3 ケ所

起 工 昭和36年 7 月 10日

造成完了面積
282，800珂2

'7三巳=・
二E H討和42年 3 月31日

造 成 中 面 積 489，900坪

裕事業費 約 1，000億円 開発事業主体 大 阪 府

アデュ -1962年 忘 年 懇 親 会

1': 年もあとわずかで ，過ぎ去ろうとしているあわただし いこのご

ろ，会員皆織の ζ 健斗鹿賀! こ存じます。本年の忘年ー懇親会は，パー

ティー型式 !ζ 新しい企画を折込んでー庖懇親の実をあげていただく

よう下記により開催し、たします。何$ お早くお申込み下されば宅に

存じます。

記

1. 日 時 12月14 1:: 1 ( 金) 開会午後 6 時→閉会 8 時

1 . 会 場 太 閤 箇 ( 大 阪 市 郎 島 区 東 野 田 2 - 1

tE話 ( 351 ) 8201 番)

1. 会 費 700円( i : l IJ に補助があります〉

1. 申 込 10日までに会貨を添えてお申込み下さい。

なお定員 ＴＰＰ ｾ 誌に達したときは 締切り ます。

1. 余 興 一流芸人による新しい内容と型式

1. お土産 出席者会員に贈呈( 会員有志の寄贈品〉

1.  抽せん 当せん者に進呈( 会員有志の寄贈品)

お問い ・準備の都合上10L ! 以降及び会場での受付けはいたしません

・申込者で 12日までに欠席の連絡がない窃合は会費のご負担

をお願いいたします。

・出席者名簿作成のため，申込の際，氏名，勤務先手お知ら

せ下さい。

「会員の頁」へどしどしお便りを

正対号より「会員の頁J 欄を設ける乙とに して おりますので，テ

ーマは何でもよいですか ら，どしどしお便 りを下 さい。会誌にのせ

ていきます。本誌 10月号会員の頁用のはがきを挿入してありますの

で，それをど利用下さっても結構ですし，別のはがきで書いて下さ

つでも 給機です。 (編集委員会)

. 6.  tr. ｾ＠
=  <コ ι

千里丘陵ニュータウン克学会

アデ ュー1962年

忘年懇親会

寄贈ス ライ ド

r'l 竪並コンクリート の施工法i

製作 日本速さ史学会

寄贈会社名

日本ライトグ ラベル

明百販売株式会社



、





ー ル 募 集 規 定クンコ南 海 電 鉄 沿 線 に 建 つ 新 住 宅 設 計

戦後17年を経た現在、一般所得水準の上昇ーに より、 衣

食の不足の解消 とと もに、住宅の整備を行なう人々が治

加して参 りまし た。 これ まで多くの住宅に関する競技設

計が行なわれたり 、又、種々の傑作が実際に建 てられた

りし ました。

しかし 、戦後の社会的背景も反映し てか、これ までの

建築家の住宅に対する熱意は主として小住宅に注がれて

きまし た。小住宅の型は一応完成に近い所まできた とい

っても過言ではありません。 しかし、一方では、 これか

らますます需要が増す と予測される中住宅に対しては一

部の建築家の努力を除けば、比較的なおざりにされ てい

たのではないで しょうか、そこで今回若さのあるデザイ

ンソ ースを持つ人々の為に広〈公開 して新住宅への新 し

い意欲を盛上げたいと思い 、 ととに下記の要領で住宅 の

設計図案を公募する次第であります。

できます。

・この附近の j也勢は概ね平坦地である。

・隣般のゴルフ練習場( ショー トコース 9 ホール、 打放

し100打席あり)

・大阪は夏季においては西風が多く 、冬季はw雪を考慮

しない。

c. 所要室および設備

・家族 4 人以上の居住設備 と和室 1室以上予定す るとと

浴室並びに水洗便所を設け ること 。浄 化槽は別に考えず

d.  櫛造お よび階数

・耐震ラ ーメン構造 2 階建

e. その他

・建設価格、J j f 当り 15万円程度 ( 敷地内水道、ガス 、衛

生、電気工事 j 七、但し浄化槽工事費は含ま ない )

・都市計画区域内及建築基準法に準ずると と

雨前am気鉄道株式会社 後援 日本建築協会

口木正1 ¥築学会近畿支部、近畿II 築士|ー会協議会

白木建材協会、大阪建設業協会

募集趣旨

主催

協賛

縮尺 ＩＮ ｾｯ ｯ＠ ( 庭園計画等可)

縮尺 ＩＮ ｾｯ＠ ( 室名記入 y .-

Yi 0 0  ( 但 し2 商以上)

1/  

7 100 

>50  

( 着色及び模型写真等、仕上は自由 とす

配置図

平面凶

立国凶

断面図

e.  矩晋|ー図

f .  透視図

る。)

g .  設fll 要 点

入する。

・図面の大きさは弘版( タテ 40c m、 ヨコ52c m) とな し

作図表現は自由なるも原則l とし て陽画ま たは符写真 とす

る。

所要図面および書類

a. 

b. 

q.  

11 

11 

レポ ート 用紙に 300字以内で簡明に記

c. 

d. 

大阪府企業向宅地開発部J l > . J i l u課長

日本住宅公聞大阪支所主II 祭問i校訓練長

板倉述築研究所大阪事務所々長

日迎怨言1工務 ( 株) 常務取締役

竹 中工務 l占投 ;;1 部長

( 株〉大林組住宅校則的

〈抹) 新住宅社々長

京都大学工学部教授工! 唖

大阪大学工学郎教授工時

神戸山手女子短大教授

彦谷建築事務所々長

設計課題2.  

審査員 ( 順不同敏称略)

芳 明

宇三自11

文 隆

孝

作太郎

1専 行

次

清

也

さ

宙

友

邦

沢

立

橋

本

内

島

林

田

谷

五百蔵

荒 』昂

西

足

悶

岩

竹

川

小

川

出

彦

5.  

南海電鉄沿線に縫っ新住宅

a. 敷地および建築面積

・建築延面積: 130m
2  

約40坪 ( 1 おl の地減可〉

・敷地面積 : 応募者は登録制にして 、登録の際に登録番

号と悠設予定地番号を到着 I1闘によって決定の上通知した

敷地とする

・建築位置 別凶参照のこ と。

b. 敷地の環境

すみをつた空気とひらけゆく悶悶にかこまれた、 こと

中もず住宅地は堺市の東部中もず地区別発の中心地 ' e、

大阪市の 中心難波へ電車でわずか20分という至近距織に

あります。附近には当社の磁先住宅を初め、住宅公団の

白亜の高 ＱＰ 住宅約 ＹＰＰ 戸がｾちならび 、 さらに Ｒ ， ＶＰＰ 戸が

建設中であります。隣接のゴノレフ場 C は朝夕のわずかな

時間にも新鮮な空気につつまれてお楽しみになることが

出来ます。 X 住宅地内の幹線道路は、!H道河内長野線に

続念 、堺市の中 心か ら大阪へ と快適な自動車での通勤 も

1た

設計要件3.  



正

静

重

野

上

村

佐

海

津

安井建築事掲所々畏

日本l l ! 策協会住宅委貝会委口畏

削安岡長

上 回 勲 南海電鉄( 株〉常務取締役

山 本 初 砂 住宅開発問1民

6. 入選の数並びに賞

入 選 8 点 賞状及び: r t 金各 15万円

選外佳作 5 点 各 2 万円

( 賞金の総額は130万円を下らないとと)

入選図案の著作権は主催者に属する。

7.  締切期日 明和38年 2 月末日附の消印のあるものを

以て締切る。

8.  入選者発表 審査の結果は、本人に通知す るほか、

「建築と社会 J 4 月号に発表する。

入選作品は展示公開の予定。

9.  応募手続

a. 応募資格並びに応募点数は制限しない。但し 、次

の登録を行なうこ と。なお審査員 と同一職場人も応募出

女 別 図

来る。

b. 登録 昭和37年12月 1 日から 1 月末日午後 5 時ま

でに日本建築協会に登録する。登録した者は、登録番号

と建設予定敷地番号を到着順に よって決定の上通知する

C.  受付開始日と最終日

昭和38年 1 月 1 日一ー一同年 2 月末日午後 5 時

d.  提出方法

応募設計図策は、ＱＡＡ ｬｴｾ 持参するか合宿または配淫

証明により郵送十ること。

e. 応募設計図案には、署名、捺印することはせず別

に暗号を記入する。更に登録の際に交付する用紙に 、応

募者( 共同設計の場合は全員名〕の署名 、捺印と住所を

記入して封筒に入れ厳封の上、応募設計図案の哀面には

がすととのできる 方法ではりつける。

f .  応募設計図案を受領した と きは、 受領出を渡す。

g.  応募設計図案の提出先

日本建築協会住宅委員会 大阪市東区北浜 3 の37

h.  問 合 せ 先 南 海電鉄住 宅開発 部

T E L  ( 大阪) 631- 1151 

日本建築協会事務局

T E L  ( 大阪) 231- 9648 

至雛; 産

南 海 電 鉄 高 野 線

は
〉
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住宅美来工事の創始巻

ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事

木 造 建 築 洗 浄 ・ 美 素 仕 上 工 事

株 式

禽 社 美 素 工 業 所

( 登 録 商 標 〉

大 阪 市 東 区 瓦 町 二 丁 目 ( 三 和 ピ ル )

電 隠 (231)5888.4938 (771)8050 (261)0617 

ビルディング清掃・一般管理

美素建物管理株式会社

大 阪 市 東 区 本 町 二 下 回 五

電 信 (281) 4070 ・4079 ・0617

夜紙デザイン: 表紙デザイン小豊島員会

S Mデザイングループ

売 価 1 都 1 8 0 円・送料共

昭 和 3 7 年 12 月20 日 印 刷

昭 和 3，7 年 12 月 25 日 宛 行

編 集 人 経 井 昭 光

殉 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 儲 会

大 阪 市 東 区 北 浜 3丁目 37

電 話 大 阪 @9648・9649・9640番

銀 替 口 座 大 阪 39915 番

宛 行 人 神 田 路 一

印 刷 所 株 式 会 社 研 文 社

大 置 市 北 区 堂 山 町 6 6

電 髭 @ 2 0 9 1 - 3 番

印 刷 者 網 野 策

)0 



1.  正面外観 外 ｉ｜ｾ 有m製ニ丁掛特殊磁; 剖タイル比lg，一路カラコンモザ イタタイルr v ; 窓・ T J レミサッシ ，グレ ーペン ，一部サーモペン

股 計 者 の こ と ば

を現代の貸ピル ｉｃ 要求されるものは何かミを［ｉｾｩＱ￯Ｑ ｣ 見町して， ζ れとコマ シャルベースとのかね合

いを徹底的に合理的に追求し ，必要部分は十分 Deluxe にした ζ とが何よりの特長。例えば

1. コアシステムを採用して，際司自階貸宅比は ，84. 4婦とした。

2  地下電 IC 2 7 ロ7 のガレージを持つ ζ とからスパンを6. 230m x  7. 020mとした。

3.  土地の高度利用のために施工法を研究してもらって t 側にある市下水敷部分を除けば，I J l 純ホは

I ω %1ζ 近い。

4. 近代的な居住性とファサ ドのために，アルミサッシ IC グレ ーペーンを l既込んだi ! l ! 窓とし ，下

府階lζ は，サーモペーンを使用して騒音を防ぎ，外壁 ICは硬貨磁探の有問タイル( 特1 ' 1 < 型) を使

用。

5. 快適な居住性のために空調設備に ， ゾーニング方式を ｾｭ ， ピル の内廻り ， 外遡りの条 ｦｬ の平均

化を行なう 。

6  客用エレベータは， 150mj mi n  3 台として詳 frFJ! を行ないラッシュ ，附散時の合理的運行を行

なう。

7. 色彩計画は，内外を通じてN トーンに徹底しである。特 IC 1  F L の玄関ホ ール は，1 ' 1と)，( 1とステ

ンレスのみで構成し，ユニークな空nnを造り出した。

8. 構造的な立地条例 IC思まれ現G L は，O P +  6 mで水の心配なく ，G L - l l mI Cして洪積層が出

て地耐力は非常 ICよかった。

段 計 施 工 清 水 建 段 株 式 会 社
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建 設 地 大 阪 市 東 区 平 野 町 2 了日 10;骨地

敷地面積 1. 457. 80m2  440. ｾ Ｇ Ｘ 呼

l . I l 築荷積 1. 402. 75m"  424. 33!f 

延 函 積 16，663. 51m
2  
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d  
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見込本l制上上
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天井 A C 7J レミモールディング

貼

ｾＺ草 ｅ シオ斜 ｩ 貼 ， クリヤラ γ カー

床 : ゴムタイル貼，一部じゅうた

ん

カウンター: 外国産大理石貼

4  八千代E 券営業室 ( 1 階)

天井: ロックスター

慢。ウオールナッ ト事u貼

床 ・ソフトンタイル比!i

カウンター. 外国産大J ! I l Z i 貼

5. 一 階 ロ ビ ー

床 大煙石ハメ込混濁研111テラゾ

ぼ 外 国 産 大 理 石
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カウンタ ー ・ローズウッド斜! 日1 ; タ
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1. 374. 94m" 

157. 40泊 9

174.55; n今

174.55mヨ

16.663. 51m
2  

段計施工 清 水 建 股 株 式 会 社

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

階

段

3

2

1

E

2

3

筒

地

地

地

1

2

3

4

5

6

7

8

9

培

H

H

延

容内積面

8  

9  

第一楼 ( 9 階 〉 ロビー

第一綾 ( 9 階) 和 室

天 井 ベニヤ阪下地ジュラクサテ

ン吹付

造 作 杉 生 地

第一様 ( 9階 ) ロビー

床 じゅうたん敷

ｉ｜ｾ＠ ウオールナ γ ト紘貼クリヤラ

ッカー

天 )1 駒子天井ウオールナット H

即1

スクリーン 銀箔仕上

9.  第一機 ( 9 階) 特別室

天 井 。 拠 地 貼

ｉｾ＠ ローズウッド斜貼りリヤラッ

カー

床 ダイキンタイル貼

6.  

7. 

'" 
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3 階

l  エレベータ ー

ホール

男 子 便 所

女子{ j I ! 所

湯 沸 笠

ｋ ｋ Ｆ 藤井 ￟ｾ 庖

日本臓部製薬

K K  

地 1 階

l  エレベ ーター

ホーノレ

2 銀 行 前 室

3 銀 行 位 陣

4 銀 行 保 護 雌

5 ガ レ ー ヂ

6  ガレ ーヂ事務

ｾｻ＠

7 迎 転 手 控 室

8  ｾ再開

Ｙ 盟ｾ笠

10  7 ロ リ ス ト

5  

E 三ユE 二 i

|ニγ 吋，L I C 三

1 畠

。
L

円

台

w

a

n

T

p

h

U

F

O

地 2 階

l  エレベーター

ホール

2 ガ レ ー ヂ

3  運 転 手 宝 控

4  被械室上部吹

抜

町四四四

2 階

1  エレベーター

ホール

2 男 子 使 所

3 女 子 使 ifr

4 品} 討1: ヨf

5  八千代J BH<

Iく

6 朝 日 銀 行

7 貸 宝

1 階

l  玄関ホーノレ

2  エレベーター

ホール

3 男 子 似 ' 所

4 女 子 便 所

5 湯 桝 主

6  ガレーヂ出入

口

7  1m 日 銀 行

8  八千代，iiE1H<

K  

9 喫

一

室

出
陣

宝

宝

宝

室

宝

所

服

機

牡

問

タ

電

池

階

吋

J

M

m

ン

涜

御

電

気

川

倉

レ

】

r

-

h

3

エ

ホ

機

倉

タ

自

制

帰

沼

山

川

貸

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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仰

料

公

献

似

腕

糊

閉

校

手

間

京

村

悶

所

倉

所

三

所

有

共

東

野

K

K

庖

塔 届 3 階

l  エレベーター

機械弔

電 気 宝

タ ン ク 宣

ターリングタ

ワー

勾

，

U

旬
。

a

q

階

エレベ ー ター

ホール

男 子 使 所

女 子 便 所

湯 沸 宝

小太郎演方製

業 K K

久世絵作事務

機 峨 宝エレベーターホー J レ

インドアーゴルフ場 広告 ｪｾ

9 階

l  エレベーター

ホール

児 子 使 所

女 子 組1 m

シ ャ ワ 一 室

第一段ロビ ー

第 一 際 和 室

第 一 接 洋 宝

第一律特別宅

ｾＭｴｴ ｬｊＡ＠ Ji} 

q

4

q

u

a
n

T

R

u

p

o

n

f

o

O

ハ
ヨ

• .  

.'  

「一一一一ー ァ一一一一一い~ー一一r 6  階• • • 
I  1  エレベータ ー

5  ・ ホ - )レ

2 男 子 便 所

• 3 女 子 佼 所

〆 4 湯 沸 室

t '  5  武田薬品工業

ｾ Ｎｾ ・ Ｒ ノ ｋｋ

.  

.  

.  

5  

周

8 階

1  エレベー タ ー

ホール

2  9J 子 (iI! m 

3  ]J; 子 便 所

4  i持 排 宝

5 石 崎 K K

6 川 村 樹 科

7 貸 会 綾 宝

8  シー ・ヱフ ・

シャープ汽船

K K  

9  U1 . Q順三別作

所

10 帆 n火災海上

保 険K K

11 松 王 内 科

12 三 nli l主 防 科

13 浜 III 眼 科

14 ピ ル 事 筋 常

階

1  エレベーター

ホール

2 男 子 似 所

3 女 子 便 所

4 湯 沸 宅

5  民間薬品工業

K K  

5 階は 4 階とほ. 王同志のプラン

• 

.  

• 
5  

• 

• 

• 

• • 

.  
一一

図商平グン
イア

J レビ和平



位計施工 : 鹿 島 建 絵 K K 大 阪 支 庖



玄 関 ホ ー ル

玄 関 脇

所 在 地 伊 丹 市 北 村 字 桑 ノ 本24l1'i地

工 期 加 工 昭 和37年 3 月 5 日

竣 工 昭 和37年 9 月30日

柄 池 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 3 階強

敵地而獄 2. 574.  150m"  

l l ! 物而続 1 階床面脳 335. 26001" 

2 階 " 363.  560m"  

3 階 " 369. 0閃 m"

合計床面積 1. 067.  870m2 

外 装 リシン仕上，一部大仏タイ

ル 貼

ll! n  止:00魁りおよび風除吉正 ス

テンレススチー J レサ γ シュ

会 織 室

外部姐り アルミニューム 3 階平面図

サ γ シュ l  ロ ピ ー 2. ，1.i J 宝 3. 娯 楽 宅 4. ベ ラ ン ダ 5. 和 室 6. 広 車t

.v: I柑 全 館 冷 暖 房 装 III 7 由l烹五 8. '!E関前 日. 世! 所 10 物 入

2 階平面図

1 階平面図

1. ホール 2. 受 付 3. 保険宝 4. 役日宝 5. 応接室 6. t直球主

7. サ ロ ン 8. 脳 fi1 9. 管理人当 10. 電気主 11. 使 所

7  



外 観

営 業 室

役 員 室

金 庫 室

股計監理 K K 回 中 小 西 建 築 事 務 所

施 工 K K 竹 中 工 務 庖

ul 物位置 大 阪 市 東 区 It 浜 2 rr123 ili'地

敷地面積 6 0 8  m
2  

情 造 S R C進 地 下 2 階. J也上 5 階

11ibl. 2 階

軒 高 地 盤 上 1  7.  9  0  m 

段 高部 高 地 盤 上 2 6.  5  0  m 

ul 策面駁 5 0 2 m
2  

延 面 積 3. 6  0  2  m
2  

Jt"''( 工 附 帯1 3  6 年 8 JJ 1 5  11 

定 礎 H{Hfl 3 7 年 6 刀 8 日

竣 工 昭 和 3 7  !I卜 1 0  JJ 1  3  iJ 

基礎および地下な工事lllc 際 L . 無 IT，

無振動の竹中式深礎工訟による。

[ 設備概要]

;u気 地 下 2 階 IC 6. 600V の悶l UIlを L .

動力用220V. 照明用 l05Y IC陣庄配地

する非常用者S沼地設備を段置す

通信 5 階交換室 IC40回 線 2 ー C A交 換機

3 台を設備

放 送 5階交換3HC B. G. M.  i i i I 奏機を役

置し ，各 階へ音楽を流すほか放送にも

使用する

エレベ ー ター: 客用 1 台 ， 自動車m 1 台

気 送 : 1 階 . 2 階K 営業主閲に気送管設備

その他 m気時刻 ， インジケーター ，火 災

報知; 器などを役倣

空気調和 中央ダクト方式 . 5 階のみパ γ

ケー ジドエアーコンディショナーによ

る

給 排水: 水源一市水道による 受 水 禍 - 25

屯 ，高置水摺- 8 屯

段 計 者 の こ と ば

1.1! fl 金庫の述唱はn ! しみやすく近市りやす

い温味のある旭物であり ， しかも金倣機関

としての安心感のあるものであらねばなら

ない。

外部仕上は ，小円平タイル貼( 1 ' 1色地 IC)，(¥

の斑点色) とグレーペーンガラス ， グレ一

色ガラスプロ Iノずを fli!JfJ L .  ｬ￟ＮＪ 引を Ｉ￁ Ｎｬｾと

した' 告も宝内の自然採光と I止もイi .f' lな必窓

とし ，上部 ICガラスプロ γ タを l伝込み，よ

り働きよい室内環境をあみ出すように配llll

した。



2 階

1. 事 務 室

2. 応 援 室

3. 予 備 室

4. 光 彪

5. 湯 沸 室

6. 宿 直 室

7. 廊 下

8. 便 所

9. 洗 面 所

10 自動車リ 7 ト

11 ノマノレコニー

12. 階 段 主

1 階

1. ! & i留

2. 営 業 主

3. 応 接 室

4. 金 五II 室

5. 小 使 主

6. 湯 沸 室

7. 廊 下

8. 使 所

9. 洗 面 所

10. カ ー ポ ート

11. 階 段 室

地下 1階

1. 食 堂

2. 厨 E事

3. 倉 雌

4. 廊 下

5. 物 置

6. 女 子 英 衣 室

7. 男 子 更 衣 室

8. {1m 品I D:

弘 前 室

10. 保 護 官l り 室

11. 湯 沸 宝

12.  l I . ! 衣笠

13. 便 所

14. 浴 2呈

15. 脱 衣 室

16. 階 段 宝

地下 2 階

1. 111  w  

2 述転手{ 主主

3.  i * l 只 室

4 務 沼 地 主

5 宿主: ¥ ?iI 

6 物
3比.，土‘  

7. 機 械 ￥

8. ポ ン プ ヨf

( 下部u ! 水ピ

y ト)

9. ポ ン プ 柵 京〕

( 下部受水

10 階 段 室

11 座 談 焼 却 室

， 

• 

一_，

h f 21 

• 

• • • 
+ ・ーも一一 一 一 …  

，y - ロ :: p...

。。 • 
。。 。

t喜屋 2 階

L 水l I ' ! iii 

2. 吹 J主

=r て1?'
I  ，一回B

=1  1  じ刊

一r l  ;-... I  

塔屋 2 階

1. 機 械 室

2. 階 段 箆

5 階

1. 大会議場 l骨u!

会主

2. 図 占 宝

3. 吹 t!<

4. 包 括 交 換 室

5. パッケージ室

6. 湯 沸 室

7. 廊 下

8. { i ! ! 所

9. 洗 面 所

10. 物 健

11. パ J レコ ニ ー

12. 階 段 室

4  階

1 事 務 室

2 応 t長 室

3. コ ピ ー 室

4. 電 気 計 算 室

5. 吹 抜

6. 湯 沸 室

7. 廊 下

8. 経 理 部 白 室

9.  {i!! 所

10. 洗 而 所

11. パ ル コ ニ ー

12. 階 段 百

3  階

l 盟 事 長 引

2. 専 務 引

3. 総 務 部

4. JI!ii 下

5 此 、 接 ヨf

6  役員会沼町長

7 予 日 i I 京

8 吹 J左

9 和

r句、， 

10 品; 首1: ヰ〈

11. 似 iYr 

12 洗 面 所

13 役 只 室

14. パ ル コ ニ ー

15. 階 段 五

屋 階 1. 屋 上 2. 階段宝 3. 吹 抜
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建 築 家 と 医 者 の 話

建築家の社会的な地位というものは世間一般に考えら

れているほど高いものではない乙とは，乙れに関係のあ

る人なら維でも感じていると思う。そ乙で試みに建築家

を医者と比較してみると案外参考になる菌が少なくな

い。以下気付いた点を建築の世界にあてはめて考えてみ

た。

1  ) 権限の強化 医師iの免許のないものが開業できない

のと問機K 建築士の地位を高め，権限を強化してモグリ

建築を絶滅する。

2 ) 耳l 門別の明確化・ 一般に建築家はオーノレマイティー

だと思われがちだが，技術の発達につれて専門化が進む

のは当然で，たとえば内科の医者 lζ 外科の手術を頼むよ

うな結果になりかねない。専門別を明確にする。

3) 保険制度 . 倒! 康保険に倣った保険制度をきめて建物

の修理保全を行なうとともに，予防医学的見地から定期

的な建物の検診を行ない災害を未然lζ 防ぐ。

乙れぐらいの乙とは皆がその気になればすぐにでもで

きるのではないだろうか。 ( h )

建 物 見 """ 十

最近，新らたに設計を始めるに当って，同種の建物を

司調査する機会がありま した。

すでに問題点を持つての見学調査ですから ，見るだけ

で設計者の苦労がよくわかります。

また，直接使用している人たちから話しを聞くのも ，

忠わぬ点を指摘されたりして，大変参考になります。

しかし中には ，使用者から，ひどい苦情を聞かされて

闘ってしまうとともあります。もっとも設言| 者 b 予算

や設計のJ! 1 l / 切などで苦しかったのだろうと ，身K つまさ

れて同情はしますが，やはり良い感じではありません。

そんなとき ，el 分の設計した建物はどうな っているの

t.:: ろうかと ，ふと思います。精綬を傾け ，愛情を分けた

:u秒Jですから，いつまでも，使用者から見離されるよう

な乙とにならないようにと思います。 ( 0  KO)  

設 計 の 妙 味

今年もはや師走，残りわずかとなりました。顧みるに

経済状勢の不況から融資の緊縮，設備投資の削減など建

築業界も ζ の荒波に捲込まれた一年でした。あらゆる業

界が金詰りでどうにもならないどたん場に追込まれた昨

今である。建物の設計lζ 当って|浪られた予算の枠内で施

主のいろいろな要求を満足させ如何に建物に反映させる

かというむずかしさを特 K 感じた一年でもあった。建築

は設計者の? 9 では実現しない ，建物j の設計 lζ 当って施主

のいろいろな無理な婆求や条件にたいして ζ れに打ち勝

つべく最大の抵抗を試みなければな らない。予算，立地

条件，関係法規，施工技術，デザイン，設計期間 な

ど乙れらすべての障害の打ち勝ち方がすなわち設計の良

し惑しのポイン トであると思う。施主の無理な要求にた

いして自分の常識や経験から回避的な返事をしないであ

らゆる障害 IC抵抗して乙れを打破し少しでも施主を満足

させる建物 IC近づけるべく最大の努力をすべきと思う。

乙の努力乙そ設計の妙味といえるのではないだろうか。

( OKM)  

( 次号は新しい執筆者に担当してもらいます〕

経 済 建 ! 設 と 文 化 遺 産

最近，1/[ 庫建設問題にからんで平城京祉の保存か破j裳

かが問題にされています。また，大阪城の南f J l IJK，ナニ

ワ宮E止があり，そ乙へ合同庁舎を建設する計画もあると

聞く。さらに，最近における奈良公園の環境悪化はひど

く，当事者をして嘆かわしめているが，たまたま奈良県

庁舎の泊築問題にともなって，その位置の設定や環境悪

化の問題が論議されている。

たしかに経済建設に付随して， 当然そういった文化逃

産の更改 ・破駿はさけがたい。だからといって ，第一級

のものと推される民族の文化遺産( 山政物を含めて) な

らびにその環境の保全K ついては ，十分な保存対策が総

ぜられないままに，経済建設が進んでよいという ζ とに

はならない。むしろ積極的 IC緑地公園にするか，土地を

国が買いあげるかなどの地域的な配慮のもとに保存対策

が考えられてよいものと思う。 (MK 代)
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玄関 ( GDAl )  

事務 rIT

間仕切に.

扉躍の尊門メーカー

22谷 山 製 作 所

本 社 エ 場 大 阪 市 東淀川区三訟柑北通4- 44

電話代. p _ 大阪 (302) 1  7  7  1  - 5  

Jl! ) j ( 管業所東京t l I I 港 区 芝 浜 松 岡r 4  T  rl 5  

也 お 東 京 (431)8708. (581) 6709  



平 和 ピ ノ レ

熱線吸収ガラスグレーペーンおよびグレーペーンサーモペーン複層ガラス使用

日 本 板 硝 子 株 式 会 社

熱線吸収ガラスグレーペーンタフライトドアー使用



シ ャ ッ タ ー 工 事 全 般

株 式 会 社 小

天井: 艶消ペイント叩き仕上げ

壁面・ゾラコート吹付仕 」ュげ

ビニデラックス塗仕上げ

スクリーン木鉄部: フタリット塗仕上げ

{実 製 作 所

株 式 会 社 石 渡 康 三 郎 塗 装 庖

平 和 ビ ノ レ デ ィ ン グ



平 和 ビ ノ レ デ ィ ン グ

各 階 床 タ イ ル

ダ イ キ ン タ イ ル 使 用

大 阪 金 株属 工 業 式

4 与

=  
社

施 工 吉 比 化 成 株 式 会 社

4.  5.  6階事務室床N タイル位上げ

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

百

血



地 2 階設置，冷暖房用ポンプならびICセクシヨナノレボイラ ー
地 2 階設置，貸室ならびに銀行，証券会社系統用 350 冷噸

新三菱重工製タ ーボ冷凍機

空気調和設備ならびに換気設備工事

品
砂 熱 学 工 業 株 式

. 6.  

=  
社

平 和 ピ ノ レ デ ィ ン グ
ステンレス建具工事 株 式 会 社 田 島 )1頃 三 製 作 所 大 阪 支 庖

( 新設 ・平和ピル 8 階 T E  L 203-28Q(i )  

大 理 石 工 事
床 貼 工

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖
大 阪 装 飾 株 式

.oー

ココに
社

w

u
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回

建

築

写

真

コ

ン

ク

l

J レ

主 題

屋根

壁

インテリア

2等入選 ド ー ム 寺 田 志刊朗
勤 務 先 製 鉄 化 学 工 業

場 所姫路市手柄山姫路市体育館

日 時 昭 和37年 9月16日 9 時

データ - J マール 11 へキサ- F3. 5 

ネオバン F Fl l  111∞ 

根

彦

屋

晴

選

と

回

入

壁

字

根

回

目

年

n

y

y

F

ω

油

所

間

山

幻

幻

頃

ノ

バ

ν

川

内

務

良

寺

和

月

時

ヤ

オ

S

山

則

市

A

品

川

挺

附

"

は山

キ

ネ

S

日山

先

所

時

一

務

↓

叫

則

同

制

円

デ
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総 評

全体としての作品のレベルは ，前回 IC比ベてぐんと向上

していた。選ばれた作品は，何 よりもまず第ーにテーマ

のとらえ方がうまいといえようが，アングルを建物のn

正面にとったものが多いのは建築家の真正直な性絡がよ

く現われているよう IC 思えて興味深かった。しかしその

内にも中筋修氏の作品には異なったアングルから幻忽的

な求現をした点注目 IC価いする。

E量級をテーマとしたものが圧倒的に多< . また新しいl . l l

物が少なかったのは ，瓦昆騒が織りよい乙との抜か，ま

た}，Q定を見て工4先 IC思い浮かぶ ζ との放であろうか，そ

の点インテリアの作品が少し欲しかったと思う。ともあ

れ， いままでに見ない応募点数と ， 入選者が l 名を除

古，すべて初入選という ζ とと i卓隔の会員の応募者が

多数あったという乙となどは今回のコンクールについて

の特筆されるべき E とで，所期の成果をあげる ζ とがで

きたと息われる。次回にはよりー府会員各位のど協力を

得て，特色ある τ11業とするため ，但当グループでは企闘

の研究を jffi めていきたいと考えている。

1等入選

倉 敷 1

中 筋 修

勤 務 先 竹 中 工 務

応神戸l ! t

2住所

場 所 倉 敷 民 J芸

fiir 

日 時 昭 和37年

4 月上4句

15時頃

データー ライカ Jrr

C  キヤ

ノン 35私

F  2.8 

フジミニ

コピー

F 8  

1/ 60 

審 査 員 (50音11鼠)

北 村 隆夫 氏 竹中工務庖

木 村 喬夫氏 大阪建築事務所

佐 久 間 宏 氏 大成建設大阪支底

清 水 民 雄 氏 清水建設大阪支防

鈴 木 洋 也 氏 * 畑建築事務所

多比良敏雄氏 タイラホート

恒 成 ー 訓 氏 つねなりすたじお

弥 屋 毅 一 氏 京阪神急行屯鉄

薬 袋 公 明 氏

3等入選

船 場 の 屋 根

湯 浅 武 夫

日建設計工務

卸j 勝先湯浅l J l 祭事務所

場 所 大 阪 市 今 橋 付 近

日 時 昭 和37年10月13

日13a，'i

データー 7 ジカ 35 ネオ

ノマン 5 5 Fl l  

1/ 125  

I 等入選作品は本誌38年 1 月号ぷ紙 IC使用



入 選

ガ ラ ス の 笠

井 戸 昭 七

勤 務 先 大 林 組

JJ，} J9r  大阪御堂筋

円本販制子

木村 ピル南

而

n  時 昭 和37年 9

刀25日

デ ー ター ミノルタレ

7  ロッコ

ー ル75私

不 オ パ ン S

S  Y 2  

F 22  115  

入 選

東 京 タ ワ ー

三 川 栄 吉

llJ J 初 先 兵雌即建築訴1

1品 所耳 ｾｊｪｴ タワ ー ・ エ

レベータ{ 問刊で

日 時 昭 和37f
手3 月

1511 10時頃

キ ヤ ノ ン F 2.8

Y  1  F  8  

1/ 125 

勤 務 先 大 成J.]l ，; 宮大阪文

脂

場 19i 大阪府; J ; 1!l!.野 di

日時附Ｚｴｦ Ｑ ＳＷ ｾＱＧ ＱＰ 月 ＲＱ

日

デ ー タ ー キ ヤ ノ ン フ レ γ

クス R M スー

ノマーキヤノマチ

γ タR 50% F  

1. 8  ネォ，マン

S S  uv  

F  8  1/ 125 

入 選 吉 村 邸 高 田 威



入 選

屋 根 ( 7 グファカラー〕

武 藤 鶴 吉

勤 務 先 銭 高 組

場 所 当 麻 寺

日 時 昭 和36年 5 月

データー キヤノン キヤ

ノン F 1. 8 50  

孫 F 8  1/100 

入 選

当 麻 寺 の 壁

金 本 賢 治

動 務 先 大 阪 ill 祭事務所

湯 所 奈 良 当 l保寺

日 時 昭 和36年 9 月

データー ニコン F

ヰオ J マン 5 5

F5. 6 1/60  

3

修

敷

選

筋

入

倉

中

勤 務 先 竹 中 工 務 庖 神 戸

営業所

場 所 倉 敷 の 民 家 の 倉

日 時 昭 和37年 4 月上

句15時頃

テ' ーター ライカ III C キ

ヤノン 35' 品 F  

2. 8 7 ジミニ

コピー F 8  

1/60 



巻頭の 乙とば

老人福祉における 「施設」の意義

乙乙で「老人福祉」というのは，老人に対する社会的

サービスのことである。従って本稿では，ζ のよう な社

会的サ ービスの設計および実施において，いわゆる「老

人福祉施設」をいかに考え，またそれをいかに位置づけ

るか，という点について二，三の原則的なことを考察し

てみたい。

1  .  老人 福祉 の 意 味 と施設

「老人福祉J のな味内容を，一郎の生活困窮老人に対

する救済事業，すなわら「養老事業J と す る な ら ば，

「施設」とは主として養老胞設を怠味するであろう。そ

乙では，老人が貧困のために生活してゆけないという事

実が決定的に重妥な条件であり，そして福祉サービスの

内容は，家族的扶養に代るものである。つまり ，もし老

人が家族によって扶養せられるならば，その社会的サー

ビスは不必要なものである。従ってそ乙では「老令」 と

いう条件は附| 泊的なものであり ，簡単l乙歴年令で規定せ

られるだけである。老令によって起った生活困難という

よりも ，むしろ家族による扶養もうけえない乙とによっ

て起った貧困と いう事実が重要な条件とな るからであ

る。乙のような「養老事業的状況」のもとでは，た とえ

名目的には， r老人福祉法J ( 厚生省では昭和38年度予

算要求のなかに老人福祉法案姿綱を入れていると伝えら

れる) とよばれてみても ，その「老人J の意味は単に 60

才とか， 65才と かいう だけであり ，福祉サービスの内容

や施設の極類も，最低限度の日常生活を目安とする「養

老事業」と大差のないものであろう。

しかし今日 われわれが，あらためて養老事業と区別せ

られた「老人福祉」を問題にするようになったのは，前

記の「養老事業の原則」では，現代の老人の社会的姿求

κ 対応しえないからであった。つまり「老令」という身

大阪市立大学教俊 ・家政学部社会福祉学

岡 村 重 夫

体的，心理的，社会的条件にともなう生活上の困難に対

する社会的サーヒスの全体を「養老事業」と区別する意

味で 「老人福祉サービ ス」とよぶのである。従っ てそ乙

では，福祉サ ービスの内容も ，きわめて広汎多岐にわた

るはずである。すなわち，身体的老令lι 対応する社会的

サービス はもちろんの乙と ，心理的老令および社会的老

令の予防と治療を目的とする社会的サービスや，これら

三つの老令相互間のアンバランスか らくる生活困難を防

止するようなサ ービスをも含まなくてはならない。一言

にしていえば，すべての老人が社会人として適応的な生

活をつづけるような態度と能力をもつように援助する。

各種の社会的サ ービスを整備しなくてはならない。乙の

ような老人偏祉サ ービスでは，主主老事業のように ，老人

が家族的扶養l乙依存する乙とを前侵条件とするものでは

ない。むしろその反対に老人が独立自由な社会人として

生活できるように援助する乙とを，そのねらいとするも

のである。

しかし乙の乙とは，老人の家族関係を無視したり ， ま

た生活のプライヴァシィや職業的労働を否定する ，とい

う意味ではない。かえってその反対に，老人たちがその

経済的な依存状態ないし無力さのために，心にもない規

子同居をやむなくするのではなく ，親子の同居か別居か

を自由に選択しうるような条件をすべての老人に保障し

ようとするものである。というのは，かかる自由な判断

によって選択せられた親子の同居乙そ，真実l乙「親子の

愛情」の名に値するからであり，また経済的な打算に左

右されない家族関係のなかに乙そ，真実の情緒的結合を

みることができるからである。また生活の窮乏に脅かさ

れて，否応なしにかりたてられる職業的労働よりも ，最

低生活費を保障せつれたうえで，選択せられた職業的労

働の方に，かえって只実の「働くものの喜びと誇り」が

15 



ある ，と考えられる。また老人は年とともに，家族を失

い，古い友人をうたってゆく。老人福祉サービスは ，乙の

ような老人の孤独をなくするものでなければならない。

といわれるけれとも ， しかしその際注芯すべきととは，

老人の孤独が彼にとってどのような芯味をもつか，を見

きわめなくてはならない。もしその孤独が彼に enl oy さ

れるならば，それは老人のプライヴァシィとして，彼自

身に残されるべきものである。それとは反対に「孤独」

が彼を心理的 lζ 苦しめるならば，それは l onel i  ness (さ

びしさ) であって，まさに老人福祉サービス問題とし

て，とりあげられねばならない。

ζ のようにして老人福祉サービスの種類としては，老

人の所得，職業，医療，家族関係，住宅，教育，文化娯

楽，社交にわたるけれども，同時にそのサービスの内谷に

は明1確な限界と目的を設定しなければならない。すなわ

ち，本来的lζ 個人の自由な選択にまかせるべきものと ，

社会的立任において提供せられるべき福祉サービスの純

闘をいかに決定するかは，老人福祉の基本的原則にかか

わる問題である。」三人福祉サービスの地主主計画において

いかなる老人福祉施設を設けるか，という一見卑近な問

題においても ，実はその基底には，老人福祉のぷl床をい

かに理解するか，という問題に対する回答を用; ほしなく

てはならないであろう。乙んにち，われわれが眼前にみ

るような「後老事業」の施設を，ただ無批判的に増設し

たり ，改善するだけでは，決して! . J ; 尖の「老人福祉胞

設」に接近 しえないことを強調しておかねばならない。

2.  老人福祉サービスの優 先 順 位

乙んにちの主主老事業においては，いかなる hui 設ないし

サービスを後先的にとりあげて，乙れを実胞すべきかを

決定する際の原則は，いわゆる「緊急性j ( ur gency) の

それにほかならない。さしあたり家族的扶養をうけえな

い老人に対する生活保訟法の適用であり ，最低生活: t ' i . の

現金給付か，養老胞設への収容による現品給付が，乙の

主主老事業の板斡をなしている。老令福祉年金は，なるほ

ど70才以上の老人の約6096に給付せられるけれども ，そ

の金額は文字通りの小使銭であって，生活保障としての

怠味をも fこなし、。つまり名目や宣伝は別として，212質的

に老人の生活保障サ ービ スとして，乙んにち優先性をあ

たえられているものは「さしあたり放置できない困窮必

人J f[_対する生活保議事業である。

と乙ろが，; f ; f 老事業とは原理的』ζ 対立する「老人福祉

サービス 」では，サービスの優先性を決定する原則は，

16 

緊急性のそれではなくて，サービスの予防的効果と普j . h J i

性，および市民参加の程度である。乙乙でこの乙とを詳

細に説明する余地はないから ，これを老人福祉サ ービス

に関述せしめて結論的にいう ならば，まず全老人に対す

る所得保障，医療保障および住宅保障を優先させるべき

である。すなわち，まず老人の自宅における最低生活を

保障するような基本的サービスを優先させ，そのうえに

さまざまの特妹条件をもっ老人に対するサービスを追加

する。というのが，今日の老人福祉事業の順序である。

老人福祉施設の合理性は，乙のような基本的サ ービスを

俊先させる ζ とによって，はじめて確保されるものであ

る。その意味では，全老人に対する所得保障と住宅保障

乙そが，特殊少数の老人に対する福祉胞設よりも優先さ

せねばならない。もちろんそれは特殊条件をもっ老人の

ための収容施設は決して不裂だという怠味ではない。た

だわれわれの強調したい点は基礎工事の行なわれない建

物は，応急ぺラックでしかないという乙とである。

この点において，われわれが批判しなければならない

のは，最近各方面からぞくぞくと発表せられる「老人福

祉法案」の内容である。いま問題を「老人倍祉施設J に

限って比絞してみれば次のとおりである。

厚生省案 自民党案( 紅露案) 民社31乙案

無料老人ホーム 同 左

経v1老人ホーム

看護老人ホ ーム 老人医療施設

老 人 保 役 所 |司 左

主 主 談 受 託 者 同 左

老人初祉センタ 一 同 左

同 左

経11../主人ホ ーム

i特 脳 人 ホ ーム

」 主 人 病 院

同 1王

同 左

f北2 人 授 住 所

l 内 臓 斡 旋 所

みられるように，ζ れらの案に共通する点は，所得保

障に併 i' T してあたえられるべき住宅 'f.'1の保障や必人住宅

政策をまったく欠いている乙とである。( 1  ) 子どもと

同居したい老人. ( 2 )  ｾＱｴ 立して日常生活をＧ道みうる健

康にしてかつ自分自身の住宅を望む右人. (  3 ) ホーム

・ヘルプその他多少のサービスを必要とはしても ，決し

て集団的な収容施設を必要としない老人，すなわち老人

住宅に適する老人. ( 4 ) アパートのなかの老人部屋を

好む話人，すなわち若いひとびとの多い団地を好む老人

等々 ，老人の住宅政策において配慮すべき多様な要求が

ある。それにもかかわらず，上にあげた諸案では老人を

括収容する純設のみが主張せられている。元来，老人

の ｾｈ ｊｪ的収容施設は老人が単独生活では日常の自用を足

'‘  
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しえないとき，または集団居住を希盟するか，あるいは

治療上 ζ れを必ｾとするときにのみ，その効果を発揮す

るものである。従って優先させるべきサービスは，老人

の健康を維持させ，また所得を保障して，できるだけな

がく地域社会に同住しうるように援助する予防的な方策

と施設であって，乙の配慮を欠いた前述の初案は，いわ

ゆる「後老事業」の拡大再生産にほかならない。

とんどの老人福祉サ ービスにちいて俊先させるべきも

のは，むしろ仙波老人のための所得と住宅の保障対策で

あり ，それに関述する施設である。たとえば，家貸や家

尿改造自のj l 助，老人住宅，アパート， 同地の老人部屋

の建設とそれに附随する老人食堂，瓶食配給施設，老人

クラブ，老人相談所，老人医療施設とリハビリテ ーショ

ン ・センタ ー，教育施設，職業訓練と職業斡旋胞設等で

あろう。そして ζ のような前提条件の上にたって，前述

の言者案を再検討すべきであろう。

3.  老人福祉施設設計の基礎 デー タの整備

以上l乙白いて，われわれは老人福祉施設として，な に

を優先させ7 . ，べきかについて考慮してきたが，さらにす

すんで乙れらの施設の2 と質を決定するためには，こん

にちのわが国の老人のニー ドを正確にとらえておかねば

ならない。と乙ろで，乙んにちまで各種の老人調査は全

図的ないしは地方的な規般においである程度は励行せら

れてきたけれども ，それらの報告によって，実際に老人

招担l施設の具体的な計画がすすめられるであろうか。な

るほど最低'1: 活にも乙と欠く老人がどれ伎にいるか，病

弱ないしは口常の起居動作のみ不1 ' 1佐! な老人が何名いる

か，行業老人と1 m業老人の比不等々 ，一応の実態を推測

する程度のデータは各方而の淵査報告によってあたえら

れている。けれども，このような各項目の単純集計結果

によって必型な老人福祉施設の日と質を計画しうるかに

ついてわれわれは疑わしく思うのである。以下その理由

を説明したい。

元来，老人福祉施設の麗類や品を決定するためには，

老人の経済的条件，身体的条件，家族的条件を中心とし

て，そのほかに副次的に職業的，文化的諸要求を考慮し

なくてはなんないが ， 特 ｬ 乙注ｘＺＡｾすべき点は ， ζ れらの諸

条件が老人の生活において決して単独にあらわれている

のではなくて，複合して生起するという事態である。た

とえば，同じ貧困な老人でも . tJj) J，J! で、あり ，またよい家

族関係をもっ ているものもあれば，貧困，病弱，孤独と

いう三条件をあわせもっ ている老人もある。老人に対す

る社会的サービスとしては . iiii 手? に対しては所得保障に

よる 't 活の安定がなによりも必要であるが，それらの老

人のうちの一郎の人は所得保障のほかに，さらに職業施

設や老人住宅を必要とするかも知れない。後手Tに対して

は無料の: rH生ホームを必要とする場合もあるし，また老

人によってn宅において所得保障と訪問: [ j ' 泌サ ービスを

望むかも知れない。従って，老人の経済的条件，身体的

条件，心理的条件，家族的条件における欠陥が，いかに

重なりあっているか，または，そのうち- ; pf ! : 類の欠陥だ

けをもっ単純なケ ースが何% をしめるかを明らかにしな

ければ. r-l l乙老人の要求lζ 対応した協和I:}j在; 没の日やサー

ビスの程度をすら計算する ζ とはできないであろう。か

つてわれわれが大阪市の名人を対象にして，その「不孝

感」を調査したときに，貧困，病弱，孤独の三重障害ま

たはそのうちのこそE障害をもつものは，実に不、F感をも

っ老人の5596をしめている事実を見い 11 1 - ¥した。問機の苦

情によって，単純な所得保障のみを必要とする老人，追

加的所得保防ーと住宅 Ｗ ＧＱの補助だけでｾ求をみたしうる老

人 ， 所 ｩｾ ｦＮｻＡｩＧ＼障のほかにホ ー ム ・ ヘルプを必袈とする老

人 ， 所得ｻ呆ｾとホ ー ム ・ ヘノレフ。とリハビ リ テーシ ョ ン ・

サービスとを必豆とする老人等々 ，防1;: の' l ! : 複状況を発

見する乙とによって，実態に対応する福祉サービスのfoll

類や，そとであたえられる福祉サ ービスの内容 ，程度を

決定する乙とができるであろう。けだし ，たとえば，食困

と病気とを別的の現象とみるのは，それそ. れ社会保障1Jj1J

度と医療制度の:立場であろうが，乙の両者が例人の' - 1 : . 活

のなかで，いかにからみあい惑術践するかをとらえるの

が，栢*11 サービス回行の視点だからである。そして各額

の' 1，活上の困対がi ] j 複することによって起る「恋術部の

悲惨」をi l l l ' : サ ξ ためには，まずもって問題市複の実態を

Ilj] らかにするようなデータをもたな くてはならなし、。乙

のよう な基礎的データをもたないで，たとえば. ;1墜白老

人ホ ームを計画してみても ，それは単なる見本であっ

て ， 実際Ａと必ｾとする由も不明であるし ， それに ＱＱ 付設す

べきサ ービス ，たとえば，ホーム ・へJ レフ。の必豆一日につ

いても計算する ζ とができないであろう。つまり一口

に老人住宅といっても ，それに附設せられるサ ービスに

よって，各椅の特徴をもたせるべきであろう。してみれ

ば，乙んにち各方而で諮られる老人福祉サービス論は，

その掛声の大きさに比較して ， 具体的な ［ｽ ｉ ・ｾ Ｇ［ｉ の荻Ａ泌を欠

いているのではなかろうか。われわれは老人招ネ11: におけ

る救食事業的残浮を克服する原則的な努力と併行して，

なお多くの蕊礎的データを用怒するという初歩的な作業

を，ζ んどともつづけてゆかなければならない。

( 1962 . 10. 18)  
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オランタ ・ハーグにおける老人センター

老 人 の す ま い と 老 人 ホ ー ム

圃 老 人 の す ま い へ の 展 望

圃 老人ホ ー ムの現況とその 問題

圃 有 料 老 人 ホ ー ム 現 状 調 査
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老人のすまいへの展望

大阪市立大学工学部構師

栗 原 嘉 一 郎

1  .  問題のありか

最近κ なってわが国でもようやく老人問題が注目を浴

び始めてきた。乙れはいうまでもなく平均寿命が伸び，

老人人口の比率が急速に高まってきた乙とが根本の原因

である。すなわち，日本人の平均寿命は 1935 年で男子

46 .9才，女子49 . 6才であったものが1961年には男子66. 0

才，女子70. 8才l乙達しており ，乙の聞におよそ20才も伸

びた乙とになる。

乙の結果. 61年現在で60才以上の人口は 855万人と な

り，会人口の ヲ096を占めるに至っている。乙の比率自

身は，今のと ζ ろ表 l にみられるように欧米の文明諸国

に比べれば，まだ低い値ではあるけれども ，増加の速度

はそれら文明諸国に類例をみないものであることが指摘

され. 1975年 [ζ は60才以上の人口は全体の 11 .396. 200 

0年( ( . は 19. 296になるととが明らかにされてい る。

日 本 (1961) 9. 0% 

イ ギ リ ユ (1959) 16.8  

デ ン マ - 1/ (1958) 14. 7 

ス ウ ェ ー デ y (  11 )  15 .4 

ス イ ス (1959) 15. 1  

フ ラ シ ス ( 11 )  16 .6  

ア メ カ ( グ ) 12.7  

ソ ヴ イ コ二 ト ( 11 )  9.4 

表 1 各国における老令人口のＧ， ｾｾｊ 合 Ｈ ＶＰ 才以上Ｉ

乙うした背景のもとに起ってきているいわゆる老人問

題は，家族制度の変革ともからみあって，後維で困難な

問題を社会のいろいろな局而にひき起しつつある。すな

わち，年金(1;1肢を始めとする社会保障の体flilJ の問題，老

人の就業の問題 ， 停年 ｦｬｾｊ の再検討の問題，家族 ｦｨｬｊ 度と関

連した家族内の人間関係の問題，扶誌の問題，住宅の問

題，健康ないし疾病対策の問題，精神面の問題等々であ

る。そのどれ一つをとってみても単純なものはなく ， し

かもそれらの局面は互に関係しあっている。

ととろで ζ ζ ではその中から老人のすまいの問題を中

心にとり出し，背景的な諸条件との関連において，考え

方の基本的な方向を探ってみたいと思うのであ芸。

2.  世 帯 構 成 の 変化

老人のすまいというとき，先ず決定的な要因となるも

のは家族との関連において世帯がどのように構成される

かという乙とである。

60年の国勢調査は. 1920年の初めての国勢調査以来ず

っと続いてきた一世帯当りの平均人数4. 9- 5 .0人という

値が初めて4. 56人と掠ちた乙とを明らかにした。乙れは

家族制度の変革の意識に支えられながら，国土の工業化

にともなう労働人口の移動を契機としつつ，世帯の単位

が核家族( 夫婦のみ，またはそれに未婚の子供が加わっ

た家族) 化の傾向をたどっているためであると解釈され

ている。乙れはいし、かえれば21.lt代 ・3世代にわたるいわ

ゆる拡大家族の減少を怠味するわけで，老人のすまいを

考えようというときに基本的に重要な怠味をもつもので

ある。乙うした傾向はわが国だけの乙とではなく ，アメ

リカでも工業化の進展とともに，世待人数の平均は 1790

年 : 5 .7人. 1900年 : 4 .6人. 1950年 3. 4人とどんどん

低下している。

と乙ろで核家族化の傾向は都市においてより進んでい

る乙とを注意しなければならない。先の国勢調査によっ

て世帯人員をみても ，全国平均 4 .56人に対して市部は

4. 36人，さらに全国人口集中地区では 4. 15人と低い値を

示している。小山隆氏らの東京都における調査によって

ら拡大家族の割合は，山村 ＴＲ Ｙ ぢ ， 近郊 ｉｾ 村 ＶＷ Ｅ に対し

て，区部や近郊住宅地ではともに21 96と低い他を示すこ

とが明らかにされている。

この事実は，老人問題は どちらかといえば都市におい

て深刻K なる乙とを意味している。つまり民 ・漁村の場

合は 11: 1家族制度Ihl 地のテンポが遅く，また入手不足から

老人の労働力を必要とする乙ともあっ て年ー寄りの座は一

応安定しているのに対し，都市では老令失業名ーだけでな

く，主焔業 ・母親業からも離れた不安定な年寄りがあふ

れているというわけである。者s市により大きな問題が横

たわっているという事実は，老人のすまいを考えようと

いう場合lζ 基本的 lζ 重要な前提条件となるものである。
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問題を考えるときにはそれなりのg 味をもっ

てはいる。しかし，すまいの形態を考える切

合には，それが人間の生活に対しでもってい

る本質的な芯l床からいって，そうした年令区

分がどれだけの芯味をもっているかはきわめ

て疑問である。それよりも，こうしたファミ

リー ・サイクノレにおけるいくつかのポイント

を基準点に鋸え，そ乙をこそ出発点としてす

まいに対するイメ ージを質的にもまた: ! i l 的に

もj足関させていくべきではなかろうか。

このように老後生活をと らえるとき，その

l t で迎える配偶者ーの死というポイントも ，す

まいのイメージにはねかえって くるつぎにE

ｾなポイントとなるにちがいなし、。そうし

た忠味で図 1 においても，老夫婦の JUJ 聞を第

1  ｊｕｊ Ｎ 配 Ｑ 同省 ｬζ 死別して単 ｾＱｴ 老人となる ｊ Ａｊｊ聞

を;，j' i 2!切として分けて1 ' ，づけておいた。乙う

い う乙とは個人の次元で考えればきわめて当

りがIの乙となのであるが，社会全体で考える

段になるといつのまにや ら消えう せて. ｾ人

ホームの入園資絡までが満 x x 才以上と い うようないい

方! こなってしまうのはま乙とに妙な乙とと いわねばなる

まい。

それはともかくとして，老人のすまいをこのようにぢ

えてくると ，その水質は，人聞の一生のうちの一つのH寺

j切におけるすまい方の形態をどのようにと らえる かとい

う，住居論の中でも一番線本のイメージの問題へと !hl} 11 

するのである。乙の怠味で老人のすまいの問題はまった

くもって万人の問題であり ，いわゆる社会筒祉胞設とい

うような! 必党では到底処理しきれない問題である。

! 平ト→日 →EF 日同|巨

図 1 ファミ リー ・サイク J レ( 核家族)

市 l 問 司 2 )111  

却

才

初

伺

平

均

山

本

A

W

50 

40 

3 0  

20 同盟?]J のぞ..め

1.0 

O  

E淘3

夫 の 場 合 裂 の 場 合

際12 ｾ反政のライフ ・ サイク ｊ レの段階 Ｎ アメリカ

3.  ファミリー・サイクル

わが国の世帯j が骸家族化の傾向をみせていると述べた

が，それに関連してここで人間のファミリー ・サイクノレ

を考えてみよう。 Ｑ ｾ ｬ ｬ は ζ れをもっとも単純に示したも

のである。子供が成人して結婚するときには必ず家を出

るとすれば，家には老夫婦が残り ，図のような循涼とな

るだろう。わが同の場合は ζ う単純lζ 表わせる羽合はむ

しろ少なかったわけだが，欧米の場合は一応乙のように

表わせる乙ととな ｾｯ

アメリカの家族について乙の間の関係を図示したきわ

めて興味深い図があるので図 2 に紹介しよう。死亡年令

が高まる一方で結婚年令 ・H'd2lf 年令が低くなってきてい

るため，子供たちが結婚し終ってからの“ 老後生活" の

期間がとんどん長くなってきている乙と ，婦人の場合は

寡仰で過す期間の長いととなどがよく示されている。

わが悶の場合は結婚年令は近年むしろ高めになってき

ているが，先lこも示したように寿命が仲びているし，夫

と安との聞には寿命の差 lζ 加えて 3 才前後の年令差もあ

るので，やはりアメリカの場合と似たような乙とがいえ

るであろう。

さて老後のすまいであるが，その場合の h 老後" とい

うものを，基本的 lζ いって，図 2 ( こ示されている「最後

の子供の結婚」以後というふうに考えるのがー悉よいの

ではなかろうか。 60才とか65才とかの年令区分も ，老人

20 
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4.  老人ホームというもの

老人間i国対策の- l i 立として老人ホームの充実がIIJ れまれ

ている。そ乙でまずこの胞設の概況をみてみよう。現在

わが国の老人ホ ームは， . j ; 主. . / [ ; 院( 無料老人ホーム) . 有

料老人ホーム ， 怪 Ｗ Ｑｊｾ 人ホ ー ム，年金受給者ホームなど

がある。

養老院は生活保護法によるものであり . 62年現在全国

に640 ヵ所，およそ4万人が入所しているが，さらに入所

を必変とする者 4 万人がいるという。乙の施設に入って

いる老人は生活保護法適用者である上に，そのほとんど

が身寄りのないと乙ろから ，今のところ ζ れはどうして

も保波収容胞設としての性格を帯びてしまっている。

有料老人ホームは乙れに対して数万円の保証金と月々

数千円の71 J 用を払って入所する有料のホ ームであり ，経

済力はありながらも家庭的に恵まれないか，あるいは恋

まれていても積極的にホ ームの生活を: j j ，' 望する老人が入



所している。乙の中K はなかなかデラックスなものもあ

り，養老院とはちがった意義も認められるのであるが，

ζ 乙4，5年の聞に主とし て法人経費K よって伸びている

途上の乙ととて未だ全国で' わずか 30余力所，1，000人程

度の収容人員に過ぎない。乙の施設の難点は，なんとい

ってもｾｾ用が高く てな か なか入り にくい ζ とである。

経質老人ホ ームは，地方公共団体または社会福祉法人

が国の補助をうけ つつ低廉な ｾ用で比較的低所得階層の

入所を可能とする目的で， 61年から設立された施設であ

る。との施設のねらいは有料 ・無料の聞の空白を埋める

当をえたものであり ，乙れから伸びるものと恩われる。

しかし何分未だ発足したばかりのと乙ろであり， ＶＱ ｾ に

? ヵ所， 62年 lζ 10 ヵ所程度の建設という。

年金受給者ホ ームは一種の有料老人ホームともいえる

が，利用が特定の年金受給者 lζ 限られる点で若干性格を

異にする。現在のととろでは郵政省の簡易保険 ・郵便年

金の受給者のための老人ホ ームが 4 ヵ所と，昨年から設

置の始まった厚生年金保険の老令年金の受給者のための

老人ホ ームがやはり 4 ヵ所あるだけであるが，とも』ζ 増

設の予定という。

乙んなととろがわが国の老人ホームの概況であるが，

ζ れらの胞設に入っ ている者の数は全部あわせても 60才

y.J 上の人口のやっと 0.596程度に過ぎず，少くとも現状

においては乙れら老人ホ ーム の来している役訓はま ζ と

κ 小さいといわざるをえない。

では将来はどうか。乙れらホ ーム はその多くが根を下

したばかりのと乙ろであり，すでに述べたように今後か

なりの建設が見込まれている。老人ホーム lζ 対する入所

希望も少く ない。有料老人ホームに対する入所希望はど

の位かといえば，59主f・の尼ケ崎市調査では60才以上の老

人の6.696が「入 り た い 」 と 答 え ，3.496が「入っても

よい」と答えている。また，最近甲府市が行なった月

7，000円以下の有料ホ ームに対する入所希望調査によれ

ま，岡市の 60才以上の老人の7. 8 96が「入りたいJ と答

え， 11. 296が「入りたいが事情が詩さない」と答えてい

る。乙れら以外の答えの中には「分ろなし、」と答えたも

のもかなりいる ζ とや，乙れらの調査が老人ホーム lζ 対

する認識の欠けている今日行なわれたものであることを

考え合わせるならば，乙乙 lζ 示された入所希望の数値は

コかなり高いものとして受止めざるをえない。

需要はある。生活保設の立場かる養老院への入所が必

要な 4 万人は別としても，有料 ・犠mなどの一般老人ホ

ームも乙れから大いに伸びてゆくであろう。また {It lびな

ければならないであろう。

さて，それK もかかわらず， ζ うした老人ホームの建

設が老人のすまいの解決策として本命なのかという乙と

になると ，それはまたす乙ぷる疑わしくなってくる。

5.  老 人 ホ ー ム の 性 格

必人ホ ームといえば，社会保障の進んでいる 北欧諸国

やイギリスの ζ とがすぐ 引合に出 される。われわれは新

聞などの紹介記事から ，かの地では非常に多くの人々が

老人ホームで余生を送っているように思いがちである。

しかし 1957年の統計によれば，65才以上の老人のうち施

設に入っている者の割合はスウ ェーデ ン ・デンマ ークで

さえ 5%に達してい ないという。またイギリスの窃合は

もっと低く ，1- 2%程度と見積られている。残りのほと

んどの老人達は自分自身または親属の世帯の中にいるの

である。これはどういう乙とか。

「すでになされた多くの研究・調査から，そして叉常に

老人を対象 lζ 仕事をしている人々の一致したな見から ，

老人は一般に可能な限り自分自身の家庭にとどまりたが

るものであると推論するのが妥当である。」と Shenf i el d

は述べている。老人ホ ーム というものが，一定の場所l乙

老人ばかりを集めて共同生活を送ら せ る施設である以

上，たとえできるだけそうならないように計画するとし

ても，家族や地域社会に対しである程度隔般的な性質を

帯びることは避けられない。そしてそれを老人は喜ばな

いのである。乙れはまことに当然の乙とというべきであ

ろう。

Shenf i el d はさらに， r老人がホームへの入所を希望す

るようになる三つの要素は，適当な住居がない乙と，保

護が必要な乙と ，および孤J1t の淋しさであるが，大多数

の老人達は自分の身のまわりの凶: 話をする能力をもち続

けるものであり ，若干の援助さえあれば，手近な買物の

使のある適当な住宅施設を与える乙とがよりよい解決で

ある。J r家族K とっ て老人ホーム はいまなな最後のやむ

をえない手段と考えられ，従って，現在のと乙ろ親属の

ない人た ちが乙うした道を選ぶ乙とにな りがちであ る。」

と述べ， rホームlζ 対する乙うした考え方はあるいは変

るかも知れないが，少くとも予見できる将来におい て

は，収容ホ ームは，相当程度の保護を要する: j ; ' J ; j ζ 虚弱で

無力な老人の用 lζ のみ供されるべきだろう。」と結んでい

る。

また，藤原、英夫氏の語ると ζ ろ』ζ よれば，最近老人ホ

ームのもっとも充実しているといわれる北欧諸国におい

て，そうした施設に老人がじっとしている乙とは老人自

身のためによくないのだという反省が高まり，老人 l乙家

庭とホ ームとを自由に往き来させているが，それでもな

お“ 老人を家庭に帰せ" という imm) J が起きているとい

つ。

先進諸国のこうした論説や動きは，家族』ζ 対する新し

いモラルや子供との別居を前提とする新しい老後のすま

い方を求めるあまり，性急に老人ホームという方式を観
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① 

① 平 屋 ・小路形式による 44人のホーム

② 高 佐1アパート形式による 144人のホーム

③ リ ピ ノ グ ル ー ム

@i 応 車 内 部

スエーデンの老人ホ ーム

③ 

迎し乙れに過分の期待をかけようとする考え方がなくも

ないわが国の現在に対して，いろいろと考えさせるもの

をもっているとはいえないだろうか。

もらろんわが国の場合lζ は，西欧とは比較にならぬ劣

悪な住宅すH，'j を始めとして，異った条件がいろいろとあ

るe それに，すでに述べたように現に身寄りのない孤独

な老人や，身寄りはあっても家庭が芯まれずに私極的に

雌れて生活したい老人もたくさんいる。そうした老人の

ためによい老人ホ ームをどしどし建設していくことはま

乙とに必必な乙と lζ ちがいない。老人ホーム l乙入った方

がよいと恩われる老人がと、の位いるかは明らかにされて

いないが，かりに 65才以上の人口の 2 70と考えても 11万

人， 3 96と;iZ;・えれば 17万人となるわけで，とにかく大い

に建設しなければならないことはたしかな乙とである。

にもかかわらず，老人ホ ーム というものは老人のすま

いの解決策として本命になるような郡郊のものでは木来

なく ，むしろはっきりと限界をもつものであるらしい乙

とが理解されてくるのである。

6  家族と 住むということ

老人のすまいを老人ホ ームという形でなくという乙と

になると，乙れは再び家族との関述で考えなければなら
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③ 

@  

な くなる。

わが国における家族主義の変革が親子単位の生活から

夫婦・単位の生活へと人々を抑し進めている過程にあっ

て，老人が子供夫婦と同居する乙とは次第に困難になっ

てきていることは多くの人々の指摘すると乙ろであり，

それは始めにも少しく ふれたと乙ろである。

ところで表 2 は厚生千? の高令者調査 ( 1960) (ζ よって

わが閃の老人のJ;;}住形態を一覧したものである。

単 身 ま た は 老 夫 婦 の み

子 供 夫 婦 と 同 居

そ の 他 の 子 と 同 居

そ の 他 と 周 回

E十

|全国141iJL5mL

卜∞ 0形|則4削イ削形

傘 乙のうち夫または袈と死別しているものは犯で21%，女で59街。

表 2 わが国の老人の}e:' 住形態

乙れをみると全体としてはまだまだ向川が圧倒的に多

い乙とがわかる。そして同時に都市と jJ2山村とではかな

りのちがいがあり，大都市になるとある程度])IJJ ，1;- が進ん

できている乙ともわかる。



乙れは現実であるけれども ，ーブ) " : C( 識の方はどうか。

ＵＹ ｾ の総理府統計・局の世論調査によれば Ｎ Ｑ 子供が結婚し

たら別川と同居とどちらがよいと思うか」の聞いに対す

る答えは. r同居がよし 、J 5996. ; 別居がよい J 3196.  

「分ら なし、J 1096となっている。さ らに「子供が結婚し

たら実際にあなたはどうするか」という質問に対しては

「岡山したいJ 8296.  r5JI)J，! ) したいJ 189ちであったとい

う。乙の凋査は若い陪をも合んだものであるにもかかわ

らず，広ii 町市でも乙 れだけの高い同居希望があるのであ

る。もっとも乙れは全国の半均的な; な識であって，小山

i盗氏らの東京信sでの別調査によれば，一般論としての怠

識を「同J.I;' がよいJ rJ JI )J 苫がよいJ r事m. による J に分

けたとき ，山村ではそれぞれ7296. 1896.  9  9ちであった

ものが部会地ではそれが1996. 595ぢ. 2196といちじるし

いちがいをみせたという。ともかくも乙うなると，老人

のすまいの問題はやはり家族との関係をどう設定するか

という問題が最大の鎚であり出発点である乙とがいやで

もはっきりするのである。

同J，';' の場合一番問題になるのはいうまでもなく寝室な

いし個室の問題である。 601.f の厚生干? による高令者調査

によれば，老人だけで使える寝室をもっ ているのは，配

偶者のあるもので78. 496. 配偶者のない者では46.596に

過ぎない。月1) の尼ケ的調査，八幡凋査によれば乙の値は

48. 3 96.  29 .596とさらに低い値を示している。 しかも

乙れらの他は単Hl または夫婦のみの世帯を合んでの値で

あるから ，同J.I;' 世帯だけについてみれば，さり』乙低率と

なる乙とは| 司ill いないと乙ろである。乙ういう状態での

同 ｊ ， ＧＺＧｾｕＶ が何をもたらすかは乙乙でいうまでもない乙と

であろう。

老人が専用室をもっという乙とは，文字通り同 ｊｾ の最

小限度の条件であろうし，多少とも余裕があれば同一家

屋の中で世帯を分けられるようにするのが，長く平和に

! ; } すためによいのだとはよくいわれると乙ろである。増

沢淘氏の設計した U 氏[[1 (1玄13) はそういうな図がはっ

きり示された好例といえるだろう。

乙うしたあるレベルが確保されるならば，同} . ，; . の問題

は必ずしも否定的ないしは消極的にばかり考ーえるべきで

はないであろう。特 lζ 図 1 において示した老人第 2 J切，

すなわち配偶者を失ってからの単独老人 l乙対する fi} 住形

ｴｩ ｆＺ としては ， 長 ｾｃＩｾ の 問題とも考え合わ せて相当の リアリ

ティーをもっ筈のものではなかろうか。

なお，乙うした同居の湯合，乙れまでの伝統的な家族

:lilJ 度の下での常識であった息子夫婦との同居という型は

ゆらぎ，むしろ娘夫婦との同居が次第に {III びると思われ

るふしがあるとは，東京の下l町を調査したすぐれた社会

学省 R. P.  Dore の指摘であるが，乙れは単に Dore だけ

でなく，二，三の社会学者の指摘すると乙ろであるよう

だ。これは伝統的な嫁と姑の問題が解消する乙とをな味

し，一見すまいの問題とは無関係にみえながら ，;15は同

病の; む味論を通じて必後のすま いの型へとつながってゆ

く一つの糸口 lζ なる可能性をもっ問題だと思う。

それはともかくとして， 同J.!i- の問題は，右後のすまい

の中で若干の位置を示めるであろうことは| 分l乙考ーえる

れると乙ろであり，それに見合うすまいのイメージも ，

相応の位置を与えられるべきものと私は思う。そうとす

れば，たとえば公営公団住宅のプランニンクなどにおい

ても ，もうそろそろ乙うした問題に対応する型がよ1食1) に

追求され始めてもよい頃ではなかろうか。

と乙ろで，同J，'f}JI j}Ji- !ζ 関する外国の状況はどうか。イ

ギリスについて，先のわが国の資料と比較できるものが

I  玄 関 2  府 r:u 3. 食 堂 4  校 室 5. 子供室 6  波り廊下 7  物 入 8  老人綬司王

ｉｾ＠ 3  U 氏 氏11

友半分が老人のプロツヲ。寝室 . J;C閲 ・食堂 ・キチン ・

洗面1・ra所 ・玄関まで一通り飾っている。
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を提供 している 。表 4 は子供をもっ老人について子供と

どのくらい近くに住んでいるかを示したものであり ，

表 5 はそれらの子供との往き来が実際どのくらいあるか

を示したものである。

ロ シ ド ン事2

|おE2l- 住 山 る 子 供 ICつL で

いて 認 ゐ 苦 情 の | 既 鱈 の 子 供 だ け

同 居 1 19%1  52%  1  24.百

＿ＺＷ［ 分［内 のととｾ i}  31  I  う I  ｾ＠
東 ロ γ ド y 地 区 内 1 29 1  8  1  

英 国 内 ま た は 外 国 I 11 I  4  I  

1 1附 I 1∞必 I 1∞%  

25 %  

29 

26叫

12  

8  

計 |

• 1  1951年の Cens us による。

・2 Bet hnal  ｇｲ･･ ｮ 地区に対する ｔｯｷｮ ｳ ･ｮ､ の側資 Ｈ Ｑ お Ｔｾ

55年) による。

本 3 ｾ町偏 Ｑ および 男やもめの子供を含む。

1∞ %  

あるので紹介しよう 。

単 身 で 居 住

老 夫 婦 の み で 居 住

既 婚 の 子 供 と 同 居

未明3 の 子 供 と 同 居

そ の 他 と 同 居

単身または老夫婦のみで居住するものが多く ，既婚の

子供との同居は少い点で，わが国と はいちじるしいちが

いがみられる。わが国の場合，将来において老人の居住

形態が ζ うした数値に近ずくかどうかは疑問であるけれ

ども，都市において次第に別居が進んでいると考えられ

る今n，乙う した値はいろいろの角度から検討し てみる

必変ーがあるであろう。

ととろで乙乙にきわめて重要な問題がある。それは，

別居というとどうもそれがすぐに家族問の別離を意味し

ひいては老人の孤独につなが る問題としてうけとられが

ちな乙とである。果し て本来そういう形で問題は直結す

るのであろうか。

イギリスの老人の居住形態表 3

「老人住宅の計画に為ける主主E- 問題の一つは，たとえ

別居が望まれる窃合でも家族は互に近くに l 、る必要があ

る乙とを考慮に入れるべき乙とである。家族というもの

は，住宅の入手が可能であれば地域で寄りがちなもので

ある。 Shel con 博士はウノレパハンプトンで，別個の住宅

lζ } 人でいる老人が，実際 lζ は緊密な家族の保設と援助

の網の自の中で生活しているのを認めた。近くに住むと

いう乙とを“ できたての食事がさめないで迩べる距離"

と定義して，Shel con は彼の桜木の3090が近くに住む親

属をもっていることを認めた。事例のうち 496は親属が

現 l乙隣りに住み， 6 96は 3 jl 年以内のと ζ ろに住み. 4  96 

は同一町内 lζ ，そして 796が歩いて 5 分以内のと乙ろに

住んでいた。そして，乙のうらの2196 もの例においては

老人とその親属とが世需を実際上溶けあわせていて，そ

のため別々の家に住んではいても，それらは一個の世帯

として機能していた。」

乙れは先の Shenf i el d の著書のー部であるが，家族と

いう行機体の中での老人の住まいがま乙とに見事lζ えが

かれていると思う。

同じくイギリスにおいて Townsend がロンドンの

Bethnol  Gr een 地区で200余人の老人について行なった

すぐれた調査は，乙の問題についてもさ らによいデータ

子供の住んでいると ζ ろとの距離

表 5

第

一

悠

お

お

げ

7

3

一
∞

乙れをみると親子は実によく近くに住み，そして実に

よく往き来している乙と がわかるのである。往き来の回

数が. . t : 人倒的、ら数えた場合の方がずっと多くなっている

のは，老人が何人かの子供をもつためであろうが，とら

かく乙れだけの往き来があれば，もはや5)I J @を家族との

別離やそれにともなう孤独と直結させて考える必要もな

くなって乙ょうというものである。ちな みに Townsend

の同じ調査によれば，同地区の老人達の，既婚の子供と

の同} ，g に対する怠見は ，賛成 10;; ぢ，反対8696. わからな

会う頻度 |  会 う 糊

|山子供 IC 1  '1' ut t >>老人民

| l∞形 |

子供との往き来の頻度

表 4

毎 日

毎日ではないが迎 1 回以上

毎週ではないが月 l 間以上

毎月では伝いが年 1IPI 以上

あ わ な い

近 く に 住 む と い う こ と

い 4;; ちとなっている。

乙うして5)1j ) 苦を支持し，そして実際に別居をしながら

子供述のすぐ近 くに住むことによって，家族としての密

接なつながりを保つ生活を展開しているわけである。

Shel don のいう“ できたての食事がさめないで述べる

距離" は，ふつう“ スープのさめない距離" としづ 言 葉

で欧州ではいいならわされているらしいが，乙うした関

係は ， 突はわが国でも古来のいわゆる隠居ｦｉ ｾＱ 伎の中に法

制上の哀づけをもってはっきり示されていたとしづ。つ

まり老人がある年令に達したときに，財産の相応部分を

子供夫婦に諮って自分述l主主屋の隣めの，月IJ線 ・月11かま

どによる隠居所lζ 移るというわけであり ，いまなお徳島

県の祖谷山村や滋賀県甲賀地方lζ 残っているという。

スープのさめない距離に別れて住むということは，生
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活のちえともいうべきまことに合蓄の深い言葉であるに

ちがいなく ，恐らくは老人のすまいを考えるときのもっ

とも霊安なポイントになるもののように思われる。

と乙ろで仮 lζ 近くに別れて住むのが理想、だと認めると

しても ，その実現が容易かという乙とになると乙れはま

ずこ別問題である。そ ζ にはいろいろの困難がある。

近頃古くからの住宅地には増築が多い。それも 100坪，

200坪. 300坪の敷地の中，庭先fOJIJ 棟で子供達若夫婦の

新居が建つのである。時として新しい離れの方に親が入

って古い方を若夫婦が使うとともあるだろう。こうした

敷地内の離れの構築は，都市における地価の異常な昂騰

による敷地難がもたらした，いわば仕方なしの解決とい

うのが直接の動機であるにちがいない。しかし乙れは結

果として，まさにス ープのさめない距離を実現したもの

であり ，まととに結構な乙とと思われるのである。

しかしながら，たとえ持家| 絵図であっても. 50坪. 30  

坪という狭小敷地ではその余地はとてもなしまして借

家階層 ・給与住宅階層では乙んな乙とは考えもおよばな

い。それにもう一つの問題がある。産業の進展とそれに

対応する住宅政策がもたらす人口の移動である。庭先lζ

別棟を建てた人々にしたと ζ ろで，息子連はいつ転勤し

ていくかもわからない。

「最近20年間の住宅の発展は，若年者とその家族を都

市の外辺へと移動させ，老人をその家族からある程度離

れたところに残しておくような傾向にあった。ニュ ー

タウンの発展もまた家族を分断する傾向がある。」とは

先の Shenfi eld の言である。わが国の場合も

まさに然りではないか。

8. 団地の中に老人用住宅を

近年大都市の郊外に続々と計画されている

いわゆる団地は，次第K 計画の規模を大型化

してきている。現下最大のおよそ 2 万人の呑

盟団地ぐらいまではなんとか“ 団地" という

日子び名で聞に合っても，開発中の千里丘陵の

住宅地 ・人口 15万人や，計画中の高蔵寺の住

宅地開発 ・人口 8 - 10万人となると ，もとよ

りニュータウンである。そしてその団地やニ

ュータウンが家族を分断させる働きをすると

いうのだから問題は大きい。まして賃貸の不

燃アパートを中核とする団地造りは，住宅地

開発のチャンピオンでもあり，人々の中にす

まいに対する新しい概念をはぐくみつつある

乙とをも考えればなおさらである。

西山卯三氏は住宅の将来像についての論文

の中で，職業 ・職場の移動のはけ. しい都市生

活者lζ 対する住宅供給の体制は，人々のすま

h

J

a

河

町h .  

いを“ 住みつき型" から“ 住みかえ型. . f乙切り換えてゆく

乙とによりはじめて合理的なものとなしうるという意味

の乙とを述べている。乙れはま乙と Ir . 紋心をついた意見

であると恩われるが，もしも乙のように考えるとするな

ら，“ 住みかえ型" の実践の担い手としての団地が， こ

れまで述べてきたような老人の問題をどのように受けと

めるかは ， きわめて霊ｾ な課題だといえよう。

“ 住みかえ型" の団地の中で，近くに別れて住む乙と

を実現する方法はただ一つしかない。老人向き住宅をあ

る割合で団地の中に建設し，家族との対応で入居させる

ことである。

老人用住宅を或割合建設するという ζ とは，単lζ 一

家族の縦の関係を円滑にしうる道を開くだけでなく，結

果として団地コミュニティ ー全体としての年令分布をノ

ーマ ノレなものに近ずける点でも高く評価される。

図 4 は，住宅公団の全居住者の年令構成であるが，乙

ういう偏頗な構成では，学校を始めとするもろもろのコ

ミュニティー施設の2十画もうまくゆかない乙となどいく

つかの欠陥がすでに指摘されている。| 皆屈の均質性とも

合わせ考えるとき，乙うした構成がさら κ ニュータウン

ほどの規模にもおよぶとすれば，それはもはや単に施設

計画上の問題κ 止まらず，より大きな社会問題へとつな

がってゆくにちがいない。団地もニュータウンももとよ

り一般社会の部分であってみるならば，狭小で庭もなく

とても同居の余地などないことも手伝ってさっぱり老人

達のいない乙の新しい世界をば ，核家族誕生の場として，

12  11- 10  9  9  7  

列

図 4 公団111地金: 入Ji ，. 者の人口総成

太 線 公開入隠者 (1959)

最E 線 東京都区部 (1960)

点 線 : 全 国 (1960)

図 5 ニュータウン ・クローリーの人口構成

太 線 合 ロ ー リ 一

点 線 . 全 英 国 ( 1958)

25 



ロンド J ・ ローハンブト ン閲 地 ｉｾ おける老人用住宅 ＨＰ 印Ｉ

向 上 老 人 m 住 宅 の 近 影

26 

また若夫婦と幼児達の楽園として，肯定的に

眺めてばかりはいられない筈である。

もっとも ，団地建設の歴史l乙於て二歩も三

歩も先を歩んでいる欧州でさえ，乙の問題は

あまりうまくいっていないらしい。大小・高低

いろいろの住宅型をまぜた混合開発 ( mi xed

devel opment )  を進める乙とによって調和の

とれたコミュ ニティー (bal anced c ammunity)  

をつくるべき 乙とはすでにかなり前から主張

されているが，比較的最近の論文においても ，

まだ団地計画には名人問題が無視されがちな

こと ，コ ミュニティ ーの lull me mbers として

老人を扱わねばならぬ乙とが指摘されてい

る。図 5 はロンドン郊外のニュータウン ・ク

ロー リー ( Cr awl ey) の人口構成を示したも

のであるが，日 本の公団住宅ほどではないに

してもそれとよく似た構成になっているのは

興味深いと乙ろである。しかしニュータウン

・フック (H∞k) の計画レポ ー トは，こうし

た若夫婦と幼児の集中をある程度やむをえぬ

傾向として認めながらも ，老人はもっと多く

ニュータウン κ 招べる筈だとして，クロ ー リ

ーな どとくらべてはるかに高い値 ( 60才以上

で約 7. 59めを老人の比率( ( . 与えて設計して

いる点は注目に値するととである。かの地で

は老人住宅の比率は最近2096を桜準 lこしてい

るという乙とも聞いている。

老人用住宅を団地の中にどのようにつくる

かもつぎには問題となろう。低屈にすべきは

常識としても，団地内のあるブロ y クにまと

めでつくるか，それとも他の建物の聞に分散

的につくっていくか，あるいはまた中高層住

宅のーl絡をあてるかなど ，いろいろの可能性

が考えられるであろう。

写nはロ ーハンプトン ( Roehampt on) 団地

における見事な実例と，スイスのパーゼノレに

おける正|函模型を示したものである。

ただ，イギリ スの湯合，老人住宅に入っ て

いる老人達の息子が実際に同じ団地l乙いるの

かというと ，必ずしもそうではない由である。

9.  コミュニテ ィーの 中で

子供述との関係のほかに，もっと広く地域

社会の人々との関係はどうか。

古くから住みついてきた老人の切合には，

省からの隣近所，顔なじみ，友 人 へ の 愛 着

が，そしてまた昔からの家屋や道や風景や，

広くいって自分が育ってきた土地lζ 対する愛

着がつょいといわれる。( だから ， “ 住みか



え型" の団地に老人向住宅をと いっ

ても，一方では，住みなれた土地を

離れることの困難さもあることにな

る。)

乙ういう感- mは外国でも同様で，

To wnsend も先のロン ドン地区の調

査の中で，老人達の地被への帰属! 感

が強い乙とを示している。ただその

場合，実際の近所づき合い ・訪問の

しあいは一般にそれほど多いもので

はないが，娘が近く』ζ いなL、老人に

おいて，その度合はより高いという

事実が報告されている乙とは注意さ

れてよい。

，恥 4  
つまり，地域社会は老人にとって，

一般に親属との生活の背呆としての

怠味を越えない場合が多いとして

老 人 用 住 宅

スイス ・パーゼル団地に おける老人間住宅 ( 0印)

も，身近かな親属を欠く場合 lこは，

よりどころとしての比重が増してくると考えられる乙と

である。そ ζ で，家庭老人の場合も そう であるが，特に

老人ホ ームの建設の場合な どは，もっと地域社会との関

連が強く打出されなければならないといえる。

長近東京と北海道で，地域の婦人会・未亡人会が，住み

なれた土地lこ自分逮の力で自分逮のための老人ホ ームを

つ くるという例があったというが，もしもこういうやり

方が脊てば，これまでの一方的 lζ 建設された速くの施設

へ入所するのとはらがって，地域社会との関連にお いて

きわめて私極的なJ &，味をも つものに なるにちがいなし、。

ア メリカ においても ，大規模で施設の完備 した老人ホ

ームとい う考え方と ならんで，たとえ小規模のためにサ

ービスが低下 しよ うとも，ホ ームは各々のコミュ ニティ

ーの中に設けら れるべきだとする主張がある。そしてそ

の場合には，ホームの規模に由来する創! 政管理 ・レクリ

ェー ション施設の不備はコミュニティ ーにfJ . うべきもの

としてい る。

それらの施設をコミュニティ ーに負 うということは結

果としてコミュニティ ーとの融合を促進するカにも なる

であろうし，また逆 [ζ ホームが授産所やク ラブな どを合

む形で計 画される ならば，それをコミュニティーに対し

てオ ープンにする乙と も同級の芯l床を もつであろう。 il 王

者の見たある近郊j込村のホ ームでは，ホームの老人はj民

家の手伝い，庖番，留守番などの形で周閣の民家とかな

りの往来をもっ ていた。もっ ともこれは無料ホ ーム の場

合であり ，特殊な面もあるけれども ，コミュニ ティ ーとの

融合という意味では示唆に富むものであろう 。

裂はできるだけ地域社会との関連において計画のイ メ

ージを考えるべきではないかということである。

10 . お わ り に

以上老人のすまいに対する一通りの反主裂を試みたが，

始めにも記したようにこの問題は，木来老人をめぐる f也

の諸問題と 密接に入り くんだものである。すま いとい う

立場を逸脱せずに論 じようとする乙と自身困難なことで

もあったし，またそう努力する乙とによってあるいは払官

題を単純化 し過さて しまったかもしれな し、。レク リエー

ション関係の施設や保健 ・医療施設との関係も残された

問題である。厚生省がよう やく 建設しようという看設ホ

ームなども ，医療施設との境界に位置するものとして，

いろいろの問題を含むであろう。それらは追 ってまとめ

るとして， とも かくも乙乙 [ζ 一応の方向づけを試みた次

第である。

なお，家族の問題などに関して大阪市大社会学教室の

上子武次氏 lζ 二，三のど教示をいただいた乙とを記し，

謝: 立を表したし、。 ( 62年 10月〉
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老人ホームの現況とその問題点

大阪大学鱗師 .m策針蘭

荒 木 兵 一 郎

ま え が き

現在，わが国で「老人ホ ームj といわれるものには，

生活保説法によって設置され，主として貧乏で暮 らしに

因っている老令者を対象とする「無料老人ホーム」俗に

養老院と呼ばれるものと ，個々の施設との契約によって

利用 される民間経営の「有料老人ホ ーム」および昭和36

年度より新らたK 国と地方公共団体などの負担によって

低所得胞の身寄りのない老令者を収容保殺しようとして

発足した「経世有料老人ホ ームJ の三種がある。しかし

ζ 乙では一般に乙れらの区別には乙だわることなく ，現

況の老人ホ ームの実態を通じて，今後のホ ーム設計の問

題点を拾ってゆ ζ うと思う。

1  .  ホ ー ム は 老 人 の 集 合 生 活 の 場 で あ る

老人ホ ームに関する最大の問題は ，ホームが無縁な老

人達の集会生活の坊であるという 点であろう 。すなわち

ホームという形態は必然、的に集会生活の場を提供する乙

とになるのであるが，はたして老人途は集合生活をする

のに適しているのだろうかという根本的な問題から ，さ

らにはまた，乙の節以下で述べられる問題のほとんど

も，ホームが集合生活なるが故! と HZ題となってくるもの

ばかりである。そ乙でまず老人の特性や一般的傾向から

みて，W合生活が適しているか否かを検討してみよう 。

近年，老令人口はますます増加し，戦後の家族制度の

jiIJ域，あるいは住宅の狭小化傾向ともあいまって，縁故

者はあっても実際上は孤独な老人や「若い人達の生活に

は割り込みたくない」とか「彼等の厄介

になるのはどめんだ」と考える自立的な

老人の数はふえてきている。 しかし，ζ

のような自立的な老人達でさえ，さて切

実に家族と離れて自立しなく てはならな

くなった場合，彼等は本当に老人ホーム

男

女

乙と ，子供等との同居者が多く現在は一応の生活をして

いる乙と ，また入りたくとも入居料が払らえそうもない

乙となどから ，ホームl乙入りたくないと答えたものが大

半を占め，入 りたいと思う者は男で
2096，女で 1

2
961( 過

ぎない。さらに乙乙で問題となるのは老人達の約
40

96が

「老人だけで諒らすのはさらいだ」という理由を挙げて

いる乙とに注目しなくてはなら ない。すなわち老人達の

集会では， ヨチヨチと手摺につかまり なが ら歩いたり ，

一日中なにもせずじっと坐りぱなしの老人逮を身近にみ

たり，あるいは死亡者があれば ，つ ぎは自分の番じゃない

かといった焦燥感をもったり ，全体』ζ みじめさや哀われ

さばかりがひしひしと感じられやすく，若者や子供達の

ような希望と，あふれるような生命力に欠けることはい

たし方がない。たとえ同年輩の気安さや考え方の一致が

あってもやはり若さの魅力には勝てないというものだろ

う。さらにまた，老人の欠点ばかりを挙げて恐縮だが，

他人の股き物をはいたからとか，その他つまらぬ乙とで

半日も対立したりする気むずかしくて融通性の乏しい，

いやがらせの年令の老人達はまったく集合生活には向い

ていないといえよう。

乙とに集合保設施設ともなれば，乙の上にさらに世間

の厄介物として保殺されるという劣等感がかぶさり「養

老院へゆくのはいやだ，入れられる位なら死んだ方がま

しだ」と抵抗しなが ら保設貨をもらって細々と孤独な生

活を送っている老人をとtむ原因ともなっている。乙の集

合保?JQするという立場はさらに集合的に保設されている

第 1 薮 有料老人ホームに入りたいと思うか

l :: %i f | ;%|;: 人

:: | ; | ;; l :; 
への入居を求めてやってくるだろう か，

昭和35年の厚生省高令者調査報告にもと

ずいて，その点をみると 第 1 表の如くで

あって， 乙れは全国的 1( 65- 75才の老人

を抽出して有料ホームに入りたいか，入

りた くないから調査したものであるが，

一般にホームが充分に認識されていない

M{  ; む; 、日吋 l

1:1 で す の は ( iん ai

Ａｾ ｉ＠ ｾ ｉ＠ ｾｩ ｝ 議
:; | ; | :: l ;: 

2 -1  ｾ￠＠ 1  il_11 議
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という気安さから集合生活に埋没し，独立性を失なわし

め，保説者』ζ 頼りきった生活を送り勝ちにするという欠

点もある。

乙のような欠点をもっ ている主主老施設に，現在なお収

容する必要があったり ，あるいは入居を希望する老人達

は少なく見私っ て 4 - 5 万人いると伝えられ，その数は

現況の施設収容人数とほぼ同数の多さである。では果し

て本当 lζ 彼等は施設に収容する必要があるのだろうか，

現状の養老院の収容者をみると 70才未満の老人が約 1/ 3

を占め， 75才未満ともなると過半数の多きになる。最近

は70才を過ぎても なお健康を保持しえられる老人がふえ

てきているのであるから，施設老人の半分{ 立は経済的な

意味iζ おいてならともかく ，身体的には充分独立して日

常生活のできる人達ではないだろうか，乙と lζ 女性の場

合( 日本の養老院は2 : 3の割合で女が多しつは，異物 lζ

出て調恕したり ，掃除することなどの家事は白から完全

! と処理できるのではないかとも恩われる。施設でないと

得票住い看設婦による不断の宕訟とか，老人向きの特殊な

設備を要する慢性病』ζ 悩んでいる老人達は決してそう多

くはないと考えられる。( 第 2表)

その他に施設老人の特殊性を調べてみても ，一般老人

と特 lζ 異なる点は， i ) 配偶者の有る者がほとんどおら

ず， しかも複雑な経歴をもっ離婚経験者が多い。( 第 3

表〕乙の乙とはあるいは家庭生活への順応性に欠けると

いえるかも知れなし、o ii ) 従ってまた必然的に子供をも

っていない。( 無子は一般老人1296に対し純設老人は 78

96) そして，i i i ) 学歴がやや劣り， iv )  ｾ￧ 細職業 ｬζ 従事

していたものも多い( データ省時) などで，乙れらは特

に施設収容を要する因子とはならないようだ。

にもかかわらず，現実に施設が満員であって現存の施

設盃が問題となるのは，親類 ・縁者や，他人との現在の

同居生活を好まぬとか，落着ける住居が存在しないか

あるいはそれがあっても ，老後の身には不適当だとか，

または，孤独生活の不便や不安に悩んでいるといった現

在とは別の生活形式を必要とはしても，必らずしも施設

保訟を必要とはしない消極的な理由で入居しているので

あり，老人達の多くは老人向きの最小

限度の住居があり ，緊急の際のみ宕設

や家事の援助があれば( もっとも経済

的lζ 自立しうるだけの社会保障が必要

であるが) 集団的な生活に甘んじるよ

りも ，白から自己の生活を営んでゆけ

る筈なのであって，現にとの施設に入

っているのはまったく現にその施設が

あって，それのみがあるからだともい

えるのである。最近は漸次，家庭奉仕

員給l肢ができたり，軽費老人ホ ームが

できたけれども ，まだまだ充分なもの

ではな く，なんといっ ても社会保障金の少な過ぎる今 日

ではいたし方がないので，現状では施設不足E をいくら

かでも解消するよう現況制度! こ従った施設拡充がなされ

ようが ，将来はさきほどから述べてきたように，集合生

活施設としては恨性病老人，もしくは身体不自由老人

のみを収容する施設，すなわち，アメリカ などでいう

Nu川 崎 Home ( 宕設ホ ーム) への方向に転換されるの

ではないだろうか。今後われわれが老人ホ ームを設計す

るときには先ず乙の転換を予期して計画されな くてはな

らないといえよう。

2.  ホーム は 「ナラヤマ」 ではない

すでにみたように，老人達の集合生活は本来としては

好ましくないものであるが，現実の! 呆;改胞設を計画する

場合にはやはりホ ームの形態が用い られることになるだ

ろうから，そ乙での生活ができるだけ有意義となるよう

な方策が考えられねばならなし、。乙の点でまず問題とな

るのは，ホームにいるすべての入居者連が共同社会生活

に積極的に参加でき，個人的な成長や発展ができるよう

勇気付けたり ，あるいは援助されることが必要になって

くるのではないかと考えられる。そして， このような目

的を達成するのにはその敷地の選定が一番i l l : ! } f な事柄と

なってき， i ) 近代生活の公共機関( 商庖， 郵便局，

停留所，図書館，病院，礼拝堂，娯楽施設など) Iこ便利

に通じる場所。 i i  ) 親類や友人逮の居住地K 密接につな

がると乙ろが望ましい地域として推奨される。しかし君主

人達の住まいの場とし て は，乙の外lζ ，i i i) 健康によ

し見晴らしもよくて，できれば近くに公図のあるこ

と。また，iv ) 都会地のあわただしさや雑踏は老人には

向かない。しかし，v ) 隔離の必要はなく ，かえってそ

れを好まない。ただし工場の騒音や煤煙からは隔離する

必要がある。さらに，vi ) できるだけ地価の安い乙とな

どである。だが，乙れらの条件を完全に満足する敷地は

ほとんどない。たとえば，都会地の場合には各人の家庭

に近く友人も多い。さらに魅力ある施設にも宮んでいる

が，交通がはげし過ぎて買物! こもゆけず，昼寝をするに

W， 2 :2< 老 人 の 健 政 状 態

| 総 数 | 病 臥 中 | 病 弱 | 普 通

大 阪 府 下 の 施 設 老 人 ( 昭 31) 1  1，515人1 12.8%1  23 .4%1  63. 8%  

一 般 老 人 (昭 . お 厚生省測在) 1  11， 980 1  4.1  1  14. 3  1  

館 3 ， 長 老 人 の 配 偶 関 係
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お里 ・沢ーで有名な道坂寺邸内にある盲人主主Z 院 懇! 辛副会録。

爪事1I < 容のEf のみが谷聞をわたり ，近代的な自彊の泌物であり

ながら，そ ζ はかとなく哀愁 を感じさせる。

も雑音が気になる。それに校りっぽく ，地価も高い。逆

にまた都市施設か ら相当離れた回合では環境条件はよく

地価も安く，無償で提供される場合だってあるだろう。

だが遠隔地ゆえ lこ訪問客はなしまた街へ出かけるにも

交通に不便である。乙のような場合には il 常生活に刺激

がな く怠惰となり ，いわゆる 「ナラヤ 7 J となってしま

い老人迷 ICj 身も好ま なし、。そこで普通はこれらの妥協案

としてこの両者の中間点である都市の郊外地が最良のと

ころとして逮らばれるとと κ なる。なおこの4Li 合」主人達

が徒歩で市街地まで買物などにゆくのに 32ーする l時間! とし

て 10分程度なら約 1 '，I; IJの者が II_Uかけるが，20分以上にも

なるとほとん ど ｮｾ かける ζ とはなく ， その数は親類 ｩ な ど

への外山花ーを合めても 196足らずにぐっと減ってしま

う。もっとも外iC l 者はどの施設においても非常に少な く

1 ヵ月のうち定員の5% 程度がiJ' 1りがけで出かけるので

はなし、かとみられる。いずれにしても，ホームが「ナラ

ヤ7 J となら ないよう K 心がけたし、。

3  .  A  home as a  home ということ

前節では Communi t y とのつながりによって老人達の

集合生活がいくらかでも明るくなるように考えてきたが

つぎに，ホーム内ではどうあるのがよかろうかと考えて

みよう。

ー般に老人ホ ームは長期療必胞設であるともみ られて

いるけれども，その収容期間は長く( 収容されてから平

均約5年) ， しかも収容老人の2/ 3がそ乙で生涯を果てる

という乙とから ，療養の場というよりはむしろ生活の場

の方に重点が世かれてくる。そして，この生活の場とし

てはやはり家庭におけるような生活がもっとも好ましい

ものであろうけれども ，集合生活ではどんなにうまくや

ってみても家庭生活のような家族全員の親密さをえる ζ

とはできない。しかし一歩でもそれに近ずけるようにし

30 

たい。すなわち，日課 !ζ しばられない1' 1出が与えられ，

老人の各々が個人として認めら れ， 尊敬され，そして一

つ屋線のもとの親密な家族と なる安心感や所属感がえ ら

れるようにしたし、。現状の胞設のように長い廊下の片側

に厨室をならべ，多人数をひとと乙ろに収存するという

形式では到底家庭的訴凶気は生まれない。最近のアメリ

カなどでは，8 - 1 0 ベッドを一つの廊下またはホ ーJ レで

結びつけ，それらの単位を組合せて，全体としても 30ベ

y ド以下ぐらいのホ ームとする傾向がある。またI持に英

国では，邸宅を老人向きに改装した家庭的気分のあるホ

ームが多いとの乙とで，乙れらは非常1こ参考になる。

ところでわが国の現状をみると ，まず第 4表のように

第 4 表 雌 設 の 全 国 的 変 i f !

I  ，1"  9!q:  Ｎ，Ｎｾ＠ n  I  一郎設当り平

般 数 | 収 容 定 只 | 均収容定員

昭 和 19 年 1 1幻 3，158人 1 24. 8人

お I 135 6. 021 I  44. 6 

30 I  479 27. 040 I  56 .4 

35 I  607 幻 .7∞ 1 62. 1 

第 5 表 現j 証1 的 収 容 人 数 ( 脳波数)

トm人1m~501 50 ho ~刈 I∞[1∞斗王竺

無料ホーム ( 5) 1  0  1  2  1  2  1  2  1  8  1  1  1  お .6入

手mホーム ( 3) 1  3  1  4  1  3  1  2  1  0  1  1  1  49. 5人

以後胞投数は急激に明}J[ Iしたが， それにも憎して収容定

員数の治 }J [l l容が多いため，結局ー施設当りの平均収中

定員数は漸次増加し，現在では戦前の約 2 .5 イ訟の62人と

なり，なおかつ増加の傾向がある。乙れは切実な施設不

足量を解決するのに安易に現存のものを増築してゆく方

針がとられているからではないかと恩われるが，施設管

理者へのアンケ ート1 ) で施設の理想的収界人数を1mく

と，第 5表のどとく無料ホ ームでは大体 100人，有料ホ ー

ムでは約50人程度が望ましいとし- 般に現状よりも多

くを皇んでいる。これは無料ホ ームが一般に公立であり

収手予定員数κ よって職員の定員数が抑えられ，職員数が

多いほど作業内符が組織化されやすい乙と。また有料ホ

ームではそれ以下の収容人数では経泣が成り立ちにくい

といった1': F J ! 上の問題が大きく取り上げ られている。

そ乙でつぎにその管理上の問題のー仰として奴母 1 人

が受け持つ老人数やその世話の内容をみると第 6，7 表

のようで，奴母 1 人が而倒をみる老人数では半均すると

無料ホームでは約33人，有料では 18人ぐらいであって，

その聞には 15人ほどの差があるけれども ，それ以上lζ 個

々の胞設問での差が多くなっ ている。そ乙で，特別な例

を拾ってみると ，最低のと乙ろは定員 15人の有料ホ ーム



第 B 表 ｾ母 ｬ 人の受持つ収容人数 低H設数)

卜 Ｑｏ Ｚ ＱＱ ｾ Ｑ Ｕ Ｑ Ｑ ト ＲＰ Ｑ Ｒ Ｑ ｾ ぉ ｬ ぉｾぬ Ｑ Ｓ Ｑ ｾＳＵ Ａ ぉ ｾ ｉ 平均

立に;: ;1F1 :|:|:|:|:;; ;

Z1 7 表 寮 母 の み る 面 倒 (例 数)

臨 只 錦 繍 下 露 給 食 州 合 浴 自 器 使 副 そ の 他 権

無料ホーム 0 5川 1  I  2  I  12 I  13  I  13 I  9  I  4  

有料ホーム (13) I  2  I  5  I  II I  12  I  13  I  6  I  0  I  4  

* 衣類の補修，生活指導，代1 ! l ，口物，発病l時の世話，散1Mなど。

で寂母が4人，うち 1 人は管理者の萎で収容室は4 .5帖の

個室ばかり ，寮母は炊事 ・給食 ・釘，除 . ;l 1i 促・話し相手

などの一般家庭の女中と同じ種類の仕事をしていた。ま

た最高のと乙ろは定員264人の無料ホームで寮母 2人，収

容室は Ｑ Ｐ 帖 ・ ＲＰ ｾ 占の大部屋制であって各室毎 ｋ ＢｩＧｬ任者 ・

当番があり ，察母の仕事は主として老人達の生活指導，

すなわち面接し， ぐちゃけんかなどの問題解決をするの

であるが，その他lζ 掃除 ・洗濯 ・給食などの指示をして

いた。またここでは寮母以外』ζ 職員が25人もおり ，仕事

が分業化するとともに組織的となっていた。従ってこれ

でも施設の大きさによる管理上の問題が非常に異なる乙

とが判る。なおまそ母 1 人が而倒をみる老人数は，その世

話の内容からみて30人が限度ではないだろうか，病院の

場合の者殺単位とも考え合せてまず妥当なものでないか

と思われる。

乙乙でささほどから述べてきたことを振り返ってみて

一応施設のブロック ・プランを考えてみると ，30人を限

度とした単位に寮母の詰所( 夜間の緊急11寺にも対処でき

るよう K 宿直設備を要す) を設け，その範閣内でさらに

10人以下の小グループができるような建築的デザイン

( テ‘ ィルームの設置や廊下などによる区分) をするのが

好ましいものではないだろうか。それは分散式や中庭式

あるいはコンパク 卜な多庖s式にかかわらず計画しう るも

のである。なおわれわれの調査した範囲内でのプラン形

縁側で。ラジオを聞きながら陽なたぼっ ζ 。

21 8 去 プ ラ ン 形 式 別 胞 散 数 ( 例数)

並竺当41廊下式:分 散 式 悼 式|ア パ ー 吋 独 立 家 蹴

無料ホーム( お )1 II 1  5  1  4  1  4  1  0  I  。

有料ホーム( 月) ¥ 10 ¥ 4  ¥ 5  ¥ 1  ¥ 1  ¥ 3  

( ー他殺で数倒の形式を含むものはそれぞれを 一例として数えた。)

式は第 8表の如くであって，片廊下式が一番多いが，乙

の場合廊下を南北のどちらにとるかによって廊下の佼わ

れ方が異っており，南fil lHζ 広縁として設け ，[  ｾむなたぼっ

乙や老人同志の接触の場としているのが 8 例あって別合

lζ 多く ，老人のように各室のプライ川シ ーをそれほど要

求しない場合には良好な方法であると思、われる。またア

ノf ート式( 各室毎 lζ 便所と炊事場がある〉や独立家屋式

が有料ホ ームにのみみられるのは，それだけ経済的に輩

かな乙と ，胞設は単 l ζl 収容所ではなく家庭的でなくては

ならないという思想の表われであろうと思われ るが， し

かしこれらは孤立的であるとともに各戸の管理は入居者

自身の立任にまたねばならないので，主として夫婦者が

その対象となっている。いずれにしてもホームは Smal l

and Ha :ne ly ということカ5モットーとさnる。

4.  居室は集 合生活の最 後 の安 住 地である

老人達はプライパシ ーを あまり必要としないけれども

やはり人間である以上内密性の袈求はある。そしてそれ

は集合生活では居室が個室て‘ ある乙とによって充足され

るものである。しかし現状では有料ホ ームの半数にそれ

が認め られる程度であり ，無料ホ ームのほとんどは多人

室であって，安住地としての他の条件もあまり満足され

てはいなし、。そ乙でつぎに施設における居室についての

問題を検討してみよう。

まず居室の大きさと居室人数の関係を著者の調査1 >

からみると第 9表のようで，大附すれば無料ホ ームでは

6 帖に 3 人か 8 帖lこ4- 5 人収容し，有料では 4 . 5 帖に

1 人収容するのが一般的であるが，ここで問題となる

岬

隠: ? i ! 。各自の押入の前で続出 ・内聡 ・就寝 ・食事( 仰る り木の

下は締RI l ) をする領域を確保し，定，[1する傾向がみられる。
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のは無料の方に 3 帖lζ 2 人とか 4 .5 帖lζ 3 人を収容する

といった 1 人当り 2 帖に満たない例が 4 割近くもあり ，

1 人当りの平均帖数をみても 1. 85 帖と相当に窮屈な部

屋に押し込められている。乙の点を昭和30年 5 月18日付

の厚生事務官通知 「養老施設の設備および巡蛍 lζ つい

て」お よび近々発令さ れようとしている「保設施設浪ー低

基準」にみるとともに 8 帖lζ 4 人収容を段低限 lζ 考えて

第 9* 居室の大 きさと居室人数と の関係 ( 箆数)

凶 1 3帖 1 4帖 14.5帖 1 6帖 18帖 11叫 11附 -1 計

嗣 同 町 弔 問 日 間|日 |円 懐 古

l 人li' !

2  I!  
13

1  
17  2  

2  26 '2  41 4  1  

3  64  28 11 95 39  

4  15 63  21111 89 21  

60 10  6  70  6  

2  1  1  
。

17  1119 1  

晋t 12  128 13!2  

1  室当り平均

|  室人数
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l ι 人

おり，現状では，乙の規定にさえ満たない施設が半数以

上の多き にのぼる乙とに なるが，さ らに市部一般住宅l

おける 1人当り帖数を厚生白書でみると ，戦前3. 8帖，終

戦直後3 .2帖，昭和33年 3. 6帖であり ，また 2 .5帖未満が

いわゆる過密居住である乙となどからみて，乙の「保護

施設最低ま準」においてさえ，やや狭小に押え過ぎてい

る感がある。

つぎに居室へ夫婦以外の男女をどのように収容してい

るかをみる と，30例中 3 例のみ同室収容がみられ，その

理由は 「男女が協力してうまくゆく J . i 向性だけでは

争いごとが多 L、J ， i特異老人( 性欲的でない) は異性

数名の中に収怨すると異状さが融和される J などと ，老

人の特性を利用しながら問題の解決を計っている。

また夫婦の場合をみると，夫婦人数は無料では全収容

老人数の約 5 9払有料でも約 1596とあま り多 くな く，そ

の収号: 手法は一般には専用個室を与えているが，有料では

夫婦用 (ζ 独立家屋やアパー トが最初から設計されている

例もあるのに対して無料では 1 入者と区別しなかったり

夫婦に病人や身体不自由者の面倒jをみさせている例があ

る。乙れらの例ではすべて 2 人用の小部屋がないか，不

足していたがあえてその理由を聞くと「夫婦者以外との

融和がむずか しく，集団生活の秩序を乱すからJ ， i施

設内での結婚が多いので，他人を刺激しないため」など

どち らかといえば夫婦者をあまり歓迎しない向きがみら

れる。

と乙ろでつぎに老人逮がこういった居室をどのように

使っているかを無料ホ ームの自由時間中の行動観察幻
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から簡単にみると，老人達の約 7 制は自分の居室か，ま

たはそれに直結する縁側K 滞在しており. J.i 外( C出たり

寮内の他室などに滞在する乙とは少ない。すなわち自分

の部屋 lζ 閉じ飽り ，あまり速くに離れようとはしない特

性がある。そして男女を比較すればやはり女の方が 1 割

程度居室に滞在する皐が多い。

また居室でなにをしているかとその行為内容をみると

なにもせずじっと坐っていたり . { l ていたりする無為状

態の者が一番多 く. 3 - 4割程度おり，さらに話ししなが

らタバコを喫ったり ，お茶を飲んだりしている者も含め

れば，なおその数は摘すが，とれは体力の衰ろえによる

として見逃がしえない重要な問題である。すなわち，こ

のようになにもせず無気力に過す ζ とは，その日その日

を生きる芯義をな くさしめ，ただ死を待つばかりの気持

に追いやったりして，心身は急激に老ける一方となる。

これは特l乙男 lこ多く ，男向きの内臓の少ない乙とと ，女

のように裁総などの仕事の少ない乙とによるのではない

かとみられる。乙のように乙の乙とは結局は仕事という

ものに関連してくると思われるのであるが，乙の調査対

象と なった施設には仕事室がなかったので内職などの仕

事も居室かまたはその縁側で行なっていた。そ乙で，ど

れくらい内臓が行なわれているかをみると ，調査当日で

は全員の209ぢ程度がやっ ていたが，同時に行なった質問

調査によると約4596が「内織をしている 」と答えている

ので，ちょうど仕事の少ないH寺j切に調査したのではない

かと恩われる( 年末lこ仕事が多い) 。また仕事をしてい

ない人のうち 309ぢは「仕事をしたい! と述べ. i した く

ない」人の理由はほとんど 「病弱だからできない」とい

っていた。と乙ろで乙乙で問題となるのは乙のような内

職や仕事は居室でするのがよいのか，あるいは仕事室を

別に設けるべきかなどの点であるので続いてそれら !Cつ

いてもう少し考えてみたい。

5. 仕事 は老人 にと って も 生き甲 斐

仕事をする乙とは経済的な問題を抜きにしても，心身

の適度な刺激をもたらし老人処遇にはよい効果をもたら

すが，最近老令年金が支給されるようになってからは，

乙れまで内職をしていた人もやめてしまったりするもの

がある。すでに述べたよ うに仕事をしない場合はどうし

ても日常生活が無為に過どさ れ勝ちであり ，アメリカな

どの先進国でさえ，老人に生き甲斐を感じさせるため真

剣に仕事を与えるよう努力している。それはできれば趣

味としてでも仕事をした方がよく ，現状ではさきほどの

例でみたように仕事室のないのが多く( 仕事室のあるの

は 3 ｾｊｩｩ ｊ たらずＩ仕事場があるといっても ， たいていはそ

れに使われる部屋があるというだけで，特別な設備を施

乙している例はほとんどなく ，大工道具や陶器焼がまを

設置しているのがわずかにみられた程度である。一般に



&  

娘策室。すもうのある時 ICはテレビは

大繁盛。

慰問会( 月比 1回程度) 。待っていたとばか りに集ってくる。

老人達のする仕事は第10表にみられるような種類のもの

が多く，特殊な設備を必要とするものか少ないので，仕

阿部ザ浪|編物|潤jf|鰭伊卜のf由*

:::|:l:|:|:|;|;|;|: i f  

事室など必要でないと恩われるかも知れないが，居室で

すると仕事をしない人や汚れはしなし、かと気を佼わねば

ならない乙と。また仕事の材料を各々の部屋に搬入しな

くてはならない手数がかかる ζ となどその欠点は多い。

そしてまた現状の仕事が上記のような種類K 限定されて

いるのも，それが居室でなされるためであり，仕事室を

設け適当な2号機を設置すれば，またその内容は自ずと変

化するだろう。 ζ とに仕事をしたくとも適当な仕事のな

い男性老人や手足など不自由で仕事のできない老人にも

作業療法的に仕事が与えられるよう計画されねばならな

いと思われる。

6.  老人達はレジャーをもて余す

すでにみたように老人達はあまり仕事をしていないし

それだからといって他になにもしているわけでもなく ，

じっと坐ったり ，寝乙ろんだり ，まったくレジャ ーをも

て余している。乙んなとき lζ は娯楽室へでもいって楽し

く遊べばよいと思うが，老人の孤独性ゆえに友人がなく

遊ぶ乙とにも興味が湧かない。さらに無料ホ ームの場合

! こは入寮前の生活の貧しさから趣味がない。こんな状態

であるから娯楽室はあ っても ( 娯楽室は食堂や集会室と

の兼用も含めればほとんどの施設にある〉その利用率は

悪い。ただ相撲のあるときと夕食後にのみテレビ視聴者

が多く現われる。質問調査によるとテレビを「毎日見る」

31 .296 ， [ " 時々 見る J 41 .896 ， [ " 見に行かぬJ 27. 096の

比率であった。有料の方では居室にテレビを自白で設置

している例もみられるが，無料の方では一施設当り 1 - 2

台あるのが普通で通常娯楽室 lζ 置かれている。ラジオも

有料では各居室毎にあるが，無料では各棟毎に 1 台とか

スピーカーのみ各室に設けるというちがいがみられる。

そのほか閤必 ・将棋 ・図書などの娯楽設備も一応はある

が利用されているのをほとんと‘ 見掛けなかった。しかし

外部から慰問演芸などにやってきたときなどは，その出

席率はよく ，早くから開演を待つ風景もみられる。すな

わち今の老人達は自分から積極的に楽しもうとする傾向

は少なく受働的である。従って娯楽室の設備拡充もさる

乙とながら，管理者側からの適切な指導 ・養成が期待さ

れる。

7.  老人達は食べるのが楽しみ

結局のと乙ろ老人達の日常生活としては食べる乙とだ

けが楽しみで生きているともいえそうで，食事室の問題

は大きくクロ ーズ ・アップされる。そ乙でまず食事室の

有無や食事の仕方をみると第11表のように食事室は約半

12121rls討議論;;;L72自炊

数があってそ乙へ皆が集って食べているが( 有料の 1 例

のみ自由にきて食べる) ，イ也の半数は食事室がなく各自

の部屋で食べており，その場合の食事の巡搬は，無料で

は当番11;11などで迩乙び，寮母が巡ぶのは病弱者の場合に

恨ぎられるが，有料では当番街IJ などはなく ，各自で巡ぶ

か寮母lζ 辺ばせるかのどちらかである。また有料の夫婦

用住宅があると乙ろは当然の乙とながら自炊している。
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給食状況。 ζ れではおいしく食べられそうもな

い。きらに不潔だし手閃がかかる。

なお乙こで問題となるのは食事室を設けるのがよいか，

あるいは各自の部屋で食べるのがよいのかであるが，高li J

者 lζ 対しては「一堂に集って食べる乙とによって互に親

しくなる J ，i 食器の運搬に手間がかからず管理上有利J ，

「衛生的」などという利点があり ，また後者にも「親

密な者ーだけで食べられる J ， i 不足分を自由に補なえ

る」などの利点がある。しかし後者の場合には結局は

食堂がないから各自の部屋で食事をとっているのではな

いかとも思われる。だが食事が始まる 11時間も前から食

卓を前にして待っている老人，皆んなが食べ終ってあと

片付けもすんでいるのにまだ食べている老人，あるいは

グループから離れ 1 人壁lζ 向ってボソボソ食べている老

人等々をみるとなんだか割り切れぬ問題が残ってしま

う。乙のうちのーつの問題である食事時間の長さなどは

歯が惑いという肉体的欠陥に由来するものであろうが，

老人ホ ームの設計には常に乙ういった肉体的条件の悪る

さを考慮しな くてはならない問題が多々あり ，それで満

ちているともいえるので，つぎに乙れらのいくつかの例

をあげてみよう。

8. 老 人 の 肉 体 は 弱 って い る

老人ホ ームには病臥者や病弱者が多いか ら，その数

〈第 2 表〉に見合った病室や診療設備を設ければそれで

この問題が解決されたとするのは早計である。しかし現

状のホームをみればそういった施設が多々ある。それが

老人ホームであるというのはただその中で老人が生活し

ている からに過ぎず，学生が入れば学生妓にもなるだろ

う。そんな施設ではまったく怠味がない。 もうすでに各

節で老人の肉体が家ろえている乙とに由来する問題もい

くらか検討したがまだ残っているものを簡単に列挙する

と，老人は足肢が弱いというと乙ろから階段は好ましく

ない，廊下は短かくとかい った問題がある。ことに諸外

国では車イスが発達し ，ホーム内のすべてが車イスの標

準に従わせなくてはならない必要性を生んでおり ，わが
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王者室内部。車t元民日用品がうず高く積まれる傾向が見られる。

国においても断次その方向に向うのではないかと思われ

る。( 現状では病人用にのみ車イスはみられるがその数

はわずかである) 。また便所や浴室は非常に大切で，一

度坐れば立ちあがれなかったり ，浴機の縁をまたぐ乙と

のできない老人もいるのだから ，その寸法や形式も老人

向きのものが考えられねばな らない。さらに寮母や看護

婦κ よる耕一使の援助や入浴の手助けができるスペ ースも

必要となってくる。そのほか視力の衰ろえを考l却乙入れ

た! 照明計画。 lif 暑の気候変化l乙弱い乙とからくる空気調

節。神経痛に対する| 狗湿等々数えあげればきりがない。

だが幸にも乙ういった問題の詳細については他の執il 王者

が普かれているので， 乙乙では省Eれする。

お わ り に

さて最後にもう一度もとにもどって老人とは一体何者

かと考え直し，種々の老人に関する本を調らべてみた

が， i 老人」というものの明確な定義はみつからなかっ

た。しかしやはり老人というのは一般1 ( .65才以上の年月

を経て，肉体的にも心理的にもあるいは社会的にも環境

の変化に適応しがた くなり ，種々の適応隣告や袋退の症

状をい ちじる しくあらわしている人をいうらしい。だか

ら乙ういった障害だらけの老人達の理想的な人生航路の

終着駅を作る乙とは，ロー 7 の終着駅を作るよりもなお

遥かに至維な乙とといえよう。乙れが成功するには建築

家の深遠な洞察力による施設計画に加えて管理者の適切

なjili 蛍，入居者である老人逮の協力. およびすべての社

会人からの援助が一致する必要があろう。

註

1) 拙者「老人ホーム の有料 ・無料 K よる施政の差についてH I!築

学会論文報告WW，69号参!問。

2) 拙若「主主老施政における居室での生活H I ! 築学会学術消極i要旨

集( 1 悶37.9. ) 参!問。



京都大学工学部 ｲｵ ｾ 学教室内 磁 築 研究 凶会
現 状 調 査ムホ有 料 老 人

敬ロ山

京 加 工 芸 繊 維 大 学

介良木鈴

昭 和 37 年 6 月 - 7 月間期査調
。

全国有料老人ホ ームの諸胞設につき ，組B部の使用勝手につ いてのアン ケートを行 な う。要概査調
。

18
0  

解答数33， アンケート送附数

9 頁，152項目にわたり ，それぞれに解答を文書により得たものである。なお，実地見学 6 ヵ法方査調

所については，見学者が解答を記入した。

解答者はホ ームの管理者( 諸設備の設置希望は入居者の立見ではな い。)

規 模 の 概 要( A )  

悶老

ホ

完

用

問

No. 3  荘

解答を得たホ ーム名を，下記番号によって表 lζ 示す。

juj 南

函館厚生年金老人ホ ーム

2  N。
桜ケ丘老人ホ ーム望荘

郵 政 行 $1 里 荘

No.  1  

No.  4  
J..，. 光No.  6  No.  5  

ｾＡｴ 困目黒老人ホ ー ムNo.  9  ナ
て7}1¥ 

玉
No.  8  大阪老人ホーム松之荘

No.  7  

成 主 主 老 図

( 会貝 IC限り 1!1t料)

鎌 倉 老 人 ホ ー ム

{交
No. 12  園殿御

No.  11 
す正の

し、
懇

No.  10  

No.  15  Yt!. 川手

メ入

日

No.  14 ムホ

τむ

「卜j弘
No. 13  

:  [  [  [ : :  [  [  [ 2

1

1パ山川iい川;バ| 幻 |トl川 ;計斗川|トい川13 [ [  [  [  [  [  

止t』ι盟 ;;引:1i ;判|日晴悶;5割引:引引引[ 1ド川l路ぺサ汁小ナ6 [( ↑ 十十判[0いい川oωωオγ16附「汁6ωつ 十 )[十i十1

荘海7.!¥ 
No.  18  荘楽寿

No.  17  官官主毛

1=11. 

HJr i吉銅官
No.  16  

収容人数

収容室数

員

，jJ i6 貝 1  4  3  5  1  1  1  1  1  1  1  1  l  l  5  

軍主 母 1  5  2  6  3  1  1  1  2  1  2  2  2  1  1  8  

!( 吹栄養士を合む司)I  4  7  2  4  4  2  2  3  2  1  1  1  2  

火 夫 3  1  1  1  2  

一 一
非( 医常師勤宥j 護験婦貝)  7  6  2  10 1  2  4  1  1  1  2  

-師技r占m師!IiJJ ，医z2 t  

そ の 他
7  2  2  1  9  

計 13  23 9  28 10  6  8  7  10  4  4  6  2  25 

職
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宿泊職員数 No・ 1  5  6  7  8  9  10  11 12  13  14 15 16  17  18  

f白 宜L 貝

3持 母 1

炊 司I 人 4

火 夫

'ーξ• 
の {出

骨十

建物形式別

平 家

総 二 階

一 部 二 階

そ の 目出

( 三 階)

住 居 形 式

( 8 ) 細 部

1  

5  

5  

11 

1  2  1  1  1  1  1  

一
6  3  1  1  l  2  1  2  1  

2  3  2  2  3  2  1  1  

1  1  1  1  

一一夜間百 一

1  のみ
2  1  2  

4  I  12  I  5  3  I  3  I  7  5  3  5  5  5  

解答中の数値は用例数を示す。なお，質問事項のうち 2 種以上併用の場合は，それぞれの事項に丞復して算入 した。

また無解答のものもあり ，数値合計はかならずしも解答ホ ーム数と一致しな L、。

( 0 ) アンケ ート の結果を各所別にまとめる。

( b ) “ Bui l di ng for the  oged" を参照した結果，適当と思われる試案を附記した。上記参考文献はオランダの老人ホーム

を対象と したものである。習慣と経済上の相違があり，そのままあてはま らないので， わが国の状態を考えた上，

下記の試案を提示する。

〔洗 面 所〕

( 0 ) ・共同の流しをとりつけている 16 洗面器具をとりつけている 3

・洗面用具は各自がもってい く 13 備えつけがある 共同のもの 2 各自 のもの 1

・水栓は手でひねる 17 ハンドル式ペダル式は 0

• 71 < 栓を開閉するのに操作が困鋭な人がいる 1 いない 14

・排水口がつまることがある 7 ない 7

・床仕上材料 板ばり 13 タイル 3 モノレタ J レ類 3 アスフアルトタ イル 1

・洗面所lζ 入るのに上ぱきとはきかえる 3 はきかえない 13

・はきかえると乙ろに手摺がある 0 ない 9 いらない 2

・給湯設備 瞬間湯沸 4 給湯設備 3 レンタン 1 なし 7

・洗面台の高さ ( cm)

ホ ー ム 名 INO. 11  2  I  3  I  4  I  5  I  6  I  7  I  8  1  9  1  10  I  11 I  12  1  13  114  
I 什16 1  17  1

18  

き

1 82 1  75 1  50 1  91 1  71 1 初 1 76 I ω 1  45 1  55 I ぉ|筋 1 1  1  76 I  62 I  I  

( b ) ・洗面器の検に手摺をつける

- 給湯設備は必要
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・銃は腰かけ てみることができるようにする乙とについても一考を妥す

・排水口のつまるのは不注意にもよるが，汚物入れなどが完備されていない乙とによる

. 床材はぬれでもすぺらないものを使用する



〔便 所〕

( 0 )  ・水洗式 11 くみ取式 7

- 水洗式で‘ つまる乙とがある 2 ない P

. 7]<洗のハンドルは上から ひっぱる もの 3 押えるもの 8 ペダルを踏むもの 1

・向上の操作が困難な人がいる 0 いない 10

- 手摺が小便器附近にある 10 ない 7 いらない 1

- 手摺が大便器の前にある 13 横にある 1 ほしい 1

・トイレットペーパーは備えている 6 いない 7

・備えつけているトイレットペーパーは巻紙式 6 一枚づつのもの 1

・大便所に入ると乙ろに段がある 6 ない 9

・そ乙でつまづいた人がある 1 ない 4

・大便所内 lζ 職員への非常用通報設備がある 0 ない 17 ほしい 4 いら ない 1

・大使の手洗は大便所の中にある 1 外に出てから洗う 13

・床仕上材は タイノレ 6 板ばり 6 モJ レタ J レ類 S アスフアルトタイ J レ 1

‘ 上ばきとはきかえる 14 はきかえない 1 はきかえない方がよい 1 (入居者の健康 ・教義の状態が良好)

・はきかえるもの ス リッパ 8 木のつっ かけ 7 下駄 3

- すべってころぶ人がある 0 ない 14

。汚物入れの置 場 大 便 所 の中 6 大便所の外で便所の一隅 5

大便所で内側から カギが掛け られる 9 かけられない 3

・大便所の広さは 普通でよい 13 特に広 くする方がよい 2

( b ) ・便所の位置は防音と各室からの距離についての配慮がされなければならない

. 7. 1<洗のハ ンド J レで上からひっぱるのは老人によ っては握れない乙とがある

・大便所内には，汚物入れを備える( 大使所内でキャラメ J レなどを食べる老人があるが，その空箱入れにもなる)

. 大便所に入るところにはできれば段をつけない

・床仕上材はぬれで もすぺらないものを用いる

・大便所内 lζ 非常用通報設備をつける

・大便所の扉は非常の場合を考えて，外から開ける乙とができるようにする

・開き勝手は外開きにする 開き戸織の墜に手摺り をつける

〔廊 下〕

( 0 ) ・床仕上材は 板ばり 15 アスフアルトタイノレ 3 モルタノレ類 2 敷物 1

・スリッパーを使用する 17 外ばきのまま 1

- すべった人がいる 5 いない 12

・手摺をつけている 11 いない 8 ほしい 3

・手指の取付高さ( 床より) cm 

ホ ー ム 名 INO. 11  2  1  3  1  4  1  5  1  6  1  7  1  8  1  9  1  10 1
11 

1什13 114  115  1  16 1
17  

1  18  

き 1 1叶“ I 91  1  80 I  91  1  76 I  I  I  I ω 1  75 I  ｾ創 ｉ 67 I  I  I  

- 手摺の材料 木 6 スチ ーノレパイプ 2 ビニー J レパイプ 1 竹 1

・騒音について苦↑ 古がある 1 ない 11

- 夜間照明は天井にあるだけ 15 足元を照らすようにしている 4

・廊下は片廊下 14 内廊下 5

・廊下を特に広くする方がよい 8 その必要はない 5

( b ) ・すべったり ，敷物の端，敷居などにつまづいたりする乙とのないように配慮する

- 手摺の高さでは 90cmで高いという意見がある。また手j習が握りにくいという苦情があるので，高さ太さおよび

形に注意する

- 騒音については，各室入口など戸当りにはゴムなどをとり つけ る乙とによ って防ぐ

・夜間照明は足下灯をつけ，スリガ ラスにして部屋の名を記入しているのが好評
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- 廊下の巾はホ ームの規絞，辺搬車や附子率の行きちがい。 また視覚上の点を考慮して決定する。また見通せる

長さも考慮する (45-50m以内)

段 J 2階以上のもの 12例

・床仕上材 板ばり B アスフア ル トタイ ノレ 4 モルタノレ類 1

・手摺の高さ( 段のどの部分でという明記はない) (cm)  

lNo. 11  2  1  3  1  4  1  5  1  6  1  7  1  8  1  9  1
10  

1
11 

1  12  1  

|82 1叶70 1  91  1  80 1  1  1  80 1  39 1花 1 1  1  

・段端の色をかえている 5 かえてない 6

・階段の寸法 (cm)

No. 11  2  1  3  1  4  1  5  1  6  1  

115  1β 1
17 

1ぉ1
17

1  

l 27 128.5 1ぉ|ぉ132 1  

l 叶叶 130 1刈鎚1 1  

(No.17  は閉り階段)

- 階段でつまづいたり ，すべって乙ろぶ人がある 1 ない 8

. lliii り坊に休憩待子がある 2 ない P ほ しい 1 いらない 1

(  b ) ・階段は両側lζ 手間を設け，蹴込板はかならずつける ( 蹴込板がないと ， 見通せるととから危険を感じめまい

を起す人がある) 踏板は音のでないもので色も明る くする。 夜降りる人のため特に段端; がはっきりわかるよう

にする

.  Bffi り坊を充分広く ，休憩附子を置くのがよい

〔階

( 0 )  

|15  1  16 1  17 | 凶

1  1  1  1ω  

A

“T

 

I

 

-

-令
。

ー名

さ

4、ホ

高

7  1 8 1  9  ｉ ｲｯ ｬ ＱＱ ｬ ｵ ｉ ｄ ｉ ｕ ｉ ｾ ｉ ｗ ｉ ＱＷ Ｑ Ｑ Ｘ＠

1
17 1  1  20 1  1  1

20

.

3
1  1凶 1 1  20 1  w  

|幻1 1μ 1 1 1 24 1 1 29 1 1 25 1
30 

|叫
|ω

1 1  1  1  1  1  1  80 1切

名

き

行

ム

高

奥

段

段

ホ

各

各

ー

品

川

川

河

斜 路〕

・ Ｓ 骨 ｩｬｊ あるが，勾配 に つ き ｬ 児敵［な解答はｾｾＮ ら れな かった

〔傾

〔居 室〕

( 0 )  ・引戸 15 開き戸 S

・引戸のとき ，その戸は 板戸 6 フス 7 6  表板，哀フス 7 1 ガラス戸 1

・板戸のとき 京総レール 3 プラスチック材レーノレ 2 木製敷居 6

- あけるのに豆い 1 霊く ない 10

・内からカギがかけられる 10 かけられない 4

・非常の場作外から 開 く乙と ができる 10 できない 3

.  ｲ，ｾき戸の取手金具は 握玉式 3 レノて ーハント )レ型 3

・部屋の広さ( 坪)

ホ ー ム 名 No.l 2  3  4  5  6  9  10 11 12  13  14 15 16  17 18  

1  人 宣邑 2.25 2.5 3  2.25 2.25 2.25 3  l. 5  

一 一 一 一 一 一

2  人 主邑 3  2.25 3  4  3  3  4  3  

一 一

そ の 他 3.25 2  4  l. 3  
2.25 

2.5 4  5.5 
l. 5  

カイロ 3rI}j タンポ 13

ない 14

電気ゴタツ 7火鉢 10

- タタミ敷 18 板JI占り 1 ( タタミ放の部屋もある)

・廊下または踏込みなど，部屋とのさかいに 10cm以上の段がある 4

・踏込み附近K 手持? をつけている 1 いない 14

- 暖房の方法は スチ ーム 4 空気調和 0 ガス 0

・非常・用通報設備がある 11 ない 7 ほしい 2

・通報方法は ひっぱってする 1 押してする 9

・火災報知機がある 11 ない 7
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- 報知先 職員事務室 9 附近の居室 1 祭母室 2 廊下 2 宿直室 1

・押入棚は一段のみ 14 多数の抑l付 3

- 床の間がある 7 ない 9 いらない l

- 縁。l肋まある 8 ない 7 ほし い 1 V、らない 1

・ぬれ縁がある 6 ない 8 ほし い 1 いら ない 1

・?5K. は 雨戸 13 ガラス戸 18 障子 3 カーテン 9 網戸 4

- 居室の夏期のiill 風は良い 14 惑い 3 惑いとき苦情がある 2 ない 3

・居室のj照明は 天井照明 18 盛付照明 1 スタンド 6

・使用を許可している電気器具 ラジオ 14 篭気コボタツ 7 スタンド 11 電熱器 5 ( ワット数種類の

lljl ] l 授をす るもの 1) アイロン 8 ( ワット数制限 1) テレビ 2

一切不許可 1 ( コンセントの挿入， とりはづしが老人lζ 無理と いう理由)

( b ) ・引戸の場合充分手がかかる引手を使用する

・金具はレバーハンドノレ型を使用すると手の不自由 な老人! こも操作が容釘

. 戸は非常の場合外から開けられるよう考える

・内開きの場合，足元I乙充分余裕のあるスペ ースがほしい

- 戸の開閉』ζ 伴う音を防ぐ 乙と。また隣接する各部の音を防ぐ乙と

- 部屋の広さは持込家具が相当あるので，そ の置場を考えておく乙と

- 出入口附近の床の上下差はできるだけな くすようにする。 10cm以上の上下差のある場合は手摺をつける

• j1] 1入は中段付多数の榔に分けている例( ; j : 女子のみのホ ーム で 3 件ある

・縁側は和室の場合 4 尺ほどの巾をとり椅子など置けるようにしたい。外国の例ではノぐ j レコニ ーをとるのが必要

条件とな っている

• f冬は開閉が容易で転落などの危険のないもの (押出窓はいけ ない)

. 坐った状態で外がみえるよ う桟の位置に注意する

・21槍以上の階では不安感を な くし，危険防止を考慮する

〔集 会 所〕

( 0 ) ・食堂と兼用している 9 いない 9 兼用はよい 1 兼用しない方が望ましい 3

- 集会室が 1 つある 12 2 ヵ所以上ある 2 ない 1

・よく利用される 9 ( 食堂の近くの集会室) ほとんどされていない 3 ( 集会室が 2 ヵ所以上)

・床はタタミ 12 椅子式 8 ( 2 件は尚子式，タタミ式の部屋に分けている)

・そなえつけているもの 図書 15 新聞 16 雑誌 16 テレビ 17 ラジオ 16 ;¥Ji 13 将桃 山

ステレオ 1 " 7 ージャン 3 テープレコ ーダー 2

( b ) ・集会室は外国の例によると多くの小部屋に分け，喫煙， 禁煙または静と賑による区別をつけるのがよいとされ

ているが，乙の調査によると食堂近 くの集会室がよく 利用 され. 2 ヵ所以上の部屋があっても ， そのーつはほ

とんど利用されていない

• j有子式のホ ームで‘ 和風のけい乙どとのためタ宇ミの部屋を希望するのが1例あった

〔病 人 の 世 話〕

( 0 ) ・診察室( 医療室) がある 7 ない 7 いらない 1

・病室がある 7 ない 9 ほしい 2 いらない 2 ( 静養室は別)

・床はタタミ式 2 ベッド 5

・重態の ときまたは長期にわたる場合外の病院にう っす 9 引取人に引取らせる 2 移さづ手当する 1

・宣言室がある 1 ない 15 ほしい 1 いらない 1 集会室など他の部屋を用いる 4

・入院するほどでないが起居の不自由な人をどうしてい るか

・付添人の同居を認め凶: 話をさせる 11 付添人の同居を認め ない 2

・入居者同志の看設，援助 lこまかせる 1

. 1 I 1 成員( 寮母など) により看訟をする 8 しない 0 少しする 3
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( b ) ・診察室または医療室は大規模のものは不要という意見が多く。ない場合は月 l 回程度の往診は集会室で診断を

うけている

・入居条件として健康者に限っているため，病人の看護については不徹底か不統ーである

・外国では看設用老人ホームなどがあり ，老人ホ ームにおける病人の扱いの限界が明瞭である

. 乙の調査では病院と併設している 3 例のうち2例は医療関係の諸室を設けていない

〔ホームへの出入〕

( 0  ) ・下足室または下足箱を設けている 11 いない 6

.  ) ] 官は引戸 9 開き戸 8

・フロアーヒンヂ ・ドア ーチェ ックなどの自動閉式器具を使っている 5 いない ?

・自動隊j式器具の使用で不都合な乙とがある 0 ない 3

- 土問と床( 廊下などの) との上下差 (cm)

ホ ー ム 名 /NO. 1ド2 1---; ド- 15  1-6  /  7--1  8  /  9  1  10 111 / 12  /  13  1  14  1  15  116
卜7 118  

き|活卜5 / 10 1

2

3f l 叶18 1  30 / ω 1
17 

1ぉ/ 1ω 1  1  1  1  1  1  

- はきかえると ζ ろに手摺がある 1 ない 17 ほしい 2 いらない 2

・はきかえるとき乙ろぷ人がある 1 ない 16

( b ) ・戸は重 くないものを用いる 全面ガラスはいけない

・ドアーには開閉の手助けになる手t習を繊の壁面につける

・はきものをはきかえる場所には手摺をつける。手摺の形，位置は研究の姿あり

〔浴 室〕

( 0  ) ・共同浴場 16 数カ所』ζ 分れた浴室 2

- 男女の別がある 6 ない 9

・職員用のがある 5 ない 11 ほしい 1 いらない 1

・男女によっ て大きさの ちがいがある 1 ない 7

・床材は タイノレ 13 モノレタ J レ類 2 板II占り 1

・すべった人がある 1 ( タイル) ない P

ホ ー ム 名 lNo. 11  2  1  3  ｉ Ｍ ｾ ｔ Ｍ 5  1  6  1  7  1  

憎の深さ ( c m)  1ω |ω |臼 |ω |ω |ω 161 1  

坪 ) / 2  1  2  1  2.91  2  1  2  1  0.6 1  2  1  

い摺 ｾ｣ｾｾ 1
16 

1  54 1  33 1ω 1  50 1
15  

1  45 1  

8 ド! 可11 112  113  114  115 116 117  118  

139 1  1η 1  78 1  1  63 1  1“ 1  1  

|0.5 1  1  1  1  0.5 1  1  I  1  1  1  

1  15 1  1  30 1  50 1  1  22 1  1  18 1  1  

- 浴槽内 lζ 段がある 11 ない 3 ほしい 1

・浴村ll への出入が困難な人がある 4 ない 10

・湯水カランはひねる 12 押す 2

・非常用通報設備がある 1 ない 13 ほしい 1 いらない 1

・脱衣室に休むための椅子などがある 5 ない 11 いらない 1

• J脱衣室l乙m気療法のための器械がおいてある 3 ない 11 ほしい 2

・順番で入浴する場合，済んだ人があとに知 らせる方法 入浴者が知 らせに行 く 4 職員がい く 3 通報

による 3 知らせない( 1 時間別により決めている) 1  

( b ) ・床はすぺ らないよう 磁器タイルを用いるとか，目地を注意して貼 るよ うにする
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〔食 事〕

( 0 )  ・向炊式 2 給食式 16

・1ヵ所の食堂 12 2， 3 ヵ所の小食堂 1 各個室 6

- 食堂でのカウンタ ーから食卓閣の迩燃は入居者各自 6 職員がする 9

・食後の巡搬は入} ; I ; . 朽各向 8 職員がする 6

・個室の場合の迎抗日は入居者各自 5 職員がする 4 ( 病人のためなど特別な場合 1 を合む)

・食堂はタタミ 8 附子式 8

・食事での各自の位置の指示はしている 7 いない 8

・お茶またはH掛子品のため，火器の使用を認めている 11 いない 5

・認めている羽合，火器の佼用をー ヵ所に限る 6 数カ所 4

Ｍ 火ｾｻの使用料はとる Ｕ とらない 5

・食堂H付近に下泌がある 10 ない 3 ほしい 1

- ある場合 下i;t 用としてよく佼われる 7 ほとんど佼われない 3 やかん，U のみを洗うために使わ

れる 3 佼われない 2

・茶かすなどの的て場所 洗面所 3 給iL; 胞設，1付近 4 ゴミ拾場 8

( おお，明好品のための火照の使用は，食堂のー郊にカ' ス台を設けている 1  食堂 ｉｾ 給湯設備を設けている 4  

( b ) ・右人がー-緒に食' p : をしお茶を飲む ζ とli 各人の孤独化の墜を取除くという点でた，;1沫があるが， 他方，小食堂で

食事するカをHむという例もあり ，どちらが適当かは明艇でない

・個室での食 'Fの場fT，給食式，職員 jlli 描Jt 式ではl廊下から直接食膳を置けるように ， 11司室の廊下側にカウンタ ー

を設ける。 1': 炊式の窃f今，火器 li;:;';: 然を用いパイロットランプをつける

〔避 難 施 設〕

( 0 ) ・避難用の| 終段 10 巡1Jt 用傾斜路 0 スベリ台 2

( b ) ・防火，泣si ! f 施設は法規一般に従うほか， 行き詰り廊下をつくらない乙と。特 lζ 2 階の場合，居室棟両叫に| 桝段

をつける

.  ｾｉ 二 ＧＯ ￯ ｾ Ｇ 燈の設備をする乙と

〔洗 濯〕

( 0 ) ・企部各 1' 1でする 6 一部外註 ? 一部職員 4

・入居者相互間で援助 し合う 2

- 洗i伝湯所 専用の場所 12 洗面所の ・古i[ i 7  浴室 3

・ 洗濯ＮＶｾ呉で共用し て いるもの 電気センタク機 15 タライ ? センタク板 6 洗務 4 アイロン 7

・洗泌総兵使用料をとっている 2 とら ない 14 使用料をとっ ているもの 電気センタク後 1 湯 1

アイロン 1

・ミシンは使っ ている 10 いない 6 各人K 使用させ ている 2 職員のみ佼 う 6 両方で使う 3

〔売 庖〕

(  0  ) ・ある 3 ない 15 いらない 2

二二一ムヱ土: ヒι |二|ーと己ヒI 8  

9 I  10 1  II 1
12 

113114  i  15 i  16 I  17 1  18  

き 坪) 1 4  I 1 3  :  I  1  
1  1  I  1  1  1  

〔理 髪 室〕

(  0  ) ・ある 3 ない 12 ほしい 2

- 専用の室がない場合集会室を使用する l

〔倉 庫〕

(  0  )  ・入}，';.i

ホ ー ム名 Ｑ ｾ Ｑ｟ Ｒ 1 _3  I  4  I  5  1 _6ヒニヒlュIII 1
12  

1二三114 115  116 ｬ ＱＷ ｲ ｾＸ Ｍ Ｍ

1  4  1  2 1  1  3 1  I  6  I  5  I  1  I い 川 I I  I  1  I  
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書評 「ふるさ とのすまい」

リュック に 入 れ て 地 方 を 歩 こ っ

神 代 雄 一 郎

この原稿を警乙うとしていたやさき ， Iふるさとのす

まいJ が毎日出版文化: D : をうけたという ニュー スが入っ

た。大へん結構なことで大いに喜ばしい。大たい，いろ

いろな団体が創立何周年記念というときには，使えない

皿や役にたたないアノレパムなどを配って自己宣伝をやる

ものだが，さすがは日本建築協会で，立派な出版をやっ

てのけたものだと感心していた。そのやさきの受賞だか

ら，すなおにまずお祝いを申上げる。

乙の本を一覧してすぐ思いだしたのは，今年の夏わた

しの研究室を訪ねてきたポーランドの建築家だった。彼

はわたしの室のまえに日本地図をひろげて，日本の民家

の特徴的ないくつかのタイプの所在を，プロットして く

れというのであった。あのとき乙の本があったら ，一冊

謹呈すれば乙とは簡単にすんでしまったのである。だれ

か外人がこの本の書評で，最後の分布地図におもだった

都市名でも入っていればと書いていたが，番号をたより

に頁をくれば所在l二明白になるものの，乙の地図が木版

古図l時代のシャレた形をしているため，一寸そんな要求

がでるのかも知れな t 、。実は，民芸品をみるようなこの

地図のシャレた形や IふるさとのすまいJ という文芸

的な表題のにおいが，一寸わたしにもひっかからないこ

ともなかっ Tこ。

つぎに思いだしたのは今年の春，やはりわたしの研究

室を訪ねてきた二人の若いフィンランドの建築家だっ

た。彼等は例によって，京都の古建築に感嘆の賛辞でも

述べるかと思っていると ，関口一番彼等が 2 ヵ月 かかっ

て実視IJ した九州の民家について話すのであった。わたし

は乙のときつ くづく ，わたしもふくめて，日 本の建築家

や建築研究者や建築学科の学生諸君が，あまりにも民家

に眼をむけなさすぎる乙と ，そしてその結果が日本の新

しい建築にどλ なにネガティブな影響を及ぼしているか

を，患った乙とである。

近年かなり様相がちがってきたとはいえ，民家の研究

者は特定、家あつかいされてきた。乙の本の蒐集の中心に

なった浅野清 ・白木小三郎 ・川島寅次の三氏は「民家の

鬼J だそうだが， こうした特志の研究者がな くては，ま

た乙うした企画もできないのである。しかもそれでは，

いまのE主築学科の学生 l乙対して，一休日 本の民家が教え

られているかというと ，まず全々ないか，日本建築史の

一部にほんの 1 時間か30分位ふれられているに過ぎない

であろう。乙れでは研究者もむくわれないし，日 本の建

築の将来を考えるとき ，11音い疑惑に落ちいら ざるをえな

L、。
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以上のよう

なわたしの気

持に対して，

乙の本がどう

ひびいたかと

いうと ，まず

本体をなす写

真と解説と図

の入った部分

には，実にゆ

日 本 民 家 集

ふるさと

のすまい

きとどいた親切を感じた。わたしは学生諸君が乙の本を

リュックにつめに，日 本全土を歩るきまわる姿を予想す

るとまった くJ愉快でしょうがないが，そして是非そうい

うふうに使われて欲 しいと思うのだが，実際それにはよ

く適している。乙乙 [ζ はわたしが実際に内部にも上って

みた民家がいくつかあげられているが，そのときの印象

ととの本の写真をくらべるとそれはもちろん実物に接し

たときの方があざやかだ。だがそれは，乙うした集成本

の当然の姿だし，現代建築の写真によくあるような実際

に行ってみてガッカリさせられるような写真のない乙と

がかえっていい。

文章では，わたしのような現代性をすぐ考えるたちの

人間には，伊藤ていじ氏の[ 現代と民家 j が一番強くひ

びいてきた。つぎには末尾の概説 「日本の民家J の，ひ

どく煮つまった文章にひかれた。乙の二つは，もっと長

く書いてもらし、たい感じがしたし 「民家の鬼J の三氏

は名を出さずに執筆していられるのだろうが，欲をいえ

ば，それぞれの方に，それぞれが担当された西部 ・中部

・北部の民家について，記名でくわしく書いていただき

かったと思う。

最近はにわかに民家が脚光をおびだして，わたしの研

究室でも学生がよく出かけてゆく。やがては民家ブ ーム

というような言葉をきくようになるのかも知れない。 乙

んな時期にわたしが一番心配するのは，工芸の世界での

同じような気速が，ついに民芸趣味なるものを生みおと

してしまった事実である。民芸とは民俗工芸の略なのか

民衆芸術の略なのか，わたしは知らない。知らないがと

にかく ，民衆芸術とモダニズムの混血である民芸趣味だ

けは どめん乙うむりたい。

民衆への注目が，民芸にみられるような懐古的混血を

結果しないためには，われわれは民家にかぎらず，もっ

と広く民族の生活芸術をとらえる必要があるだろう。民

家と現代建築の安易な混血ではなく ，われわれがなすべ

き乙とは，伝統と創造の保存と開発の調和であるように

思われる。乙の本の企画 ・出版に感心しなが ら，次回は

協会が一歩を進めて，乙 んなテ ーマを打出されたらと思

った次第である。 ( 鍛者一工問 ・明大教授)





団 地 保 育 所 一 ひ と つ の 地 域 福 祉 施設として一

は じ め に

“ 伺相1. " というと ， なlζ か湿っぽい， 貧乏くさいにお

いが つ きまとう。しかし ， 乙とでは乙の言葉を本来のｾＺ

Ｑ 味 ｾｕ［［ｬ して使いたい。一般地域住民を対象とする当活政

境施設のー践としての健全な福祉施設主雪ZJ みたい。

ところで ， 現代の日本の者 ｾｬ 会の中に ， 地域社会という呼

び私にふさわしいものはなにもないように思われる。 な

いというのは，必裂とされないから なのか ? それとも人

々はそれをほしがっているのだけれど，供給ull) の条件が

ないから なのか ? プランナーの草場からは乙の乙とを

どう考えるべきか ? 地域社会の福祉施設といってみて

も，そういうものの萌芽がどこかに実在しているのだろ

うか ? 住民の袈求はどうなのか，また，要求の声が具

体的な形としてn' ，て くる湯合はどんな経過をたど るのだ

ろうか? ・0 ・・ と，さまざまな疑問がわきお乙る。そ乙

で， ｲｾ 泌を解 く手がかりとし て保育所を選び，関連する

多くの人から話を聞き ，凶地保育所を; 訪問することから

作業を始めた。

• A 団地保育園訪問記

ここは公| 必住宅卜t J 地でも最古参の部類』ζ 属する A )、liJm

の保育園である。 A 卜)j j : 也は現在戸数約 1. 200戸，東京郡

心へ約 Ｑ ＱＱ 寺問の 通勤距 ｬｾ ｬｴ のと乙ろにある。入ＱｬＺＮＮｦＧｪは昭和 Ｑ

3 11 f - の怨設当初からすてに数交替，大半は入替っている

と聞いた。当保有国の現況をIf ( j 単に紹介するとつぎのよ
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京都大学工学部岡山研究室 湯 川 聴 子

うになる。建物施設は公1.)1が集会所名義で建ててえれた

ものだから ， 完ｾな保育設ｻＱ ｭ は望め な い が，慾物使用 料

はいらない。収特定員は 50人と なっているが，託児希望

の増えるのを抑えきれず，現在83人' f I i かつており来年春

までの待機名リスト! 乙は現在 12人が絞っている。 83人の

中には，母親が三ヵ月の遊休を終えてすぐに預けられた

乳児から ，学令l乙迷するまでの幼児まで，あらゆる年令

の子が，ほぼ同じ' 川合で入っている。乙れを発達段階に

応じて 10人から 20人のクラス lι 編成して，ークラスにつ

き保母 l 人，助手 l 人がついている。保育園の一日は，

朝 7 時半lζ 団地内 lこ住む侃除係の主婦がカギをあけると

きに始まる。その頃からぽつぽつ子供を述れて現われる

母親達のHf れは. 8 時頃にピークに達し，大忙ぎで保育

園備付けのおむつに着替えさせて ， 子供と月 ＱＩ れｾ奇怪に

ラッシュの波lζ のまれていく。そして，夕方 7 1時におそ

番の先生の下から最後の子供が母親の下lこ反るまで，こ

こで、の集団生活がI
g まれるのである。

私が訪ねていったときは，ちょうど年令の高い方の組

のオ ヒルネの11寺間が始ま るというと乙ろだった。先生に

Z童話の本を読んでもらいながら ，ヘヤの板の間一杯に4 i ，x

き並べられた小さなフトンの上に，子供述は思い思いの

JJ: 勢で乙ろがっ ていた。おと なし く先生の声を聞き なが

らすぐに眠り に入っていくらしい。まもなく圏内がすっ

かり寝泊トまっ てしまった。ハ テ，やかましく泣きわめい

ているはずの赤ん幼速は ど乙にいるのか。園長先生l乙尋



ねると . 持A しながら「ではJ と案内してくれたc そこ

は同じI'J :I地内て . 300m f立離れたところにあるアパー ト

の一室である。 2 DK のフラット二討を他人名淀で俗受

け，公問が知らぬ聞に( 知って知らぬふハをしているの

かも知れないが) . アパー トの中に保有国別館が Ui 玄! し

ているのだ。この日IJ 航の一戸には 口才児 11 人，他の一戸

には 1 才児 13人が入れられて，チョロチョロとJ J J . い廻っ

たり ，ひっくり返ったり， J4の踏均もないくらいの大

騒ぎである。ベッドには，まだサノレとヒトとの聞にいる

ようなクシャクシャの顔が眠っている。先' r . . の 話 で は

歩き始めた子供らを外へilli1ijJ( こ迎れ 1'1'1 したいのだが，

3 1桝からでは. おっくうで， つい ｬｾｓｊｴ の ｬ � で遊ばせる

ことになるとのことだ。なるほど，やっと1 ' 1分のJ . E で歩

き廻れるようになった子らは，歩く乙と ，怠ることが栄

しみで部J;;. の中をあばれ廻るのだ。 T 近に遊びJ去もない

のに ，静かにしなさいなどと叱れるものではなさそう

だ。所定の時間になると，一週間の献立に従って本i T i " ; で

調理されたおやつがここへも辺はれて，一人 人先べか

ら食べさせてもみうのである。充満するミノレクのにおい

に気押されて早々に別企I'; を退散した。

ーヵ月の保有料は Ｑ 才未満の Ｕ ， ＴＵＰ 円を最高に • 3_.t 

以上の 3 ，550門まて年令別に段階をつけている。その

他に，おやつ ft やおかず代がこれも年令討にきめられ

ている。だとえば八ヵ月の離乳i切の乳児なら ，合，i'i

6 ，830円が ーヵ月の，' 1 ¥伐ということになる。外部からの

援助なしに探知: をとっているのだから ，集めた保育料の

Ij J から， ＱＺｬｾ 母 Ｖ 人 ， .!JjJ 下 4 人，調理土，雑役婦各 1 人の

給料と，先に述べたフラット二戸のnn料を支払うわけ

である。保母さんの給料を尋ねてみると ，月額にして彼

女迷の半均は 15 ，000門位との乙と。最近，父母の会との

話合いで，ベ ース ・アップしたばかりだから郎内ではよ

い方と思うとの返事であった。なお ，4 人のJ l J J 下と来ff 役

婦は卜品地内の主婦のアノレバイトで n給 400[TJ ( 9  J時間労

働) である。ところで ，この保育園はその成立の動機か

ら，資格を同地内居住才? に限った . thh同組合的な形をと

っている。預けている母親fJIII は，父親共々非常 な然; むを

もって経営に参加し ，保母迷と話合いの険会を設けて，

よい教育の羽を造内 IP，すことにどi限的なノJ となっている

という。中には ，現在 2 人の子供を託している家庭が 12

1住者; ーもあると 1m，、てびっくりしてしまった。一休句 2 人

も子供を預けて働いている母親はどういう flデFをもっ人

iまなのだろうか。保有国へ収めるお< i Z だけでも月 1 万円

を必えることになる。東京には ，そんなに収入がよくて

働きがし、のある知人の職協があるのだろうか。1 i l i1長先生

から号 Ｑ ，ＧＱＧ，せた答えは ， 預 け にくる母親のほとんと‘ ｾ ｧｩｓ が

占有心lζl 給与; をもっ共稼ぎ家庭であるということであっ

た。乙れみの家庭では ，母親がI J i)J めを続ける乙とに対し

てJi ，jIJ 目かみなんのJllj J' Lもないばかりか，むしろ父級が:W

極的 lこ支仮している。その24には，父親の収入だけでは

最低生活は維持できても ，彼らのU[ 盛な消' i . ! ( ，ＧＰ ｾ 欲を 満 足

させるには足りないこと，女性が一旦家庭に入ると ，復

職の li J 能性はまったくないこと，そのためには一時期の

保育料が少々高くてもかj めを続けた方がのな乙と45 々の

τJH，' ; があるという乙とがわかった。周辺の中小企業の工

旦や庖員てはないらしいが，さりとて，絡 ))I J 屯必なポ ス

トについてぷ欲的な仕事ぶりて男性: ここしている女傑達

でもなさそうだ。ごく普通のサ ラリー ・ウーマンだが，

tQ時代から 1VJ めを続け，今では給料もかなりの似lこfl 給

し，労働条件もまあまあで，外で働くことが男性と同級

に当然の門性となってしまった比核的広まれた断層の人

辻ーとい兵るようだ。 O)IJ の大|仮! l l 職労腕人部の t羽交では

イ泉佐知， ;(I)!t Kil1J ど，かなり専門的な仕事の人l己保育; { i ，'

2立が多かったようだ。卜Jl1也の羽合，学校の先生がかな り

あるのてはないかと思うが，データがないので惣像の域

を，'1¥iJ: l 、。) さて，乙ういう劫めをもった忙しい人達が

どうしてこれだけの保育システムを1釘うする乙とができ

たのか ? 組織づくりだけでも大変な労々のいる仕 e芥に

j♀いなかろう。

ｊｴｾｉｲｩＧ ま ， 昭和 ＳＲ 年に全国主 ｉｈＮＺＯＨ 色働く母の会 ー の卜 ｊｉ 地支

部iが結成されたときである。この l いかみ . 3 3年春 4 人

の母親が各々のi ' I 宅を提供する いもち廻り保育が始ま

った。 4 人の子供に 2 人の保母さんでの出発である。互

には，共I! 日省が 12， 3 人に増えた。場所も作理 'jt 務 所

:2 1耕のタタミ部屋二室に治;おいた。こういう保育. c l i i J l J J

の発展は ，集会所本来の使用目的をじゃまする乙とに な

った。当然，他の居住者ーからは文句がn¥る。保育する立

jあからみても適当 なJ:Di所とはいえ ない。というわけで，

月IJ途の専用建物製求の声が“ 働く母の会" を中心に，公

ｼ岨をつきあげた。 公 ｉｉ ｉｦ ｊｉｉ ｊ では ， 初期の頃だけに方 ｾｉ も固

まっ ていなし、。たまたまもっ ていた空地1( " 集会所名義

て保育所をｾ て， その Ｑｾ 用 を 全 体 の家賃にかぶせていく

乙とが業務処理上好都合と考えられた。乙ういういきさ

A 保育園のオ ヒルヰ
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つの後lこ，同年 11月開設の迩びとなった。話が乙乙で終

れば，利用者( f l I J も公団側もめでたしめでたしというわけ

なのだが，翌年末頃になっ て，思わぬと乙ろから火の手

があがり始めた。一つは，同じ団地内の保育園を利用し

ない入居者からの不満の声であり，一つは， ｉｾ ￝Ｎを聞き伝

えた他の団地からの公団 lζ 対する保育所要求の声であ

る。前者 ｬζ 対しては保育園を利用している人速が低ｾ勢

l乙出て保育園の庭や遊具を保育園が専有せずに，他の子

供 lζ も解放するなどの処置でおさまった。( ただし，保

育環境としてみると近所の大きな子供に庭を荒される乙

とはマイナスである。) 後者の方は，東京闘の同地居住

者の迎合組織である“ 保育園連絡協議会.， にまで発展し

て，公団を71めたてた。“ A 団地l乙続け" というわけで

ある。公団側は “ A 団地は例外で ある。住宅公団は住宅

を建てる乙とを木{ 立とする" 旨，強I占!f 己管轄巡いを主張

した。しかし，事態はそ乙乙乙にグループ託児，集会所

イ呆育などをふやし，もんちゃくを繰りひろげ，現状のま

ま放置する乙とはできなくなった。昭和36年 6 月に第一

会社として，団地サービス株式会社が設立されたのは，

乙のような託児安求の攻勢によると乙ろが大きいのであ

る。こうして，居住者逮は，施設完備した新しい保育園

の創設を夢みながら ，鉾をおさめたのであった。乙の A

イ呆育園もやがて，サービス社の経営に移るとか… . . 。ょ

うやく ，若い父母遥は安心 して子供を託し，それぞれの

仕事に専心できる見通しとなった。

A 保育園分室とイじしたアパート
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.  サービス社営のK保 育 園

と乙ろで，サービス社' 泣の保育園は，ようや く本年度

から発足した。要求述動の結実を，実地にみるために，

K団地へやってきた。戸数 1，800戸の K 団地は，池袋から

遠く延びた私鉄の駅前にある。たんぼの中に，突如とし

て; I : l 現したニュータウンだが，今では近くに社宅団地も

できている。定員 100名の K 保育園は本年4月開園したば

かりだ。他の幼稚園が募集を終 った後だったので，定員

l己満たず，58人が常時入園児である( そのうち 10人は半

口保育で 11時まで) 。余裕があるので，臨時保育として

時間ぎめで預かる場合もある。保育料は，時間ぎめの場

合， 3 才未満で 4 1時間200円，111寺間増すごとに 50円とい

うシステムになっている。全日保育では月に 3，500円か

ら 5，100円まで，年令が低いほど高く なるように段階を

つけている。その他にオヤツ代やオカズ代が 750円~

1，300円いる乙となど，A 保育園の相協とほぼ同じであ

る。

A 保育図のフラット l乙詰め ζ まれたすさまじい赤ん妨

の昨れをみてきた自には，ここはすばらしい天国にみえ

た。ー方の教室では大きな子らが先生と一緒にオユウギ

をしているし，: i l i 物のもう片方の端にあるベッドの入っ

た乳児室では 11人の 0 才児がiコ衣でキリッと身を固めた

{ 泉純姉さんの馴れた子つきに任されて，スヤスヤと H民っ

ている。建物に聞われた U 当りのよい砂羽には，外から

入りこむ大きな子供も いないから ， ヨチヨチ歩きの子供

が安心して遊んでいる。よそ自には: P J l ;[l 的なJ ; l 境にみえ

たのだが，先生の話を It日くと，そう手放しで苔んでもい

、れないらしし、。乙の K 団地でも自治会の中に保育促進

委員会ができ て昨春からクツレープ託児を始めていた。テ

ラス一戸を借りて 13 人の母親が集って保母 1人，助手

1 人を頼んでいたものであるが， これの発展的解消と

いう形で現在の保有国が11 : ¥きた。先を見越して 100人と

いう大きな定日の立派な施設ができたのだが，当初の託

児希望者は開設11与j切が惑かったことも原因して約半分，

保育料の方は，テラス ・ハウス i時代からそう かけ離れた

高額をとるわけにはいかず，現在はまったくの赤字経営

でi l : - る。即時保育で埋めようという苫肉の策もあまり効

果を出していない。では，定員まで入れば黒字になるの

か。保母定員は現在 5 人( 他 l乙保鎚婦が 1 人) だが，

現在の50人でも手一杯である。これが，満員の 100人に

なったとしたら ，とても立任ある保育はできない。とい

うわけで，会社 IC. 保母士自民 't! 求をしているというのが主

任さんの話である。( 註 1 )

位 1 厚生省艇郁では ，幼児30人 IC 1人，乳 児 9 人に 1人の定只

である。従って ι Eの) E 只は一般の保育所と比べれば低いとはい

えない。ただ ， ι の鋭司ｾｉｬＺは現掛から猛烈な改正袈求が出ており，

規制肉体 P 1 ' l 只の方向へ改訂古れる見込みである。即位的1<: 脅 え れ

ば， ζ の保母定貝は倍増される必要があるといわれる。



K 保 育 園 の 昼 食 風 景

現実には，建物の償却に追われる会社が増員を認める 乙

とはむつかしいといわれる。しかし乙 れを認めないとす

ると ，保母の労働強化と ，保育の質の低下という結果を

招く乙とになる。保母の給料も決して満足な額では ない

( 40代の主任保母が泊り込みで手取り 15，000円) 。教育

的情熱を燃やす前1 [ . 労働条件の不満が口をついて出る

のも不思議ではない。結局，あんなに期待をかけら れて

いた団地サ ービ ス会社も ，乙 の割りの惑い商売からは逃

げ腰で，これ以上新しい施設をつくりたく ないというの

が本音らしい。もともと ，集会所並みに立貸料を無料に

してギリギリの経営だったのを，一周高い 6 分- 7分5厘

の金利で，一般商業施設並みに建設さ れたのでは，最初

からソロパンの合うわけがなかったのである。

。団地保育所の問題点

団地は地域施設の要求が活発であるという。実例にみ

たように，居住者の保育所要求の強さは並たいていでは

ない。また，結束して要求貫徹する様は，まったくたく

ましいものである。初めて出現した「貧困救済的J でな

い乙の新しい地峡福祉施設に対して拍手を送りたい。し

かし，乙れは理想的な地域憶祉のイ メージにはまだ程遠

く. かつ，現実的な要求を満すものとしても，なお問題

を残している。

要求を組織する力 保育所をつくる巡到J の母体となっ

たのは，地域社会の気安い話合いや，階段会議などでは

なかった。それは職場を通じですでにでき上っている全

国組織の地域への働きかけであった。ここに ，現代日本

の団地というもの，いや，地域社会というものの性格が

端的に現われているのではなかろうか。

受益者負担の問題 団地保育所は，厚生省認可の一般

保育所と異なり ，外部からの補助がなく ，独立採算制で

運営されている。建物償却1 ! ( が運営費の中に大きく食込

んでいるし，密度の高い保育要員配置をとっているから

保護者の負担はかなりの高額となっている。もっと安い

料金! こなれば利用したいという庖がかなりあるの

ではなかろうか。今の保育料では 1，000戸に一

つの保育所をやっと維持するだけの需裂しか出て

こない。したが って 1，000戸以下の団地では経

営が成立たない乙とが予恕される。( 註 2)

組合経営の是非 たまたま . A 保育園は組合経

営でうまくい っている。しかし，この方法は，過

大な心労を父母K.押しつけるものである。保育所

巡営のために，本来の職務がないがしろにされる

危険があるのではよくない。さらに ，ボス的人物

が出てきた場合 ｾｌ ，利 用者大衆の窓向とは異なる

方へ，保育所運営が引きずられるおそれもある。

もっとも大きい声が住民の哀の芦とは除らないか

らである。

一般居住者との関係 っき1ζ ，保育所を利用しない一

般居住者遥が， 皆が皆，保育所 lζ 好意的ではないとい

う問題がある。家主主に保育所建設費がかぶさってくる不

満，集会所を占領される不満，フラットの別館附近では

やかましいという不満等々がくすぶっている。乙れらの

中には，自治会内部の感情的な勢力争いもからまっ てい

るであろうが， しどく当然の素朴な声もある。あるもの

は，施設が完成したときに自然解消する性質のものでも

ある。一方，団地保育所の利用を団地内居住者に限ると

いう乙とで，周辺居住者 との離反感情を深めている話も

聞く。

4砂 保 育 所 需 要 の 背 景

二つの実例でみる と，団地ではきびしいまでの保育所

要求がある乙とがわかる。なぜこういう強い要求がある

のか ? この実例だけが特殊な場合なのだろうか? 乙

の問題の背景にある事情を採っ てみよう。

婦人労働者の増加 根底K あるのは一般の婦人労働者

の増加である。現在，戦前にはみ られぬおびただしい数

の女性若手が職場l乙進出している。教育の機会均等の原則j

は女子にも多くの可能性を与えたため，その職種は幅を

広げ，高度な専門職にまで及んだ。今では，社会通念と

して， 未婚女性の就職は当り前の乙ととなっている。こ

ういう状況の中から結婚しでも仕事をやめない女性が多

数出て くる乙とは当然であ ろう。事実， 年功序列型賃金

体系が，適令期男子の給与を低く抑えている事情も大き

く作用して， 共稼ぎによっ て結婚生活を維持する若い人

は多い。団地の場合，共稼ぎ家庭の '.!.qJ合は東京で 1296.

大阪で 5 % といわれている。( 註 3)

註 2 昭和3併ド度において，東京郊外開地の人口惜成をみると ， 6  

才未測の乳幼児数は平均20%を占める。 ι の数値を当てはめると ，

適令児のうちA 団地では 3 分の l . K 団 地 で は 6分の l が問地保育

所を利用している乙とになる。

住 3 : :Ii<売事i閲“ われらサラリ ーマ ン" より
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まだ子供のない家庭が多し、。そして，その大部分は 1l:' ，Ef:

を契機に女性が職場を退いて家庭で保育の任に当る。と

ころで当の女性が比較的安い賃金でルーチン ・ワークに

ついており，職場になんら右びを見出していなかった場

合なら問題はない。しかし，比較的に高給取りで家計を

支えている羽合や，職場が非常に魅ノJ ある局代にはすH占

は異なる。なんとかして，子供をもっても仕事を絞けて

いきたいという祁ゃ望がｮＭｾてくる。事いにもう ￬｝ ｾｩｬ［ は腕人

労働行の権平I j を保障しているし，社会通念も母親の退職

を強制! してはいない。

- 働く 母親 の 成立する条件 従

来，子持の共稼さは，例別処理の

できる特殊な条件の家庭に限られ

ていた。その多くは ・オパアチャ

ン保有一のできる場令である。

( 間以する近預託がL 、る場作で，

1096が地域保育所を利用 ，残る大部分は例}jlJ 処理という

現状である( 電々公社大阪市外局の場合) 。職場保育所

利用率の低さには，通1!}j IJH，'i の他にも理由がある。すな

わち ， 企業ｾ｛ｬ ｊ としては労組の強いまー求に抑されて胞設を

提供するが ， 乙の ｦｩｬｬ の ｾｪｪｦｬ 日 ｊ 在設にはなるべく， Ｇｉ Ｇ， Ｗ ＧｩＺしたく

ないし，また立派な施設をつくって希望朽ーが明えては困

るといっ立場である。したがってできた胞設は ，例外

なく育児: t ; l 境としてまったく不適当な，' l ' l の惑いものと

なっている。職場保育に問題の解決を求めようとするの

は，あたかも給与住宅に住宅問題の解決をまかせるに似

た欠陥をもってくるのである。1 f

求がまとまっているのて有利だと

されていた職場保育も以上のよう

な; q:q，'J てイ[11び悩んでいる。なお，

職lb } が散在する職fofi で( ; j : 経済的な

共同保育lま成立たなし、。乙うみて

くると解決 l立地域保ff に求めざる

をi与な L 、。

安の母親がその役割を果している

例が多 l 、。) 近所の知人に預ける

場作がつぎに多 L、。もっとも高価

なやりかたとして お手伝し、ーを

頼む方法もある。しかし，乙れは

よほど特殊な場合以外は経済的に

成 <r. t.こない。ところで，従来，ほ

とんど唯一の解決策であった “ オ

バアチャン保育“ が団地では因9 ! j!

な' ] 1: ' [ ，' j " にある。すなわち入J，Jr者は

形の上では一応，古い家族制度と

断絶して，夫婦中心の核家族とし

て住んでいるものが大郎分であ

る。そ乙ては ，古い大家族のよさ

ともいうべき相互援助の機能は失

なわれてしまっている。また，近

代教育をうけて最新の育児知識を

身につけた若い母親は，子供を古

也、世代の予に委ねることを好まな

い。近隣関係が街接でなし、から，

K  保 育 関 乳 児 室

地i或保育所の実状 従来の地域

保育所1:. ，その行絡が文部li 勺でな

くてJ'j: 'I:.nであることからもうか

がえるように ，欠損家庭や貧困多

就業家庭その他の保向l混' 主家庭を

対象に設けられた救波託児所であ

る。保育所創設のためには，周辺

! こ一定数のfll 置児( 保育 l乙欠ける

乳児または，幼児と認定されたも

の) が，すでに存在する乙とが必

2 t とされる。保有料の保護者n但

l二月額0- 2，200円の純1mに定めら

れ，所得によって ft 担額は異な

る。同廊補助が充分であれば問題

ないが，厚生省基準が低いために

所轄市町村は出資のかさむ保育所

経営 lこ熱心ではない。保母給料を

低く抑え，保母定員を少なくし，

近所へ頼む当てもない。こういうわけで，例目IJ 的な解決

のノワ途をもたない同地居住者は必然的にもうーつの道を

求めることになる。

職場保育 例別処理に対して，共同処理方式一一保育

所ーーがクローズ ・ア γ プされる。( プリミティブな段

階ではもち廻り保育がある。 ) ζ 乙で投与;する保育所は

救負託児所とは叫がう。労働者として働く椛利を主張す

る母親の立場を守るための福祉胞設である。乙ういう目

的の保育所は，従来は地域 lζ は発生をみず，まとまった

組織力のある職場に実例を求める乙とができる。しかし

迎 ｾｖｦＧ ｐＺＧ｛，ＧｪＢ Iこわざわいされて，利用者のniiiD目は限られるた

め，職易保有利用者は子持女子労働朽の 396にすぎず，
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施設補修 ｹｾ を削るという ｪ 診でバランスをとっている。乙

ういう公立保育所は大限府下に 147 ヵ所存在し( 附 34 . 9  

.1 現在) ，乙れとほぼ同数の私立保育所が存在する。

私立の経科は一周汚しい状態でー般に保母対. i Q，l ，胞; 没状

況は公立! こ劣る。当 'Fぞ; の宗教がj 献身によってす三じて支

えられている現状である。なお，経'日刻iの私立ではf去に

定められたtlHa児収符をある程度に抑えて，多悠lの保有

料をとれる 1I 山契約児を歓迎する傾向がー般化してい

る( 大阪市のキ均では ，I出31 当時 6 ・4 の比) 。本来の

託児目的が半(i 変質している IJJ: といえよう。東京近辺の

保育所では1 ' 1家用11ょでー子供を送り迎えする母親も ILlて き

ているという。



II!H¥: 遅れになった現行法規と ，厚生行政の下 ;:. 1;' さが，

あらゆる保育2 f 求を一本化して，質の惑い従来通りの救

i 1 託児所[ 乙誰彼格わず押し込んでいる実状といえる。乙

れは一方ては本来の対象であった貧困断層の緊急、の必2 f ー

をしめ tHす事態を起しており，他方では高度の l! f 求をも

った屈に犠牲を強L 、て不満を生じさせている。

団地保育所の役割 以上のような状況から職場組級を

通じた保育所辺動が卜JI 地という新しい土壊を得て，地域

に恨を下そうとした亨 Ｎｴ ｬ Ｇ［Ｍ が説明される。発端が地 ｪ 或 ｾｲｶＩ

として股上ったものではないが，J，I-;.伎とfの向発的な組織

がこれだけの成果を上げてきているのは見逃せない。地

域福祉の新しい芽としてプランナ ーはこれを注目すべき

であろう。しかし， f!J用者はまだ団地の一部の人にすぎ

ない。実例にみたほどに@動が成功しなかったト11地では

待ちきれなくなって保育所のあると乙ろへ引魅した人も

あるという。保育所の' 疋現を待たず lζ 不本なながら 11'"主

退職した多くの人々がある乙とそも忘れてはならな L 、。

また，保育所ができても貧弱な胞設にわが子をまかせさ

れずにちゅうちょする湯合もあろう。保育料の負担にた

えられない場合も多い筈である。こうみてくると保育所

に対する潜在市' 必は条件の変化によって急速に顕在化す

る性質のものであることがうかがえる。団地保育所では

保有料の問j泊以上に保育の買が間j辿となろ〉。なぜな、

( ; ，利用者はA 稼きによってある程度の高い収入を維持

できるし ，かなりの負担もいとわない。一方，健全な

家庭保育と比較できる /]<.i 悼の保育所はどんな長在日料金を

払っても，現在どこにも存在しなし、。本当に必裂なのは

家庭に匹敵する，完備した地域協祉施設なのである。現

在の卜J j J 1! l ( .呆育所はあ くまでもその芽生えというにすぎな

L、。

保育所反対論 一方，このような保育所巡到の反 l析に

強い保育所反対論がある。男女の職能分 ｊ ，ｾ討論 ， 女性の育

児天職論 lこ始まって，施設児の心理学的欠陥指摘，孤児

の家庭養育 ;ljlJ 度従焚 lこ至る雑多な次元の論理であるが，

子供は一定年令に達するまで家庭で育てられることを理

想としている点で一致している。一見，もっともらしい

論議も集111保有の前提となる高度の技術をもった保母と

充実した設ijlli がない現状の施設育児を中流家庭の育児に

比絞する粗雑な論議が多い。乙ういう比較論は保育所シ

ステムのないために ，現在余儀なく出産退職する人々が

家庭育児と保育所育児の r! d : J な選択ができるようになっ

た時点で始めて成立つものである。そのときには ，賢明

な母親達が Ci らの判断でよいと思う方を選ぶこととなろ

う。婦人解欣の歴史的な流れの jf ! j む中て原始的な天職論

も説得え! を3たないつつある。同民経済的な観点から問題

の屯2 t 性が認識己れでも1極的な対策が打ち I'I _JIされるべき

ときであろう。

む す び

共稼ぎの増えつつある H与代の :弘司i として，保育yr は新

しい亙裂な役Ｇ， ｾｉｊ をＺｴｴわされている。それＡま，従米の教法

託児所とは異なるものである。質のよい家庭保育の機能

を半ば代行するものであり ，新しい地域協祉のイメージ

につながるものである。| 必j也( ; 古い家族制度と断絶した

若い家族が集り{ 主む地域として必求がまとまりやすかっ

たし ，共同して解決する以外の道がなかった。新しいタ

イプの保育所が卜JH也で初めて' ) ; ; 現したについては ，こう

いう必然的な基般があった。この' i f 求ti 今後も一応強ま

り|生liili の内外を問わず，各地域へ波及するものである。

しかし ， ｾＺ求が諸々方々の ー 立派な地域保育所として結実

するためには多くの困難がある。その一つは ，ｮｾｴ 二行政

の弱体，地方財政の貧困である。しかし，財政問泊以前

にも解決すべき困難は残されている。その中でも保育所

の必' } t lこ対する一般の認設ィ、jι が最大の難点となってい

る。 ｩ 時代の必然 ＨｉＧｾ な勢いとしての保育所宏司えから目をそ

らすことなし側々の姑息な解決を必えて，同民経済的

な視野をもった解決の道が考えられねばならない。凶tili

保育所の現状はそのまま IIJ" 定されるべきではないが，そ

の先駆的役割は高く評価できる。団地を未知の li J 能性を

はぐくむ土壊と考えるならば，そ乙では“ 健全なコミュ

ニティづくり " のために ，もっと砧極的な試みがなされ

るべきである。 ( 1962. 10.  20)  
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大阪市におけるスラム・クリアランス

大阪市立大学家政学部社会福祉研究室

柴 善守田

序

スラムとは不良住宅地区の乙とである。不良住宅とは

その住宅が人間の往生活 lζ 不適当であったり ，またその

手入や管理が不充分である住宅である。近代都市ではこ

のような住宅が都市の一部 lζ 密集している乙とが普通で

あり ，乙の地区がスラムである。なぜ住生活に不適当と

考える住宅 lζ 居住し，その住宅の手入や管理が不充分に

なるかというと，その原因は多 くの場合は居住者の貧困

ということができ ，その密集地区はすなわち貧民街であ

るといっ て差支え ない。

乙のようなスラム[ 乙対して 19世紀来多くの社会事業が

行なわれた。それらは医療とか教育とかの形で貧困者に

接近しようとした。 しかし住宅の問題やその地域全体の

構造や施設の問題は個々の社会事業家の手 lζ 余る問題で

あった。少数の人達は住宅問題に手をつけたが到底ス ラ

ム全体を左右する乙とはできなかった。結局スラム ・ク

リアランスの問題は個人の手によるよりも，国家とか地

方自治体の政策として行なわれる乙とが不可欠であると

いう結論に到達した。そして他方においてこのスラムの

問題が衛生的にみても ，風紀上からみても ，また社会不

安の観点からみても重大な問題であり ，スラム ・クリア

ランス は悶家自身にと っても 必EEな政策となってきたの

である。

日本においても産業革命が終って大正j切に入る頃には

“ 細民問題" が次第 lζ 国家の重大問題として考えられる

ようになり ，貧民対策は考えられ始めるが，大正末期に

なると「不良住宅改良法」が国会を巡過し，六大都市に

おけるスラム ・クリアランスは法制的な義務として考え

られるようになった。乙のスラム ・クリアランスに率先

して実践したのが当時の大阪市であった。以下大阪市の

スラム ・クリアランスについて述べてみよう。

大阪市におけるスラムの歴史は ，江戸時代末期 lζ 始ま

る。当時の大阪市街地のはづれから南へ紀州街路に沿っ

て細長く形づくられた居住地は，長町4丁( 長町6丁目か

ら9 丁目までのこと) といわれ，そ乙は江戸時代中期頃

から商業の中心として発達してきた大阪に向って集中

する出稼人などの宿泊する木賃宿の集中地区であった。
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それが幕末には乞食，浮浪人などの集中地区となり ，明

治 l乙入ると貧民窟として大き〈なった。長町 4 丁は| ヨ本

橋 3 丁目から 5 丁目までκ 改称したが，大阪市の近代化

とともに乙の地区の貧民の数はますます多くなり，明治

20年頃 lζ は 1 万人の人口があったといわれている。しか

し一方において大阪市の都市計画とともに貧民街は表通

りから哀通りへ移り ，さらK . また南の釜ケ崎方面に中心

は移行していき ，現代にいたっている。乙の大阪南部の

スラム lζ 対して大阪市はいろいろの対策を行なってき

た。この対策の歴史は大きく二つに分けられる。すなわ

ち大正末期までと昭和以降である。

大正末期までに大阪市がスラ ムに対して行なってきた

対策は一言でいえば，スラム の居住者のためのものでは

なし大阪市の他の住民のための対策といえる。すなわ

ち，明治初期においては社会不安を理由として木賃宿を

長町 4 丁から追放し，乙れを大阪四郷( 大阪市街地〉の

内には許可しなかった。乙のため長町は貧民長屋のｾ中

地となり ，木賃宿は明治時代には存在しなかった。つぎ

に明治 19年 コレラが乙の地区に多く発生した乙とからと

くに不潔な長屋を取り乙わした。もちろん乙れにかわる

住宅を与えたわけではない。明治36年現代の新世界にお

いて万国勧業博覧会が開催されると難波 ・千日前より乙

の博覧会への通路となる日本橋 3 - 5 丁目の会民長屋が

見苦しいという理由で表通りを取り乙わした。明治42年

には大阪駅から阿倍野間の市電堺筋が貫通すると表辺り

は商庖街となって発展し，乙の電車通りの東西の哀町l乙

貧民窟が散在することになった。乙れらの貧民窟はウラ

といわれ“ 桃/ 木" ウラ ， “ カンテキ" ウラな どと I乎ば

れて特殊な貧民街を形成していた。乙の貧民街はさらに

外からみえぬようにその出入口に遮蔽のための肢かくし

があったといわれる。

このように当時大阪市のスラム対策は追放したり ，抑

圧したり ，また“ 共いものにはふたをする" 式のもので

あったりして根本的対策を檎じるという乙とはなかっ

た。しかし一部民間の有志者は乙の地区の貧困者の救済

や教化に努力していた。明治末期 lこは貧民学校は南部地

区に三校あり ，また大阪の資産家や普察官のなかには乙

れらの地区の救済事業を行なおうとする人もあった。だ



が乙れるの有志、者の活動は乙の伝統の古い大き なスラム

に対して影響を与える乙とはでき なかった。むしろ大阪

市の近代化とともにス ラムはより大きくなり，貧困問題

はより深刻となった。とくに大正j切の大阪は商工業の発

展は いちじるしく大きく飛躍したのであるが，その背後

にはスラムは拡大し，いままでの対策ではいかんともし

がたい状況においこまれることになった。

当時の旧長町地区の貧民窟( ウラ〉の状況は ，5 - 10 

4汗の 2 階建長屋球によって構成され，一 戸 当 り 建 坪 は

4 - 8 坪で，床下 1 尺 5 寸内外，天井の高さ 4 尺あれば

住宅に使用されていた。採光換気は極めて不完全であり

一戸当り平均人口は 5 .42人であった。 R色物は建築後20年

を経て土台は ｊｴ 話蝕変型し ， 造作 ｭ 兵の整 ｾￎ ｉｩ されているも

のはまったく ない有線であった。便所は共用で通路は ，

ＴＭＵ 尺の け ｬ がほとんどであり ， 緋Ｗ｝＼設 ｾ ｴｬｩ は な く ， 水道

は共用が大部分を示め ，水道松一つに対して平均 16，

7 世帯が使用していた。

大正末期日本における大都市の発展と ，その内部にお

けるスラム問題は経済不況とともに， もはや放置してお

けな くなった政府は ，大正 15年国会に提案して“ 不良住

宅改良法" を可決せしめた。大阪市は関市長のもとに全

国lζ 先がけて住宅政策を実施することに な り，翌昭和 2

年 11月旧長町である 日本橋貧民街 lζ 対する不良住宅改良

:事業施行の件を市会民提案している。

議案第 324 号

不良住宅地区改良法 lζ 基き別紙計画により原記事業を

施行するものとす。

昭和 2 年 11月26日 提 出

大 阪 市 長 関

説 明

木市|日市域における袈改良地区を整恕し，市民の福利

を増進せしむるものとす。

ζ れ本案を提出したる所以な り。

そして関市長は上の事業の大裂を

つぎのよう lζ 説明 している。まづ西

成区東入舟町に鉄筋 コンクリ ート

3 階建 78 戸をつ くり ，乙の住宅( ( .

該当地区の住民を住居せしめて，そ

の聞にその住民たちの居住していた

貧民窟をとり乙わして改良住宅を建

設 し，ここにまた他の食民窟の居住

者を転居せしめて，順次貧民窟を な

くしてゆき ，最後にすべてを鉄筋コ

ンクリ ー 卜3 階建の公営住宅とする

乙とであった。乙の公営住宅の各戸

建坪は8 .75坪であり ，その内別は居

室 2 個 ( 4 .5坪) ，便所 (0 .  25坪) ，台所 ( 1 . 坪) ，押入

( 1. 75J5f) ，土問 ( 1 坪) ，床 ( 0 .25坪) ，階段 ( 1坪〉

である。以上の事業は昭和2年- 6年の 5 ヵ年間継続事業

として総戸数 1. 661戸，経質710万余円の大事業であっ

た。

上の提案 lζ 対して大阪市会はこれを審議するために委

員会をつくり ，その委員会はつぎのように報告してい

る。すなわち従来の大阪市の住宅政策は増加する人口に

対して住宅を供給するという住宅緩和の方向に主点があ

ったが，いまやこの住宅の量の問題から質の問題に重点

をおかねばならなくなった。そして市長の提案する地区

については ， i 日本橋 5 丁目ヲ中心トスノレ采 1J . 1i ノ下寺

町，或ハ南日東町，或ハ浪速区東関谷町，広田町，此 ノ

ー角ハ最モ不良住宅ガ密集シテ居リ 7 シテ而モ南太阪中

部ニ近ク ，此ノ j山守ハ市民 ノ生活ヲ脅 カス而己ナラズ市

民 ノ幸福ヲ地進スノレ所テ‘ ハ ナイト云フコトニ盟主ミ 7 、ン心

テ先ヅ此 ノ地区ヲ選定シタノデアリマス」とi & べてい

る。こうして 乙の提案は市会において可決され，事業は

施行される乙とに なったが，5 ヵ年計画は順調に進展せ

ず，加うるに戦争によ って物資も思うように使用でき な

い状態になり ，鉄筋 コンクリ ー ト3 階建公首住宅団地が

4 で他は木造住宅となり ，昭 和 14年をもって打切られ

る乙とになった。

4  

以上のようにス ラム ・クリアランスの政策として日本

において始めて鉄筋公営住宅を建設した大阪市の英断と

努力は尊敬しなければならないが，一体 ζ のような政策

がはたしてどのよう な効果をあげたのであろうかを検討

しなければならない。便所も水道栓も共用で汚織と不潔

の中にあった乙れらの地区の住民が上下水道，ガスはも

とより ，当時珍しかった水洗便所まで‘ 完備された鉄筋ア

ノマート の中でどれだ け絡ちつ くことができたであろう

か。事実南にある釜ケ怖はいよいよ大きく な り，I日長110

lζ 対する乙のよう な住宅政策は貧困者をかえって結果的

改 良 住 宅 の 状 況
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には釜ケ自! ; j に追いやったことになったのでは ないかとい

う疑問が起されたのである。乙れに答えるため，昭和 12

年 4 月，下寺町，南北口東町の改良住宅J，';' 住者ーに対して

実態調1Eが行なわれている。

乙の，ir . ' 3f f . 結泉によれば，この公針。住宅の};I;' 住者の 3 分

の 1 は前任. f ' i でないということが第一に注1 =1されねばな

らなし、。この住宅は乙のj也伏に以i I Ilから J，'; '位した111: 荷・数

に合わせて正t設されたものであって，乙れら j也! ヌタトから

のJ;l; 住世帯である 3分の 1にあたる世利- 数だけ入J，'j しなか

った乙とてあり ，またこれら入居しなかった世帯が他に

行くところがあったとは当然考えられないし結局南の

釜ケ ｾｉ 荷などのＺｮ民街に流れたものとみて差支えないであ

ろう。

乙の四! 山の! : f1ーにあげられることは家f ' iの高級なこと

であろう。ＱｉｴＧＱ和 Ｒ 勾，乙れら入 ｊｲｾ［ＧＱｾＧ が以内 ￭ｪ に払っていた

家 ＱＲ の半 ｲｾｊ は Ｗ 円 ＰＷ 銭であり，これらのｼ山 ｩｊ の半 ｊ 土 ｪ 収入

は69円40法であるから，収入に対する家白の比率は約

1 初であった。乙れをこの改良住宅に対する昭和 12年

の調査についてみると世借半均収入は54rJ 68銭であり ，

住宅使用車中( 水道料および共用電灯料を合む) は普通住

宅で最 ｉ 却 Ｖ ｲｊ Ｎ 最低 Ｔ 円 Ｒ ＰｾＱ であり Ｎ 1，1:; 先日住宅て最高27

円であり，最低 ＱＲ 円 ＵＰ 銭であり ， 立ｼ乙 ｲｾｊ して住宅使用料の

収入に対寸る比率は約 1990であり. 19J かに家1互の上昇を

みる乙とができるのである。

っさに以前の貧民街を構成していた木造 Ｒ Ｑｾ 号建長ｖ［ ｊ ーは

その桃造の治しい乙とは不明であるが，各戸 21桁廷であ

ったということは複数他都の同川を符払ならしめるもの

であり ，改良前にはほぼ半数の家に二| 山日以上が同! 忌し

ていたのである。しかしこの改良公何住宅には同町する

余地はほとんとなくなってしまった。可京r克J友! た: 改良{住主宅てで、二

|位立干祁i日J-ω以. 上同J，川dバi; している家庭[ は二 1川川'Xηlり1;:1淵1

る。乙のことは家 ＱＱ をニ ＱＱＱ 布以上で分Ｇ， ｉ［ｾｈ ムいできる ζ と

や，一戸を i日りるより安い家1' 1の部jせ借りで '1: 活してい

た貧困. f i ' をして新しい改良住宅へ入山せしめなかった理

由でもあろう。

つぎに入 J，'; した人達の職業は以前この j也| 文に住んでい

た人達の職業に比して変化したであろ今か Y これを| 立布。

主の職のみについて比較すると，筋肉 Ji' 働. r : ーが少し減少

し，家内工来がやや明加している。しかし全体的な職業

構成は大きな変化をみせていない。すなわち/ 主体の約

4  '，1戸lが筋肉 )'f 働省であり. 2  Ｇ，ｉ［ ｾｊ が ｒｬ 物闘であり Ｎ 1  ｾｉ 羽が

履物製造などの家内工業である。こ乙で特 l乙問題としな

ければならないのは後二行である。すなわちJ i ' t物闘にし

ても家内工業にしてもいづれも家庭が，すなわち職場と

なるのである。屑物商にとっては口集めてきた府を家庭

で選別し，家内工業は家庭がそのまま工場である。また

公日住宅の階段や道協はもちろん，その| 射近はただちに

物置初に変じ，府民1l I の置 J;j に変ずるのである。折角の
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鉄筋コンクリ ー ト Ｓ Ｑ 桝Ｙ｝公営住宅も大阪市内からｾめら

れる履物が雑然とおかれた倉庫と化してしまったのであ

る。

のみならずI l 常生活に対する指導はまったく行なわれ

なかったから，ガスは佼われず屑物をじｾ｜Ｇￍ￬￬でが ｌ えことに

よって炊' j T . を行ない，がHl 立であった鉄筋コンクリート住

宅はただちに煙で以黒になり ，また Jl<i;t 便所はつまって

汚物が県加するという行総になった。近隣との交際は以

前と同じ構造がひきつがれて，屑物をRt 商から貝いとる

ヨセ尽の親分が社会の中心となり，相UJ 者ーとなっており

外の一役社会との聞に交通はほとんどみられなかった。

この地 ｉ メーの中心にあったセツルイント石ＩＯＺ， ｩｾ ｩＡ、愛染闘は

l昭和 9 1j 守の室戸台風で破域されて事業を行なわず，また

大阪市の史民の一人二人は生活指導に努 )J したものもあ

ったが効を奏することなし| 止は戦争l I !j 代に入ってしま

ったのである。

以上大阪市が行なったスラム ・クリアランスとその効

果を述べてきた。乙と志と異って新しい型のスラムをつ

くり， ゾJ 釜ケ的を鉱大するという乙とになったのであ

るが。そのI理由は

1  家i ' i ' が高額てあったこと

2  入 ｊｪｬ［Ｇ 予定者のｾ従業を考慮してその対策，たとえは

職場や物置Jaの設置をしなかった乙と

3  入J，';' . f i に対する適当な指導が充分でなく . tこだ入

J，l;' させればよいという風であった乙とである

とくに郊 3 の項目は現代の住宅政策における公れ住宅，

公団住宅にもそのまま適用することのできるものであ

る。鉄筋アパートへの J，';-L}:t 立口ぶ人の従来の伐とu; r; とは

線本tl ( _ J に又っているのであるから，そのJ行場はとくによ

く行なわれなければならなし、。まして現代から 30年前の

極貧おにおいておやである。

スラム ・クリアランスは同家や II 治体によって行なわ

なければィ、 I'J 能であろう。というのは経済的な哀づけと

続々とが必必であるからである。しかし，金とノりだけで

はスラムをなくすることは不可能である。人間の新しい

住JjJ;' に適応するように桁将しなければならないからであ

る。そのとき住宅に対する手入も竹J : 1J! も充分となるので

あって，この指選手がなければかえってスラムを製造する

ことになりかねないのである。
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労 働 者 福 祉 施 設 に つ い て

労働者制 Ijf 陥没研究所常務理事

田 代 正 尚

1  .  福祉 施 設 の 二 重構 造

「大きなネオンサインをつけた社宅の予 Ijij の坂道で ，

K さんの足どりが主くなった。/ ) ' LI は別に疲れたのでも

職場でうっとうしい乙とがあったわけでもな L、。ただ前

方に課長とその家族が刈っていく" ' i f をみとめたからであ

る。課長は好人物だから ，追いぬきながらあいさつをし

てもかまわないでもないが，こう勾引qij: タでは ・・11宅

の家賃はたったの 1，500円だし，会社からそみ遠 くはな

いし，Ij l し分ないが，厚生課の係長打さんざん恩させが

まし く入I，. ; . T - 続をしてもらった社宅 lζ 乙のごろいや気が

さしてきた。会社か建てたとはいえ公l引か らか，公庫か

らか知らないが相当の額の融資でできたものらしいから

K さんi ' I 身の払った税金もめぐりめぐってその一部lこγ

っている筈だ。恕屈はわかっていてもなんとも頭が上ら

ないのが不思議だ。 J

iA君は長い列 {ζ 立y. んで，アルミの食探に入つためし

とオカズを受i反って，テーブノレにめじろ押しのところへ

わり乙んだ。いきなりおをたたかれ 『今 U線河やでJ と

声がかかり，ふりむいたとき声の主はもうずっとむこう

の郎日に話かけていた。野球部の 7 ネージャ ーである。

働いているときはまったくにがりきった顔をしているの

が，こと野球部となると水にかえった似のようにいきい

きして，疋役から寄附をせしめた り， 千年心さんたんの

末，学校のグランドを都合してきたりする。 A 君は高校

で野球部員だったし，入社してからも野球をやりたかっ

たので 7 ネージャ ーが全然気に入ってしまった。しかし

今 lれわIcl;sで無理して仕立てた背広の月賦の払し、が A 君

の当而の頭の中を支配していた。 J

，_ 人( まひやかす同僚達の目をのがれて， ￭ｾ ＭｴｩＧ所の哀

山にのぼった。主主いきれのする小さな在地をみつけて時

の流れるのを恰しんだ。結婚しても当分共稼ぎだし，子

供はしばらく住まないことに二人で結論をもったが，

C 子としては，もう 30になったし，そういつまでも子供

なしでいる気持にはなれなかった。二人とも系累が少な

し子供のめんどうをみてくれる人もないし，アパート

の近くに託児所でもあればと思うのだが ・・ J

サラリー 7 ン小説のさわりのようになってしまったが，

乙んなことが，日本の労働者の保活のー乙まであろう。

労働将の生活を怖いていく中 lこ「住宅J i給食施設J

「ン2応J ; 医{j J 室 J ri 泉主主所 ) ｲ 巡拶 ｾｊ 易 ｊ i託児三日と

いったようなものが次々に蛍拐する。乙のようにわれわ

れは 11 常生活全体にいわゆる沼平1) 厚'l-:birI 設なるものが，

いかに深く広い関連をもっているかをみとめないわけに

はし、カ三なし、。

，Ii くは悲対i な女工哀史を生んだ紡絞工切の女t 口氏が

あり ，炭鉱労働行のハーモニカ長原がある。近年はコン

ビナート開発や，去11外に展開する大工場には必らず労働

ぞ; のための社宅や，体育施設やその他の偏平1) 施; 没が経i汚

名の手でつくられている。

労働- ( i の1{; i 平1) 厚生施設といえば，通念として以上 lζ 述

べてきたような施設のことを必起するのは当然である。

ところが，社宅という給与住宅の問Jlli ゃ，宮公庁や大企

業で実施し，あるいは設置している福利厚生の制度や施

設の問題が，今 11 大きな問題となってきている。この問

題は後でふれる乙ととするが，企業内信社胞設が存在す

る乙と ， しかもそれが大企業や官公庁l ζj l ! i 在し， さらに

その内部でも職;Ijl) によって差別がついているという現状

に最近ようやく問題忠誠をもたれるようになった。大企

業や官公庁の労働者の大部分は ，その生前のあらゆる面

lζ 関連している偏平I);! jl) 度， 胞設が存在する乙とに今まで

はほとんど当然のこととＡ長じていたし ， 主代が蝕ｊ［ ｊｾ 保険

組合や共済組合であっ ても，企業主や使用- ( i ' のイ ニシャ

チーフ' が保たれており ，な んらの疑問も発生しなかっ

た。

反 I( [j， 中小企業の場合はどうか ? 大企業が各砲の而で

公的資〈訟の融資やその他の優遇策にめぐまれているのに

反して， ＧＩ，ｾ細企業になればなるほど労働名ーの福利厚生胞

設は' ゐに近く ，それこそ女工哀史時代から数歩も Ili ない

悲惨な状態に放置されている。そういう底辺にある労働

才; を放うのが，社会保障や社会保険制度であり . また社

会政策の問題である乙とは論をまたない。社会保障，社

会保険政策について乙こでくわしくふれるわけにはいか

ないが， il 司民皆保険J というキャンペーンがいかには

なやかであっ ても ，高度成長下の資本主義国としての社

会保障制度の劣怒さは数字をみちびき 111 - ¥すまでもなく国

民全体が身にしみて感じとっていると乙ろであろう。

もちろん中小企業の場合も，昭和30年頃のZ: 気の活況

のさいから ，大企業のいたれりつくせり( ?  ) の企業内

福祉に対抗してみずからの福利厚生胞設の充実に釆り出
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した。そ ζ には労働組合からのつきあげも作用している

乙とは事実であるが，企業主の立場からいえば，生産と

利潤水準を維持するために必要な最低限の労働力確保の

ための福利厚生施設， (1)1肢は企業が生存するために不可

欠の条件と なっている。したがっ て少い経費で効果的な

一時的 ・行事的な乙と ，つまり春秋のリクリェーション

・巡動会などがよく普及している。 (註1 )

最近独占大企業の圧迫 l乙抵抗し共同化が各地でとりあ

げられている。すでに全国で20個所以上の中小企業団地

が計画され一部実胞されている。しかし，乙れとても，

やはり独占大企業なみに政策的にも資金的にも手厚い保

護は現状として期待薄であり ，労働者の福利厚生施設な

どはどうしてもあとまわしにされているのが実的であ

る。一国一城のあるじという意識が企業主lζ 根強くある

し，共同化による将来の見通しには不安があるし，他企

業の労働者同士のヒュ ー7 ンリレーションから労働者の

階級述持窓識が生れるのを! 5 戒する向きもあって，一朝

一タ lζ 進展しないのが現状であろう。

2.  労働者福祉という こと

[ 児b[ 福祉 J I老人福祉J i社会福祉 j 等々のように

「福祉」という言葉が最近やたらと疏行している。 i福

祉国家j ということも，もし額面 j! l i りにうけとれるもの

なら乙れほどめでたいものはなし、。中味はど弓あれ，な

んとなく「福祉J といえば，有難そうなム ー ドがでる。

国民にとって「福祉」の安売りは決して有難いものでも

ないし，むしろ国民の生活をより向上し充実する怠欲を

蒸発させてしまうものである。

ひと乙ろ「福祉企業体 J という乙とで，企業の中で労

働者の一切の生活の世話をするていの構想、が打ち ;Uされ

た乙とがある。これは，日本社会の歴史的な発展経過の

特異性から資本主義企業の中 l乙大家族主義の思惣がうけ

つがれたものであり ，労働名ーは，その一生を企業の高い

塀の中にか乙まれて捺すことである。乙れが永い間労働

者の企業帰属意識をつちかい，労働逆効自身を歪めてき

た原因の一つでもある。

日本の敗戦にともなって労働巡I 1 i } j はいわば外的な要因

から復活したために ，その中 l乙任給していた大きな弱点

が2 ・1ストを頂点として急激な衰退をまねいた。よくい

われるように日本の労働組合は従業員組合 ・職員組合で

あって，企業毎の組織の殺がし、まだについてまわってい

る乙とが，運動の最大の隊筈になっている。欧米では，

労働組合は産業別に整理されており ，労働者はその産業

別組合に個人として加入しているし，同時に例外なく生

活協同組合に加入している。その上，社会保障が相当に

整備しているために，欧米労働者の生活は日本のように

たえず深淵にのぞむような不安が少くないということで

ある。したがって，いま労働界で大きな問題になろうと
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している労働者の自主的な福祉述勤は諸外国 lι 類のなし、 ω

白 木 ｾ Ｑｬ 特の迩ｩｊ￬ｬ ｊ て、ある。労働 者の福 利 厚生という乙とは ー

[ 労働福祉J i勤労信組」 ともいわれ 「労働者福祉J と

もいわれる。それはみな同じ乙となのだろうか? 労働者 ー

福祉の意義を組織労働者は「労働組合が中心になって組 問

合員のために，地域や全国的連帯の中で独自にかあるい

は別人格の方式で行なう福祉に関する一切の運動と事

業J であると規定している。 (註2) そうだとすれば，企 7

業主のイ ニシャチ ーブ になる「企業内福祉」 や官制の

「労働福祉j とはまったく対立したものと考えられる。

概念を具体的につかむために，いわゆる「労働者福祉 ー

活動の組織J としてあげられるものを簡単に述べるとつ・

ぎのようなものがある。( 註 3)

1  ) 労 働 金 庫

労働者組織の出資による労働者のための金融機関であ

る。昭和25年兵庫 ・岡山で始めて設立され，現在はすべー

ての府県にできている。労働金庫の当面の問題は各企業ュ

が行なっている社内預金の問題がある。

2  ) 労働者共済生活協同組合

火災と生命を二本の柱とす忍労働者の保険組合でdう

る。昭和29年以来，大阪，新潟，宮山，長野，北海道，

福島，東京その他40府県 lζ 結成されている。中央に全国j

労働者共済生活協同組合連合会( 労済連〕が確立‘ されて

いる。

3  ) 消費生活協同組合

歴史はもっとも古いが，労働組合が組織としてとりあ，

げたのはそう古い乙とではない。日常繰り返される労傍炉

者の消放生活を守り向上させるものである。独占資本の・

販売網と無数のｾ細な小売商業者の聞にまじって生協の‘

機能を発揮する乙とには非常な困難がある。そのほか，

生活協同組合としては，医療，住宅その他があるが，ま

だまだ乙れからの課題が大きし、。

3. 労働者の自 主建 設

以上のような労働者の自主的な福祉事業 lこともなう言者

施設が当然必至Eであり ，戦後かなり各地で建設されてい

るようであるが，労働者福祉の問題が本絡的な議題にの，

lまっている今日，企図的な集約と成果の検討が必要であ・

ろう。

各地で「労働会館J i労働福祉セン ターJ i労働者ク

ラブ」などという名で集会を中心にした施設がある。い

ずれも労働者が組織としてイニシャチ ーブをもっ ていた

ものが，その後の経過をみると ，あるいは完全に宮側に

移管してしまったり ，他へ身売りして しまったりしたも

のが多い。( 単j[t の中央会館は例外であるが)

住宅については労働者の自主的事業体として日本労働

者住宅協会( 労住協) がある。乙れは昭和33年に建設大

臣認可を得た財団法人で，全国で累計 5 千余戸の住宅を
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建設している。しかし，労住協は住宅金融公庫の窓口と

いう性格から，いろいろの制約と限界があり ，今日の労

働者住宅問題を illE! i } J として主体的に推進するにはかなり

難しい問題がある。

当面，労働者が企業内の給与住宅から脱脚し，住宅建

設の自主的な実行体として期待しうるものは協同組合所

有による賃貸住宅である。乙の点 1961年の国際労働機構

( 1  L  0 ) が採択した「労働者住宅に関する勧告J の意義

を繰り返し強調したい。( 註 4) I  L  0 の勧告は労働者組

織でようやくひろまりつつあるとはいえ，一国の政治問

題としてとりあげられるまでに発展していないのは残念

な乙と である。とくに国民の住宅建設を担う建設家，建

築技術者にとってはあらためて I L  0 の勧告に待つまで

もなく，住宅問題を第一義的にとりあげなければならな

い乙とはいうまでもなL、。

住宅を始め労働者の自主的福祉施設として考えられる

ものを列挙すればつぎのようなものがある。

1. 住宅，宿泊施設

2  労働金庫，マーケット等

3. 病院，診療所，療養所，保養所等

4 保 育 所

5  遊戯場，図書館，展示窃，音楽堂等

6. 体育館，迩動場，休暇村等

7. 集会場，会議場，劇場，映函館，食堂等

これらの中，たとえば，住宅Iζ 分類されるものでも，

鉱山や遠隔地の事業場に附随する住宅や，交代制のため

に必要な寮や宿泊施設，保育，授乳施設，保健衛生施設

技能訓練施設，給食施設，通勤施設なと、は本来生産過程

で労働力を保全し，働きょくするための施設であるから

労働者の当然の権利姿求として位置ずけられなければな

らないものがかなりあるであろう。したがって乙れらは

福祉施設でなくむしろ生産施設というべきであるが，い

ままで企業主側はこれを温情的，恩恵的なものとして労

働者に押しつけていたものである。

「アメリカの労働組合はゆりかどから2車場までの一切

の世話をしている j という。とうなれば，労働者福祉施

設はほとんどあらゆる社会福祉施設に包括されるし，あ

えて労働者福祉施設として区別する乙とも無意味にな

る。したがって，乙乙でいう労働者福祉施設は以上述べ

てきた日本の労働者福祉iillill) )の現実とその指向する当面

に必要な施設を一応定義ずけておくことが妥当であろ

つ。

列挙した各種の施設について個別に深く掘り 5 げて検

討しなければならない問題が大きく存在しているが，乙

れは今後の発展を見守るなかで，詳しくとりあげていく

として，乙乙では共通した一般的な問題としてとりあげ

る乙とを許していただきたい。

4. 地 域 開 発 と 労 働 者 施 設

K 製鉄が新工場建設にともなって，社宅団地を建設し

た。デラックスとまではし、かなくてもかなり繍酒なフラ

ット のあいだに遊園地があり ，プーJ レでは団地の子供達

が遊んでいる。団地の周図は高い金網フェンスで区画さ

れ，周辺民家の子供連は ネット にしがみついて食入るよ

うにプーノレの子等をみつめている。まるで植民地的風景

である。

大企業の労働者が企業内福祉のとり乙に なっている か

ぎり，労働運動の正しい発展は期待できないし，まして

国民の要求の先頭! 乙立つ ζ となどは観念の遊戯 [ζ 過ぎな

いものとなろう。

企業内福祉を打破する一つの方策として労働者組織に

よる自主建設がある。しかし，乙れが0 0労働組合とか

地区労とか，総評とか全労とかが建てたものである から

その組織の労働者だけの施設であると主張したらどうで

あろうか ?

まだまだその数も規模もわずかのものであるとはし、え

すでに大都市をもっ東京，兵庫，京都などの府県では，

労働者住宅団地が 10万坪，20万坪という単位で計画され

ている。日本の大都市はさまざまの規制措置や計画はあ

っても ，依然としてアメーパ状に周辺へ周辺へと拡がり

無政府的な混乱状態がますます深まっていっている。

乙のどろは文字通り山をけずり海を型め，禿山と泥 j毎

で国土が荒され放題である。そして，その数はわずかと

はいえ，労働者住宅団地も都市の混乱 lζ 拍車をかける乙

とになるのではないか? 労働者の住宅用地だから農民組

合と直接話しあって中間搾取なしで用地が確保される。

乙わぞまさに労民同盟の実証なめという。労 J];l 同盟し

て国土荒廃に一役を買うことになるのではないだろう

カ) ?  

地域開発や都市再開発の問題は革新勢力のとりくみも

弱いし，まして労働者組織にとって無縁に近いものとさ

れてきた。今日，自治体労働者が行なっている自治研集

会などでようやく真剣にとりあげられ始めてはいるが，

まだ災害防止とか， H¥占資本の企図の暴露といった守勢

的 ・消極的な立場からあまり出ていないようである。

労働者が生産点をはなれれば，いやおうなしに地域住

民であり ，組織労働者だけが労働者でもない。そういう

地域住民，地域社会の現実の姿を弁証法的に捉え，地域

計画，都市計画上のコミニティ概念を根底からっくりか

えていく必更があろう。労働者が地域連帯の中でつくり

出していく諸線設は地域社会との関連をぬきにして考え

る乙とはできない。開発計画を血の通った生きた人間像

を基本にした盗にするためには，労働者，市民組織が自

らの建設プランをもっととが大切である。
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5.  労 働者 福祉と 建 設 技 術 者，建 設 労 働 者 組 織

古川的 lこいって，現在の労働者組織における荻il f. iアパシ

ー ( 無関心，無! 必} ' . u はまだ強L、。したがっ て建築設計

という精神労働に対する正しい評価を期待する乙とがで

きない乙とも否定でき ない。乙れは労働必組織の事業活

動そのものが，きわめてわずかの経験しかもっていない

ためでもある。

いままで行なわれた事業にも，もちろん技術省の伺別

的協力があるが，そ乙では技術者は裂するに 「建築尽 j

であり「設計雇J であって，技術の切り売りに過ぎな

い。そういう常利主義的ノレールでドライにわりきった関

係では一応のまとまりはあるにしても， J笠j j 1) 推進に Iii 極

的作用をうけもつ乙とはできないであろう。

またづI大忠弘l も労働{ ' i 組織といえど例外なく d郎、もの

がある。 ｸｸ 大学工学部建築学科教授な ら ， ｾ築につい

てのオーソリティーであるといって，その先生の専門と

はお門ili いの ζ とにもご指導をあおぐというケースをよ

く耳にする。乙ういうアパ、ンーや事大思: t I lは双方から 克

服してし、かなければならないが，それにしても労働者の

立場にたつ民主的な技術者の組織の不毛をなげかざるを

えない。

ｩ 以後の民 Ｍ ｴＮ 々義品防 ｪ 切にいわゆるｂｬｾ￬Ａｬｩ動の組織とし

て建築界の民主化を進める一大勢力 であった新日 本建築

Wll i  ( N AU) は，もは や品詞りと されるほどに凋旅して

久しし、。とはいえ，その当時，先頭きって活躍した建築

家諸氏のほとんどが現在建築界の各分野で相当のE きを

なして似在である。 NA Uが旗印 lζ 民主的建築巡; rr} J はその

役 ［Ｇｾｊ をおえて ， その存在意義を失なったのだろうか ＿ あ

るいは ，あのような巡ill } J は熱病的な一時の流行lこ過ぎな

い浅l¥IJ. なハネ 上 りだったのだろうか ?

「協同設計'J i民建方式J というよう な，極めて斬新

であり ， ぷ欲的 な建築 設［汁と生 ｊ 立方式を打ちｾ P1 した先進

的組織の l ド央が瓦域したのち，関凶では* 京ほど先進的

でもなく ，巡回j 理論も不充分だが，と に か く NA Uの伝

統組織だけはさ? ーうじてその灯を消す乙となくつづいてき

fこ。

労働{ ' i ' 福祉のiiliill } J が整理統一のH寺骨量にきている今日，

技術者の組織的協力事業休として「労働{ ' i 恒祉施設研究

所」がNA Uの伝統をつぐ関西でのi ! l i 動体，新建築家'ル団

( N A C) を母体として誕生した。まだ建築技術す; のあい
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だでもまったくの微小グループに過ぎないし，現段階で

評価することは早計であろう。今後の方向ずけ rc l I i 大な

関心をはらわなければならない。

全国 4 万の一級m築士を始め，数十万におよぶm築技

術者のうら相当数がなん らかの労働者組織に加わっ てい

る乙とが汚唱えられるし，労働者組織がそういう技術者の

技術を組織J ' i 休のj ! ] ill }J 1ζ 牛かすことを点剣に取り組むな

、ば，非常に大きなノり畠を発障することは恕像に難くな

いまひとつ，建設労働者組織については，東京ではm

設労働者 自身が生協をつくり自主建設を進め，東京住宅

生協に発展している例もみられるが，まだ全問的にみれ

ば，労働者ーのJ ' i J ::. 建設と建設労働者組織の結びつきはそ

う多 くはない。もちろん，労働者自主建設と技術者 ，建

設労働才; 組織との結びつきは ，索中ト，率直に与えられる

ほ どH' くはないし，むしろ困難な問題の方が多いといえ

る。し か し ， ｾ築界で労働者ーの問題を今 一 ・ 度深く掘りさ

げ，歴史的経験を整理する I時期がきている。ヒュー 7 ニ

ズムの建築論争が未消化のままであることもあわせて，

乙の分野での論議の展開を期待したい。

お わ り に

労働お福祉の問題が，労働illHj })の中 lζ 評価され. i l ミしい

位置ずけが努力され始めたのは，ょうやく 最近の乙とで

あり ，これまで各所で建設さ れて きた労働ずfの; 布施設に

ついての集約検， j'J は今後に展開されなければなら なし、

したがって，今の段IW1では実タIJ，資料経験をもとにした

諸胞設の方向ずけを論じ今るまでには至っていないので

内界が極めて乏しいものに ならざるをえ なかったことは

残念である。

いずれにしても ，労働者福祉施設については未開拓の

分野が多く，建築研究者，技術朽としても広汎な組織的

な取り組みが望ま れる。

位 1 λ; 阪1(:1労働部労政，i ' . I ! ｲ 大阪府下工場事業場 ｉｃ おける労働福 ｾｉ

ヨミ館淵' l ' i制l伶，' fJ Ill:! 37.7  

註 2 : 旬刊労働副社資料 9 月15日母( 労働福祉中央協: m会機関総)

註 3 三一新，'f r社会保障と労働者福祉」公文他二氏円

柱 4 : 労働者住宅シリーズ 6 r I  L O労働者住宅街J告の移及と住宅生

r.Ij協同組合確立のためにJ 会同労働金凪協会編

I L Oの勧告については ， ζ の他緩誌間際i 1 ! 築 「労働者住宅の問

題， I L Oの勧告をどのよう K 受 け と る かJ 1962年 2 月号，その

他全国労働金附協会，日本労働者住包協会発行のパンフで紹介

されている。
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堺 市 立 八 田 荘 老 人 ホ ー ム
上 主 玄 関 外 観

段 計 : 堺 市 建 築 部 営 繕 諜 施 工 酋 図 工 務 底

下 渡り廊下より中庭と練をみる
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建築位置 解市八回南町 168 帯 地

敷地面積 1  3. 0  0  0  m
2  

l . l ! 祭面総 2. 2  7 5 m2  

精 進 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 平

家j ] ( 棟数 8 棟)

工 事 if 4  4. 7  3  7. 0  0  0 円

設 計 の こ と ば i見市l . l ! 築部長 島 田 一

本市では ，当時 155 名の老人を各必老院に分散収容委託しておったが，なお16宅保護を

受ける者のうち必老施設へ収容すべき老人も多数あり， しかも既干存Fの施2設生は木造でJ非ド下1

iにE 老朽していたため ，新らしい保護施役の必要から雄投の計画をしたものである。

候補地は，市の中心郎より約 8 tf- 南部の閑静な紛林IcI 羽まれた様高30米の丘陵地で ，m

IC池 . ! 誕樹溺 ，出 などあり ，西 IC IE闘を展望する環境のよい諸島所であるが，土地の高低

A が:苫るしく約 8.000立方米の土を切り取らねば平地が得られないと ι ろで，辛い敷地

内北側 ｉｃ 深さ Ｑ Ｖ 米以上の谷があり ，切 り取った土は谷 ｉｃｾ ｉＡめ Ｎ ￬ｦｦｩ 入傾斜路を設けて政大

阪の平地を榊成した。

人生の終i 1' l 駅 IC近い老人たち ，社会的に疲れ巣てた人たち ，施設自体がややもするとー

沫の淋しさ ，冷たさを持つ雰聞気 . C のような気分を一指し ，立主人ホームに入る E とに

よって余生に生巾拡を感じるような環t世をl J l 物のなかに抗IJ り山すべく努力した。

'Nられた予算内でできるだけ近代的なセンスを探入れ，老人の生活 Ict k適な気分を綴り

上げるよう配l I ! ! して計閣を iffi めたが，三 j t j l cTI る工 IJ¥のため収容人口数および次期工事

との関［＾ｉｩ Ｎ その他工事上考慮すべき， ｉＮｉ ，ｾが多く ， 計画途上非常な苫心を払わねばな ら なか

った。 一応三期工事が完了し ，全体骨| 聞には未完成であるが，也!f型 IC近い建物ができた

と思う。しかし ，一昨年度よりのl . l ! 設貨の向mのため ，三朗j lC 予定された建物が一部次

期 IC延期せざるを仰なかった E とを付にする。

廊 下

配 置 ・ 平 面 図
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個 室 個 室

<$'  

堺 市 立 八 回 荘 老 人 ホ ー ム

浴 室

食 室

工 事 内 訳

保 而 積
| 工 事 1'1 I  工 JtJ J  

敷 地 盤 地 工 事 13. 00001"(全体而積) 472.∞o  34. 1. 30 - 34. 5.23 

第 1 JUJ 工 市 74401"  12. 723.000 34. 3.20 - 3.1. 7. 31  

百1 2  JtJ J 工 'Jl 86501"  Ｑ Ｔ ＮＸ ｾ ＷＮ ＰＰＰ＠ 34.10. サ- 35. 2.25 

第 3 JUJ 工 事 54701"  13. ｾ ｬＵＮ＠ 000 36.  9. 14- 37.  3.22  

食堂及倉M! W/ 築 工事
ｬｬ ｾ 灯、 Ｒ 2. 650. 000 37. 8.20 - 37.10. 20  

メ口泊、

計 2. 27501"  44.265. 000 

総 合 計 44. 737.0∞ 

ド

ト

I
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ポ
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ル

現

イ

郎

タ
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ス

研

レホ閃玄

同 左

三井ボード打上げ臨目地

貼り ビニールペイント

ローラー掛け仕上げ

アートボード打よげ陸自

地貼り

レジノ浪形鉄甑貼り

杉征ベニヤ底目地貼り

舟底天井

E量級エスロン浪阪日き

リシン搬訴し jj 上げ

所 長 攻 1ft 応姥ヨィ

アスタイル貼りボーダ一

人造石研出し

ｉ｣ ｾよ
モルタルコテ抑え ビニ

ールクロス貼り仕上げ

同 左

廊

浴

個

下 | 向 上

前 | モザイタタイル貼り

哨 | 一部 7 ピトンビーリング

l 貼 り 他 タ タ ミ

向 上

タイル貼り

モルタルコテ拘lえスプレ

ットサテン塗り

同 左

プラスター
色モルタル吹付仕上げ

向 上

向 上

軽ijl 鉄骨造渡廊下

モルタルコテ押え目地切

り

一部色漆喰塗り 他センイＧＮ｜ｾ

吹抜き 金物額制i性ペンキ塗り
吹j J 足き
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神 戸市立軽 費老人ホ ーム 福 寿 荘

股 計 監 理 神 戸 市 建 築 局 営 繕 第 1 課

施 工 港 建 役 工 業 株 式 会 社

所 在 地 神 戸 市 在'i li'! 区飯宿町1丁目 3lfi 地

規 絞 締 造 補 強 鉄 筋 コ ン デ リ ー ト プ

ロック造 2 階建

敷地面f11 2  8  3.  8  1 好

!.ll<l Hl日政 1  3  6.  2  4 昨

延 商 杭 2  5  3.  7  D  J;f 

総工、J l 1¥' 2  1  2  0  4， 6  1  2 円

( 内国Tl1補助金 5，025，000)  

施 設 内 容 収 容 人 民 5 0 名

1，1; 宅 ( 1 人 3 11; 宝20主， 2人宝 6 11; 15宝) ，

! I ! 会京( 布l 宅) ，応接' 5r . 医務室，食堂 ，

ｾｉｖｽ ， 浴室 ， t'fl t艇を，事務室，宿直室，洗

;j' r" .;< .  fil! 所 ，;(1雌
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上 中 庭 よ り
下 . 玄 関 前 廊 下
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段 計 者 の こ と ば

神戸市建築局営繕第 l 課

本施設は ，社会事業法第 2 条首l 2 1/j にもとずく

軽 ｴｾ 老人ホームであって，問和 Ｓ Ｖ 年度厚生省よ

り軽 ｴｾ 老人ホーム施設整備貨により補助金をう

け設践したものである。

設計IC当っては，補助の関係もあり厚生省の軽

ｴｾｾ 人ホーム設置巡営ｾ綱による ｅ とを主 ｩ 恨と

した。すなわち低所得階届 ｉｃ 属するｾ人であり

身寄りのない者を低額な料金で収容し。医学的

心理学的配慮のもとに健康的で明るい生活が送

られる乙とをまl浪としている。

まず敷地毘頃は交通使 IC して，郊外住居地域内

のｉｲ ｉｾ ｩｕ ｴ 跡で ｉＱＱ し分ないが ， 多少狭少の感じで

ある。建物は段位要綱 ICよれば I 人当り所要延

商泊は 14. 85m
2

(4. 5J ; f ) ，居室については原則

として 1 人有効面積は4. 95m
2

( 1. 5坪〉以上と

なっており，できるかぎり乙の範囲内で収める

よう指示されたが，当初予定の l 人 4. 5 鮎と TI'

入付 Ｑｾ［ Ｚ 査を ， 予 Ｓ 草の関係で ， 3帖TI' 入付 IC変更

せざるをえなくなったので ，: ! j 1合室，比、11:'3;:な

ど共J 1 I 部門を完備するよう努7J した。

構造についても段低簡易耐火構造とあるのでコ

ンクリートプロック造とした。配訟については

当初南面の前低をなくして中雌を強制するよう

考えたが，日照などの凶係もあり雨前IJ 日阪をと

る乙とにより環境 IC変化をもたせた。主として

管埋部門および共用部門を北側および東面にと

り配置を考えた。集会室については当初洋式の

必見もあったが，和室の方が結果書lまれている

ようである。全般としては階段，廊下，便所，

浴室などに手間を，使所 ICは汚物処理部など老

人 ICたいする心ずかいを考えた。J ; j ) 室について

は 6 帖夫婦室は問題はないが，合部屋は鎌らわ

れる恐れがあり各個独立した個人の生活を来し

む孤独吉を考慮すべき点があった。

以上段計の観点からのべたが，経営面について

は，との積施設の国庫補助金としては坪当り l

人 44，0∞ 円の 5 制 ，4. 5 坪までで50人最低とし

て 100 人までとなっており ，経営団体は図また

は地方公共団体または社会福祉法人となってお

り，利用者は資産所得 10，000 円，年 令 65 才以

上 ，:fl l m料は 7，000 円以下で織利金その他一切

はないものとしている。

本施設では平均年令75才であり ，利用料は l 室

l 人で使用なす場合は月額 7，∞0 円， 1室を夫

婦または観悠 2 人で使用する場合は 6，5∞ 円，

合部屋は6，∞0円，外 IC暖房t ¥' 月 3∞ 円を必要と

しているが， 事実上， 巡営t ¥' については 1 人

5，000 円の持出しの状況であり ， 政府も近く運

営 ｴｾ については来年度当りから考』置する考えが

あるようである。

乙の磁l : I ! 物が社会補償f I j I ll n : の一環としてますま

す哨加する ζ とは必要と思われるが， 乙の建物

はとくに東京都および神奈川県 ICつぎ 3喬自の

m物である。予算の関係もあり十分なる施設と

はいえないが今後ともど批判をいただけば幸尽

と 思 い ま す 。 ( 記 今 村 智 則 ・加納久司)



神 戸市立軽費老人 ホ ーム

福 寿 荘

会 室

「 一

。

|μ」羽企

岡田 空 ｩ 再 訂 しｾ 首 ｪ I  

l型 - J 一 一i

庁吋

居 室 ( 6 帖)

2 階
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芦 屋 老 人 ホ ー ム 朝 日 ケ 丘 荘 園

写真は独立した小住宅の数点

芦屋老人ホーム朝 日ケ丘荘園配置略図
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ク ラ ブ 居 間

クラブのテラス

ク ラ ブ 外 観

見はらしのよいクラブ談話室

芦 屋 老 人 ホ ー ム 朝 日 ケ 丘 荘 園

歯 長 。 三 上 法 道

ク ラ ブ 外 観 食堂・娯楽室内部

芦 屋 老 人 ホ ー ム 朝 日 ケ 丘 荘 聞 に つ い て

とのホームは ，国鉄戸嵐駅より約15分パス にゆられ，山手に 向けて約10分ぐらい歩いたととる

にある l判抑で南斜商の!n色のよい台地に位置している。敷地は 2. 550 坪で，容は桜，つつじ ，

新緑， 自然の美しいI l ;U買のなかで ，小品のさえづりを 1聞きながら ，大阪湾を- mのうちに見お

ろされる。ホームは ，それぞれ独立した小文化住宅式( 木造ー13棟) となっている。そのタイ

プはおおむね . 4. 5 11; の個室を 2 つもつ木造の文化住宅で . 6 帖の個: ! K ーをもっタイプのものも

ある。このほかに小集団方式として ，食堂 ・娯楽室 (22帖) ・羽田! 玄を兼ねた l 線があり ，ま

た，浴、i . 'Jl 務官，街[ 証言f等々が適当 11 : 配也されている。さらに一段と iIEい台地 lζ は，みなで

裂しく日: う ζ とができるクラブハウスがある。 ζ のクラブハウスは談話室と} : ! i 聞が主な郎盛で

あるが，展望がよく . c のm岨の方々た、けでなく ，他の人でも入 l品者の紹介があれば，クラブ

日として利用できるようになっている。

ζ の ＼ｾｊ A ケ丘荘閣の特色は ，なによりも花を作ったり ， ｪｴｾ［ を飼ったりして ， 自由 Ｑ ＱＺ屋外生活 ，

それも ，山手の見はらしのよい ，空気のよい ，太陽と緑区めぐまれた台地の屋外生活を十分に

習としむ乙とができる点にあろう。

入刷新は60%以上であるが，希望者はー名の紹介者とー名の保証人辿おで戸籍脈本を添えて 申

込むことにな勺ている。飽 ｩＮｬ ￯ 診断［Ａｾも必 要 とする。因みに入 国 Ｑ｜Ｇｭ は ， 契約金 Ｓ 万円 ， 入関料

3 万円 ，保証金15万円 ，生活W. 1' i毎月 1 万 2 千円ていどである。
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救 護 院 配 置 図 敵地 9. 572.  21 m"  

①本 館 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト造 2 階1 I l 延 1. 063. 47m"  

② 医 療 機 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト造 2 階辿 延 321. 40m"  ( 工事中)

③ 必 老 相l 段式鉄筋 コンクリー ト逃 2 階処 延 762.∞m :J 

@ 同 上 悶 上 延 176. 84m" ( 工事中)

⑤ 向 上 告I i 強コンクザートプロ γ ク造 2 階1 I l 延 300. 2001"  

｀救護棟ｾ式鉄筋 コ ンクリ ート 造 Ｒ 階Ｑｉｬ 延 582.3501
2  

( 工事中)

①構内道路 ( 工事中)

③ 公 道

計 3. 206.  26m"  
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ぺ ｒ ・田園Ｍーー・ｾＮＭ酬ー・ー竺ーＭ［［ ・

・ -
・ ー

神 戸 市 立 救 護 |涜

段 計 監 理 神 戸市建築局営繕第 I 1畢

施 工 株 式 会 社 岡 工 務 庖

所 在 地 神 戸 市 街 l持区" * 老町 l 丁口 3 5 苔 地

敷地面積 2.  9 0  0 坪

Es呼 ・延坪 ・榊迫t

酬 年 度 | 酬 ( 坪)1延坪( 坪)1 構 地

I  I  n n  0 '  I  補強鉄筋コンクリー ト

lm和32年I I  90. 81  I  プロック造平家

r-:- ' I:" " n  I  ' l ' l 1  n n  I 鉄 筋 コ ン デ リ ー ト 造

附和35年I115. 50 I  231 ∞1' ( 壁弐) 2 階

ｉＭ ｾＮＮ＠ " ^ I  0 0 .  " ^ I  組立鉄筋コンクリー ト

昭和36年I245. 50 I  321. 70 I  造( プレコン造) 2 階

一一一一 I I  鉄 筋 コ ン ク リ ート 造

昭和37年1167. 70 13幻 . 39 1  ( 霊式ラーメン) 2 階

|  I  I  ( 施行中)

工邪 Ｑｾ

|  総 額 | 困剛凪廊附l

附和3犯2年刊叫度判1 1  

l昭和35年度1 1ω 5，000 ド. 686 ∞附 @42 ∞ 附割)

l旧和36年度125. 770. 000 ド. 07山 O( "  48， 000 "  )  

昭和37年度13日 制00 1ω 2.0似 " 5問 。 " )  

施投内容

Ｈ現在〕必ｾ施設 100人収容( 完成) 120人収容

救援施設 50  "  120 "  

計 150 "  240 "  



救 護 院 設 骨十 者 の こ と ば

神戸市建築局営繕第 11軍

本施設は大正13年，養老，救護，医療，児盤，母子，厚

生の綜合施段として開院したもので，その間救護法時代

を経て ，昭和25年生活保護法が施行された当時木造 2 階

建延638坪の規肢で収容人民2ω 名であった。 32年度 ICコ

ンクリートプロック造の救護棟の』担架をなし ，他木造l J l

物老桁ICより 35. 36.  37年度にわたり耐火構造にて全面

砧替を続行しており ，今年度中IC一応形態が完成される

ものである。

投射については ，敷地状況が好条例でなく w地および1"1

1也形が谷聞の盛土などにより建物全而にわたり基礎抗打

工事を施しており ，また地形不良による配置計画 IC玉、極

難点が感じられたが r 一応正面 IC管理部 . 2 階IC集会

室，北島UIC金堂，厨房，作業室などの共用部分をmめ，

各棟は主階段はスロープ階段にして連絡をし . m商 IC1寄

老掛(， 北面東商 IC救護棋を配置した。

各室の特色はないが，特 Ic .!i! 1l 事錨設は近代設備とし食堂

関係も一時給食をなすよう配慮した。 各構造について

は，時代の経済状況を反映して極々拠ったのも地方公共

団体の特色ではないかと思われる。

現在社会補償制度が叫けばれている現今でも ， ζ のNi lJl

物の予算および認J I i I の貧困が伺われるが，一応経営内容

および収容者資絡などを紹介すれば，すなわち生活保護

法( 昭和25年法作第144号〕による ， 保安施投のfi 老施

設とは原且1) としてを哀のため独立して日日生活を営む E

とのできない年令60才以上の要保護者を収容して生活扶

助を行なうを目的とするもので，救護施設とは原則とし

て日常生活の周を弁ずる乙とのできない年令18才以上60

J 未満の袈保護者を収容して生活扶助を行なうを目的と

する。

経費 としては 1人月 IC生活費 3. 780 円，事務t l ' について

は必老施設 3. 640円，救護施設 4. 282同，合計約8. ∞0円

余りとなり ，そううち国雌8/10. 市1'i2/10の比都となっ

ているが，各施設とも 2. 000- 3. 0∞円の持出しが予想さ

れ る 。 ( 記 今 村 智 則 ・加納久司)

本

医 療 練

スロープ踊場より蔓老棟を藍む

1 階 平 面 図 1 : 5∞ 
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食 堂

神 戸 市 立 救 護 院

教! J ! i 練 1 階

養老棟の察室一部

会 景

径 老 練 1 陪
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赤 穂 精 華 圏 外 観

キ!? ?事 仮 設 施 設

立 精 華

兵 庫 県 立 赤 穂 学

11ヨ
/ 1、、庫

j 王
/ 、

ｾ・

包

( 大人〉

( 子供〉

役 計 監 理 兵 底

割l 当

県 建 築 課

三 川 当ｾ ｉｾ＠

足 立 英 雄

狛 沢 徳 、 Jど

施 ヱ 小 西 工 務 庖
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2 階

階

① 

70 

兵 庫 県 立 精 華 園

所 在 地 兵 五11 l f ，' ，赤穂市大 t;!!

m 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト浩 一 部 2 階建

収 容 人 民 男 40 名 女 30 名 計 70名

坪 数 1 階 2階 延

ロ12
打12 m

2  

ミ館管理事U 176. 04 133. 92 303. 96 

設 備 品U 207.36 一一 207. 36 

女 子 棋 233. 28 - 233.28 

男 子 棋 205. 44 205. 44 410.88 

作 業 榔 155. 52 一一 155.52 

波廊下棟( 較は鉄1 ' r平家m 12. 2.1  

延合計 1. 32J .  24 

Ｈｾ ＰＲ Ｎ＠ 8延坪)

庖上防水 カネポーゴーレァクス

外 壁 モ ル タ ル 塗，刷毛引 ，へキサイト

塗

室内天井 タイガボ ー ド貼，へキサイト塗

日空 モルタル並，鰻抑エ ，へキサイト

塗

床 応" タタミ敷，廊 下 ・食 堂T スタ

イJ レIV，

役 骨十 者 の こ と ば ( 精 薄 施 段 精 華 園)

精4警閣と名づけられた E の建物は ，成人物薄者

を収容するもので，必要な知識や技能を与え ，

職業的にも自活できるように ，作業や訓練をさ

せ. 社会復帰させる乙とを目的として処てられ

たものである。 乙の建物は ， 赤松市の1 1 i はず

れ，三方山 IC阻まれ南が聞けて ，東側 IC谷川が

あり環段も良< . 絶好の敷地 IC i l ! てられてい

る。

乙の種施設の決定は ，敷地の選定が困難で，せ

っかく良い敷地があっても ，地元の反対があっ

たりして ， 不使な場所1 C il! てられる乙とが多

い，幸い ζ の敷地は ，元* 樹闘であり ，最初翻

: l ' f . 1C行ったとき ，紫日il[ しい土地だと感じ . c.c.  

K.¥!.¥まれない人，社会から忘れられようとして

いる人たちのために ，必上の施設を前11 ろうと思

った。

E の地 ICは. c . れより早〈利薄児施投，赤砲学

園( 建築と社会1960年12月号多照〉が建 ってお

り，成人施設を隣接することは ，好ましくない

という怠見があったが考慮の末，あらゆる面で

効果的であり ，初めての試案として ，隣銭して

総てられ，運動場は共有して使用する E とにし

た。プラン ニングにおいては ，赤穂学園と少し

くY4 り，男女の狭舎を南北 IC分けて，動線を明

磁 IC した E とと ，男子寮を 2 階建にしたととで

ある。 E の種の il! 物で陥り易い . 111関で味気の

ないi l ! 物でなく ，明るく楽しい生活ができるよ

うに . i l ! 物のみでなく . ! > l 岐にも: u. を用いて ，

プールを造り ，芝生を貼って ，うるおいのある

空間を創りだす E とに努めた。

数少ないとの成人材簿施段IC入っている 人たち

が，早く社会 IC復帰できる目を祈るとともに ，

ますます調査研究して立派な施般を造っていき

た い と 願 っ て い る 。 ( 三川栄吉)

2 階



兵 庫 県 立 赤 穂 学 中

( 計画については 、本 誌1960年12月号の児認福

祉施設特喰号を審問の乙と)

所 在 地 兵 ];t1 ｉｲｾ 赤他市大 ｩｬｴ

梢 i古 鉄筋コンクリー卜 i昌平司，!lll 本舶の

み 2 階建

ｊＺｾ 符 人民 1  0  0 名

門 ' 数

木 館竹羽! ｾｉＡ＠ 397. 82巴 今 020.311f) 

設 備 制 [ -103.  31n'，" (122. 00月;.)

ｊｾ［ 病棟 Ｈ Ｒ ｾｉ｛Ｉ＠ 693.  59m"  (209.81呼)

聡; 粧品! i ' 且紋 176 伽 m" ( 53. 26坪)

延合計 1. 670. 7S:n、 (505.41昨)

底上防水 力不ポーゴーレックス

外 崎 モルタノレ塗，刷毛引 ，ヘキサイト

1 { 内天 J t- tJ イガボード貼，へキサイト

明 モルタ ｊ レ ｅ 宣 ， 鍛ｾｉＧエ ， ヘキザイト

塗

床 Jii 京タタミ数，廊下本館アスタイ

J レ貼

-

国

司

崎

千

弘

圃

暗

ま

ぬ

お

u

q

.

聖

司

陰.

R

U
べ

赤 穂 学 園 ア プ ロ ー チ
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〆

/  

石 井 記 念 愛 染 園

愛 染 橋 保 育 所

段計監理 : 株 式 会 社 倉 敷 懲 築 研 究 所

nli 辺鋭太郎 ・辻 野 純 徒 ;

( 構造) .l t村 修 ・原 尚 弘

協 働 指 導 府 立 大 阪 社 会 事 業 短 期 大 学

!i{U t.  隆次 ・紛 J t- 有l 江

施 工 株 式 会 社 ，藤 木 工 務 庖

( 担当〉辻本 災

建築位置 大阪市浪速区 日本樋京 5 丁目 10の8

敷地面積 6  6  5. 6 2 m

2  

既
1 m物建築面積〔付属病院看護鮒' 1 ;1ー ミ新 l.l!

築 ミ'62. 11) 196.  2 8 m

2  

建築面積
1  96.  7 7 m2  

延床面積 3  1  7.  9 8 m2  

開放通路 ・斜路 ・中庭 1  54.  3 4 m2  

屋外あそび喝 3  4  5. 2 3 m

2  

内庭( 舗装) 9 9.  1 5 m
2  

屋 上 66. 1 8 m
2  

外 庭 1 8  O.  0 0  m
2  

構
造 鉄 筋 コンクリー ト造 2 届メ ザニ ン

型式

工 期 1 9 6  2 ・ 3 - 8  

1. 南棟外観 庇 ・普通型枠コンク リー ト打放，壁・モルタルヘ キサ イト吹付， クリンカータイル，腰 モルタ 収容人員 8 0 人

ルタシカキ ，窓 ス' / ガラス絵故宮武辰夫原画

2. 外庭屋外遊戯渇 クズタイルｾ ( ひまわり) 製作辻野純徳 ・尾崎英二
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段 計 者 と し て の こ と ば

天は父なり 人 は 同 胞 な り せ ば 互 に 相 信 じ

相愛すべき事 石 井 十 次

キリスト者であるなしを! 日lわず，保育所建設 IC

T立銭携わった人々 ，それをパ γ クアップした人

々，すべて ζ の祈りと信頼と愛1<: 文えられ も子

供の減 ミは産戸をあげた。

1902年石井十次氏の手により大阪出入婦に社会

事業の極がまかれ ( 間山孤児院大阪司T:til 所) ，

1909年乙の雪量級i誌に大阪政初の保ffi買が設けら

れて以来， 低 lr 医療事業 ， 隣保事業などを合

め，半世紀を越えたスラムとの収いは ，あの怒

ケ附をよそに ，飽かな災りのときさえもってい

る。

保i ' I 所l.l! 築の現状は，数多くの! 日i泌をはらんで

いる。それにくわえて ，都市中心部の狭い高価

な敷地， 高騰した建策l ' i ， 児盟締祉訟による

3. 3m2/ 人の屋外遊戯品と 1. 98m2/人の l 階 IC

設けなくてはならぬ保fi 宅 ・四j司ヨセ昆という

立地条例ーなど， 耐えがたい ifi j¥;j を門ぬってい

た。保母 ・協働者 ・設計者の度重なる研究会が

もたれて Ｓ 年 ， 乙 ζ にその愛の結 Ｑ ｾ ｬ ｬ をえたので

ある。

閉鎖的な外銀をもっ保育所は ，明かるく開放さ

れた中庭を境 1<: 半階ずつの去を斜路でつながれ

たコートハウスとなっている。暑い日射と雨を

世j ぐ可動式テントをもっ中庭は ，太陽と月をク

ズタイルで描きだしたｾを中心 ｉｃ ， 床一杯 自 由

なiii .... l き阪であり ，遊戯場であり ，その コーナ

ーは子供だけのすまいでもあった。さらに低 い

通路を経て小古い戸外の遊ひ'場 1<: 通じ ，ヒ マワ

リからのぞきでたスベリ台で手をふり ， ピーチ

パラソルにぼう子供たちの世界となっている。

そして l日保行所のなれからぬけきれぬ保 母たち

を戸怒わせ，頭 1<: 銅をつくらせている。子供の

視点は常 1<: 設計の機能的 ・心理的原点となり ，

K ' M ( クラシキ ・モデュール〉で展開された。

かくしてなお不満 ・不備な点は多いが ， c . の附

向きの 令子供の城 ミが，保育所池宮匹の問題点解

決の一つの手がかりとなれば幸いである。

誕生日を同じうして弘たちは二つの出版の尖 り

をえた。保育所建築の唯一の手ぴきである 金保

育ハンドプッタミ ( 碓井 ・待井共著六月社刊)

であり ， ミふるさとのすまい一一日 本民家集ミ

( 日本建築協会編〉である E とをつけ加え たい。

〈辻野純t昔、〉



3. 最 年 小 児 室

4.  保育室からみた中庭 ( 一年保育)

1  U  - 960  

1  5  10U  

断 面 図 1. 光市クラブ 2. 保育京 ・保時三世 3. 保 育 笥

4  中庭( 舗鼓) 5.  l3l.上 ・遊戯場 6. mf i面 泊 路

Ｗ Ｎ 隣ｾ辿物Ｈポロ選別場Ｉ A 冬七日射 B 夏七 日明

5  中 ・庭 と 斜 路
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配置図・下層平面図

1. ' ! e 盟クラブ ・児童閃占館 2. 中低( 舗装) 3. 保 tf 宅 4. 調理主 5. 手洗使所 6. 手洗便所( 児稿用)

7. 水あそび場( タズタイル '¥0 8. ｾＱ 路 9. 足洗場 ・出入口 10 屋外遊戯場 11. iE j刊 12 低鉄搾

13. ジ 4 ングルジム 14 平均台 15. 砂1M 16. スベリ台 17. ベンチ 18. プランコ

19. ピーチパラソル ・水銀灯 20. 既設辿物

上層平面図 l  保母宅 2. 保育常( 年少児〕

3. 保育攻 4. 医務宅 5. 手洗便所 6.保母化

粧宝( 沈滞常) 7. 研究宅 8. 斜路 日. 斜路( 陸

上戸外遊戯場 IC通ずる) 10. 吹抜( 上郎両I動テ

ント) 11. 非 iii'rnスベリ台( 予定) 配! 路用リ 7 卜

13 
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一
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e ・E

F  

2  

大 阪 市 立

川 福 祉 会 館

監 理 。 大 阪 市 建 築 局 営 繕 想

段計施工 ー清 水 建 段 K K 大 阪 支 底

処理匹位置 大阪市東住古区間辺木町 6

丁目 35の l

構造概要 鉄筋コンクリート造一部鉄

骨 造 地 下 l 階地上 3 階

敷地面積 1， 2  1  6.  2 2 m
2  

建築面積 7  06.  1 0 m
2  

延 面 積 1， 2  6  5.  4 8 m2  

工 期 昭 37. 2. 27 - 昭 37.8. 31

建物高さ 標都地盤面よりパラペット

天まで 11. 5∞m 

1 . 正 面 姿 図

庇 ・柱型 コンクリート打肱し

グリル 。特別陶行プロ γ ク

2 中 庭

3. ホワイエおよびス ロープ

天井 木毛セメント桜色モルタル

型. モルタルまたはベニヤ飯貼の

上ゾラコート吹付

手スリ限 ラワンネリ l泊り ，ステ

インクラァカー

床 ピノリウム貼

スロープ床 ーノンスリップピノリ

ウム

lW.画 大理石モザイク( 矢樋六郎

作〉

ノ 一 役人 ・未亡人クラブ

天井 ベニヤ桜下 ｪ 也子 Ｚｾｪ 也 Ｈｬｩｈ Ｎ ｴ 悦

水.tx. ) ｾｾ＠

堕 ベニヤ版下地ジュラタサテン

wの1m: ＡｩＡコーライ紙 ｉｾＧ ［

5. 講 堂

天 )1 ・1控・本毛桜貼スプレ γ ドサ

テン吹付の上州型イ ｈｾＧ ｉＧ ｗ ス

カシ 11/;り ，ステインクリヤラ

y カー

l末 ーアス 7 7 J レトタイル1 1 ' ;

6  中 l、学生，ft 閃足式通t i A

天 井 吸 音 チ ッ ク ーl砧

ｾ＠ ベニヤ桜貼

床 アスフアルトタイル貼

佐 官十 者 の こ と ば

乙の辿物はかねてから ， 社会福ｉＡ ｴＧ ｉ ｔ ＮＡＯｩＮ Ｚ｣ｬｬｩ い ｪｾｈ

Mと刀瓜えをされている Ir

l

，川心機工業妹式会社

社長 ， Ｑ Ｑ Ｑ 川倍、ＱＧＩＨ氏が新たに封体問 ｉｉｾ d' のため工

大. ILli へ (ft l l - f を寄泊されてできあぷったも ω。

そして E の建設にたずさわった人々がすべて 1，_1，

川社長の醤Q: IC感じて4 ! 1上的な協}J を し た 紡 *

できあが ったとと ， 乙ういう事実がなによりの

特長である。

E の建物は，Ij の社会指祉事業の一環をになうも

のであり ， ι の建物を利用する人は材体隙 ｾ ＮＡ，Ｈ者

のほかに ，ぷ亡人，芭人，生活保;lf l ' l と一般児

. mが催先である。したがって，設計上，全体と

のパランスからいって大き過ぎるぐらいのスロ

ープがあり . 1恨と足の不自由な人がどの部嵐へ

でも手すりに伝って行〈乙とができ ， しかも出

入口を示すサインを設けたり ，あるいは使所 IC

グラブパーを設けるなどの配l置がある。また ζ

ういう姐物 ICは機能のほかに ，，氾念性と遊びが

府されてもよいとの考え方で ，7 7 サード ，ホ

ワイエ ，民閣とかを綿成した E と，なおホワイ

エのスロープの日置を構成する大ｾｊｬ石モザイクの

力作は作者欠婿六郎氏の多大のど俊助によるも

のであることを加筆します。



階 2  陪 3  階 地 階

3  階

1. ホ ワ イ エ 8. 一般」転人クラ
1. ロ ピ l 映 1/ 当 1 機 械 五

2 ホ ー ル プ ヂ 人 2. ギ ャ ラ リ ー 2. 技 術 者 控 室 2.  ¥11 気 亙

タ ラ 宝
地 階

3. ス ロ ー プ 9. 事 務 室
3. JIf， 盆 3. 盤 流 出 室 3. ドライエリ

4. 談障者話室クjラt 身ブ 10. 喫 茶 室

4. 世! iYr 4. j空 室

ヤ

国

5  失明者図書 11. 使
所

5. 吹 依 5回講 堂 上 部

室 12 管 理 人 京

6. '.火 t主

6  会議プ室Jft タ 13 中
世

ラ 宝

7.  生l主m架( I中t何小学占

用)

階
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設 計 監 理 有 限 会 社 刈 谷 建 築 研 究 所

建築工事 佐 藤 工 業 株 式 会 社

" . - 一、

唱 ，

般 計 者 の こ と ば

新潟県労働者福祉センターの設計 IC 当り ，まず敷地がt 4 i 端 IC変形してい

る点 IC苦慮しなければならなかった。同地は駅前広場 IC面している防火

地蟻で ，100 %  u! 策 11J 能な所であり ，本u ! 物の性絡からしてもその段位

場所としてはまさに地の利をえているといえる。

平面計闘 IC 当っては施主の強い張型で敷地一杯のプランを作ったのだ

が，なにしろ敷地が上Jじのようなので，できあがった手商もシンプルな

形のものでなかった。

E のu! 物はたんなるオ 7 ィス ピルがJ なものではなくおのおの巡った/ 1 ] ; 主

を持つ施設が人り泌るため ，各家の位白する階，面積などの配し方につ

いては相当山心 1.-. 祁々の平而計画案を作成し検討したものである。

200 坪にも満たない 1"11"1のある敷地 IC多種多織の宝をうまくまとめるた

め地下を投け ，地階から 2 階までを庖舗，劇場，宿泊虫，裕t品，飲食底

などの一般' 作業部分 IC ， 3 階， 4 階全部と 5 ， 6 階の一部を労働団体関

係の '11務所とt . " 5 ， 6 ， 7階は大ホール，会議室なとのm会場にあて

た。それゆえに ，地下 I 階，地上 7 階は敷地のl A さを与えると位。Eの線

であるといえる。

u ! 物の外観については，平面の形状からくるものはベっとして ，まず ζ

のu ! 物が労働釘の福祉施設として .!I: 義を持っている点で，一般田敏明セ

ンターのようなきらひやかさが出る ζ とはさけた。といって労働省 ，労

働団体だけの利) j j ) 仏本拠地だなどという印誕を与えるものであっても

ならないと与え ，きわめて質ポで . ，ＱｩＺ ｾｬｴ 感があり ， またしたしみの持て

るようなものにしようとつとめた。

以後 IC ，世，}I 全体を泊じていえる乙とは，内部，外郎の .t主任， fJ 上材料に

ついても他省 ｛Ｇ ｉ ｉｖｾＩ の ＱＱ ，Ｉ約をかなり受け ， また ， 数地の Ｉｩ も隣地 ｮＮＺ ，

がが中で流れたりで決して満足するまでに行かなか勺たが，総じて見る

に州々 の設，i ! ' t イ、PRな条r J O，あわせて設計の不備な l . i もあ勺たけれど ，

ｅ のｦｉｬ物が ｾｾｾｬｩ￭ｊ 広場のー削 ｉｃ 他政ｴＮＢ ｉｾｪ 附の物とうまく Ｑ 組合しかっ ， 公

共福祉のためにその ( f .(f を認められ大い IC利用されるものであるならば

幸だと且l っている。



所 在 地 新 潟 市 花 岡 田J 1 丁 目 5 番 地

規綴坪数

敷 地 面 積 571. 38m"  (  172. 84坪)

ll! 築延面積 3，720.  78m2  (1，125. 54坪)

鉄筋コンク リート i草 地 下 l 階 地上 7 階

階 同 地 下 6 m ， 1 階 5 m， 2 階以

上25.5111

各階主要宝名

地 階 ニ ュ ー ス 映 画 劇 場，飲食j古3 室，

機械室

1 階 庖 舗

中 2 階 事 訪室 1 ，喫茶室，理! l l j 戸.

2  階 食 堂，浴地 ，:ri'iil 'l: ¥i ( 和宅 6 ，i'下

室 1 )  

3 階 事 務 室 3 宝

4  階 事 務 室 2 宝，会議: 1 i

5 階， 6階 大ホール ，1)I : tl i当証各 l 五

7  階 会 議 室 2 ，i日気宝

盛 上 低 闘 ，!g昆エレベーター機械室

工 期 昭 和 3 6 年 5 月 起 工

附 和 3 7 年 7 月 竣 工

主張仕上

外虫 色セメント吹付，探型打肱しコンタ

リート ，正面一部コンクリートホロー

プロック W，スチールサッシユドアー

l 階 tt テラゾープロック i砧

各階床 トヨタイル， ピノタイルi砧

各階腰 ゾラコート l氏イ、L ビニーノレペイン

ト塗

ぽ プ ラ ス タ

5 階大ホ ール 天 井 蛸・石モルタ J レ吹付

!畳 吸音防火ライト貼

地 階 劇 場 天 井 鉱 石 吹 付

Ｒ 階浴室床緑泥 ｪｔｙｊ 水 Ａｦｾ 貼

ｾ Ｚ カＧラスプロァクｻｬＧＱ ， リシン

掻予告し

天 井 トムレックス I.!X付

1)1 $玄 関 係 天 井 吸7Tテ γ クス

浴 場 ( 男)

階

L 階f' l i ホール

2. r . 占 舗

3. 車 五11

4. 街 自 室

5. 悦 所

6. ポンプ' 五

7. ｾＴ 附 ｩ 立

8. 北 階 段

臼. エレベータ

-11降 路

10 廊 下

11 地 階 階 段

2 階

1. 階段ホール

2. 食 堂

3. 111 o  

4 洋 宅

5. f l l ! 所

6. #1 . 白羽

7. 西 階 段

8. 階 段

9. エレベータ

ー降路

10. 廊 下

11. 東 側 布l 五

Ｑ ＲＮ 市 ｾｈ ＡｉＺＺｩｦ

13. 休 .l¥ ｾ，＠

14. 脱 4主 主

15. 浴 室

e  1  2  3  5  

. . . ，. . . _ ，. 圃『

協同

e  

地下二ユ ース映 画 館

1 階 階 段 ホ ー ル

2 階 和 室 d 帖

5 ， 6 階 大 ホ ー ル

77 
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新潟県労働 者福祉

センタ

屋 上 庭 園 ・ 池

モ<Yイクタイ J レ則z

tJ( : 人法石研出し

屋 上 壁 画

エレベータ一機崎五打肱し

壁面 IC ホームタイル ICてタ

リーフ製作工事中



ＩｾｾｩＧｾＢ ＼ ，ＯｴＡ 烹均多甲子吃鴇 ｦ

叫《久

‘ A  

ｾｾＮｾ＠ ｾｾ＠

毛

淀川は，今の毛馬から南進し，曲

りつつ天満付近から西へ折れて中の

島を形成して，安治川へ出ている。

新淀川に相当する部分は，もとは細

い中津川で， 大阪湾 lζ そそいでい

た。乙のため，大阪三角洲は洪水 IL

なやまされ，古来何度も改修工事が

繰り返されていた。明治初j切にも洪

水があり，かつ外j 使の増加とともに

俊疏の工事が繰りかえされ，遂に明

治18年 7月には， 2皮にわたる大洪

水を受け，国庫補助を受けて毛馬よ

り安治川口にいたる淡疏の工事が長

期計画で行なわれた。しかしその根

本策は， 29年 IL:河川法( 附河川改修

予算) が帝国議会を通過するまで待

たねばならなかった。乙の法が通る

や，31年 4 )J より 42年にかけ，淀川

全流( 瀬田 ・宇治 ・淀の三河) の全

面改修工事が起工され，土木技師ド"

'll f忠雄博士のま| 画により工事が進め

られた。

新淀川は，旧中津川の一部を利用

して閉さくせられ，同時に，旧淀川

との分岐点』ζ 洗堰を設け，旧淀川 IL

流れる 7J<ii J : を常時 80- 110m
3
/ sec

K おさえて，他の水は新淀川へ通し

た。 ζ れにより従来の舟便 lζ 影響を

与えぬように，洗取の西 l ζr，'，'il 門を設

け，新|日両川の水伎が異った場合に

のみ迎河として用いた。大正j切に入

って，乙の附門の南に第二問門，さ

らに新淀川沿いに，六軒屋にいたる

巡河と問門を設け，昭和に入 ってか

らは，新淀川そのものの水位調整の

ための，大可動堰が設けられるにい

たった。乙れは毛馬洗堰および悶門

に定量の水が流れるためである。な

3m -
A
Z
 

庶
帽

1

・

4

冊

目

一
-
-

，馬 ｾｉ 司 f"] ちt t医と

お瀬田の洗壊も，明治37年 IL ，淀川

全水成改修工事の一環として竣工し

たものである。

淀川関係の改修工1!t は総額 1，900

万円( 内府負担 221万円) で，40年

度以降にも続いて多額の追加が行な

われている。

第 l 悶門は， 40年8月竣工してお

真 1

ｭｾ よ配［｛ｉ＾ｬＡ

+ 一 一 新主主 "1 

長柄 ｩｦｾｬ
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写 真 2

写 真 3

写 真 4

80 

り，巾11. 3 5 m，長89. 8 5 mで，淀川

の水位が上昇したとき ，前後の鉄扉

を閉し舟運の便を図っているが，

当初] から鉄扉を用いていたのか，あ

るいは後述のように角材を追訴して

問ざす原始的な方法を用いていたの

か( その痕跡はある) 不明である。

構造は煉瓦一部石造。

洗堰は，北側は後 IC改築を受けて

いるらしく，手伊iはコンクリート製

になり ，橋脚なども当初のものに，

さらに北約 1 mほど補加されてい

る。南市( 写真 2 ) はもとのまま

で，ほとんどが煉瓦造で，一郎石を

用いている。乙の写真の向うに見え

る小屋は，追落角材の倉庫で，新淀

川の水位が上った場合，クレーン車

で角材を迩び， 'lD 'J; 3 にみるよう

に，一つずつ角材を迫落してゆくの

であるが， ζ れは非常 KI I寺聞と労

力がかかるので，現在では，全部欽

IJj Hc よる自動開閉式K 改められてい

る。

守} - 其 4 は，乙の改修工事完成の記

念仰で，i'i '野博士らの功績をたたえ

たものであるが，バロック沫式の明

治末らしい家主審な仰である。

なお i洗収の西南端に o. P. の

ベンチ 7 ークがある。 o. P は

Osaka Pei l の略で，明治 7 年 rll の

天保山干潮時の最低平均水位を O

P 従とし ，毛馬の原標を O. P  +  

4. 697m と定めたもので，大阪の地

盤測定の韮準となっている。 しか

し，乙の原標の近くに， I日陸地i J l IJ岳

部の一等水準点陸交 229 があり，東

京湾中等神9J 位を基準にしており ，

O .  P.  4. 2204mとなっている。ただ

し乙れは ，昭和 9 年までの乙とで，

陸交そのものが，昭和25年には O.

P.  + 4. 2172 となり ，その沈下がわ

かるので O. P. そのものも比下

していると考えられている。したが

って，乙の O. P 使用の可否も論

ぜられる述命にある。

重量 J 雪資料

「明治大正大阪市史 J :r， l l.l>， :r， 3  >.'l> 

「淀川下流施設概要」 近織地辿淀川工事

事油所 36年 1 )J 

「淀川についてJ 近畿地ｕｬ ｾＩ ｬｬ 工 事市務

所 35年 l 刀

ージ エーン台風による大阪湾 Ｚ ｾ港 ｉｃ 於ける

品常高潮について」大阪市大永井 ｾｅ 七郎教

授 土 木 学 会 誌 26年 9 月

(林野 全孝記〕
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本社工場

第二工場

創 業 大 正 八 年

フパトリーヒンヂ

ピポシトヒンデ

ピポットヒンデ

官事自

キ

大阪市西淀川区御幣島東 2 / 5

大阪市西淀川区御幣島西 3 ノ 99

ｾ、

2 玄 社

電話大阪 (471) 1494 - 4  

電話大阪 (471) 0  4  2  6  

日本ドF ーテヱック製這株式会易t

取 締 役 社 長 出 向 井 啓 蔵
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創 立 45 年 記 念 事 業 報 告

- 記 念 事 業 報 告

・ 記 念 講 演 会 記 録

建築随想/ 竹 腰 健 造

経営雑感/ 松下幸之助

・ 住 宅 講 演 会 記 録

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

81 
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概経 過

36年 5 月lOn理事会において， 37年 3 月30日に本会の

創立45周年を迎えるので，前例( ( 倣って記念事業を行う

乙とを決議し，記念事業委員長に東畑副会長，同副委員

長に竹中副会長の両氏を選任した。次いで 6 月 5 日，会

長，両副会長協議の上，実施事業の極固とその; 実施時

期，各事業担当の委員長候補者，事業資金の募集目標な

どの案を編めて乙れを 6 月 14 日の理事会に附議し，審議

の結果原案のとおり承認を得て次のとおり決定した。

コ
い-

一
一

-
u

1  記念事業と担当委員長

記 念 卒 業 委 員 長 副 会 長 東 畑 謙 三 氏

同 副委員長 岡 竹 中 島11一氏

財務委員会委員長 鴻 池 隊 一 氏

事業資金の募集 予算決算の実施

総務委員会委員長 岩崎甚太郎氏

記念式典，表彰式，祝賀会 ( 以上 3 月30仁1)

見t主祭 ( 6 月) 特別見学会，会員余技展，

巡動会 (以上 4 月- 5 月) などの実施

住宅展委員会委員長 塚 本 猛 次 氏

各社組立住宅，本会設計組立住宅の展示

( 3 月下旬- 4 月中旬)

展覧会委員会委員長 小川 正氏

主と して住宅関係資材の反示

( 3 月下旬- 4 月中旬)

記念/1¥1仮委員会委員長 浦辺鉄太郎氏

口ノ| 王の民家のガ、イドブック山l仮

記念ｾ ， ｙ Ａ 演会委員会委員長 鷲 尾 健 三氏

1. 事 業 予 算 約 5 0 0 万 円

8 月 4 口委員長打合会を開催して実施事業の内容，各

事業lζ 対する予算割当てなと‘ について協議し，先づ財務

委員会を始めと して各委員会ともそれぞれ準備活動を開

始した。

11月各委品会委員を後J己のとおり委悶して委員会活動

も本 絡化した が ， 住宅医委員会におい ては，当初術 ｊｾ 主筋

難波月 IJ院| 隣地の敷地を会場として，各組立ハウスの業者

にそれぞれ自社作品のi Pd掠を乞い併せて木会よりも本

会設計の組立ハウスを展示する乙とで企画を進めていた

が，その後同地の使用について支障が生じご斡旋を願

82 

っていた竹中工務庖のど好意によって同社が管理使用中

の御堂筋木町 4 丁目角の相変学園前の敷地に会場を変更

する乙とになった。しかしなが ら，本会設計の組立ハウ

スも一応設計の完了はみたが何分K も短期間のことにて

未だ多くの問題点を残し，本会設計として権威あるもの

として展示するに充分でない点があり且敷地 もがI予定敷

地に比して半分以下の面積であるため満足できる戸数の

展示ができ ない憾みがあるため，37年 2 月 1 日の委員長

会議において協議の結果，住宅展示会は乙れを取り止

め，乙れに代はるものとして住宅に関するシンポジウム

または競演会を開催する乙とに変更し，同月の} l l i 事会に

おいてとの方針変更についての承認を得た。また展覧会

委員会においては当初住宅展委員会とタイ アツッ プして

住宅に関する展示会を開催する企画を進めていたが，住

宅展が中止となったので改めて協議の上各極の案を検討

した結果，二)11卒t 夫氏の 「日本の建築の根」写点展を 10

月以降に開催する乙とを企画し，二川氏との交渉も成っ

たが，{悶々出版事業l乙資金が固定し，短期間に乙れが回

収の見透しが困難となり ，展示会の開催は資金的に難事

となった。よって 10月展覧会委員会に対して乙の閣の事

仙を釈明して展覧会開催中止の諒解を求め同月の理事会

において中止の不認を得た。なお出版委員会では企画の

進行に伴ってi折次集録内容が増加充実して，住宅展中止

に伴う予算剰余を出版に振向け増額する乙とに決定し，

当初の予期以上( ( 充実したものを出版する乙とになっ

た。その他の委旦会においては予定のと おり企画を進め

て滞りなく乙れらを終了した。

事業資金については，約 500 万円の予定で募集を開始

したが，会員各位のど熱怒によ り，建築投資抑IjjlJ などの情

勢の変化があったにも拘lまらず ，予定を超す5，886，000円

のど応募があり，ど後援ど協力の程は淘 lζ 感謝に堪えな

い次第である。

記念事業も 8 月24 口の談演会を以て全部乙れを終了し

て，10月26口大新楼に役員，記念事業委員をお招きし，

東畑委員長から謝辞を述べ，記念、と して記念出版「ふる

さとのすまい」を贈って創立45年記念事業無事完了を感

謝し，記念事業委員会を解散した。

創立45年記念事業委員 ( 略敬称)

記念事業費貝長 束 畑 械 三

同 副 委 員 長 竹 中 錬 -

Jl H革委貝会

司E 貝 長 鴻 池 藤 -

!l U養貝長 洩1日 猪 之 吉 室 谷 山 水

司量



号ｾ 民 申原 茂 」 コ 林 間 峰 山 本 飽 太 郎 侭 本 秀 厄

平 山 京 平 1111悶 四 郎 村 百 秋 吉 一 円 俊 郎

井 手 正 縫 製 休 一 応 山 内12兵衛 71I 林重量取

裕 与荘

総務委貝会

委 貝 長 岩崎誌太郎

副委員長 ! 河本 弘 1);¥悶 守

安 貝

( 記念式 日

祝 伎 会 ) 掛 山 本 剛

浅 海 正11，1芭 他 的 四 郎 谷 川 丈) c 中 村 信 夫

平日1作太郎

( 表彰式) 主行間本 弘

井上 槌 小 股 次 郎 総 尼 文 吉 矢 野 坐 作

( 慰湿然) 主主E 政 間 基 次

今西符 ｮｾ '11&. 忠 継 総 下 一 郎 若 林 寧 雄

( 会員余技展) 主主2 三品 哲 夫

駒 日 出 即 日 永 六 郎 柏 崎 正 也 松 下 良 一

( 特別見学会) 主在阪国 守

審 ! 皆、夫雌沢l i ! 犬磯田邦l回 水 本 捻

宮 本 学 ー 盟 国 忠 犬 山 本 i克

( 迎 動 会 ) 主 行 淀 本 安 規

耳I 孝 光 紙 野 佳 人 的 水 戸 雄 橋 良 忠 雄

広瀬 二郎 水 谷 宮1介

住宅展委貝会

委 貝 長

副委只長

委 貝

塚本 l.i i次

海 上 静 一

品l. i'i -ns ｾｉ 官作江｛ Ｈ ｉＡ ｕ 喜世子木原正雄

小 嶋 将 宏 、 下 河 内 { ヨ 子 中 問 販 之 助 松 本 大 平

型i袋 公 明 光 崎 T1利 村 上 秀 夫

展覧会委貝会

委 貝 長

委 n 栄v
目

A
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2己念I l II仮委μ 会

委 員 長

副委只長
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fiIi辺$'，¥太郎

足立 事

波野 m ｾｾ本同行川向 ｲｴｩ 次小林邦雄

佐野正 一 白木小 ｮｾ 多比 ｒ 敏雄辻野純徳

但成 -，JIII 肉沢 文隆

記 念溝ｾ安只会

委 只 民

委 員

鷲 I芭 位 三

五 百 ｾ芳 明 石版正副 ｅ 川名古衛門占豊田正勝

田 中 弥一 西 国 ? を 弘 飼 問 羽 生 三占71 哲夫

村 上 禿 犬 A 古 見 太 郎 総 忠一

、
、

1

ノ

η

〆
』

〆

'

t

、

実施 事 業

( 37年 3 )J 29 11 - 8 月24 11 )  

1

1 記 念 式 典 |

3月30日 2 11寺一一 2 11寺20分 於 太 問 図

関式の乙とば 司会岡本総務副委員長

式 静 m焔副会長

o主主的会長病気のため代行)

来 賓 祝 辞

大阪府知事殿( 大阪府守m築部長殿代読)

日本建築学会会長殿( j ) i j 回副会長殿代読)

祝 屯 披 露 司 会 者

日本建築士会連合会会長石井 総殿

建築業協会 竹中総右衛門殿

日 木 建 築 協 会 九 州 支 部 殿

日 本 電 信 電 話 公 社 会 員 有 志 殿

閉式のこと ば 司会岡本総務副委員長

記 念 式 典

記念式典における表彰式

記 念 祝 賀 会
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委J1溺

a・

殿

殿

殿

殿

殿

記 念 式 典 友 彩 者

弘

勇

雄

雄

作

本

島

湯

尾

野

岡

西

馬

益

矢

普

辰

叫品

委 員 多 年 在 任 者

置 極 主主殿

榊 弘 美 殿

林 野 企 孝 殿

増 田 幸 次 郎 殿

山 本 義 樹 殿

渡 辺 禎 己 殿

以上代表

30臼 2 時20分一- 2 1時50分 於 太 開 園

開式の乙とば 司 会 矢 野 総 務 委 員

式彰表

感謝状並に記念品贈呈

特 別 功 綴 者

竹 腰 長tt 造 殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

3た

好

男

己

市

一

私

二

春

一

kit 

次

ヨム

五 十 嵐

城 戸 武

菅 谷 知

水 野 金

問

点

満

正

禎

正

男

国

芳

崎

士

山

門

町

村

野

西

袋

本

井

賞

児

瀬

栂

中

布

袋

支部役員多年在任者

東 海 支 部

円 俊

岡 田 平

佐 ｊｪｬｾ 凶

染 木 正

和 歌 山 支 部

故 今 沖 古 来 殿

字 治 国 政 雄 殿

栗 林 一 馬 殿

山 村 佐 次 郎 殿

出 村 治 作 殿

宮 俗 助 六 殿

地 谷 俊 雄 殿

前 田 保 永 殿

渡 辺 栄 蔵 殿

殿

殿

殿

殿

日

・

広

t

n

p

ニ

¥

山

区

荒

川

山

h

F

4

プ

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

日

打

勝

市

-

太

古手

次

浅沼 ｾＱＵ 之宵

岩 崎 弘 太 郎

尾 仙 沼 四 郎

奥 山 正

小 泉

越 田

ず[ 田

竹 中

竹 内

東 畑

藤 木

政 問

正

立

銚

議

正

益

jj長佐

殿

表代

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

よ

者

以

任

一

雄

助

郎

雄

一

太

之

夫

武

三

吉

一

郎

在年

友

達

久

芳

博

勝

輝

成

尚

卯

雄

忠

太

多

竜

一沼

木

田

附

林

林

他

総

高

内

ロ

山

村

本

に

青

池

尾

大

上

川

阿

佐

銭

竹

谷

凶

松

森

山

並員

故

同

又
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鈴木消市殿( 建材〉

竹 中 鉢 ー 殿 ( 建 設 )

元良日本建築学会支部長殿

岩崎総務委員長

池 田 富 彦 殿 ( 技 術 )

一 円 俊 郎 殿 ( 支 部 )

才 三 唱

閉 会 の 挨 拶

万

官 ! 法二殿

中原 茂 殿

田 中 弥 一 殿

早 川 文 夫 殿

立 花 品 吉 殿

前 田 敏 男 殿

元良 ｾｗｬ 殿

佐野 l E ー殿

渡辺 節 殿

大 倉 三 郎 殿

品村佐次郎殿

大 林 芳 郎 殿

銭 高 灼i之 殿

山内議兵衛殿

奥村 Jえ二殿

伊豆倉武一殿

岡 三郎殿

山本竜太郎殿

石固定、二殿代

鈴 木 消 市 殿

丹 羽 弘II 餓 殿

又野五信殿代

磯部正政! 殿

中 山 泣 雄 殿

小 川 京 吉 殿

木 場 ｲｾ 之殿

浅田極太郎殿

柴田 JI券春殿

東畑! 謙三殿

竹中 事長一殿

答 ｽｾＺ、夫殿

伊 東 正 也 殿

石 崎 有 基 殿

誼塩 草殿

太 田 由 雄 殿

神 谷 新 一 殿

上林 ｲｾｕｴ 殿

小林 清殿

佐藤 太殿

榊 弘美殿

品田 良型事殿

仙 間 四 郎 殿

滝 沢 只 弓 殿

30日の来賓外出席者 (11民不同)

大阪府建築部長

近倣地方建設局営繕部長

日本住宅公団大阪支所次長

住宅金融公庫大阪支所次長

郵政省建築部建築調査官

臼本建築学会副会長

日本建築学会近徽支部支部長

日本建築家協会関西支部幹事長

大阪府建築士会会長

京都府建築士会会長

和歌山県建築士会会長

全口建設業協会会長

大阪建設業協会会長

兵庫県建設業協会専務理事

五日会幹事

同 同

十 日会副会長

大阪府電気工事工業協同組合理事長

大阪府f百工事業協同組合理事長

日本建材協会副会長

都品工業高等学校校長

今宮工業高等学校校長

堺市立工業高等学校校長

建設工業新聞社関西総局長

建設通信社関西支局

建設産業新聞社関山総局長

建設新聞社

読売テレビ政送審議室郎長

本会副会長

|司

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

合 三 郎

小 的 [彦

佐i Mi 正 発

館 林 熊 司

中 村 金 三

松 井 清 之 助

本 川 駒 三 郎

早 良 俊

清 水 栄

野 田 清

白 飼 克

山 内 嘉 兵 衛

ゴご

にヨ

I文

黒 木 源 次 郎

i:.'t 与 荘

松 田 昌 平

古 林 義 敦

尽

夫

源

与

正

塚

谷

岡

谷

級

一

角

川

勝

守

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

殿

-
r
z
回{

 

三

潔

次

武

一

男

敦

生

市

正

貞

兵

中

九

、

後 援 団 体

大阪建設業協会殿 大阪府屯気工予工業協同組合殿

大阪府管工事業協同組合殿社団法人日本建材協会殿

以 上 代 表 大 阪 建 設 業 協 会 会 長 銭 高 輝 之 殿

永年勤続事務局職員表彰

沖 田 誠 殿

殿

美日佐

誠

田

田

'心

沖

殿

以上代表

( 大阪) 相沢モト久太郎殿青木 義雄殿

;11: 上 洗 殿 井上 .fui J後殿

池 田 達 雄 殿 池 田 ' 山 彦 殿

岩 崎 益 太 郎 殿 内 田 成 之 殿

尾1( 1 清四郎殿岡本 弘殿

柏 岡 十 三 介 殿 根 本 秀 尾 殿

川w 寅 次 殿 河 津 必 之 助 殿

久 米 保 衛 殿 小 泉 鼻殿

小林 fgzE、 殿 小 松 次 郎 殿

Ｑ 耳 ｩｉ 也 Ｉｩｾｾ ー殿Ｈ代小林清 ｪ 諸島生Ｉ

篠 原 太 郎 殿 島 上 光 夫 殿

白杉必 i列 三 殿 妹 尾 一 夫 殿

田辺 信 殿 田 中 秀 男 殿

感謝状受領者代表挨拶

佐 藤 太

閉式のことは 矢野総務委員

終了後前庭において来賓と共に感謝状受領者の記念撮

影を行う。

都 支 部

井 手 正 雄 殿

大 鳥 居 満 也 民 生

佐 々 木 米 太 郎 殿

白 石 博 三 殿

棚 橋 諒 殿

平 田 作 太 郎 殿

水 野 毛i 一 郎 殿

山 本 磯 十 郎 殿

庫 支 部

石 井

桑 田

設 楽

伴

森 田 康

吉 田 信

国 支 部

青 盛 繁

古 林 義

白 坂 朝

桜 田 定

州'1 支 部

椛 出 荷 % ー 殿

篠 原 政 次 郎 殿

牧 音量殿

以上代表

吉142 

殿

記 念 祝 賀 会 |

3 時一一 4 時 半 於 太 閤 困

司 会 尾 他 総 務 委 員

東先日記念事業委員長

殿自 杉 誌 明 三

30日

開 会 の 乙 と は

挨 拶

開 宴

乾 杯

余興( 日本舞踊)

テープルスピーチ

85 



竹 内 成 夫 殿 竹i波乱n造殿( 代沼田朝生殿)

谷川 丈夫 殿 谷口 尚武 殿 塚 木 猫 次 殿

出川 喬志、殿寺間 以 殿 寺 井 一 勇 殿

中 西 六 郎 殿 中 村 信 夫 殿 波 江 悌 夫 殿

西島 男殿馬場千 ｾ［ｊＴ ｦＺ 殿林野全孝殿

早 川 和 男 殿 伴 秀 雄 殿 伴 野 貞 三 殿

平 山 京 平 殿 広 瀬 挙 ー 殿 福 岡 庄 一 郎 殿

福田万伯雄殿福 山 良三殿対 ｾ￬ｉｾ 達夫澱

藤 田 邦 11自 殿 藤 原 巧 殿 堀 井 澄 次 殿

政 悶 益 次 殿 益 尾 辰 雄 殿 増 田 幸 次 郎 殿

松 尾 文 古 殿 松村 lii f: tr殿 松 本 ; 儀 八 殿

松 本 大 平 殿 三 品 有 夫 殿 水 4 : 稔殿

村 石 秋 吉 殿 村 上 秀 夫 殿 室 谷 山 水 殿

元吉勇太 郎 殿 獄 茂 樹 殿 森 川 喜 代 之 助 殿

矢 野 盗 作 殿 傾11田英己夫殿 山田 キー殿

山本 己記殿山本 } 災 殿 吉 田 音 松 殿

和 田 友 一 殿 若 林 繁 古 殿 若 林 季 雄 殿

it 尾 長n三殿

( 東海) 石原 級 殿 一 円 俊 郎 殿 城 戸 武 男 殿

水 野 金市鍛

( 京都) 井手 . t E 縦殿池田総一白[1殿佐々木米太郎殿

垂井i曽 太 郎 殿 中 村 金 三 殿 平 田 作 太 郎 殿

松井清之助殿 本川駒 三 郎 殿 山 本 磯 十郎殿

〈和歌山) 井 的 栄 次 殿 iI 志 満二 殿 栗林 一馬殿

児 島 正 記!i 殿 出 村 治 f J O 殿 崎 野 正 春 殿

植谷( 変! 4f殿 薮 本 芳 ー 殿 渡 辺 栄 蔵 殿

(兵庫) 石井 一{言 殿 早 良 俊 夫 殿 清 水 栄二殿

設 楽 貞 三 殿 ! 出 飼 克 二 殿 吉 岡 信 武 殿

〈中国) 青E妥当5男殿 飯 塚、 i 1 ) ; ( 古殿古林義敦殿

藤間 lι ー 殿 桜 田 定市殿 代 武 版 亨 殿

h  会員余技哩王|

3月29 日一一4月3日 於阪神百貨庖 81緒画廊

出品者並に作品 ( 50背)1民，略敬称)

足立幸一( 大阪市正tt 策局) 油絵 凶伊豆の海岸

背山 j [ 義( 臼家m築紋i l - r司J l¥ii所) 墨絵 2 点 円山音楽堂

のタ i;.} 鴨川にかかる梢

赤松 修( 赤訟色野砲築設計，jllli 所) 水彩画 花

池田' 己彦( 大阪m築部訪問 日本画 2 点 三 色 望

たそがれの下位昼泉

大力弘治郎( 大調 m築設計事局所) 水彩画 2 点 さざゑ

九五山遠望

大久保己ー( 住宅公団大阪支所) 油絵 圭策の像

多弁 幸男( 大林組) 油絵 石切風長

尼 悩 久 助 ( 自主E設計工l ¥i i KK) 油絵 熊野海岸の朝

?'↑ 1田 誠一( 日本ru築協会)

86 

油絵 ブランクトン

( 抽象画)

JJIR井源兵衛( 松村組) 書 月を握! って風を担

つ

モ:多 聖泰 (大日本土木大阪支広) 日本函 2 点 沓 被 毒

黒谷俊ー( 住宅公開大阪支所) 油絵 2 点 秋 泉 漁村

風景

篠原 太郎( 近畿建設)

滝沢 ｘｾ 弓Ｈ神戸山手短大 Ｉ

中ナ| 占惣一郎( 中井総組)

波江 悌夫( 低出迎築事務所)

原因 武雄( 大阪市交通局)

日本画 2 ，9- 落格，菊

( 軸仕上)

書 2 点 古 詩 幾何学

模 型 自で見る幾何学

書 2 点，業; J t 楽( 額

共) 普而竪( 告知名)

クレ パス画，早春の武

庫川， 油絵，宮士の遠

望 墨絵，t双山の夕暮

油絵 2 点，黒い境界線

原爆に反対するテ、モ隊

作 秀雄( 西原術生工業所大板宿 パステル函 2 点，麦秋

( 日御山市l嵐長) :1七大校

庭風;畏

宇1: 野 貞 三 ( 関西ru築UJlli 所) 書， 君が代( 仮名書〕

樋 口 治( 高尚昆殺計部) 油絵，ム ーヴ ィと A

久田 良吉( 久間建築( J l lli iYr) 拓本 2 点，天王寺五重

塔の水爆，秋 篠 引 11 田

順氏の句碑

平賀 一郎( 住宅公団名古屋支所) クレ パス画 2 点，果物

と洋樹ビン ，花

磁村 清 ・( 日新ru築設計事務所) エマイユ ， Ｚ＾ｾ ｉｬ 作， 陶芸

( 花器) 前足

星野三雄( 兵庫県ru築課) 油絵，花片 Cjlll 象画)

間永 進( 大阪市交通局) 油絵，蹴上風景

光安 義光( 兵J i I l 県事j; 合庁舎ru紋司Iあ所)

油絵 2 点，抽象作品，

F 8 号

元吉男太郎( 住宅公団大阪支所) 油絵 2 点，練習 1111，徳

矢野笠作( 滋木工E仙 )

山口 吾郎( 不ニ辺校)

会 貝 余 技 展

寿宮 Iこて

彫刻iJ Cブコン ズ) 習作

( 女の像)

日本画 阿修羅菩薩

(恕i共)

会 貝 余 技 展

"  



山木 手IJMfr ( 大阪市立工芸高) 油絵， 中之島のタ

山木 電輔 ( 近畿地方建設局) 姑絵 2 点，中の島風景

土佐姻風J丸

和田正節( 自営) 油絵 2 点，秋の北海公

:.if.'l沖

図( 北京) 大境門外

( 張家口) も..tJ除.

岡村 文子( 大阪建築事務所) いけ花

小山美奈子( 住宅公団大阪支所) いけ花

立主J

，_ .  .町 事 • 武田美智子( 住宅公団大阪支所) いけ花 主ナＧ Ｎｾｾ司 ｾｾＭ ‘  
，，-， 

A 叫ぞ ‘  

必飯 久子( 大阪市建築局) いけ花
懇 親 ゴ ル フ 大 会

1

1  懇 親 ゴ ル フ大 会 |

特 別 見 学 会 |

〈イ) 大阪市内新建築見学会

3月29日 9 時一一 5 時於宝塚コソレフクラブ

3月31 日 91時一- 5 時 貸 切 パ ス

27ホール メダ ルプレイ ( H . 8  J 1十け)
見学箇所

参加者並に成績 ( 略敬称) 大阪駅西口出発一一大阪市体育館一一四天王寺五重

H  N  本 田 令 三 19. 2 125 . 8 

地金堂諮堂一一東本願寺難波，JIJ 院御堂会館一一 日本

川崎 敬三 12 110B G  

太 田 敏 郎 34. 8 126. 2 

板硝子. ，M土 ( 中食のご接待を受く 〉一一日本興業銀

石 川 良民l
14 . 4  110. 6 

木 下 光 雄 20 . 4  126. 6 

行大阪支! 苫一一 関凶篭ノJ 本社一一新阪急ビ J レ一一阪

井原 滋 14 . 4  110 .6  

南 長士口 20. 4 126 . 6 

相11百貨庖会員余校庭観覧

上 野 四 郎 30 114 

山田啓三郎 8. 4 128 . 6  

参加者 (111品敬称、)

堀 内 宣也
13. 2 118. 8 

牛 田 正 山[1 30 129 

浅 野 行5 浅 野 繁 井 上 道 夫

山 中 国 光 21. 6  119. 4 

盟 国 新 平 27. 6 131 . 4 

今 西 吋i 杭l 右 脳 挫 太 郎 岩 橋 敏 行

笹 川 季男 16. 8 120 .2  

|事J田 正 美 43. 2 131 . 8  

ｾｉ 木文之助 ノl、) 11 JJ 券 小 野 進 →

彦谷: J 11ー 43. 2 120 .8 

問 中 孝 男 22. 8 132. 2 

小 原 彦 光 岡 本 一 日11 岡 本 久 和

: i i l i 水宗治郎 33. 6  121. 4 

木 村 粕ー 27. 6 132. 4 

奥 山 清 治 郎 笠 井 宏 悦 久保田 進 也

神 田 正 平 21. 6 121. 4 

佐 野 止 一 21 . 6  132. 4  

古 城 功 古 林 義 敦 合 図 治 作

高橋 至
19 . 2 121 .8 

大 木 末 次 36 133 

佐 藤 公 三 更 井 清 志 ぢ 井 昌 輿

多 田 英 之 30 122 

村上 秀夫 30 134 

芹! i : 幹二 辻 太一郎 辻 本
J 5U5L L  

岩住平治郎 16 .8  122 .2 

谷 山 俊WiIi 22. 8 134 . 2  

中 間 話: 吉 中 村 綱 凶許n w夫

白井徳] 践 27 . 6  122. 4 

t ，i J i 友光夫 31.2  134 .8 

四 回 浜 口 洋 一 林 太 一

安 田 金 吾 27 . 6  122 .4 

三 宅 昭 栄 24 135 

福 井 敏 夫 益 尾 辰 雄 桝 谷 芳 明

品村佐次郎 9 .6  122. 4 

井 上 民 治 30 138 

水A . 稔 法 口 政 夫 南 石 知 子

• 
中凶 f'l l夫 13. 2 122. 8 

伊東 i E也 30 139 

武 藤 ｾｉ＠ 日 安 田 誠 一 和 問 克 朗

流 r:x. 33 .6  123. 4 

佐 必 和 美 43. 2 143. 8  

和 問 忍 和 田 正 官 官 和 田 洋 一

野 中 駒 市 18 124 

松尾陽三雄 24 144 

( 事務局山田 ，三木)

雑 賀 孝 夫 24 124 

佐必九州男 36 145 

( 口) 京都名園巡り 見学会

木 下 園 児 12 124 

問 中 和 弘 36 146 

3月31 日 101時半ーー- 5 1時 半 貸 切 パ ス

促 A( 禿尾 12 125 

11l J 団四郎 16. 8 147. 2 
会m y  500 ( 精進料理，抹茶，拝観料)

岡本; 美男 16. 8 125. 2 

滝 J唱一 22. 8 148. 2 

解 説 庭 園 中 根 金 作 氏 ( 京 都 府 文化財保護課)

地 頭 政 人 27. 6 125. 4 
北 村 俊 純43 .2 15 0 . 8 B B  

述 築 川上 貢氏( 京大助教授工博)

柿間十三介 14 . 4 125 .6  岡本 ヲム 42 170 

見学箇所

川崎敬三氏 ( K K近畿建設社長) 優勝。会長江( 銀製 国鉄京都駅東口集合一一西芳寺一一天竜寺( 中食〉

花瓶) を狼得。 一一竜安寺一一妙心寺，退l改院( 抹茶) 一一南禅寺
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一」

一
大阪市内新 ｭｾ 匹見学会

特別見学会京都名園めぐり

ＭＮｲ ｾＭ ー一

特別見学会 合数 と納のタイアミ壱見る会

特別見学会: ! l . ¥部峡谷と発信所を見る会

88 

金地院一一国鉄京都駅前解散

参加者 ( 略敬称)

伊 藤 敬 祐 井 戸 本 英 紀

内 田 成 之 大 木 琴 弘

岡 村 忠 一 折 戸 興 市

村11込 弘 川 島 昌 保

雀 2主 ｾ＠ 白 鹿 正 鹿

問 中 宏 竹 内 喜 次 男

二 宮 清 西 江 蹄 二

灰 野 一 郎 勝 利 充 宏

星 住 哲 夫 間 永 進

三打I i 文夫 大 和 雄 三

山 田 芳 雄 吉 林 清 明

( 事務局安藤，笹川，鹿内)

( ハ〉倉敷と鞠のタイ絹を見る会

5月19日 (土) 20日 ( 日)

白 井 通 洋

岡 田 孝 男

片 田 俊 彦

小 泉
」止Eなz.. 

末 吉 俊 郎

武 田 其 業

西 本 貞 男

d塚 本 志 一

松 田 新

山 下 主 主 三

吉 本 文 彦

会'lI( 1/ 4，500 ( 往復旅' l I ( ，宿泊t'! ，中食J'! 等)

5月19日

大阪駅発 (8. 15) 一一倉敷着 ( 11 . 24) 一一( 貸切

パス〉一一旅館くらしき( 中食) 一一民芸館，陶器

館，大原美術館，同分館，市庁舎，民家等見学一一

( 貸切パス) 靭の浦対山舘泊，懇親会

5月20日

対山館発 (9. 00) ーータイ網および納の補遊覧( 貸

切船) 一一( 貸切パス〉 一一福山駅発 ( 14. 03) 一一

大阪駅者 ( 17. 58) 解散

本見学会については，大林組，藤木工務応，倉敷

市，福山市，古林中国支部長各位より多大のど後

援，ど斡旋を頂いた。

参加者 ( 略敬称)

井 手 正 雄 岩 崎 甚 太 郎 上 野 稔

小野山 博 尾 亀 清 四 郎 大 津 敏 H青

岡 村 忠 一 工 藤 明 小 林 清

古 林 義 教 佐 藤 公 三 財 田 文 夫

酒 井 弥 三 郎 久 田 良 吉 福 田 万 亀 雄

藤 田 邦 昭 藤 田 弘 子 正 岡 隆 市

政 間 基 次 森 茂 樹 森 西 竜 太 郎

八 回 実 吉 崎 源 三 郎

( 事務局空，鎌尾，佐々木)

( ニ) 黒部峡谷と発電所を見る会

7月21 日 (土) 22日 ( 日) 23日 ( 月)

集 合 21日10時半国鉄名古屋駅 8 番ホ ー ム

会'l't A 班 (22 日夕刻字奈月駅前解散)

1/ 3，000 (第 1 日宿泊代第 2 日中食代外〉

B 班 (23日正午富山駅解散)

， 



y  5，000 (第 1 日2fS 2 日宿泊代，第 2 日中

食代外)

1

1  懇 親 ソ フ ト ボ ー ル 大 会 |

A

ロ

三

生

混

美

昭

彦

夫

行

男

男

瓦

迎絡

礼

朝

博

勝

位

協

普

克

仕

幾

一

似

貞

口
同

社

取

田

上

野

山

井

川

尾

山

内

藤

木

本

会

'

呑

福

井

上

北

淀

前

山

北

駒

坂

内

青

西

所務事

管

将

チ

築

監

一

建

総

主

コ

広

顕

正

祥

資

A

口

知

山

口

問

川

戸

本

弁

永

本

田

出

西

国

連社

福

片

三

中

貝

岩

鳥

閉

山

牧

斧

今

泉

中

審

松

一

両

北

公庁

仔

将

チ

公

監

一

宮

総

主

コ

12時一一 4 時半於大阪郵政局クラウンド

策畑記念事業委員長の開会の挨拶に次いで官公庁公社

迎合( カン コー ズ) 建築事務所会社世総連合( ハンサム

ズ) 建設連合( ヒソレダー ズ) 学校設備建材連合( スナオ

ーズ〕の 4 チーム! こより 3 試合を行い，建設述合チーム

優勝。なお東畑委員長から出席省全員 K 対し参加工tの寄

贈があった。多謝o

tri 1 試合 ビ J レダーズ

ｾ￬＠ 2 試 合 カ ン コ ーズ

優勝試合 ピノレダーズ

ホームラン: r t 吉広文彦

波 郎 泰 三 牧 田 顕 治

ファインプレイ n

間永 進 大 西 庫 三 郎

珍プレイ n 小川 正

参加者 ( 略敬称〕

一

分

光

哲

秀

俊

尚

登

秋

進

降

立

正

ハンサムズ

スナオ ーヌ7

カンコ ース'

純 彦 烏 jl:

礼 三 間 永

禿 夫 斧11'，

明男

14一一一 13

記:凡

香 取

合石

武田

10一一- 9

11一一一 7

夫

生

夫

夫

5月2日

7月21日

名古屋発 ( 11. 00) ーーー松本駅者 ( 15. 27) 一一( 貸

切パス) 一一松本市 内，大町郊外木山首湖見学一一

( 貸切パス) ＭＭｾ温泉河飽荘泊，怨 級会

Ｒ 月 ＲＷ 日 Ｈ堰 堤 では稀にみる 快 ｮｾ ｩｉ ζＺ 志れた。Ｉ

有温泉発 ( 8. 00) 一一( 貸切パス) 一一線部建設工

事骨材採取湯( 鹿島建設 K K採取〉一一黒部第四発

電所建設す} 必所一一大町ノレート一一根拠( 間組施工)

一一黒部ノレートーーインクライン一一地下の第四発

電所( 大成建設 K K施工) ( 中食) 一一uu人 谷 ( 上

部軌道) 一一線平上部駅( エレベータ) 一一建設中

の新第三先電所( 佐藤工業 K K施工) 一一 棒平駅発

( 黒部鉄道〉一一宇奈月駅者 ( 16. 58) 一一A 班解散，

B 斑字奈月温泉河内屋泊懇親会

富山県建築課長柄座正信氏( 前大阪府建築部指導

課係長) がお繰り合せ富山より来訪され，一同と久

澗を紋し懇親を霊ねた。なお同氏より麦酒の寄贈を

7月23日

字茶月駅発 ( 10 .20) 一一富山駅活j : ( 11. 40) 解散

なお若干名を除いて一同 12 . 50富山発 19. 45大阪駅

帰 着

受く。多謝。

、

三

秋

進

士

山

治

隆

郎

郎

隆

夫

本見学会については ，関西電力 K K，間組，大成建

設 K Kの各社より貸切パス立立に懇親会の開催について

特別のど後媛ど厚配を頂いた。なお関西 ｾ｡ｪ｝ の原因建

設部次長外の方々には終始ど懇篤な諸準備ど案内を頂

き大変な便宜を受けて本見学会を誠に有芯義な記念す

べきものとする乙とができた。参加者一同も非常な喜

びであった。ど後援の各位! 乙深く誘Ik' : を表す。

参加者 ( 略敬称)
男

良

雄

介

也

介

利

学校，設備，建材述合

総監仔 須 賀 栄

主 将 上 林 博

7 ] < 谷頴

柏 崎 正

鈴 木 良

光 附 育

脇 本 啓

田 沢 l悶
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登

恋

正

夫

夫

男

夫

夫

治

弘

微

明

利

秀

消

下

木

山

連 合

小 }II

寺 沢

長 沢

武 田

力 武

倉 石

渡 辺

岡 本

稔

郎

次

敏

茂

子

柄

本

金

只

森

建 設

総監督

主 将

コーチ

川 村 統 之

小林政一郎

滝 邦 一

酉 裕

伴 野 貞 三

前川 l 敬蔵

矢 野 豊 作

井 上 達 也 加 藤 毅 夫

楢 崎 正 也 西 江 輝 一

松 尾 恭 治 松 田 郎 三

山内嘉兵衛 山口 明

岩崎甚太郎 尾1f l . 清四郎

木 村 喬 夫 小林 清

坂 内 幾 男 坂 本 松 男

永 田 武 雄 中 村 信 夫

橋 本 政 一 原田 守

平田作太郎 藤 田 安1111召

前 回 大 二 政 悶 丞 次

山本 茂 吉 岡 義 昭

( 事務局手品，山田〕

l!II  A  

型iB  



仙

出

信

法

栄

平

泰

士

口

十

h

間

大

原

部

谷

野

宅

本

家

波

赤

中

三

必

辻 野 純 徳

木 村 秀 夫

前 田 満 他 雄

吉 本 文 彦

大 凶 庫 三 郎

北 村 収

試合終了後，岩 l防総務委員長閉会の技拶を行い，各: D :

品を授与 ，同グ ラウンドにおい て 一 同 乾 杯 し て懇談し

fこ。

於大|波 I_t 央公会堂 3 附集会室

物 故 会 員 、 職 員 慰 霊 祭 |

1 附一一 3 11寺6月2日

祭主丞佐{

放安孫子三雄殿

故 足 立 芳 助 殿

1夜 明 石 龍 一 段

故天 沼 俊 一 殿

故荒川 利一般

放有山福豆出[1殿

故チ|上 忠吾殿

故: J Iー上 由平殿

故 井 平 主 夫 殿

故伊ｊｩｾ 英一殿

故伊藤 谷l滋殿

古文伊部 貞吉殿

故生国語治郎殿

故 池 田 基iJ 三殿

故池田 実殿

故石田勝之助殿

故石田 義!4H投

故 磁 田 竹次殿

故JR谷 四 郎 殿

故稲チl' 常夫殿

放今:1七 乙吉殿

故 今 村 光 三 殿

故岩田 愛吉民生

故上田吉ー三郎殿

故牛村右: 男殿

放海野浩太郎殿

故i副 長 一 次 殿

故 小 沢 忠 一 殿

故小野木孝治殿

故 大 内 主 夫 殿

故大江新太郎殿

当日お市Eりした物故者芳名 ( 五十音順〉

故 安 藤 春 雄 殿

故足立清一郎殿

故 赤 松 重 ー 殿

故浅野 幸吉殿

故勉!i川 街 之 殿

放 荒 木 正 巳 殿

故井上 新二殿

故井上 貢殿

故 井 原 百 介 殿

故 伊 東 輝 治 殿

故 伊 勝 良雄殿

故伊藤義I 4f殿

放生川 修殿

古文池田栄三郎殿

故 池 田 晃 也 殿

故石賀忠五郎殿

故 石 臼 敏 樹 殿

故 石 原 勾i介殿

故板倉 達殿

i武 糸 永 大;古殿

放 今 井 正 雄 殿

故 今 村 次 男 殿

故 岩 尾 保 衛 殿

故上回寿一郎殺

故 安 藤 謙 介 殿

故 安 間 立 雄 殿

故青木務次郎殿

故秋吉 金 徳 殿

故 網 永 庄 八 殿

故 荒 木 大 作 殿

故井上 賢二殿

故井上 友ー殿

故 ;) 1ニ尻 義I4t殿

故 伊 東 和111殿

故伊藤 長1¥自[1殿

故 伊 藤 為 吉 殿

故飯田松太郎殿

故池上 四良[1殿

故池田 11f tー殿

故1也野 逸 郎 殿

故 石 田 成 男 殿

故石橋為之助殿

故仮垣 A'i; 一般

故 市 村 光 広 殿

故猪瀬幸太郎殿

故今西林三郎殿

古文岩井長三郎殿

故 岩 田 末 広 殿

祭!!1 吐1

故 上 野 三 男 鮫

故内山 ｦｪｾ 八郎殿

1次補i 英之助殿

故小川安一郎殿

故小田 林殿

忠夫殿

悦郎殿

故大石

故大浦

五郎殿

正三殿

格三殿

政徳殿

守一殿

故小原 ) ] 殿

故大内秀一郎殿

故上西

故白井

故梅原

故小川

故小関

90 



故 大 間 喜 治 殿

故大山弥一郎Ｎｾ

古文大塚 錦三殿

故 大 西 正 二 殿

故 大 原 忠 隆 殿

故 大 森 苔 ー 殿

放問岡大三良11殿

故 岡本 忠行殿

故 災 問 芳 男 殿

故 折JJ':- 満寿介殿

放 級 田 泰 雄 殿

故JJnJ i 長熊UfJll

故 JJ Il I隊 誠 二 殿

故布li 的 欽 吾 殿

故 ｾＧｉ￭ 谷義男殿

放 片 岡 直 御 殿

故: wi ! l i ｾ高司殿

故金田 ｾｦｴＵ 殿

放 上 谷 不IJ 夫殿

故 大 限 豆 信 殿 故大 Ｉｾ￠ 鎌太郎殿

故 大 杉 謙 二 殿 故 大 高J王，( =j 術門殿

故 大 機 能 治 殿 故 大 西 、F七殿

故大林賢四郎殿 故 大 林 義 敏 殿

故 大 必 正 之 殿 故大if JI存也殿

故大森 茂殿 故岡1: 1持 芳 樹 殿

故 岡 田 迷 弥 殿 故 岡 部 顕 則 殿

故沖 尚助殿 故i'l' 盛殿

故押I l ¥f J 六郎殿 故尾之江武議殿

故 折 田 義MJ 殿 故 級 悶 一 夫 殿

故加々美武夫殿 故加1必 71F三郎殿

故 加 総 一 俊 殿 故加 ｬｩｴｾ 茂殿

故加護谷祐太郎殿 故鍛治 弘殿

故布li " f . : 清治殿 故笠;1¥".新 1- f![1殿

故粕谷: 謙三殿 故片岡 53夫殿

古文片岡 安殿 故l協回J 次郎殿

故: w 野壮一郎殿 故 門 田 頼 夫 殿

故金泳又一郎殿 故上久保節男殿

古史上士山清治殿 故{ 白山 JJi 夫殿

1武川勝 健二殿故川久保晦治虫 ＱＱ 民主先 ｦｾ 故川 ｪ ふｩ｜ｦ兵衛殿

放川 ｊｾ 末吉殿 故 川 瀬 三 郎 殿 故 川 野 卓 造 殿

故 川 人 繁 一 殿 故河合否三郎殿 故 河 杉 組 一 殿

故河原啓太郎殿 故 神 戸 又 七 殿 故 木 内 定 雄 殿

故 木 田 延 術 殿 故木原佐古殿故木村' ! ! ' I "4i 術門殿

故木村 31ー殿 故木村外茂夫殿 故 木 村 義 雄 殿

故ｾｾＮ田利義殿

故 山 本 幸 治 殿

故 北 村 高 治 殿

故清野長太郎殿

先代故久保田極吉殿

先代古文j (. H"d 宗治殿

故国川 正殿

故黒沢 研殿

故 城 戸 彦 七 殿

古文北野 男殿

故橘高 寿殿

故桐回 登殿

故久保田政周殿

故 下 松 一 男 殿

故 国 永 清 吾 殿

故黒{ 主福三郎殿

故 山 宝 院 隆 殿

故北村 ):((殿

故 衣 笠 信 夫 殿

故久保田25亮殿

故楠瀬 激殿

故国校 博殿

古文合的3Z一良[1.殿

故 黒 田 忠 雄 殿

故黒田 治殿 故毛尾大三自[1殿 故 小 池 鈎 三 殿

故 小 坂 信 一 殿 故 小 谷 利 郎 殿

故 小 西 ー 良 殿 故 小 林 堅 二 殿

故 小 林 亀 雄 殿 故小林 悉殿

故 小 山 健 三 殿 古文小山! ljJ 太郎殿

故児玉広太郎殿 故 後 必 新 平 殿

故 高 坂 辰 夫 殿 故高津壮太郎殿

故 合 田 勝 一 殿 故 郊 富 太 郎 殿

故椛藤 貢殿故佐々木託子、之助殿

故 佐 竹 信 次 殿 故佐Ii . 事彩美殿

故小嗣 精殿

故 小 林 系 高 殿

故小縁 関殿

故児μ 春太郎殿

故五. 仏政t! t殿

故P.f. j池忠三郎殿

故駒 JI: : n 兵衛殿

故 佐 々 木 戊 殿

故佐必 J [ 二殿

故 佐Ij :長松太郎殿

故 佐 伯 徳 古 殿

故雑貨良之助殿

故坂本 譲殿

故佐泌 J又助殿 故 佐 納 盛 登 殿

故務l添 敏 夫 殿 故: t ，村長久孝殿

故酒井必一郎殿 故坂本己之助殿

故 坂 野 策iI!i殿 故 作 山 義fpj 殿

故桜井 '11平殿 故 貞 包 悦 ー 殿 故n田 光 正 殿

故清水芳次郎殿

故 塩 崎 政 雄 殿

古文柴田 四良[1殿

放下畑春太郎殿

故沢田 ｴｪｾ［Ｇ ー殿 故 清 水 釘 吉 殿

故 志 村 安 馬 殿 故 設 楽 貞 雄 殿

故 宍 戸 秋 生 殿 故 篠 原 清 孝 殿

故下ilii 光筒殿 故 下 回 高 三 殿

故荘田平五郎殿故ジヨサイヤコンテ" ) レ殿" i i i c 神イ足立治J j 1 J :

故新7 ' ，極夫殿 故 須 恵 徳 朗 殿 故須質Ij，長五郎殿

先代古文須賀22治自[1殿 故 須 藤 員 雄 殿 故須H友 情 人 殿

故末沢 ?11・久男殿 故 菅 谷 一 郎 殿 故 杉 本 助 博 殿

故祐安J : ( ¥f言殿 故鈴木千? 三殿 故鈴木 武敏

故 鈴 木 冬 厳 殿 故鈴木与五郎殿 故砂本 清殿

故 瀬 川 口Ilt平民生 故 瀬 戸 文 吾 殿 故関 ー殿

故 関 場 茂 樹 殿 故 銭 高 普 造 殿 故曽 ｾｾｊ 、迷 ｪ 減殿

故国部 茂殿 故国宮古文雄殿 故 国 口 正 失 敗

故田尻稲次郎殿 故 田 代 守 次 殿 故田代 ｪ｛ｩ￮ｾ 殿

故田中f弘太郎殿 故 田 中 庭 三 殿 故問中 刈 殿

故田中 制殿 故国I : t 紡殿 故田中 進殿

故田中稔印] 殿

故田中 ; 宮殿

故 伊 達 多 平 殿

故 高 悶 逸 平 殿

故高田 J主|ι 殿

故高野瀬Ii . 長太殿

故高橋 ［ＩＮ［Ｇ､ｪｾＮｈ 投

故 高 橋 三 男 殿

故滝野納太郎殿

故 竹 下 正 也 殿

故 武 間 五 一 殿

故 立 島 幸 助 殿

故辰巳吉之助殿

故 谷 川 敬 一 殿

古文谷口 lllt 児殿

故 玉 川 卓 一 殿

故 津 村 芳 三 殿

故 築 紫 太 郎 殿

故辻本 ｾ殿

故 坪 井 誠 一 殿

古文寺川 三郎殿

故天満 男殿

故 徳 政 金 吾 殿

故 宮 田 助 治 殿

故 ｾｬ ム俗芸殿

故 内 総 太 郎 殿

故中 jl 孝夫殿

先代故中川 辰li:占殿

故中村f1J 之助殿

故 中 村 英 夫 殿

古文中山 j矧I殿

故田中立 ｾｩ 陥殿 故 田 中 迎 夫 殿

故 多 賀 鈴 彦 殿 故 多 国 凡 ー 殿

故伊達陶二郎殿 故高岩 j'if>殿

故 高 岡 信 郎 殿 故 高 木 正 三 股

故高寺市之介殿 故 高 野 二 夫 殿

故 高 山 長ョド殿 故 高 橋 栄 治 殿

故 高 橋 太 郎 殿 故 高 橋 種 夫 殿

故高橋 jJ.. 殿 故 高 崎 斉ii: !X.殿

故 竹 内 兼 次 殿 故 竹 内 佐 市 殿

故 竹 田 延 朗 殿 故 竹 中 利 雄 殿

故 武 宮 英 ー 殿 故星空 純一殿

故立木; 成三殿 故 辰 野 金 吾 殿

故 辰 巳 吉 政 殿 故 谷 降夫殿

故 谷 口 徳 政 殿 故 谷 口 利 常 殿

故 谷 村 信 吉 殿 故 玉 川 賞 治 殿

故 津 田 悦 治 殿 故 津 田 敏 雄 殿

故都藤次三民11殿 故 塚 安治殿

故佃 忠 Ji:長殿 故辻坂信次郎殿

故 筒 井 二 郎 殿 故 堤 多 計 士 殿

故鶴丸{ 云右殿 故 寺 井 広 義 殿

故 寺 沢 林 吉 殿 故寺西線五郎殿

故土井助三郎殿 故 徳 川 煩 倫 殿

故宮坂 升殿 故宮回 目殿

故友田 ;((，殿 故朝永国次郎殿

故 鳥 越 良一般 故内藤 功殿

故直江 弘殿 故直木倫太郎殿

故中栄 i故WJ 殿 故 l い川和太郎敗

故 中 島 彦 六 殿 故 中 恨 む 一 敗

古文中村占七殿 故中村信. & 殿

故 中 村 山 二 殿 故仁h村克己干殿

故永田三次郎殿先代故永田 ι D)JD投
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古文永田善次郎殿

放永元乙吉民生

放長田増次郎殿

故 成 富 輝 雄 殿

故二階堂禎典殿

故 西 岡 道 信 殿

故 西 村 手IJ 弘殿

故 永 沢 清 信 殿

古文長尾 繁治殿

故 鍋 烏 義 忠 殿

故南京仙太郎殿

故二宮・ 裕造殿

故西国 イキ三殿

故 西 村 安 彦 殿

故 永 野 尻 吉 殿

故 長 尾 勇 造 殿

故 成 田 一 男 殿

故難主主江久通殿

故西尾 完殿

故 凶 野 春 夫 殿

故 西 林 憧 爾 殿

古文丹羽七郎殿 故自在川光太郎殿 故根来 型、殿

故 根 本 繁 士 殿 故野儀久凶郎殿先代故野沢幸三郎殿

故野沢 勉殿 故 野 田 義 雄 殿 故長谷川五一般

故長谷川量生: 五自[1殿 故 長 谷 川 n殿 故荻原 貞殿

故 悶 猪 三 郎 殿 故橋本 勉殿 故橋本 実殿

故畑 政七殿

故 馬 場 英 一 殿

故浜田日出税i殿

故林 仙造殿

故 原 因 千 歳 殿

故橋野安兵衛殿

故 久 留 弘 文 殿

故 平 井 英 一 殿

故 平 林 美 彦 殿

故 福 井 房 一 殿

故福宮 清殿

故 伏 見 紀 一 殿

故 藤 井 春 三 殿

故藤田友太郎殿

故 藤 田 龍 三 殿

故 藤 木 好Ht 殿

故古川 22殿

故 戸 次 秀 夫 搬

故北条 l時敬殿

故 前 田 松Mi殿

故 松 井 清 足 殿

故松下甚三郎殿

故 松 村 武雄 殿

故 松 室 成 貞 殿

故 松 森 修 太 殿

故三木 作 殿

故 三 普 好 人 殿

故皆崎 ｾ￶ 克殿

故 宮 本 徳 一 殿

故向山友次郎殿

故 村 山 龍 平 殿

故服部高次郎殿

故 浜 芳雄殿

故浜! 協敬蔵殿

故林 良信殿

故原野恵J l ) j 殿

故 桧 垣 武 弘 殿

故姫野 武殿

故 平 塚 鉛 吉 等

故平柱、 鶴吉殿

故福井 裕殿

故 福 永 愁 吾 殿

故藤井亀之助殿

故藤田重太郎殿

故 藤 田 治 雄 殿

1武藤谷茂二郎殿

故船本 音殿

故 古 谷 雅 一 殿

故別所 襖殿

故 本 田 義 夫 殿

故 牧 野 元 良 殿

故 松 井 光 彦 殿

故 松 田 亥 作 殿

故 松 村 雄 造 殿

故 松 本 国 象 殿

故 丸 木 啓 司 殿

故三橋国太郎殿

故光安促之助殿

故宮川総三郎殿

故 宮 木 長 治 殿

故村田 篤殿

故縦山述次郎殿

故花岡才五郎殿

古文浜田 茂雄殿

故 早 等 五 朗 殿

故原因金次郎殿

故 坂 東 八 郎 殿

故桧皮正| 将殿

故姫野 磨殿

故平野 等殿

故 広 田 精 一 殿

故 福iゐ 増 三 殿

故 福 永 貞 夫 殿

故 藤 井 厚 ニ 殿

故藤田 茂 殿

故藤田 元吉殿

故藤本 ド千夫殿

故 古 市 好 威 殿

故 古 橋 郷 丸 殿

故北条 1時一殿

故 本 間 乙 彦 殿

故増田 ｊＧｩｾＭ殿

故松久保敬三殿

故 松 見 智 雄 殿

故 松 室 重 光 殿

故松本仁重郎殿

故 三 浦 尚 史 殿

故三好喜三郎殿

故 水 上 昌 三 殿

故 宮 川 坐 蔵 殿

故宮j協 福 松 殿

故 村 田 小 一 殿

故 室 原 政 輿 殿

故毛利庄太郎殿 故 毛 利 高 明 殿 故 木 野 精 吾 殿
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故本山 彦一殿

故森田 茂三殿

故森山松之助殿

故 八 尾 金 一 殿

故 安 永 義 章 殿

故鍛本久三郎殿

故 森 下 新 造 殿

故森本 光 昭 殿

古文八木 盛二殿

故 矢 木 英 夫 殿

故 鍛 内 仁 一 殿

故山川健次郎殿

故山口 挺二殿先代故山口半兵衛殿

故 山 添 繁 蔵 殿 故山田夜、蔵殿

故山名 啓 介 殿 故山中鹿太郎殿

故山本鑑之助殿 故山木辰五郎殿

故 山 本 延 次 殿 故 山 本 正 霊 殿

故山l協友三郎殿 故湯川 浩殿

故桃升 謙 介 殿 故 横 田 左 右 衛 門 殿

故 好 井 博 明 殿

故吉川 智殿

故吉田 邦一殿

故 米 倉 威 夫 殿

古文和田 登殿

故 渡 辺 正 治 殿

故 吉 井 長 七 殿

故 吉 木 久 吉 殿

故 吉 田 兵 蔵 殿

故 米 回 外 次 殿

故 渡 辺 武 男 殿

故波辺 誠殿

( 以上昭和27年 4 月お杷り 567 柱〉

故 背 木 友 一 殿 故 青 柳 貞 世 殿

故 淡 海 治 平 殿 故東 和市殿

故 荒 川 義 夫 殿

故伊藤幸太郎殿

故池田 稔殿

故 板 井 公 威 殿

故 岩 井 勘 二 殿

放縦阪 旦殿

古文岡 実殿

故加藤得三郎殿

故金田 茂殿

故紀伊 健造殿

故 木 村 捨蔵殿

故楠田 実殿

故小泉為治郎殿J

故 小 松 四 郎 殿

故 佐 竹 則 姦 殿

故阪口芳三郎殿

故 城 ロ 亀 吉 殿

故田中 主主殿

古文田中 留男殿

故 田 中 義 信 殿

故 高 丘 治季殿

故 伊 東 五 郎 殿

故 伊 藤 正 文 殿

故池田谷久吉殿

故市川| 進男殿

故他国 稔 殿

故小野政太郎殿

故問村徳一郎殿

故戸 ｪｾ 篤彦殿

故 上 林 敬 吉 殿

故 木 子 七 郎 殿

故 北 山 米 吉 殿

故 栗 原 信 虎 殿

故小泉 雄殿

故 児 玉 充 弘 殿

古文佐渡島英蔽殿

故 志 垣 正 次 殿

故 周 藤 磐 二 殿

故 田 中 清 一 殿

故 田 中 弘 幸 殿

故 国 辺 平 学 殿

故 高 戸 紀 綱 殿

故森田 茂殿

故 森 本 三 次 殿

故八島 章 殿

故 安 田 保 蔵 殿

故鍛中 幸彦殿

故山口 正 殿

古文山下 一夫殿

故山田 ifjt殿

故山本 修殿

故山木;治兵術殿

故山本由太郎殿

故依田新三郎殿

故 横 田 作 蔵 殿

故吉川時三郎殿

故 吉 住 義 一 殿

故 吉 野 修 録 殿

故 和 田 友 吉 殿

故 渡 辺 珍 久 殿

故 職 員 各 位 殿

故 浅 田 義 克 殿

故 阿 倍 礼 次 殿

故 伊 東 忠 太 殿

故飯田 紀造民生

故 石 原 政 三 殿

故今津吉兼民生

故 上 山 元 市 殿

故大| 科武夫殿

故 落 球 藤 吉 殿

故 樫 原 登 二 股

故河村 JIfr殿

故 木 下 金 蔵 殿

故工藤甚五郎殿

故 黒 川 健 二 殿

故小西 )1回一殿

故佐伯与之吉殿

放 境 正一殿

故 清 水 一 雄 殿

故末広実! 故殿

故田中民三郎民生

故 田 中 正 雄 殿

故高井 久治殿

故高橋喜平太殿

故 竹 内 六 蔵 殿 故竹林富三郎殿 古文武内宮雄殿
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故 武 田 久 吉 殿 故谷 民蔵殿 故常石 稔殿 安孫子信夫殿 阿 部 君 子 殿 荒川瓦佐江殿

故 寺 西 武 吉 殿 故戸塚 端殿 故 宮 永 長 治 殿 有山 ふじ殿 井 尻 新 雄 殿 池 回 達 雄 殿

放鳥井 信殿 故 中 川 了 文 殿 故中野 }i!:，殿 生川 純殿 市川 元殿 泉 谷 保 夫 殿

故中村収次郎殿 故 永 瀬 狂 三 殿 故 永 野 三 郎 殿 今 津 義11券殿 植田志津子殿 上地 金 蔵 殿

故 長田岩次郎殿 故 西 尾 寛 治 殿 故根岸 {言殿 浦 まさ殿 小川波津枝殿 大内苔太郎殿

故橋本怒治郎殿故長谷川宮二郎殿 故長谷部鋭吉殿 加 藤 久 枝 殿 加藤よし子殿 粍i谷アキ ノ殿

故 長 谷 自 浩 殿 故 林 健 太 郎 殿 故日高 ｉｾｉｾ 殿 紀伊ミ ドリ殿 岸 本 幸 臣 殿 木 下 光 雄 殿

故日野 l協好殿 故 久 田 怒 親 殿 故 平 野 弥 助 殿 木原t . 5 ; 校殿 木 村 静 江 殿 久保田種古殿

故 布 施 忠 司 殿 故福田 茂殿 故 福 永 顕 文 殿 栗 原 信 英 殿 小泉 守殿 小西ス エノ殿

故 古 川 隆 三 殿 故本国明三二殿 故 本 田 林 八 殿 小凶裕一郎殿 佐 渡 島 博 殿 l阪 口 節 子 殿

故馬渡 豪殿 故 松 井 文 一 殿 故 松 江 秀 季 殿 志底かほる殿 設 楽 貞 三 殿 柴 谷 仁 人 殿

故 松 原 長 春 殿 故 松 村 俊 雄 殿 故 松 木 吉 平 殿 城口 町 平 殿 菅 谷 三 郎 殿 鈴 木 直 枝 殿

故三浦 茂殿 故 三 原 清 治 殿 故 森 木 達 雄 殿 瀬 戸 文 雄 殿 銭 高 久 吉 殿 回 中 清 志 殿

故 人 木 繁 志 殿 故矢田 茂殿 故 安 井 武Mt 殿 高岡 昭殿 高 戸 直 子 殿 武 内 義 雄 殿

故 薮 中 ー 良 殿 故山内 茂殿 故 山 岡 孫 吉 殿 辰巳 義 一 殿 谷 口 尚 武 殿 堤 静子殿

故 山 上 正 吉 殿 故山口{ 義三郎殿 故 山 崎 鉄 人 殿 角 尾 志 け 殿 寺 西 節 子 殿 天満利兵衛殿

古文山外 佐吾殿 故山中彦三郎殿 故 山 森 資 ー 殿 鳥井久美子殿 直 江 和 夫 殿 中川トシ子殿

故吉村清太郎殿 故 和 田 友 一 殿 故渡 実幸: 殿 中 野 輝 子 殿 永瀬 禿殿 永 田 仁 助 殿

(以上今回合杷 126 柱〉 成田 IlB次殿 西村与三郎殿 浜 とめ殿

慰 霊 祭
林 清子殿 橋 野 ょ っ 殿 日野 j勝夫殿

政岡総務委員司会して，祭主東畑副会長，i官主御豆神
久 田 和 公 殿 姫 野 敏 子 殿 古 川 滋 夫 殿

ネ土宮 司により執行，終了後地下室食掌において出席のど
本田 幸子殿 松 村 さ と 殿 松 室 精 三 殿

遺族 l乙茶菓を供して懇談。
三 浦 茂 己 殿 三 木 敏 子 殿 三 原 清 敬 殿

次 第
矢木 寿殿 山 上 サ ト 殿 山口 貞子殿

1. 修 赦
山 口 澄 子 殿 山添 平蔵殿 山外 さく殿

1. 降 神
山中苔佐子殿 山本 義 樹 殿 山森 主主殿

1. 献 鰐t
和 国 政 男 殿 渡 テ J レ殿

1. 斎 主 祝 詞 奏 上
来賓並会員

1  祭 主 祭 文 奏 上 答 忠夫殿 伊東 i鎚殿 石堂正三郎殿

1. 斎 主 玉 串 奏 築
今林彦太郎殿 岩崎甚太郎殿 白 井 良 吉 殿

1 . 祭主玉 県 奏鍵
岡本 弘殿 奥村重兵衛殿 川勝源兵衛殿

1  遺 族 玉 取 委 奨
神 谷 新 ー 殿 代 小 松 次 郎 殿 駒 日 出 男 殿

1 .  来賓並各代表玉串奏奨 佐 孝 義 治 殿 佐 野 正 一 殿 桜 井 進 一 殿

Ｇｫ，ｾ＠ | 径二殿( 大阪府建築士会) 菅 IlAニ殿 杉 本 寛 治 殿 東 畑 謙 三 殿

元良 勲殿( 日本建築学会支部〉 中原 茂殿 中 村 信 夫 殿 中 村 文 夫 殿

川勝251兵衛殿( 建設) 七尾側! 三殿 波 江 悌 夫 殿 西 村 庄 市 殿

山本竜太郎殿( 電気) 土 師 正 弘 殿 坂 静雄殿 平田作太郎殿

平山 京 平 殿 ( 管工) 平山 京 平 殿 政 間 基 次 殿 松 本 儀 八 殿

中 村 文 夫 殿 ( 建 材 ) 三 井 威 夫 殿 村 石 秋 吉 殿 室 谷 山 水 殿

1. tf& 傑 元良 l¥ql 殿 山 上 孟 男 殿 山本 J支殿

1 . 昇 神 山本竜太郎殿 和 田 真 一 殿 若林季5 i t殿

神 宮 退 場 歳月の経過につれてど遺族中に住所不明のためど案内

祭 主 挨 拶 東畑副会長
状の送| 併のできない向が大変多 く，また発送した案内状

遺族代表御挨拶 浅海正雄殿
で受取人不明として返送されたものも多数であった。会

遺族記念撮影 員各位で物故者ご遺族の住所 ζ 不知の向は随時事務局ま

当 日の出席者 ( 五十音I1原)
でど連絡願いたい。なおど出欠のど連絡があったど遺族

御 遺 族
で当日欠席された方々には，当日お供えの粗供養をおJ l 首

青 木 義 雄 殿 青 柳 貞 次 殿 浅 海 正 雄 殿 り申し上げた。
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「1Z宅 講 演 会 i

6月29日 12時半一- 4 11与 於 阪 急 ホ ー ル

司 会 木 原 住 宅 講 演 会 委 員

1. 映 画

千盟山ニュ ータウン 日本のスラム

1. 開 会 の 辞 副 会 長 束 畑 謙 三 氏

1. 講 演

1. 発 刊J 8 月23口 5，000部

1. 定 価 y 960円 全 員 特 価 ￥ 800

1. 木告ーは日木図哲仔; 協会の選定図書に抗t伐された。

1. 木古・は節 16阿古j 口Il ¥版文化貨を受仏ーした。 (1昭和37年

11)J 3  [!) 

迫て木型ーは ，記念・jト; $ 資金寄附者一，記念す工業関係者並

lζ 関係各方面へそれぞれ寄贈した。

、、
，

J

n

4

u

 

f

l

、
、

算収 支 計

千里山ニュ ー タウン ( 昭和37年 11月30日現在)

大阪府企業局宅地開発部長 深 尾 実 郎 氏

各国の住宅政策

収 入

建東大設社省会住科宅学審研議究会所教委旦授

事業資金寄附金
5 ，886，000  

有 泉 :r;c氏
事 業 収 入

331，850 

フランスのサラリ ーマン生活 j祝 賀 会 会 資

10，500 

評論家 角田 房子氏 京街1: 7 ，図巡り会政
17，000 

1. 閉 会 の 辞 住 宅 講 演 会 委 員 長 塚 本 猿 次 氏 Ｉ 倉敷見学会会 Ｑｾ 119，350 

後 援 毎日新聞社
黒部見学会会代後援金 185，000 

聴 衆 約
300:(' ， 新L 収 入( 預金利子)

28，026 

6，245，876 

会

一

演

一

議

一

念

一

コし

一

z=
ロ

-

じ

い

8月24日 1時一- 4 11寺 於関屯ホーノレ

司 会 村 上 記 念 諮 演 会 委 員

東 畑 謙 三 氏1 開 会 の 辞 副会長

1. 講 演

建 築 随 想

前 木 会 会 長

双星社竹腰建築・JLili 所 長

経 営 雑 感

松下電器産業株式会社会長 松下幸之助氏

1. 映 画

竹 j限 健 造 氏

「大いなる黒部」ワイドカラー

黒部第四発屯所m設記録第 3 部

1. 閉 会 の 辞 記 念 講 演 会 委 員 長 鷲 尾 健 三 氏

後 援 朝日新聞社

聴 衆 約 6001ノ:

記 念 出 版 |

1. 書 名 「ふるさとのすま L、J 1: : 1本民家集

1. 体 裁 18 X 17cm 上製本 260頁 総 グ ラビア

1目 序 文 ; 今 和 次 郎 氏 竹 内 芳 太 郎 氏 小 企 ｾ氏

蔵 田 周 忠 氏 石 原 怒 治 氏 伊 藤 て い じ 氏

ト 内 終 日本全国各県に亘り約 190 点集録

2;j :P ; と共に全ての平面と主な断而をIl 付す

94  

支 出

式 典 1'l 
128，915  

表 苦主 ｲｾ＠ 250 ，685  

祝 賀 会 Y'i:
284 ，010' 

! 日 孟 祭 Y'l
241，945・

記 念 ，'1': J坂 氏
840. 624-

総t'l 用 3，560，624の内

「ふるさとのすまいJ 4，000部代子2，720，000を 戻 入

講 演 会 vi 225，936 

住 宅 訪 総 会
147，149 

般 講 演 会
78，787 

見 学 会 11

大阪市内見学会
13，580 

京者[ 1 i ' ，図 巡 り
51 ，906 

企 敷 見 学 会
161 ，685  

黒 部 見 学 会
215，105 

余 技 展 r'l

辺 動 会 vi

ー工工 伝 fi 

442，276  

132 ，61Q> 

84 ，60U'  

172，730'  

準 備 会 合 Y'l 96 ，00T  

通 信 Y'l 107，765-

印 刷 y ' l 119，638  

挨惨状，依頼状，案内状，礼状その他

交 通 貨 4， 140  

雑
124 ，343 

でi

計 3，256，224-

差 引 残 金
2，989 ，652 
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0 日本建築協会副会長 (東畑謙三君)

のあいさつ

本臼はど多忙中のと乙ろ ，又暑さ

の折柄ご主主; : R くださいまして，ま乙

とにありがとうどざいます。本日は

会員以外の方もお見えになっている

ようでどざいますが，日本建築協会

は大正 6 年片岡安先生のもとに技術

者が集りまして創めました会なので

どざいます。

最初は技術者中心として広く活躍

しておったのでどざいますが，:<t三日

ここにど講演の竹腰先生を会長とい

たしまして，構想も新たに単なる技

術- t I . に限らず，大阪における ，ある

記念講演会風録( 講演者はMl 下司z 之Jj }J !五)

と き 昭 和 3 7 年 8 月 2 4 日

いは大阪を中心として，全国の建築

に携わるたくさんの方をいろいろ集

めまして拡大したと乙ろの会であり

す。そして，乙乙 lζ 本年をもちまし

て45周年を迎える乙とになったので

ございます。 ζ の間益々大きくなり

まして，会員数約 4，500 ということ

になっ ております。各々その職域に

おきまして，叉その業務を中心とし

て社会奉仕並びに業界の奉仕をいた

しているのでございます。

人間も 45になりますと ，だんだん

重厚になりますが，乙の会といたし

ましでも，益々重厚になってまいり

まして， 本年の 3 月から発足いたし

E 置

ところ 関 電 ピ ル ホ ー ル

まして記念事業をやっているのでご

ぎいますが，木日乙れを最後といた

しまして，乙の講演会を開いたわけ

でございます。竹腰先生はど承知の

ように，わが建築界の大先輩でこ' ざ

いまして，さだめし非常ーに有益なる

お話を伺える乙とと思うのでありま

す。

引き続きまして 松 下 さ ん， 乙れ

，業界の大先輩でありますので ，

有益なるお話をIRわれるだろうと思

いますので，どうかご静聴のほどを

お願いいたします。( 拍下)

( 以下に，竹! 股促進氏の「建築| 組

1I U  ，松下幸之助氏の「経営縦感」

の誹演記録を集録する。)
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建 築 随 想、

ただいまど紹介にあずか りま した

竹腰でど ざい ます。 建築協会もいよ

いよ創立後45周年を迎える事に なり

ましていろいろ と記念事業そ してお

られるようでど ざいますが，ちょう

ど私が大学を出ましてから今年で50

年になります。そして大阪にまいり

まして建築の仕事を始めまし て か

ら，45年になりますので，建築協会

とともに私は育ってまいったような

次第であります。 ζ ういう乙とを申

しますと ，およそ私の年令も知れる

という乙とに相成りまするが，やは

りいよいよ壮年とは申しがたい年令

になってきた乙とを感ずるのであり

ます。荘、は{ 可も特別に専門的に勉強

したというものも持ち合わせており

ません。したがっ てお 話 す る こ と

も，専門的なものは持ち合わせませ

ん。 u{ t . 建築業界 lζ 身を投じまして

から 50年，約半世紀でありますが，

その聞に臼木は非常 な発展をしまし

た。又科学の進歩，技術の進歩は，

実 l乙驚くべきものがあるのでありま

す。その聞に泳いでまいりました半

世紀の経験をお話いたすよりほかあ

りません。したがって題も il 感想J

というよう な乙とで，はなはだ無責

任な題でありますが，どく淡然と断

片的にお話するよう な乙とに相成ろ

うかとも思いますけれども ，まあ，

年寄りの今日まで経てきた道が多少

とも皆さんのご参考 1(， なれば非常・κ

幸いだと思うのであります。

19世紀の末葉，それから 20m 紀の

前半と申しますか，前三分のー くら

いまで，その間の建築 lζ 対する考え

概念と l事しますか，それと ，現在の

建築K 対する概念 とは非常に差が起

ってきたのではないかと私は考え て

おります。

その第ーは，建物というものが苛

は唯符であった。その中に入って人

96 

が働 くとい う無機体と考えてよかっ

たのであ りますが，今 日は全然その

姿を変えております。 電気があり ，

l殴冷房があり ，上下水道があり ，それ

から エ レベーターがある。通信機関

といたしましては，電話その他があ

り，最近には叉無線機までも取入れ

られているのであります。これらの

乙とを考えてみますというと ，かり

K ー似lを取って電源が止ったと仮定

して見ましょう。その場合 101
1皆，11  

1結の建物を歩いて上 り下 りせねばな

らぬという乙とになりましたら ，そ

の建物の機能というものは全然発揮

できませんし，その建物は使いもの

にならない乙とに相成るものであり

ます。

それで私が一番感ずる乙とは，従

来の建物と述っ て， 今日の建物は無

機体が有機体に変っ てきているとい

うことであります。

ちょうど人間の体でいいますなる

ば，電話とか，通信とかいうものは

神経に相当いたします。それかり 11夏

冷房というものは血管でありましょ

うか。あるいは又給排水の問題，乙

れらは淋巴線あたり K 相当するもの

でありましょう。近代の建物はちょ

うど人間の体のよう なものになって

きている。昔の建物とは本質的に巡

ってき ているという乙とを第ーに感

ずるのであります。

第こには，現代の建築はコ 7 ーゾ

ャライズされて来た と云う乙とであ

ります。昔の建物は，たとえば大き

な教会，寺院K いたしましでも ，そ

れから宮家又は大名の家，それから

城というよう なものにいたしましで

も，乙れは今日のよう なものではな

かったのであ りまして， ある特殊の

人のもので，その無機体で事足り て

おったのでありますが，今日商工業

の時代に なって参りますというと ，
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とれが非常な変化を来たし， {0Jえば

乙の関電の建物にいた しましでも，

或はたく さんとの中之島近辺1(，建っ

ている建物にいたしま しで も，乙れ

らは皆商工業を目的と し， 手IJi閣を目

的とした という事によっ て本質的に

普の建物 とは変化 しているというこ

とであ ります。まあ商工業時代とい

うl時代に封建時代から移り変っ て参

りましたから ，自然そういう事が起

るのも一つのやむを得ない結果だろ

うと思います。けれども何れにして

も非常にその本質が変って来ている

という ζ とを第二に感ずるのであり

ます。それからもう ーつ第三l乙，建

築の根本的な考えの追いというもの

は，その生命というものがその長さ

において昔ほど期待されないという

乙とであります。

私ども ，職K つきましてから若い

聞に建物を建てます。そうすると友

人達は ， r君の仕事はよいなあ，末

代までも残っ て」と ，ζ う云われる

のであ ります。 又実際に数千年の昔

』ζ 建ったピ ラミッドを始めといたし

まして，たくさんの建物が今日まで

残 っております。記念すべき建物も

たくさん残っております。

若いl申ζ 建てた建物には私の友人

が云うよう な， rよいなあ，建物が

残って」と ，いうような乙とは反対

の結果もありまして，若い時lζ 建て

た建物で内心心やすから ないものも

あります。前を通るのも気が引ける

ので，脇道へ避けて通ったというこ

ともあります。年令を取っ て経験を

松んでまいりますと ，そういう乙と

もな くなって まいりますけれども ，

いずれにいたしましでも，我々建築

家は，設計した建物が末代までも残

ると云うような希望と抱負を持っ て

いたので‘ あります。そして19世紀の

終り ，20世紀の初期まで建築という



ものは永遠に残るものと云う考えで

いたのであります。

今日の建物をみますと，どうもそ

うはいかない。今日中之島にたくさ

んの建物が建っておりますけれど

も，それらの生命はピラミッドやセ

ントポー )1/ ，セン トピータ ース ある

も、はウィンザーのキャッスノレ，そう

いうような長い生命というものは期

待できない。乙れ等l二100 年も経て

ば大方つぶされて変って行くのでは

ないか，乙う云うように私は感ずる

のであります。

それはなぜかと申しますという

と，やはり建物が有機体である。 叉

コマ ーゾャライズされた乙の二つの

点、から起ってくるのであります。無

機体の生命は長いが，有機体の生命

は短かいのであります。大正の頃 lζ

建てた相当よい建物も ，今日では機

能性が発揮できない。機械の設備も

十分でないと云う乙ともありましょ

うし，叉地価が高くなってこんな低

いものを乙こに建てておったのでは

商売が引合わない。高く建てようと

云うような時代がきまして，昔とは

よほど建物 lζ 対する概念が変ってき

たのではないかと思し、ます。

もっともこれは大部分の建物につ

いての話を申し上げたのでありまし

て， 二，三特殊なものは乙れは残る

ものもありましょうけれども ，これ

は全く無機体として使われるような

建物K . すぎないのでありまして，先

ず大部分のものは長く残るという乙

とはないのではないかと思います。

叉住宅にいたしましでも，昔は子

々孫々に伝える。つまり封建制度と

申しますか，家族制度と申しますか，

それらの制度の下にありまして，

一度建物を建てますというと子も使

う，孫も使う ，叉それによってその

家が繁栄するというような乙ともあ

りましたけれども ，今日は叉だんだ

ん変ってまいりまして，乙れもこう

いう考えは少くな って くるのではな

いかと云うような気がいたすのであ

ります。建物 lζ 対する考えも自動車

と閉じようになって参りました。又 し近代の建物では，そういうふうな

衣類にしましでも昔は永持ちする ， 材料は余り使われなくなってまいり

為になるものを作っていましたが， ます。そして欽，セメント，コン ク

今日は永持ちする事は考えません。 リー ト，あるいはガラスというよ

年々新しいものを作って着るという うなものが，産業革命の結果現われ

乙と !L考えが移ってまいりました。 てまいります。 ζ れらは全て人工を

乙れが近代の思潮であり ，建築だけ 施した材料であります。乙れで以つ

がその思潮から遊離することはでき て建築するというのが 19世紀の末か

ません。 ら今日まで及んでいるのであります

乙れらの乙とを考えまして，過去 が，乙ういう人工によってっくり上

のことを順次思い出るままに申し上 げられた材料というものは，乙とど

げてみますと ，まず建築の材料であ とくとは申しませんけれども ，どう

ります。昔はど存じのように . (大 も年と共に美しくなるという要素が

昔の話でありますが) 石とか大理石 少いように思います。

とか，土をかためたものとか，乙う という乙とは，命が短かいという

いうふうなつまり天然物を以って建 ことになるのではありますまいか。

築しておったわけであります。それ 鉄にいたしましでも，成程錆止めい

で大地を構成している自然のもの， たしますというと相当の年月は持ち

またはそれに大変近いものを使って ますけれども ，やはり出てきた鈴と

やっ ている。そしてその強さと いう いうものは決 して美しいものではあ

ものも別に計算して出るわけでもあ りません。コンクリ ー トといえども

りませんので，重厚な，数千年経っ 同様であります。ガラスも破壊され

てもそれが崩壊する ，あるいはカが てまいります。その上乙れらの材料

弱く なると いうよう な乙とのな いよ は強度が決定せられ，また経済問題

うなものが使われているでありま が入ってきて，産業ベースの観念か

す。それがためにピラミッドを始め らその使用品が強度上必要な限度に

セントポール，それからその他の 19 節約されます。乙れがやはり建築の

世紀頃までのものはずっと残ってい 寿命というものを長く期待する乙と

るのであります。 のできないような形にもって行くの

私の考えでは，自然の材料という ではないかというよう な気が致すの

ものはどうも年とともに「さび」と であります。

申しますか， i わび」と申します それから ，その次に出てまいりま

か，年と共lζ 材料がよいとよくなっ したのは，乙れは主として世界大戦

て行 く。少々 デザインが悪 くても材 後でありますけれども ，ア ノレミ ニュ

料が良ければだんだんある怠味で美 ウムがあります。第一次世界戦争以

しくなる。すなわち| 時が物を美化す 来飛行機というものが戦争のために

る。乙ういうふうに感ずるのであり 使われるようになった。空を飛ぶの

ます。ロンドンのセントポールその でありますから ，なるべ く経くしな

他の建物にしましでも，あの煤煙の ければならぬというので，アルミニ

多い都市でありますから ，それがた ュウムが生れて来たのであります。

めに腐蝕する乙とが非常に多いので それで第一次戦争から第二次戦争の

ありますが， しかしそれにもかかわ 間というものは，アルミニュウム も

らず，ど乙と なしに美しさを感ずる 割合に貴重品でありまして，ボーキ

味がでて くる。やはり「さび」と申し サイトからアルミ ナをつくる。アル

ますか，だんだんそ乙 lζ 美しさを感 ミナを電気分解し てア ルミ ニュ ウ

ずるようになる。木造にいたしまし ムをつくるという技術もなかなか容

ても ，使っ ていると光も出てきて美 易なものではなかったのであります

しさを感ずるのでありますが， しか が，さらにそのアルミを圧延する乙
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とができるようになっ たその頃は，

アルミは飛行機の材料で建築材料に

は余り佼われなか ったのであります

が，第二次戦争以後は非常な大きな

設備を持っておりましたアルミ製造

の大工場の生産します アルミの世と

いうものが相当膨大なものでありま

すが，戦争が終りますと余ってまい

りますから ，自然と建築材料の方l乙

使われてまいったのではないかと恩

います。

それからもう一つは，戦後の著し

い発達というものは，プ ラスチック

ではないかと恩います。乙れはど乙

まで発展いたしますか，今日のと乙

ろはどうも見当がつかないような状

態であるのでは ないかと思います。

アルミニュウムを使いますという

といろいろな点で利便があります。

例えば建物の高さの問題lζ いたしま

しでも ，今日で乙そアル ミニュ ウム

の使途では，構造材lζ 使うという乙

とは困難かも知れませんが，日進月

歩の世の中で，アルミ ニュ ウムの化

合物，合金が構造に佼われるという

乙ともない乙ともありません。

今日建物の高さという乙とがいろ

いろ論議されているのであります

が，乙うなってくると，コンクリー

トというものは非常に目方が重くて

厄介視されてくるよう な時代になっ

て参っております。唯，鉄とコンク

リー トを併用して各々欠陥を補い合

っているのが鉄筋コンク リー トであ

りますが， しかしそれにいたしまし

でも ，乙のコンクリ ート の目方とい

うものは相当厄介なものであるのに

逃いないのであります。今日我々世

の中に住んでおっても大き な石を天

井K いただいている。乙ういうふう

な考えがどかないのです。乙の前，

関東大震災の時であ りま したが，ご

承知のようにコンク リー トは打って

から二，三週間は強度が充分でませ

ん。そ乙へ持っ てきて地震があった

ので，重いコングリ ート の下につよ

' れて大ぜいの人が死んだのであり

ます。乙ういう乙とが将来ともなき
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にしもあらず。乙の重いものを頭の

上( ( . 置きながら生活しているという

ζ とをごく神経質に考えますという

と，まことに危いよう な感じがいた

すのでありますが，乙ういうものも

将来だんだん改良されて，もっと i怪

くて良いものができ て くるのではな

いかというよう な気がします。過去

10数年の間の乙と を考えますという

と，乙れからの進歩というものは，

ど乙まで行くやらわから ないという

ような気がいたすのであります。

それからまた，構造の方を考えて

みますと ，私共まだ学校』ζ おりまし

た乙ろ，あるいはそれから 暫 くとい

うものは，大体 レンガを税み，石を

積む，そういうもので家を建ててお

ったのであります。そしてその内 lζ

鉄骨というものができ てきた。

私共が学校! ( . おりましたときにあ

る先生が初め て 鉄，ｾのカ ー テンウオ

ーノレの方法で‘ 設計されました。皆見

学! こ行けという乙とで，私どもも学

生として見学に行ったのでありま

す。それらが鉄骨 を使って設計され

た初めてのものではないかと思いま

す。

それからレンカ。の ζ とですが，明

治初年西洋人の技師がきて，東京の

官庁など建てておった。レンガも乙

れは輸入したのであります。

大体香港からき ておったのではな

いかと思いますが，今日でいうウス

鉄板で包装されて， レンカ、を送って

きておった。そ乙で日本のある技術

者が西洋人の技師 f(， I 乙れは何

か」と聞いた。そうしたら ，聞かれ

た外人は内容は何かと聞かれたと

恩ったのですね。と乙ろが聞いてい

る本人はその外を包んである薄い鉄

板をこれは何かと 聞いて い た の で

す。レン ガを英語でブ リックといい

ます。そ乙でその外人技師はこれは

「ブリックだ」といった。それを日

本の技師は表に包装しである薄い鉄

板をブリックだと 聞いたものだか'

ブリック ，ブリキと なって， 今日薄

鉄板をブリキと呼び，ブリキ毘とい

う名も生れたのであります。

そういうふうなレンガをも外関か

ら輸入しなければなるないような時

代もあったのです。それでレンガが

主な構造物と なっていたのでありま

すが，次第に鉄骨構造，鉄筋コンク

リー ト構造という乙とになってまい

りました。今日ではほとんどがそれ

によっ て築迭されているのでありま

す。乙れは構造上の大きな進歩であ

ります。

鉄骨格造でありますが，乙れも非

常な進歩をいたしました。初めはご

承知のように鉄材を切 りまして，そ

れを リベットで打ちつけておったの

であります。これは戦争前まではほ

とんど全部その方法でいったのであ

りますが，戦後は熔接の技術が非常

1(. 進歩いたしました。

それでほとんど全熔接，殊lこ船舶

のごときは熔接を非常ーに使っている

よう な時代になった。しかしながら

ガス熔援にはいろいろな欠陥があり

ます。例えば雨のi申 ζ 現場でガス: 熔

接なんかいたしますと，どうもくっ

つかない。取り 上げて見ると中から

折れるというよう な乙とが度々あっ

たのでありますが，乙れも非常な進

歩をなしつつあるのであります。乙

れはどこまで進歩するか，今世紀，

乙乙 10年くらいの間の見ものである

と感じているのでありますが， {反 lζ

乙の熔接が欠陥のないものができる

といたしますならば，日本の往築構

造というものは非常な進歩をするの

であります。今日はガス熔接をいた

しているのでありますけれども，電

気の方も次第に鉄筋や鉄骨の熔接に

使われるようになってまいりまし

た。乙の後でお話しくださる松下さ

んのと乙ろでも電気熔接の研究をさ

れております。 16 ミリくらいの鉄筋

までは炭酸ガスの下で瞬時に熔接が

できる。そして乙れはほとんど欠陥

というものがないという乙とを ζ の

間承わって，その実験を見せてもら

ったが，それに必要なポータフソレの



変圧機もできております。

乙ういう乙とで熔接の進歩という

ものが進んで参りますならば ，その

建築界に及ぼす影響というものは非

常に大きなものがあるのではないか

と考えているのであります。

また，構造の方といたしまして

は，建物にコンクリ ー トを佼わない

でも防火になるような，相当防火力

があるもので被覆して防火建築に な

るようにし，床もコンク リー トでな

く鉄板の上を軽い防火的な材料でお

おっていくという乙とが防火建築上

許されることになるならば，建物の

目方というものは 2 ， 3 割減って，

現在の建物の高さを相当数ふやして

も差支えないというような時代がく

るのではないかというような気がい

たすのであります。

それから ，設備の方，乙れは大変

な進歩であります。ちょうど大正

8 ， 9年頃でありましたが，私は住

友の鹿ケ谷の別邸の建築に関与して

おったのであります。その頃電線と

いうものは舶来を使っておった。日

木ではでき ないことはない。住友さ

んも電線の製造所を持ち電線を作 つ

てはいる。しかし我々は当時は住友

篭線というものに対して信用をおか

ない。それで舶来の電線を佼う乙と

にしていたが，住友さんがなぜ住友

電線を使わないかというど質問があ

りましたの IL対し，どうも大事な家

を建てるのに電線が悪くて火事が起

ったというよう なことになると ，我

々申しわけない。それで舶来の信用

のできる電線を使う乙とにいたして

おりますと申し上げたと乙ろが，い

や，焼けてもよろしい，やはり住友

電線を使え，という話があったので

ありますが，そういうふうにその乙

ろは電線さえも外国品を使うという

よう な時代であったのであります。

その後の電気の発達というものは

実にめ ざましいものであります。私

が第ー高等学校におりました時分に

は，大体光源というものはカ、スであ

りましたが，第一高等学校だけ校内

lζ 何キロか知りませんけれども直流

の発包設備を持っ ておりまして，そ

れで霞灯をつけて勉強しました。他

はみなガスであったのであります。

少し進歩してそれがタングステン K

なったのは，明治41年頃だと記憶し

ております。今日は鐙光灯になりま

した。

それらのととを考えますと ，今日

の電気の発達というものは，乙れは

弱電も強電も両方ともであります

が，実lこすばらしいものがありま

す。今日の乙の建物は関包の建物で

ありますが，乙の中の電気をとりま

すというと ，私の想像では人口 2 ，

3 万の都市と同じくらいの設備を持

ってお られるのではないかと思って

おります。

それかる昔は電気は200ボノレト ，大

きいと ζ ろで 3，000 ボルトであった

のでありますが，今日で、は何万ボル

トの電気を持っ て供給されている。

モーターも 200 何ボノレトかが普通で

あったのに，今日では 6 千何百ボル

トというようなものも建物の中の機

械に佼います。乙ういうような非常

な発達をしているのであります。

それから弱電の方にいたしましで

も，包気通信，その他』ζ 乙れはまた

非常な進歩である。電話なんかはど

乙まで発達いたすやら乙れは想像も

つかない。今日電話の方では，クロ

ス ・ノミーという のが一番進歩 した方

法だというので乙の建物にも使われ

ておりますし，他の大きな建物にも

使われておりますが，やがてもう乙

のクロス ・パーというのはもう古

い。今度は電子だというような時代

がくる。必ずくる。できかかっ てい

るのではないかと想像するのであり

ます。

これるの乙とを考えますと ，実に

その進歩というものがおそろしいほ

どである。エレベー タ- 1 [ いたしま

しでも ，私! 立大正 10年にアメリカへ

住友ヒノレのいろいろ な設備を買いに

行きました。その時K ，エレベータ

ーというものは大体交 流 で あ り ま

す。もっとも中には水圧でもって」ニ

り下りしておったものもあります

が，大体交流の 200 ボルトというの

が普通であります。そしてそれは交

流でありますために，正確に着床い

たしません。マイクロドライブとい

う小さなモ ーターをつけて，遅い速

度で着床を容易にするのでありま

す。 それはその頃初めてできたもの

で，とうてい一般の建物に使 うほど

安いものではないという乙とであっ

たのでありますが，それがとうでし

ょう ，今日では交流を以っ て直流に

かえ，そして着床が精密に行われて

いる。乙の変化などを考えてみます

と，実lこ大変な変化ではないかと考

えているのであります。

それかる今度は乙れは皆さんよく

ど承知のように建物のスタイル。昔

とあるいは戦前と ，今日建てます建

物の様式の差というものが著しい乙

とは，乙れは素人でも誰れでもお気

付の乙とであろうと思います。

しかし，これはどういう乙とかと

申しますと ，一つのスタイルという

ものがありますというと ，何かそれ

に反逆する ，それを快よ しとしない

進歩したものという乙と を考えるの

は人間の常であります。

それから建物のスタイルというも

のは，その時代の思想 と切 っても 切

れない縁があるのであります。ある

意味から申しますと ，スタイルとい

うものは，その時代の恩惣を表わし

ている。乙う考えなければならぬと

思うのであります。

ちょうどギリシヤ ， ロ ー ＢＷ ， そｾＱＮ

から ゴシックの時代を経まして，建

築のスタイルというものは 19 UJ: 紀頃

までは，乙れらいろいろ なものを使

っておったのでありますが，どうも

乙れにはあきたら ない連中ができ て

まいります。これはちょ うど思想的

にも同じようなあきたら なさを感ず

る人がでて くるのと 同 じであ り ま

す。 70年ばかり前でありますが，例

のカー J レ? J レタス。 カーノレ" 7) レクス

が現状にあきたらない。それで恩惣
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の革命を唱導します。それに続いて 状にあきたらないというものの勤き

建築界ではオットワクナ ーの一派， がありまして，パリの展覧会に行っ

乙の人等が今までのスタイルという てみると ，未来派，キュ ービズム，

ものは，乙れは我々の時代のスタイ ダダイズムというような会派があっ

J レではない。封建時代のスタイルで て，我々が見ても分らないような絵

あり ，宗教に基くスタイノレである。 がかかっている。音楽会に行ってみ

我々には我々の新し時代のスタイル ますと ，ゲ タをnnいたような音， ド

がなければならぬというので，セセ ラ，破れタイコをnnt 、たような音で

ッションというものを唱導いたして 以ってやっている。ともかく現状打

まいったのであります。ワグナーは 破，こういう傾向があったのであり

私よりは50年位若いと思います。死 ます。

んだのはたしか20世紀の 1910何年か その時 l乙私は 25，6030(立まで外国

であったと思いますが，そのころま におったのでありますが，やはりグ

で生きておって，やはりそういう乙 ロピウス ，タウト ，それからコルビュ

とを唱若手している。 ジェ， 乙れが私と同じような 25，6才

乙ういった流れがありますと ，継 から 30才というと乙ろで ，同じく現

承者が乙れについてくるわけであり 状にあきたらない組で改革運動の先

まして，乙れらは思想的にも，何と 躯をすでにその頃致していたのであ

申しますか，建築のスタイルの上で ります。今日独築というものは今の

も先行する人々でありまして，当時 時代の恩恕を反映しておらなし、。今

から 申し ますと ，一極の反逆児と申 やっ ているm築というものは，皆大

しますか，そういう人もでてくるの 名の建築であり ，お械の建築であ

であります。 り，宗教の建築である。乙れでは L、

荘、は 1888年の生れであります。ヮ けないのではなし、かという乙とを唱

グナ ーな どの建築総式改革の思想を 導しておった時代であります。私ど

つぐものは ，コ ルビュジ ェJ ロピウ も日本の建築は，まだユリカゴ時代

ス，タウ トがあります。今日皆がやか でありましたから ，11佐，アカデミ γ タ

ましくいっているコノレヒュジ ェがた の，オーソドックスのものを取り入

しか私と同じ年だと思います。それ れていた時代でありましたが，私の

からグロピ ウス，私よりは 2 年先輩， まいりましたイギリスも保守的な国

それからど承知のブルノータウト ， 柄でありますから ，その時代にも新

乙れは 7 ， 8 年先輩であります。私 建築運動は取り上げられませんでし

は大学をでましてすぐイギリスにま た。従 って私自身もそういう運動に

いったのでありますが，その途中パ は耳を傾けなかったのであります。

リに参りました。ところが絵画の方 欧州大陸の新建築迩動でも ，建築

面にも，音楽の方面にも ，同様に現 家が如何に新しい建築をしようとし

ましでも ，資金を出すのは自分では

ない。 かつ多額の金がかかる。家を

建てる人は危険を侵したがらない。

そこでそう手易くは試作品を作るわ

けに l立行かない。そ乙で初めは博覧

会のよう な， 短期間で壊しでも よい

ようなもので試みていたような次第

なのであります。

私ども今から考えますと，同じ年

頃の人にこういう情熱家がおり ，半

世紀後の今日その成果が上ったのを

見ますと ，誠IC心中恒惚たるものも

あるのであります。しかし乙れらの

人はやはりその時代に容れられない

理想、を持ち，周囲の圧迫を仰し切っ

て進んで乙 られたのであります。と

ころがと承知のように，その後世界

第ー次戦が起り ，戦争中は乙う l 、う

文化巡勤は一時停止しました。

第一次の世界戦争がすみますとい

うと，やはり問題になるのは住宅問

題である。それでその時分ジ一ドル

ンク，共同住宅，今の団地，そうい

うものが建築の主なる仕事と考えら

れておりました。グロピウスもワイ

7 - ) レでそういう方面を担当してお

ったということであります。

そこで住宅の集団ができますとい

うと ，どうしてもそれを支配すると

いうか，統一するというか，そうい

う乙とが起ってくる。共同的な経営

… そうすると自然に政治方illil こ頭

を出したくなる。団地の統制が如何

にあるべきかという考えが次第にす

すみ，国はどうあるべきかというよ

うな乙とに思想が向いてまいりま

ル
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白
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合成樹脂

塗 床 材

壁 材 内 装

- 外裟用

トルギスキンとは特殊合成樹脂を主体とした高分子粒状塗料であります 。

待 徴 通気性があるため. 施工下地に案外早〈塗袋ができ，しかも制緩 する

ことがありません。 その土佐燥も径約て早( . 従って工期の短縮ができます 。

トルギノール 1.1. 合成制脂の塗袋式 ( コテ 1士上) め床 材で継目がな . 9  ー ーー 山， I . t  '''''_ A. _  ム1

〈措i生約で，圧力. 脱に耐えて永もちのする閥的床材で{ 柑 天フ' c .1ー 莱 株 瓦 王 位

防音にも; T ; み踏む感じのよい適度の弾力をもっています。

* 不変色 色

営' 喋陸所 束 京 名 古 屋

T  E  L  ( 561) 4  6  7  8  T  E  L  (24)  4  4  9  1  
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す。

その時分にど承知のようにワイマ

- }レの; 益法というものができまして

ドイツは左傾しかかったのでありま

すが，その後に ヒ γ トラーの時代に

なりまして，これはけしからんとい

う乙とで，グロピウスの建築界では

有名なノ、ウバウスの組織もつぶされ

7こ。グロピウスもタ ウトも ，ヒット

ラーがでできましてから追い払われ

るのです。追い払われてタウトは日

本にきました。そしてタウトは暖か

く迎えら れました。しか し生活を乙

乙でするという乙とは別問題であり

まして，そう思うようにまいりませ

ん。それで遂にイスタンプールへ去

って，あそ乙の大学で革新主義者と

して客死しました。

昔から我国ではよく ，方角がいい

とか，悪いとかいいますが，タウト

が東に向っ たという乙とは，方向が

悪かったかも知れません。 クロピウ

スは反対に西 l乙向ったのです。先づ

英国 lζ ，次lζ アメリカ lζ 向ったので

す。

アメリカという国は，国が新 しく

欧州各民族の寄り合いでありますか

ら，建築のスタイルは「借りものJ

であります。そして 1以後非常 な経

済的な発展を遂げまして，何も かも

世界一でなければ承知でき ない。し

かしそ乙にたったーったりないもの

は，自分のと乙ろの特有の建築のス

タイルである。そ乙 lζ グロピウスと

いうものがアメリ カに現われた。そ

して過去の線式を潟倒し，商工業が

今日の建築様式のインピータスでな

ければなら ないと主張したものです

か ら，それこそ商工業で立つ我国の

スタイルで。あるといっ て悦んで迎え

たのであ ります。彼らは今 日では建

築の材料というものは世界中同じで

ある。世界各国閉じ材料を使うなら

ま，閉じスタイルができるはずでは

ないか。イシタ ーナ ショナルで行乙

うと主張します。保守固にとっ ては

インタ ーナョナ ルという言葉はどう

もよろ乙ばしい言葉で は あ り ま せ

ん。まあしかし，アメリカでは建築

の方面では非常にうけた。それでだ

んだん発達して，今日のようなスタ

イルが生れてきてい るのでありま

す。とにかく建築のスタイルには，

宗教とか，封建性にインピータスを

持ったものは，世界各国今日 ではす

たれていさ つつあります。

そ乙で 日本で も昔のスタ イルとい

うものについて行 くわけにはし、かな

い。やはり大勢lζ 従っ て今日のアメ

リカの スタイノレというものにだんだ

ん移っ て行 くので あります。 しかし

乙れも今後どういうふうに変っ てま

いりますか，なかなか予断を許さ な

い。今日で乙 そやっと屋上にヘリ コ

プタ ーが着くような時代であります

けれども ，数年，数10年経ちました

ら，窓から飛行機で飛び出すという

よう な時代が くるかも知れません。

そうなっ て くると建築もまた様子

がすっかり変ってくるのではないか

というような気がいたすのでありま

す。

まあ，スタイノレ!ζ おいてもそうい

うふうでありますが，他方建築は，

今日ではもう経済を離れてはあり得

ないと私は考えるのであります。

私は学校をでて外国 lζ すぐまいり

ました。いろいろ良いことがありま

したが，帰っ て きて 一 番 困 ったの

は，日本の材料の名前を知らないと

いう乙と ，建物がいくらかかるかと

いう日本の相場がわから なかったこ

とであります。

大阪へ参りますと 「坪なんぼかか

りまんねん j 。と聞かれるがそれが

第ーさっぱりわから ない。しかし建

物を建て る人にとっ てはそれが最ち

重大な乙とで，乙れは今 日でもその

観念が非常に強いのではないかと思

うのであります。

かれこれ勘案いたしますとい う

と，昔の建築というものと ，今日の

建築，また昔の建築家と今日の建築

家というものはその性格が非常・に変

ってきているのではないか。昔の建

築家というものは，大体芸術家であ

る。 良い平面をつ くり，美 しい内外

観を作る。それで以っ てその方面! こ

才能のす ぐれた者が良い建築家であ

ったという乙とであります。しかし

私は今日では建築家はそれだけでは

いけないのではないかと思う。それ

では今後の建築家というものはどう

いうものであるべきかというと ，ち

ちろん従来のア ーキテクトというも

のと同じように ，芸術的 センスの立

さが第ーに必要です。第二 lζ 材料の

乙とをよく知っている乙と。材料使

ＷＢ 口Ａグ勺 ｾｊ 有， ｫ 塗料Ｏ

ず 6AJ3安房谷島.

レ塗りよ?七l2; 々参水谷ペイント
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用の手腕は，その巧拙は建築家の価 けて， 8 1時間は眠る。次の 8 時間は

イ直を定める重要な要素となります。 仕事をする。あとの 8 時間はどうし

第三に構造の乙とでもその時代にお てすどすか。乙のすごし方によって

ける充分な科学的な知識を心得てい 人間の価値というものがでてくろ。

る乙と。それから第四 {ζ 設備につい 8 時間働き 8 時間眠る。あとはど

でも ，乙れは建物の中に陰蔽して入 うでもよいのでありますが，マージ

れでありますからわかりませんけれ ャンをしたり ，パチンコをしたりし

ども，巧妙に取り入れるにはよほど てむだにすどす時聞は，人間として

の知識を持たなければいかん。それ はまことにもったいなし、。乙の時聞

からもちろん経済的観念が必安であ をとう努力するかによって，人聞の

る。乙れが第五であります。 価値判断というものがでてくるので

今日の建築はそのほとんどすべて はないか，乙ういうふうに考えるの

が商業ベース，工業ベースに沿って であります。

おりますから ，乙れを無視しての建 もう一つは，乙の努力と経験によ

築というものはありえない。 ってバランスのとれた判断ができる

それでは結局以上五つの点を概念 ようになってくる， ζ ういうふうに

的によく心得ている建築家であれば 私は考えます。

それでよし、かと ｅｾ しますと ， 私はそ また，建築家の立任というものは

れでもまだやはり足りないと思う。 実! こ重大であります。建築は大きな

先ほど申し上げました五つの項目 企業であります。建てる人はIl 剣で

はとかく相反織する性質を持ってい ある。それでその建築の計画を任さ

るのであります。例えば外観を美し れる者は，やはり立派な人でなけれ

くしようと試みると構造に無理があ ばいかん。立派な判断をし，信額す

ったり ，冷暖房のために外観や平面 るにたる人でなければいかん。まあ

，}j 闘が思うよう lζ 行かなかったり ， 人間というものはたくさんおります

経済問題が芸術的方面と矛盾を来し けれども ，真に頼りになる人 ，正しい

たりして互に相離れないものがあり 判断をする人，いろいろな案を出し

ます。
うる人というものは誠に少いのであ

そこで私は乙れらの諸条件のパラ りますが，乙れからの建築家という

ンスを執って統制l し，纏めて行く能 ものは，以にそういう人でなければ

力を持っている者が，J':!; の現代の建 ならないと私は考えているのであり

築家であると思うのであります。 ます。また特lζ ，責任感が強いとい

それではそういう能力というもの う乙とはこれは大事な乙とです。い

はどうして得られるのかといいます かなる職業の人にでも大事なことで

と，私は結局乙れは努力だと思いま ありますけれども ，建築というもの

す。
は只今も申しましたように，非常な

私は人によくいうのであります 大きな事業であります。乙れに対す

が， 1 日は 24時間，乙れを三つに分 る責任感というものは強くなければ

官 事z 牢 2v

C E R A MI C  S K.l N  

いかん。

乙れも私はよく若い人にいうので

ありますが，例えば大阪の事務所に

いて神戸に出張する。それで事務所

に帰るのは五時。執務 l待聞が終り

だ。何もできない。それではもう乙

れから家に帰ろうという考えと ，ま

あ何もないかも知れないが事務所

lこ行ってみよう ，何か起っているか

も知れない。乙の差が人間の価値を

決めると思うのです。わずかの違い

であります。入閣の能力というもの

はそう大した差があるものではあ

りませんので，わずかにそれくらい

の差が人間の終生を支配し，人間の

価値を決めるのではないかと思L、ま

す。

今後の建築家たるものは，先ほど

申しましたように，芸術，材料，構

造，設。iii ，経済，これらに調和した

判断をする人でなければならないと

恩うのであります。個々の専門的な

卓越した技術については多くの人を

得られましょう。しかしその建築家

である乙れらを統率し，パランス

をとった裁決を下していける建築家

というものは，なかなか得られにく

いものであります。この点を我々い

っしょに考えたいものです。私は老

年でありますけれども ，そういう乙

とになり f与なかった乙とを，はなは

だ悔いているのであります。皆さん

の中にはこれから世の中に立とうと

いう人がたくさんおられると恩いま

すが，どうかその心がけでやってい

ただきたいと思います。時間もまい

りましたので，乙れで終わらしてい

ただきます。( 拍手)

建 造 物 の 外 壁 面 に グ 陶 器 の 壁 紙

置zヲ 9 回 友

| 山 本 相 工 附 会 社

大阪市東淀川区西淡路町3- 176 T  E  L  Ｈ ＳＷＱ ＩＭ ＴＸＵＱｾＳ＠

関東地区取扱庖・小林窯業株式会社

東京都太田区山王 2丁目 1887 T E L.( 771) - 6347 
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経

戸主b

呂 雑

紹介されました松下でどざいま

す。私はど存じの方もおありだろう

と思いますが，松下電器産業株式会

社の会長をいたしております。今日

まで皆さん方にいろいろとお引き立

てを蒙っております次第でございま

して，大へん皆さんとは私個人とい

たしましでも ，私の会社といたしま

しでも，非常にど愛顧を蒙って関係

の深い方々でどざいます。そういう

ことでございますので，今日お話を

l 申し上げますにつきましでも ，初め

てお呂に かかる方もどざいますが，

しかしそ乙 [ζ 私，今申しましたよう

なつながりを持っている ，かように

私は思うのであります。そういう意

味にお きまして，全然知らない方も

ない，いわばお引き立てを願ってい

る方々である。そういう窓味におき

まして，非常に親しさを感じまして

お話を申し上げることができる ，か

ように思いますので ，多少私が申し

上げます乙とにつきまして，日どろ

の親しさ から 出るところの不勉強と

申しますか，そういう乙とのある乙

とを ど了承願いたい，かように思う

次第で ζ ざいます。 何卒よろしくお

E弱いいたします。

今日は私の話は経営雑感というこ

とになっておりますが，何から申し

上げてよろしいか，思い出ずるまま

に申し上げる。従いまして話の筋も

前後いたしますが， しかるべくお聞

きとり 願いたいと思うのでありま

す。

ちょう ど今月は 8 月でございまし

て， 今から 17年前の 8 月の月は，ど

承知のと おりわが国は敗戦l乙直面し

すこ年でございます。敗戦の年は， ζ  

.;f l，li 在、が申すまでもなく皆さんはい

ろい ろな形において打撃を蒙ってお

られます し，言語l乙絶するような悲

寸参な状態も一部には起っておったよ

うな次第でございます。乙ういう状

感

態で日本はどうなっていくのだろう

か，果たして再建できるのかどうか

ということについては，危慎の念を

相当深く持たれたと思うのでござい

ます。しかし 17年間過ぎ去ってみま

すと ，ご承知のように日本は非常な

復興をいたしました。またその復興

の率にいたしましでも ，数字的には

日本の復興指数というものは興味深

いものがある。年々 10% 前後復興し

てきた。昨年のどときは 14.596，20 

96近い経済復興をいたしていると い

うような状態で，当時を思い出して

みますと ，よくも乙こまで日本は復

興したものだという感がいたすので

どざいます。これはお互いが非常・に

日本経済の回復のために努力をいた

しました結果であることは F 乙れは

いうまでもありません。従いまし て

その限りにおきましては ，大いにわ

れわれは日本国民の健全さ ，復興力

の強さというものを私は誇ってよい

と思うのであります。

また諸外国も日本の乙の復興の力

というものは，十分に認めているよ

うでとざいます。そう考えてまいり

ますと ，17年経ちました今日 ，何も

心配する乙とがない。かように復興

した，将来も乙ういうことで能率に

多少の変化があってもどんどん復興

していくだろう ，乙ういう ふうに解

釈できるので ζ ざいまして，非常に

結構だと考えるので ζ ざいます。

しかし果たしてそうであるかどう

かということを考えてみますると ，

私は乙乙にまいりまして，そう将来

楽観することができない乙とをひし

ひしと感ずるのであります。という

ことは ，今日乙こまで日本が復興し

たことにつきまして，われわれ民

族，われわれ国民がみずからの力で

乙の復興繁栄というものを招来した

のだ。乙う申しますと ，一面そうい

う点もありましょうが，他面[ こおき

松 下 幸 之 助

ましてはそうはいえな l 、。それは外

国の援助なり導き ，いろいろな救済

的なものをわれわれがもらっ てい

る。そういうよう な努力によって今

日の復興を来たしたのではないかと

いう感じがするのであります。

それはいろいろの点からそういう

乙とがいえると思うのであります

が 2 ， 3 目前の新聞か放送だった

と思うのでありますが，外国から日

本は建築といわず，その他機械，科

学といわず，いろいろ な生産の知識

を海外から導入いたしております。

ζ の導入の件数がたしか千数百件だ

と思うのであります。そしてこれに

払った金が 1年に ζ のごろでは 3 億

トソレになる ，乙ういう ふうな乙とを

聞いております。 3 億ドルというの

は， 1年にいたしまして相当の金額

でありますが，乙の金額lζ 対してそ

れによって海外輸出するということ

が要請されているその金額を見積る

と 8 億ドノレである。結局 3 億ドノレ

というけれども ，それに関連して考

えられるもの ，海 外 か ら 受 取 る と

乙ろの金というものは 8 { 意ドノレ， こ

れはものにして売っているわけです

ね。皆さん方が 8 f . 古: ドノレ売って海外

から 3 億ドノレ技術導入分として払う

の7こから，差51 5億ド J レ で あ り ま

す。これはそのとおりであろうと思

うのであります。 ζ れは非常に結構

だと思うのでありますが， しか しそ

れだけの問題ではないと，思うのであ

ります。

そういう 3 億ドノレを出して，それ

によってものを製造し，また技術を

向上されて，そ乙から生まれる海外

輸出を助けてやるという乙とは ，私

のいわんとすると乙ろは 3 億ド ノレ

lこ匹敵する技iilii の導入をもし外国が

拒絶しておったならばどうなる か。

日本lζ は売るという乙とはいた，しま

せん。そういうものをほしければ，
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私の方でつくったものを買ってくだ

さい，乙ういうようにいっ て技術の

導入を乙ばんだならば，特許使用を

乙ばんだならば，今日の白木の発展

と申しますか， 日本の復興ができて

おったかというと ，そうではないと

思う。そうでありますから，現実に

いいますと ，今日の乙の日本の発展

というものは，われわれも努力いた

しましたけれども， しかしそのある

部分は海外の知識なり ，そういうも

のの協力によっ て今日の日 本を復興

せしめたという乙とがはっきりいえ

ると思うのです。

そういうような技術上のところか

ら生まれる復興のほかに，われわれ

はもっと精神的な面と申しますか，

ものの考え方といいますか，あるい

は経' 8 ' のやり方と申しますか，そう

いうものをどの程度K われわれは見

ているかという乙とであります。乙

れは概して私は無料だと思うのであ

ります。金をとっておらない。早く

いえば生産性を向上 しなければとい

うことで， 日本は各社の生産性向上

という乙と，わが国の経済界，産業

界の生産性向上と いう乙とをやかま

しくいってまいりました。それに関

連いたしまして海外にも出張し，海

外の生産性の向上の在り方というも

のをお互いが調べてまいりまして，

そのとるべきものはとっ て出 してい

るのでありますが，そ もそも生産性

向上という乙とを誰れがいい出した

かというと ，これは戦後の日 本復興

を担当してまいりましたアメリカが

いっております。日木の経営者はょ

いと乙ろもあるし，惑いと乙ろもあ

るし，まちがったと乙ろもたくさん

ある。乙れでは日本はよい校術を入

れでも ，必ずしもそれが立派な もの

になるとは限ら ない。もっとその経

営の在り方というものを研究しなけ

ればいかんという乙とをいったのが

アメリカであります。

それでアメリカからはそういう指

導者がまいりまして，いろいろ研究

の結果，日本の生産性本部というも
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のがつくられて，今われわれさかん

にやってきている。そういうような

金をとらないが，あるいは技術導

入，特許ー若手入以上l L 価値があるよう

な経営の在り方，いかに経営すべき

であるかというような問題，そうい

う精神的な問題，心の問題，そうい

うものはすでに日木K 入っている。

また，われわれ経済界におきまし

ては，やはり海外視察をいたしまし

て，海外のやり方，あり方というよ

うな乙とを視察してまいりました。

その視察の結果よいものをどんどん

取り上げていく。乙れも金が袈らな

い。視察に行く費用は要りますけれ

ども ，視察した視察料，見料という

ものは要るとはいいません。そうい

うものと非常に協調いたしまして，

両々相倹っ て今日 のすべてを築き 上

げたのであります。

そう考えてまいりますと ，日本の

今日の乙のめざましい経済復興とい

うものは，われわれ国民も努力いた

したのでありますが，その努力と合

わせて海外のいろいろ な形の援助，

金をとっ て援助したものも ありまし

ょうが，無料で援助したものもあ

る。そういうよう な力が加わりまし

て，今日の日本の再建ができたとい

う乙とをお互いがよく乙れを考えて

みる必要がありはしないか。いやそ

れはずいぶん考えているが，その考

え方l L 徹底さがないのではないかと

いうような感じがするのでありま

す。乙れは私は非常に問題ではない

かと思います。と申しますのは，今

まではそういうようにアメリカの軍

の方針といたしましでも ，日本を占

領している ，あるいは日本の国際的

な地位，乙れを援助しなければなら

ぬということで援助した乙とは皆さ

んど承知のとおり ，それが先ほど申

したような結果となっているのであ

ります。

しかし今日の日本というものは，

ともかく一人前になりまして，乙れ

からは私は援助の手というものがな

くなっていくだろうと思います。

ちょうど大学を卒業するまでは親

父からいろいろ融資を受けておっ

た。しかし大学を出ればもう親か'

学資の金はもらえない。乙れは学校

を出ると，すぐ社会人としてやって

いかなければならぬと l 、う状態に今

日日本がおかれているのではない‘

か。誰れのものでもない，みずから

のカにおいてのみ日本を維持し発展

させる方向 l乙進んでいくという乙と

に直面しているのが，ちょうど今臥

ではないかと恩います。

白木は少し経済l乙自信がありまし

て，最近はそへいう頂! こ調整をしよ

うということになっております。こ

れは容易ならない状態であって，悪

くすると相当各方面に経済的な支障

が起ってくる。経営の上に支障が起

ってくるというような傾向もぽつぽ

つと出てまいりました。そういうも

の一つをみましでも，日本の経済と

いうものは，ほんとうに俊助の手は

なくて，全部自力 lζ よって創芯工夫

そして発展をしていかなければなら

ぬというような状態 lζ 直面している

と思うのです。そういうことが一つ

だと思います。

もう一つ私がいいたいのは，乙れ

とは別個なこと，それはどういう乙

とかというと ，今日戦後 17年間乙の・

経済復興なり ，またもっと広い窓味

において日本の経済復興といっても

よろしいが，それを実践遂行してき

たのは誰れかと申しますと，乙れは

お互いであります。今日のいわゆる

に人といわれる人であります。その

人たちの教育というものは，どうい

う教育を受けたらよいか。日本は戦

後民主主義になりました。 5皆、法も変

わったのであります。従いましてそ

れから後は新窓法により ，新しい民

主主義によっ て教育は施されたので

ありますが，17年前から日本の再建

にかかった人たちはどういう人かと

いうと ，旧 日本精神の教育を受けた

人と恩います。それは当然そうだと

思います。

乙乙』ζ おられる皆さんの大部分は



戦後逸平く白木再建のために立ち上

った人でありますが，そういう皆さ

んの受けた教育というものは新しい

時代の教育を受けておら ない旧日本

精神の教育である。その教育を受け

て，新教育を受けて，新時代の再建

に立ち上 ったのであります。それを

担当したわけであります。そうであ

りますから ，ロでは新しい民主主義

だといっ ておりましでも ，行うと乙

ろは知らず知らず身についた旧日本

精神の考え方というものがお互いの

行動 lζ 出ていると思うのでありま

す。乙れは私は事実だと思います。

その当時25才の人， 25才であれば青

年である。その25才の青年はどうい

う教育を受けたかというと ，旧日木

精神の精神教育を受けた。それから

25才の青年のものの考え方，自然』ζ

身についた行いというものは ，旧日

本精神のと乙ろから生まれる行動で

あります。その行動が私は今日の日

本を築き 上げたのではないかと思い

ます。その当時の日本の悲惨な状

態，ζ んな馬鹿な世の中はない，こ

んな戦争をしたから えらい自に巡っ

たと口ではのろう人もあ りました。

しかし日本を再建するという乙とに

当たってその人が行う行動は，旧日

本精神，道徳観念，ものの判断で，

全部が活動したのであります。その

行動がないならば，カがないならば

今回復興はしていなかったので あり

ます。

しかし日本精神によって，お互い

の胸 lζ 宿っていると乙ろの旧日本精

神というものは，新しい時代，新し

い前進，正し い憲法の下tζ 立ったと

いいながら ，やはり 胸に蔵している

と乙ろの，その培った精神というも

のは，日 常の仕事の函にどんどん出

てきている。その力乙そが乙の日本

の再建を基礎づけたものだと私は思

うのであります。

そういうように考えてみますと ，

今日はしからばどうなっているかと

いうと，今日は 17年経ちましたが，

その時 lζ 5 才の人は今日では23才で

あって，実際の仕事に就いていると

いう乙とであります。 5 才や 6 才の

人は旧日本精神の教育はまず受けて

いない。新しい時代の思想に基いた

教育を受けております。であります

から ，今22， 3 才になった人々がす

べて新しいl時代，新しい思惣，新し

い民主主義，新しい55法のもとに，

要するに精神なり教育がやられて，

そしてそのものの判断によって仕事

をしてい乙うというのが今日ただい

まだと思います。今日まで乙の発展

をみたものは，皆，旧思想と申しま

するか伝統の日本精神というものに

よっ て培われてきた，その培われた

ところから生まれてきた実践行動と

いうものが，ほんとうに力として働

いてきたのであります。

そういうふう K 考えてまいります

と，ちょう ど臼木の繁栄の段階にき

たときには，一つは日本の再建とい

うものがある程度なった。それが海

外のいろいろな援助に伴って乙うな

ったのだ。そうでありますから ，こ

れは容易ならない問題である。また

今日まで努力してきて築き上げたも

のは，皆，旧恩、想と申しますか，伝

統の日本精神によって乙うなってき

た。それが今度はぽつぽつ と新しい

民主主義というものによって育った

ものによって置きかえられんとして

いる。今日まで基礎をつくっ ていっ

たと乙ろの教育を受けた伝統の日本

精神という乙とがだんだんと数が少

くなっていって，新しい人がそれに

取っ て代わるような段階である。そ

れが今日の日本中の実態だと思う。

それで新しい民主主義によって，新

しい憲法によって，教育せられた人

々が，だんだんと教育者に取って代

わらんとしている段階になって，さ

らに進歩発展できる かという問題で

あります。乙 れはぜひともそう いう

人たちによって，日本をより堅実に

もっていかなければならぬ。そして

バトンを渡さなければならぬと思う

のでありますが，今日の現状はどう

か。乙れは一面の角度からでありま

すが，皆さんもど承知のように， 10 

臼ほど前調査しておりました白書が

できました。それによりますと ，昨

年度は青少年の犯罪というものが非

常にふえたという乙とであります。

瞥察が補導した背少年の数が 170J j

人であります。省察でなく親，すな

わち親父さん，おばさん，あるいは

姉さん，先輩が指導したというもの

は入っておりません。そういう数を

入れると，あるいはその数字をはる

かに上回わ るものであります。かり

にそういうものを80万といたします

と 250万人という数が出てくる。

乙れは新志、法によって，新しい民主

主義によって，新しいn寺代というよ

うに解されると乙ろの状態によって

やられた一つの騒ぎであるという乙

とであります。

乙れはなんと驚きます乙とには，

イギリスの青少年の犯罪数と比較い

たしますと ， 日本はイギリスの 13fき

であります。驚くべきことだと思う

のです。イギリスも戦後いろいろ精

神的な問題もあって，-11寺は青少年

の上に 十分なる配慮ができないとい

う乙ともありましょうから，青少年

から見ますと ，殺ばつな空気もあっ

たでありましょう。しかしその数は

日本の 13分の l ということになって

いる。同じ敗後戦のドイツなんかを

見ますと ，日本の 4 分の 1 である。

ドイツのよう な， しかも半分は東独

西独というよつな形に二分された，

いわば非常に困難な状態におかれて

いると乙ろの西ドイツが，青少年の

犯罪もふえたけれども ，それは日本

の 4 分の 1 tζ しかすぎないという乙

と，そういう ζ とを考えてまいりま

すと ，日本は今日 ζ ういうように経

済が発展していくからまことに結構

な乙とである ，日木の将来は立派に

再建して， しかも純金にやっていけ

るという乙とが果たしてし、えるかど

うかという ζ とを私は考えているの

です。そうでありますから ，今が一

番問題である。ずっと上がってきた

という ，その上がってきたと乙ろの
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実際の強い原因というものは，一つ

は海外の援助によっておった。一つ

は旧日木清村l の発揮によって今日

乙れがある。しかしもう海外の援助

もなくなる。旧日本精神の教育を受

けた人たちの数もだんだん少くなっ

て，新しいものに変わってきている

というような状態にきている時に直

面いたしまして，乙乙[ 己主管えられる

ものがあります。さらに心配なのは，

もし海外援助というものがなくなっ

てもう 1 ， 2 年経ったら日本の力で

やりなさいということになると ，新

しい教育 ，新 しい窓法のもとに，新

しい民主主義のもとに，どんどん若

L、青年が教育されていく。乙れらは

口本の再建の力である。乙ういうよ

うにならなければならぬと思うので

す。そういうような力がだんだん出

てくると考えたのでありますが，と

ころが今申しましたように，青少年

がそういう教育を受けて，背少年の

犯罪が先 lζ 申しましたように淫祭の

手をわずらわせたものが 170万人，

笥祭の予をわずらわさずして学校の

先生の手だけで補導されたもの 150

J j ，そういうようにイギリスの 13倍

ドイツの 3 f音というような実的を

考えてみますと ，どういうよ今 l乙乙

れは判断してよいかという乙とが私

は非常ーに問題だと思うのでありま

す。それが今日われわれが直面して

いるところの実柏ではないかと思い

ます。

そ今考えてみますると IJ ノドの今

日新しい思想も結構である。新しい

民主主義によると乙ろの教育も結構

である。しかしその結構なものから

生まれるものは現実のものでなけれ

ばならぬ。背少年の乙のような実態

は非常に考えなければならぬと思い

ます。

そういうように考えてみますると

乙れはなぜそういうことになったか

とい今乙とであります。民主主義と

いうものは青少年の犯罪を集中する

ものである。私は民主主義というも

のは決してそうではないと恩う。民
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主主義というものはお互いに結合し

合って，お互いに認めあって乙そほ

んとうに繁栄をもたらすものだと患

います。民主主義というのは，ほん

とうに人間化す るものである。お互

いに人権を尊ぶ乙とはもちろんであ

りますが，尊ぶだけではなくて，お

互いの長所というものを活かし合

う。そしてそ乙 からものを生み出し

ていく ，{ 士会わせを生み出していく

べきものだと思います。それがほん

とうの民主主義であり ，ほんとうの

民主主義の教育がだんだんと浸透を

しておれば，そういうことにならな

いと思う。そういう判断が起っ て く

るだろうと恩います。

それを逆にという乙とになります

と，それは民主主義という乙とに名

をかり ているが，その本質は迷った

ものをやっている。今は民主主義で

あるけれども ，その行うところ，狙

うと乙ろというものは民主主義とい

うものと反する結果を招来したので

はないか。そういうと乙ろに乙そそ

ういう結果を露呈しているのではな

いかという乙とを考えてみますと ，

何と申しましでも今日の大人という

ものは健在であると思います。その

健在な大人はその責任の衝に当たら

なければならぬかと思います。これ

は各界を通じてそういうふうに私は

思う。そういう乙とに取組んで，ほ

んとうに日本が自力で発展していく

ためには，青少年の教育をノk が平地

をいくような状態にもっていく。そ

のために乙そほんとうの民主主義と

いうものをばわが国に招来しなけれ

ばならない。名前は民主主義であり

ましでも ，行うと乙ろは勝手主義で

あるというような状態を続けていく

ならば，決して口本の繁栄はこれ以

上のびないということ，乙れは考え

なければならぬかと思います。これ

はあらゆる経営と申しますか，また

団体もあります。団体もありますけ

れども ，資本に影轡すると思いま

す。団体の中にはほんとうのｾ味の

認識というものがやはり得られる。

またその理念l乙2まいて行動しなけれ

ばならないと思います。

勝手なる民主主義によって行動し

H本が運営されてまいりますと ， 日

本の完成は乙乙のと乙ろにきて逆転

するおそれがあるのではなし、かとい

う乙とをつ くづく感ずるのでありま

す。これが私どもの今日直面して考

えなければならぬ問題だろう ，かよ

うに思います。

こういう乙とは話が少し重なりま

すからやめまして， 次!Cf 1，、は皆さん

と関係のあるお仕事につきましてち

ょっと申し上げますが，これは: fL、の

会社でありますが，ニュー ヨークの

セント ラノレ ・ステーションの屋上に

新しいビノレテ‘ ィングが今建設されつ

つあります。 60階建でありまして，

新しくつくられるものでありますか

ら，ま た場所の関係から第一等の建

築が施されていると思います。その

ビノレディングの一角を借らないかと

いう勧誘を受けたのであります。昨

年の乙とでありましたが，ど今いう

条件で貸しても らえるのかといいま

すと ，日 本の金に直しまして家賃が

7，000円であるという。そして昨年

のことでありますから 2 年先であ

りますけれども ，場所は 1 ' 等よい場

所でありますから非常 lζ 安い。アメ

リカにしては安いものだと思いま

す。しかし権利金はなんぼかわから

ないから，権利金はなんぼかという

と，権利金は要らない。タダだとい

う。それは安いなあというわけで・

す。それなら借りておけという乙と

で 2 年も 3 年も先だけれども借り

ておいた方がよいという乙とで申し

込んでおいた。今日ちょうど くる時

に写点を見ますと，実に立派なもの

である。乙れは見ていないからわか

りませんけれども ，セントラ J レ・ス

テーションの上ですから 1 等地の場

所で，立派なものです。 7，000円で

も高くないと思う。場所が場所であ

りますから。しかし 1坪に 50万円も

とられたらかなわないなあと思った

が，それはタダだ。乙ういう信用の



ある会社に貸すのだから ，要ら ない

という。それで私は怒縮したのであ

りますが，乙れはわれわれは非常に

三考えなければならぬ。今， 日本で東

京といわず，大阪といわず，それに

匹敵する場所で 7，000円の家賃，あ

るいは 6，000円の家賃はあるけれと

も， しかし少くとも 50万円や60万円

という権利金はないと思う。そして

それが 10年据置，従来の定率でいく

という乙とにおそらくなっているで

しょう。そういうことを考えてまい

のますと， 日本のそういうビノレディ

ングの家賃と ，ニュー ヨークの家賃

はどちらが高いかというと ，ニュー

ヨークのピ J レディングの家賃が安い

という乙とははっきりいえる。ｪ［ｦｾ

嬉しいことは，日本は金がないから

，少々家賃が高くても権利金がない

方がよい。お互いに正直なと乙ろ。

だか ら家賃がそう高くなく て権利金

がないのですから ， 乙れほどよい乙

とはないと思う。家賃は 7，000円そ

して30万円なり敷金をおかなければ

ならぬというと ，金のない日本であ

りますから ，ひとしお身 lζ 乙たえま

す。そうすると日本では仕事がしに

くい，乙う いうことに なる。私は少

くともビノレデ ィングを借 りて商売を

して，そして海外と競争をするには

日本は不利だと思います。これは一

切の事業はそういう傾向でありま

. _，>-
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単l乙銀行から金を{ 昔りるにも ， 日

本は金利は高いし，向こうは安い。

すべての条件は日本l乙不利でありま

す。その不利な条件にわれわれ経営

者が立って海外に進出しよう ，また

海外 lζ 進出しなければ臼本の貿易は

伸張することができな t 、からやって

くれというのが国の至上命令であ.り

澗時に政府の要望であります。

そういうように考えますと ， 日本

の経営者は私は非常にえらいと思

う。非常に勇気があるということ。

非常に困難! と直面して，なお世界場

初! で競争しようというのであります

か ら，日 本の経営者は骨が折れる。

もし同悩という言葉があるならば，

日本の経営者に乙そ同情しなければ

ならぬと恩う。日本の経営者はそう

いう同情を受けているかどう かとい

うと ，園内では必ずしも経営者は同

情を受けておらない。非難されて も

ご苦労であるというような感じはあ

りません。それはかまわないとして

も，そういう実態を経営者みずから

どの程度考えているか。 ζ れは大へ

んな乙とである。容易ならない乙と

である。容易ならない乙とであるけ

れども ，日本再建のためには ，日本国

民の仕合わせのためには容易ならな

い乙とであるけれども ，その上に立

って責任を全うしなければならぬと

いう考えを白木の経営者は持 ってい

るかどうか。 ζ れは相当持っておら

れると私は信頼し，またそういうよ

うに考えたいのでありますが，必ず

しもそれは最良の形において持って

おらないと思う。乙れが最前申しま

した今後自力で日本を再建していく

について，非常 に 大きな問題であ

る。そういうような点もどざいます

し，また今申しましたように，建物

一つみましても ，相手は安い， 乙っ

ちは高い。高いは高いなりに原因が

あるでしょう。皆それぞれ原因があ

るでしょう。原因なくして高いわけ

はないでしょう。その原因をそれは

もっともだと皆承認していると乙ろ

に原因がある。しかし一応の理由が

ある。しかし一応の理由を理由とし

て承認することができ ないのだ。も

っともな理由であるけれども ，その

もっともな理由を打破して，そして

もっと迷った考え方を及ぼして，少

くとも世界と同等に建築をもってい

くようにやろうではないかという考

えが今建築界 !C起ってまいらなけれ

ばならないと恩弓のであります。そ

れがどの程度 {ζ 起っているかという

と，私は起ってきておらないのでは

ないかと思います。

それは注文すると乙ろの会社，商

庖の人は安くしてもらいたいという

乙とは一応考えているでしょう。そ

れは買う方ですから ，それが人情で

ありますけれど も， しかし供給する

方の皆さん方が乙ういうふうに高く

しておったならば， 日本の産業界は

競争場経1において負けるだろ う。だ

からもう少し安く する必要がある。

日本はどうしたらよいか，注文主の

言葉を待たずしてそういうものをつ

くり出すと乙ろに その仕事があると

信ずる。そ〉いうように非常に力強

く取組んでいかなければならないか

と思います。これは私がいわないて

もよく知っている。それはやってい

ると乙うおっしゃるだろうと，思いま

す。私は大いにやっておられるだろ

うと思います。そこに皆さんのど苦

心があるという乙とはよく知ってお

りますが， しかしそういう苦心は ，

日本の業者の方の，打って一丸とす

る力というものは最低だと思いま

す。これは建築だけではありませ

ん。私どものやっている電気業界で

もそうだと思います。あらゆる業界

は打って一丸としてそ乙からより高

きものを見出すという乙とに最善の

努力を払っているというζ とはいえ

ない。ある程度の努力を払っている

けれども ，最善の努力を払っている

という乙とはできない， 乙う申し上

げられるのではないかと思います。

乙れは建築界だけではなくして，

あらゆる産業界がそうでありまして

私も経営人としてそういう要望をい

たした方であります。

先ほど私が申しましたように ，私

は建築という乙とにつきましては全

く素人で ζ ざいます。だから建築の

良し悪しでありますとか，建築がど

うあるべきであるということについ

ての具体的な要望というようなもの

を論ずるわけはありませんし，それ

はまちがっていると思います。し

カ3 しこ今いう乙とはいえると思、いま

す。それは何かと申しますと ，乙れは

建築でもまた建築外の乙とでもいえ

ると思いますが，一つの美というも

のが生まれる。芸術的と申しますか
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美というもの，経済的な実際の要素

というものを抜きにして美と いうも

のを表わすという乙とも ，私は美と

いう点からい って必要なものだ と思

います。しかし私はそれが さらに今

日の目水の一般的な経済視野lこ立っ

て申します ると ，美というもの，い

わゆる構成美というものは，全部実

用の点について構成されていかなけ

ればならぬと思います。どうしても

臼木の美というものが必要である。

乙れによって非常に乙の品物が立派

なものになる。強固になってい く。

ある一つの構成物，なるほ ど乙の構

成物は恰好といい，性能といい実に

立派なものだ。 芸術商品といっ ても

よいほどの立派なものだというもの

がありましでも ，- * の線，一本の

鉄棒にしても ，全部それがき ちんと

出る。そして出たものが今日ほんと

うに要求されているのではないかと

思います。

と乙ろがそういう乙とをf友きにし

て，美そのものを追求して， 効用 lζ

は多少欠けるところがあっ ても ある

いは効用ぱ至ら ないでも ，美そのも

のを追求する，大へん立派な美であ

るというようなものは，今日の日本

では非常に足りなく なっ たと思う。

それは否定しませんが，高級の花と

して完成するということをしなけれ

ばならぬと思う のでありますが，今

日の日本は，そういう高衡の花とし

てのすべてを超越した美を完成する

ということも私はやはり大事である

と思います。決して私はそれを否定

しません。しかし目下の日 本は非常

1( 園内の整備というものが遅れてお

ります。立派なビ J レディングの前の

道路は非常1ζ 汚いというようなアン

バランスであります。そういうアン

ノミランスをノイランスさす，均衡さす

ためにものを考えなければならぬ切

羽詰った状態に日本はおかれている

と思うのであります。そうでありま

すから私は，美というもの芸術とい

うものを追求するという乙とは非常

に結構であるが，それには必ず経済
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性，実用性というよう なものが上手

に組み込まれて，むしろそれが組み

込まれる乙とにかえって強い高い美

が現われるという乙とをわれわれは

やら なければな らぬのではないかと

思うのであります。

ま乙とにとりとめない話をしたよ

うでありますが，いま一つお話をい

たしたいと思います乙とは， らょう

ど古iHζ 話 しました乙とと やや重複す

るかも知れませんが，われわれ乙の

戦後 17年間ひたす らに歩いてきたわ

けであります。我れも彼もとにかく

白木再建，日本再建という乙とで，

ひたすらに! 協を見ずに歩いてきたわ

けであります。そしてようやく乙乙

まで歩いてきたわけであります。歩

いてきたと乙ろをみますと ，日木の

復興， しかし乙乙まで歩いてきて復

興してきたけれども，さて足もとを

見ますと ，長い間歩いてきたため

に，紙やクズやゴミがーばい足に絡

みついているというわけでありま

す。乙乙まできた乙とはきたけれと、

も，何分ゴミとかそういうものを取

り払って，そういう邪魔ものを取り

払って，進むな ら進むという段階に

きていると思います。

外国では戦争によっていたんだ圏

内復興をいたしておりましでも ，'，;市

|乙足も とを見て，ゴミをとって走 り

とっては走っ ております。あるいは

進んで行く 早さは日 本と変わりがな

いといたしましでも ，彼らは足もと

がきれいである。われわれはそうい

う乙とをせずしてただ歩いてきたか

ら，同じように進んできたけれども

乙乙へきてもう動きがとれない。紙

クズ，いろいろなものを全部とって

きれいにして歩かなければ歩けない

という乙とになっているのが今日の

わが国の経済であり ，わが国の政治

であり ，わが国の思想であるという

ような感じがするのであります。乙

乙が他国とえらい迷いだと思いま

す。そういうよう な足にまつわりつ

いた ゴミで切J けない状態になってい

るという原因はいろいろありましょ

うが，親のものでも取って食うとい

うような混迷したとさよりも，その

数がふえている。非常に教育が進歩

し，教育の場はたくさんできたけれ

ども ，そういうようなかえって犯罪

者が出てきたということは，足のゴ

ミであり ます。 また一つのものに)(-J

処するために仕組んだものが十分生

かさ れないという乙とであります。

早 くい f ば立派なピノレデインク κ 対

す る，非常に行き届かないと乙ろの

もの，乙れも一つのゴミでありまし

ょう。 要するに そのア ンバランスカ王

ゴミでありましょう。それをそっく

り掃除をして歩かなければならぬ と

いう乙とが，今日本の政治，経済，

あらゆる面lζ 起っているという乙と

を考えてみた とき に，われわれは経

済上昇を進めると いうよりも ，足も

とのツ ル，ワラであるとか，枯れ葉

でありますとか，足一ぱいにまつわ

りついているものをとって，仕事に

ついているものもと らなければな'

ない。そして初めて白木は身軽にな

って，駈け足でも早足でもやって歩

いていかなければな らない。それを

やらずにやれば，今度は倒れる とい

う乙と になる。乙 れが今ifiJ)け ない一

つの原因ではないかという感じがい

たします。経済なり生産に従事いた

しますものお互いといたしまして

は，ほんとう にそういうところに心、

いたしまして，そして い た ず ら に

人を傷つけるような言動をせず》ζ ，

お互いに相呼応して調和いたしまし

て，努力をしてい くと乙 ろに， 個人

々々の重要なる責任がその行動の面

に強く現われて くる ということを感

ずる次第でどざいます。

今日は45年の長きにわたっ て尽 し

て乙られた賀会の記念大会として，

いろいろど協議もたくさんあるだろ

うと思いますが，私は国民のー人と

いたしまして，皆さんに力強くお願

いをし，また訴えまして，私の今 日

の話を終わることにいた したい と恩

います。ありがとうございました。

( 拍手〕
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大阪府における住宅事情

大阪府下における戦後の深刻な住

宅事情は，絶えざる府民の努力によ

って次第1(. 住宅不足を克服し，経済

復興 lζ 従ってその生活水準の上昇と

ともに質的にも向上しつつある。し

かしながら ，乙れを人間生活の三要

素といわれる衣，食，住の{ 也の二要

素に比較すれば，住のみがいまだに

敗戦の歪を残したまま，我々の日常

生活を圧迫し家庭生活の中の新しい

人間関係の成立に歪を与えている。

いまこれを統計によってみると ，

昭和36年の大阪府推定人口 571万lζ

対し，住宅の絶対不足数は約 15万戸

に迷し乙れに非住居居住世帯，同居

世帯，老朽危険住居居住世帯，狭少

過密居住世帯( 使用する立数が ? 帖

未満で， かつ 1 人当り 2 . 5 帖 未

満) の合計を加えた住宅難世帯( 所

謂客観的住宅不足数) は2 1万を越え

てい る。しかも ζ ζ で注目すべき 乙

とは，以上の住宅難世議; に加えて，

昭和36年度大阪府建築部で実施した

住宅事情調査によると ，住宅困窮を

訴えた世帯( 住宅困窮世帯) は約41

万世帯 l乙及び府下全体の3196に迷し

住宅問題の問題点

(  1  ) 数の問題

昭和36年度における住宅事情は以

上のjffi りであるが，乙れに加えて最

近の大阪府における経済事情の急速

な発展lこ伴う膨大なW: 加入口に対す

る住宅供給の問題がある。本府の人

口増加は昭和30年- 35年の 5 年間 lこ

約8 8 .7万人( 年間平均 18万人) I乙達

し. その% が社会増で占められてい

る。

今乙れにより昭和50年度の人口を

推定すると，約 763万人1(. 達するも

のと考えられ，乙れらの増加人口を

含め今後昭和50年までに必要とされ

る住宅戸数は( さきの昭和36年度住

宅不足数および昭和50年迄の除却滅

失戸数を合む) 118万の膨大な数と

なるのであって，乙れを昭和36年に

おける府下の全住居数約 123万戸に

比べれば如何に大きな問題である か

わかるであろう。

(  2  ) 質の問題

現在の我身の生活は終戦直後の悲惨

な状態から急速な立直りをみせ，戦

前を上廻る水準に達したとはいえ，

なお所得水準では西欧の ｾ Ｍ ｹＮＮ 米

しかも乙のうち約27万世議は以上の 国の約泌[ 乙過ぎないのであって，乙

住宅難世帯! こ含まれない世帯であっ の乙とが我々の生活の上で，衣食等

て各収入階層にー様に相当の率を示 の消政資材あるいは家具，電気器具

して いる。この乙とは府下の全人口 等生活に必要な一部の耐久資材を充

の約% が一定の規準以上の住居に住 実させ生活を坐かにしたのであるが

いなが ら，なお住居に対して非常に 片方で一番大き な問題である住の間

不満を感じながら生活をしている乙 題を現状のよう な我々の現代の生活

とを示している。 に合わない状態のまま放置させた大

きな原因であったといえる。

しかしながら ，住の問題は乙乙で

人間の設も大切な臼常生活が行なわ

れ，子供達が乙乙で成育し正しい人

間関係が生じる場所である乙とも考

えれば，ー日もこれを放置すること

が出来ない宝ｾな問題であり ， しか

も理想としては，その質において欧

米の水準あるいは，それ以上の日常

生活の場として考えられる! : f . ; 1級の

ものである乙とが望ましいのはいう

までもない。しかも急述に発展しつ

つある日本経済の現状よりすれば，

孫々の努力K よっ て欧米並みの所得

水準まで達するのは，そう遠い将来

の夢ではないと考えられる。

したがって我々は戦後の住宅不足

に対してと られた数を急jili に充足す

る低賃は住宅の供給から ，我々の現

代的な要求に合った質の良い住宅の

建設に住宅政策を変換しなければな

109 



らないのであるが，乙乙で難しいの

は，住の質の上昇は当然建設貨の上

昇を伴い，従って，現在の所得水準

では，日常生活に相当影響するとと

である。

(  3  ) 団地から{ 主宅地区へ

すでに年々相当多くの住宅が建設

され，住困窮の緩和 l乙役立ってきた

ととは事実であるが，それとともに

大きな欠陥が生じ，これを放置でき

ない現状にある。

急激な需要に応じるための劣悪な

宅地造成による宅地と質の惑い住宅

の供給および住宅地の急激な膨脹す

なわち ，都市膨脹による公共施設の

立遅れは住環境を劣悪化し，また片

方では適切j 交通の混乱，無計画な土

地使用 K よる土地利用効率の低下，

都市膨脹による中心機能の低下等を

生じているのであって，乙れらはも

はや一日も放置でき な い現状であ

る。

これらの欠陥を少しでも緩和する

ために ，在来からも国が政策的lζ 建

設する公営住宅，住宅公団住宅，金

融公庫住宅等においてはそれぞれ適

地を選び，比較的大きな団地にまと

め，住宅を建設，あるいは造成を一

般に分譲する等の施策が，とられてき

たのであるが，なお宅地政策の不

備，必要資金の不足等から比較的入

手しやすい土地を選定し購入し得た

面積の土地に合わせて建設計画がと

ら ｾＧｌるというような乙とのために ，

でき 上 った団地自体は一応快適な住

環境を備えてはいても ，乙の団地が

周辺地区住民と生活の較差から地区

としての歪を生ぜしめ，また乙れら

が学校，道路，下水道等，公共施設

の面で地方自治体の財政lζ 過重を加

え， このととが逆( r . また本来良いは

ずの団地の環境を惑くしている現状

である。

戦後の大阪府下の人口配分の大き

な特徴は ，中心都市である大阪市の

人口が比較的増加せず，府下に散在

した乙とであって乙の乙とは府下の

諸都市が膨脹し続けている乙と( 人
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口と同時lζ 諸企業の分布を含めて)

であって無計画 l乙現状のままこの傾

向を放置するならば ，現在の東京都

の如き状態K 立ちいたる乙とは明ら

かである。このため，大阪府におい

ては，大阪地方計画を樹立し，府下

ー円 l乙対する適切な土地利用計画を

定め ， その ｾｴ ｊＡ ｋ 沿って諸施設業を行

なう乙とによって，土地を有効に利

用し，関西経済団の中心としての機

能を充分lζ 発揮しながらかつ理想的

な住環境をもつような一つの生活圏

を作りあげる乙とをその目標にして

いるのである。乙のために住宅地に

対しては ，適切な地域を適切な規模

で選定しその地区の状況に或いは開

発目標κ 合った建設計画を樹立し住

宅と同時にすべての公共施設を集中

的lζ 建設する乙と lζ よって資金効果

を上げると同時に ，地域社会として

完全な社会圏を作 り，かつそれが大

阪府下全域の全機能の一部として充

分な機能を持つように考慮されなけ

ればならない。乙の乙とから在来の

単なる団地建設から住宅地区建設へ

踏み出る乙とが如何に重要であるか

iっかる。

いま ，大阪府下において，昭和50

年までに建設を要する住宅数を 118

万戸とし，一部を既成市街地の再開

発により収容するものとして，新ら

しく必要とする宅地面積を推定する

と，約 12，500ヘクタ ールに達するの

であって，現在施行中の千里丘陵住

宅地区( 面積約 1，150へ ク タ - ) レ)

の約 11倍に達する。昭和50年までに

このうち約半分の面積を公的な機関

で開発するとすれば，千里丘陵地区

程度の規模の建設事業を常時 3 ケ所

程度建設しなければならない。

千里丘陵住宅地区開発計画

本事業は，府下においてもっとも

発展速度の速い従って急速に施策を

必要とする北摂地区の中心部すなわ

ち吹田 ，笠中両市にまたがる丘陵地

に約 1. 150ヘクタ ールの地域を選定

し， 乙乙 Iζ 住宅 3 万戸を建設し既存

集落の人口を合わせて約 15万人の住

宅地区を形成せしめ，放置されれば

無計画な開発によ って生ずる環境の・

劣悪化を防止し，隣接す る吹田 ，豊

中両市並びに池田 ，箕面，茨木の各

市 内および三島町等の今後の計画的

発展に役立たしめ，大阪市および北

摂地区lζ 勤務地区を有する人々の住

宅地として理想的な住環境を持った

まとまりのある住宅地区として完成

する乙とを目標としている。乙のよ

うな企ては，わが国ピおいてはもち，

ろん始めてであって，全体の規模に

おいて世界にもあまり例のないもの・

で， したがって，技術的な面におい

ても，ま たその手段 ( 法的な面にで

も) においても種々の困難があった

が，今後乙れらの面については逐次

検討し改良しなければならないと考

えられる。

木計画についての概要は次の通り，

である。

① 規 模

全面積 約 1，150ヘクターノレ

(約 350万坪)

人 口 最 約 時 約 15万人

ヘクタ ーJ レ当り人 口 密 度 を 平 均

100人とし，わが国における中型都.

市程の人口を持つようにす る乙とに

よって，都市機能を充実せしめ居住

者の利便を高めるとともに ，本地域。

全体の経済の独立性をある程度確保

できるように考慮し， 乙れにより地

域中心地区を充実させる。

② 地 区 の 性 格

木地区は，母音fl 市である大阪市の・

中心都より 15Km函内にありかつ最

近急激に発展しつつある北摂地区の

中央部lζ ある。しかも地形が全般的i

に丘陵性の起伏 l乙富んだ住宅地と し

て最適な条件にあるので，大阪市お

よび北摂地区lζ 通勤する人々のため I

の住宅種別，住宅指向性，需要傾向i

等を調査しそれに見合う住宅種別，

住宅形式を選定し，なお完成後は本

地区が一つのまとまった生活圏を 形

成する乙とを考慮し，所得階層別に

一つの都市 とし適正な構成となるよ



うに配慮し社会的な歪を生じないよ

うlζ しfこ。

① 社 会 構 成

本地区の最小社会圏を住区( 人口

約 10，000- 1 2，000人戸数2 ，000- 2，5

00戸) とし，地勢により 3 - 5 住区

が 1 地区を形成し，それぞれの地区

! こ地区センタ ー ( 中心市街地〉を持

つように配置し， 3 地区でもって全

地区を形成するように計画されてい

る。一住区は即ち一小学校区であり

日常消貨物資を販売する商庖群，マ

ーケ ット公衆浴場，郵便局，診療所

集会場等を持つ近接センターを 2 ケ

所あて持ち日常の生活に必要なすべ

ての施設を備えており ，第 1i. 欠の生

活圏を形成する。

日常生活lこ必要な購売施設，公的

機関，保健衛生施設，教育施設， レ

クリエ ーション施設，公園緑地施設

等は以上の住区，地区全地区の 3 段

階l乙分けそれぞれ必要な部分に適切

に配置する。

( 4 ) 基 本 計 画

基本計画は，以上の乙とを考慮し

本地区を周辺諸都市 lζ 述絡する幹線

道路( 大阪中央環状線および御堂筋

線延長線〕および通勤者ーのための鉄

道の延長線( 阪急千里山部品および大

阪市地下鉄 1 号線) が計画され，そ

れぞれの地区センタ ーは乙れらによ

って外部と連絡される。

地区内は地区内幹線道路により 12

の住区に分割され，それぞれの住区

は通過交通により日常生活が交通に

より撹乱されないように考慮されて

いる。住宅の配列は高居中居，低層

アパートおよび個人住宅を混在させ

それぞれの地区で適切な人口裕度に

なるように配置いまた地区の性格

κ 応じてそれぞれ住区内においても

適切な人口を持つようにし，居住者

の日常生活の利便をみると岡崎に住

宅環境を良くするように :n函してい

る。

各 国 の 住 宅 政 策

1  ， 住宅政策の第ーの目的は，ど

東 大教授社会科学研究所 *" 
建設省住宅審議会委貝長 円

=;::.. 

が生じたのは，第一 2 次大戦による l政

この国でも国民のすべてに健康で文 壊と ，そうでなくとも 1870- 80年代

化的な住宅を供給するにある乙とは のヴイクトリヤ期の建物がつぎつぎ

いうまでもない。 そして近代社会に に寿命がきたために都市の再建が必

おける住宅，特! こ都市におけるそれ 妥とされたからである。 ζ の国で公

は，国民が各自で処理するにしては 営住宅を供給する主体は原則として

あまりに金のかかるものになってい 市町村であり ，国はそれに対して住

るので，何等かの形で，国または地 宅建設の目的K 応じて定まった率一

方公共団体が住宅供給ないしその管 スラム，クリヤランス や老人向住宅

理を担当する乙と を余儀な くされて の場合は率が高いーの補助金を年々

いる。そうでないと ，多くの住宅困 支給する。例えばロンドン県で新し

窮者を生じ，フラムの発生を防ぐ乙 く建築するフ ラットは平均して毎年

とができないかるである。しかし， 償却t ' { ，利子，管理費合計 240ポン

その目的を達成するためのやり方は ド ( 24万円) かかるが，そのうちの

それぞれの国の政治上の仕組みゃ経 家賃は平均年額95ポンド，国庫の補

済力の迩いによっ て，さまざまであ 助金55ポンド ，ロンドン県の負担90

る。 ポンドである。 家賃は建設t ' { f L関係

2， 英国はもっとも早く国家が住 なく市町村が相当と思う額にきめ

宅問題の解決 lζ 乗 り出した国のひと る。なお低収入者のために差額家賃

つである。それは産業革命に伴なう 制度をとる乙とができるが，その採

人口の都市への集中がいち早くスラ 否は市町村にまかされている。保守

ムを発生させたからである。しかし 党はそろそろ公営住宅を引きしめよ

今日見られるように人口の 4 分の 1 うとしているが，労働党には現存の

が公営住宅に住んでいるという状態 私有の貸家をも市町村で買取って公

泉

$ . 6 宝 支 配 意z

a 宅

L JL  

営住宅化せよという主張もある。

3， 米国の住宅政策は第 1次大11以

後K はじめて$ 1 ) きはじめたものであ

るが，ニュー ディー J レの延長として

第 2 次大戦の直前の 1937年に社会政

策の 1 環としての現行の述月住宅法

が制定され，1949年 lζ 大きく修正さ

れて今日に至っている。ここでは低

収入者に安い家賃の住宅を供給する

乙とを主体として，連邦が各州の者fl
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西独逸でも仏国とほぼ閉じ構

想によって各地! こ法律上認められる

公共住宅企業という特殊の団体が設

立されていて，かつて地方公共団体

いる。

が所有管理していた住宅もその管理

下に収めている。その毎年の建設戸

数の合計は西独逸全体の 3 分の 1近

くに上っている ( 1955年の例では私

的建築主31万 7 千，公的住宅企業 15

万 5 千，官庁，会社等 6 万 6 千，合

計53万 8 干になっている) 。乙れら

の団体は税法上の特権を与えられ，

非営手1]の原則によって運営されてい

ソ速では住宅は国有を原則す

る。すなわち固有住宅フォンドに属

するものおよび協同組合その他の社

会組織に属するものが7796，個人所

有に属するものが33.96あり，固有{ 主

る。賄われる。乙の制度を利用する都市

は若干一定の地域に片よっているが

1960年現在で約60万戸の公営住宅が

建設されている。

4， 仏国では国や地方公共団体が

直接に住宅供給を行なうのは例外的

市を援助する仕組みになっ ている。

すなわち大体建設資 1 戸当り 2 千ド

ルから 3 千トソレ程度の家を建てて

乙れを市価よりも 2096安い家賃で貸

す乙とを2基本とし，入居資格をその

家賃の 5 倍以下の収入の者l乙限って

住 宅 前 脳 会 会 場 風 景

宅フォンドは 4 対 6 の割合いで地方

ソビエト管理下にあるものと ，国営

で，低成家賃住宅の建設に対する低

利融資と ，その他の住宅建設を対象

いる。そして，現実に入居した者の 。

収入が，その家賃の 5 イ告にみたない

企業，国家施設管理下にあるものと

にわかれている。そして， 乙の国の

公的住宅の特色は，団地が地方の行

政組織と密着している乙と ，従って

団地での共同生活の規制がきびしい

乙とである。しかし，その使用関係

は公的な入居許可から次第に私的な

賃貸借契約へと重点が移っているよ

うに見える。そして近年住宅建設に

かなり大き な努力が払われている。

とする利子補給の二つの方法で住宅

の建設を促進している。そのうち低

成家賃住宅団体( 低版家賃住宅公

社，同株式会社，同協同株式会社な

どを含む) に対する低利資金の融通

( 利子は 296- 3 96になっている)

が大きな役割りを果している。乙れ

らの住宅への入居にはやはり収入，

世帯員等の条件をみたしていること

が必要とされ ， 点数 ＱＱｾｪ が採用されて

場合 lζ は，その者の収入の 5 分の 1

まで家丘を下げる乙とにしている。

いいかえれば低収入の者は，収入の

5 分の l の家賃を支払えば公営住宅

に入れる。その代り ，入居後収入が

1定限度( 入居資格の 12
596) 以上

になると住宅を明渡さなければなら

ない。各州の都市はそれぞれ自己の

計画 l乙基いて公営住宅をE主設するが

その利子は述 j事からの補助によって

キ充

所務工智武株 式 会 社

主主

広司並留福取締役社長

大阪市東区瓦町 3 J l l (井池筋) 旭洋ピノレ 3 階
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取締役社長 吉 田 信 武

大阪市西区立売堀北通1ー 76(立売堀ピノレ1

電 話 側 0 6 0 9 ・6 5  7  5  
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フラ ンスのサラリーマン生 活 野 鎗 家 角 田 房 子

フランス人は 「楽 し む た め に 働

くJ といいます。 一般に勤め人の休

暇は長く 3 . 4 週間は普通ですし，

J レ/ ー ( 自動車会社) では全員が 1

カ月休みます。復活祭や互の休暇の

前κ は fヴアンカス( 休暇) をとの

よっ lこお過しになりますか」と訊ね

合うのが日常の挨拶がわりになるほ

ど，誰 も彼も休暇で頭をーぱいにし

ています。太陽光線の不足なノマリで

は，健康保持のためにも田舎へ行 く

乙とが必要なのですが，それだけで

な く彼 らは休暇というものを普段と

全く追う邸境で徹底して楽しもうと

いう気持なのです。

フランス人は μ 白8: 1 11 とい っ言葉

をよく使いますが，彼らの生活にと

って自由は食物や空気と同じくらい

大切なもののようです。殊』こ勤め人

は目指' の生活でもこの自由な1時間を

多く持ちたがりますし，大切にして

います。勤務時間も一般に日本より

短 か し ま た ノレ ノーを例にとります

と，土曜，日曜が休みで. 1 日8 時

間 5 日間働きます。

彼らは自由な! 時間を大切にする反

面，勤務時間中は一般に日本人より

きびしく働いています。ぶらぶらし

て煙草をすっていたり ，外へお茶を

飲みに行くなどということはありま

せん。乙れは権利と義務の観念が発

達していて，勤務時間中は働 く義務

が必り ，その他の1時間は自由 lζ 過す

権利があると，はっきり割り切って

いるためでしょう。

東欧共産凶をまわってみても，自

由時間を多くという方向に進んでい

て，チエッコスロパキヤの有名なス

コダの工場など，事務関係の人は早

朝出動で午後 1 時』こは仕事から解放

されています。

フランス人が自由な11寺聞を過す中

心は，常 lζ 家庭におかれています。

夫だけの宴会や，夫逮だけが飲み屋

をはしどで廻って酔いつぶれるとい

うことは ，特殊な人を除いてまずあ

りません。 1: : 1 本とくらべて家庭の持

つ比重，妻の地位がｾうようです。

フランス人の生活には社交という

ものが，上流階級は元より ，一般の

サラリ ー7 ンの生活でも大きな部分

を占めています。乙の社交の面で中

心になるのは主婦で，一部の日本人

のように一家内は一切山ない乙とに

していますのでJ と，夫だけが l 家

を代表する乙とはありません。この

ため家というものが単に家族が食事

をして寝る協所ではな く，社交の j易

として社会とのつながりを持 ってい

ます。 r主婦の社交上手は夫の出世

につながる」とまでいわれるフラン

スですから ，主婦は家の中の装飾，

殊に客聞に気を配り ます。夫の社会

的地位と ，住宅，室長族とは密接な関

係を持っています。

フランス人は住宅というもの，不

動産というものに日本人よりー居関

心が強 く，執着も深いようです。乙

れは建物の構造の巡し、からも来るよ

うで，彼らにとっ て家は半永久的な

ものであり ，日本のように郊外に小

さい土地を買えばすぐに簡単な木造

の家が建つという手軽さがないため

もありましょう。日々を過す家とい

うものは長い間 K 人々の精神mHζ 及

ぼす影響も大きし私たち日本人の

心の底に放さがたい強さで繊たわる

無常! 必も ，一つには今までの家の構

造の影智があると恩われます。火事

があれば一瞬で灰になる木造の家で

すぐ穴のあく紙の障子に阻まれて容

す日本人と ，石の家で厚いドアに

切られて容す西欧人との間に ，大き

な精神面の差が出てくるのは当然で

しょう。彼らの宗教の中心である教

会は壮大な石造りで，中世から何百

年の風雪 K 耐えてそびえるものが多

く，長く孜々の精神生活の中心であ

住 宅 講 演 言

った伊勢神宮は20年毎 (ζ 建てなおす

木造であ る 乙 と なども ，深い関係

を持っているでしょう。日 本人，殊

｛乙主婦の多くは社会，ｾ，、識の点で西欧

人に劣る点があると思いますが， 乙

れは今までの我々の住宅が小さくて

も独立した l 戸建てて、あった乙とも

関連しているようです。戦後の都会

の住宅難が，多くの人を団地生活者

[ζ しました。この中には，いまに 1

il 汗の家を持とうと望んでいる人も多

いようですが，そのH寺j切が来れば，

いよいよ深刻になる宅地不足，物価

の値上りなどの理由で，また他のよ

りよい団地へ移る乙とを余儀なくさ

れてゆくでしょう。

乙うして乙の人達の子供はすっか

り集団生活，c却11れ て ゆ き ま す し 現

在 30代の人々の多くは乙のまま順応

してゆくでしょう。多 くの人が， 日

常生活の中に非常に社会，立識を求め

られる集凶生活 lこ移る乙とが11 新ら

しい日本人 H がとl れる原因の一つに

なると恩われます。乙うして/ / イ主庁

の変化は，我々の精神構造! こも大き

な変化を与えるでしょう。

乙れが日本の文化史 !ζ 一つの函 j肉

的な変化として残される日も ，速 く

ないように思われます。
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E皇 事

10日 4 1時半一一 5 11寺半 於会飢会議室

出 席 者 柄 本 理 事 外 4 理事

議 事 (  1  Ｉ防 ｾｉＧｩ 塗料に関する講演会開催の件

Ｈ Ｒ Ｉ 欧州におけるプレハブｾ築に関する講演

公共Hl i の件

( 3 ) 鉄筋 コン ク リー卜 構造法準講習会後媛の

件

(  4 )  r住みよい住Juと新しい自動車ショウ J

j必覧会後援の件

( 5 ) 第 5 日 「現代建築シンポジウム j 協伐の

件

( 6 ) 関凶デザイン会談協賛の件

(  7 )  ，:G念事業展示会中止の件

(  8  ) 入退会者不訟の件

( 9 ) 報告τJi 写i

小 委 員 会

5 日 3 時半- 5 11寺半 於会総会議室

l U府才; 石原委員外 3 委員

正月号よりのシリーズ [技術の頁」の企画κ ついて協議

幹 事 会

10日 4 11与一一 7 1時 於会館会議室

出席者 問中幹事外 4 幹事

2 月号 「消防火特集」号の企闘について協議

委 員 会

12日 4 時一一 7 1時 於会館会議室

出 席 者 恒 問 委 員 長 外 5 委員

議 事 (  1  ) 経過報告

( イ) 11月 [ 宅地| 摘発特集」号

報 (10 月 分〉

( ロ) 12月 「社会福ネ1U在設特集」号

(  2  ) 正月 「建築教育特集 j 号の企回答議

( 3 )  2片 「消防火特集」号の企画洛議

(  4 )  3 片号以降の企画について

5 日3 時一- 5 1時 半 於 会 館 会 議 室

11' ，席イ5・ 海上委日長外 8 委口

議 事 (  1  ) 南海電車li の新住宅懸: 臼設計競技に関する

件

( 2 ) 欧州の プ レハブ建築視終報告公開催の件

( 3 ) 千里山組立住宅凶地外見学の件

事 業 委 員 会

委 員 会

8 日 5 1時半一一 7 1侍 於 会ftI ¥会議室

lH席 将 岩 崎，fffil _ ，. j ，: 正副委日長外 10委口

議 事 (  1)  11 }=j ， 12月の事業企画について

( 2 ) 忘年懇親会の企画について

( 3 ) 各極説明会の企画について

(  4  ) 第 五日建築写以コンク ーノレ締切延期の件

小 委 員 会 ( 若い会員の集い)

17日 正午一一- 2 1時 於 会ftl" 会議室

山 席 将 東，清ノ1<. ，広瀬各委員

必下電器比企業辻弘治氏

若い会口の!t いの実胞について打合せ

小 委 員 会 ( 忘年懇親会)

18日 正午- 2 1時 於 会 館 会 議 室

1
1

1'1席 将 間 本 主 査 外 6 委員

忘年会の企画について協議

⑨芯ペイ3を〉 lI;i - ....."ス
5  0  0  0 級 ス ー パ ー

ビニール堅金料

ｾＭＮＮＮＮＮＢス ＵＰＰＰ
大 11反 ・ 東 京 ・ 名 古 屋

杭 問 ・ノj 、介 ・rL: i: ，' j ' 神 戸

金沢 ・ 支 ｾ ｲ 潟 ・ 浜松 ・ Ｉ ｦｦ ｬＭ 岡

ｽｪｾｭ Ｎ ・ Ｑ 洋馬 Ｎ 11lJ i今 ・キLi 悦
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記念事業委員感謝会

26日 6 11寺一一一 8 時 於大新楼

出席者東畑記念事業委員長外役員委員501ミ

東畑記念すJJ ; l 住委員長から委員の労 l乙対して謝辞を述べ

た後会食懇談。なお; 己念として記念出版「ふるさとのす

まいJ を全委員( L 贈呈した

小 委 員 会 ( 工高生デザイ ンコンク ール〕

4 日 正午一- 2 1時 半 於 会 飢 会 議 室

出席者 杉本主査外 2 委且

応募作品について応募規定迩反の有無を調査

A -

コZ
員委育教

工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル審 査 会

8 日 2 1時一- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席必 清水容査委員長外 8 審査員

教 育 委 員 杉 本 主 査

課題 「湖畔にmつ学生のためのボートハウス j 応募24

校91点を審査して入選 10点を決定。なお入選作の中から

新潟県立高田工高の高島忠夫君外 3 君共同製作の作品を

最優秀作として F ーの会J D: 受D: 作品l乙推践した

議

8 1時半一一12時半

8 11寺半一一 171時

8 1時半一一 10時半

第 7回現場実務講習会

1 ， JVJ 間 10月22 日一- 27 日

11 }i 7 日一一- 9 口

11月10日

氏

氏

24日

氏登

25日

氏

氏

氏

氏
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H

由

μ
篠崎浅沼組

ι n 

ぞノJ
現27 日

ＺｾＱｊ ＧＱ 実製伶所大阪支庖

持総防災シヤーνター全般

- Hl f f i ・ 大 阪 市 北 区 若 松 町 30

屯 話 (3' n ) 9 0  o4. ・9 0 1 6 ・4 8 2 5

本 社 及 工 場 ・埼 玉 県 与 野 町

東京事務所及工場 ・東京都北区回端町

16日 3 時一一 5 1侍 於会館会議室

出席- f i ' 山本委員長外 10委員

事 ( 1  ) 審議方針の再検oi サと再確認J

( 2 ) 関係法の改正に関するアンケ ートの件

-6ー

コ'"

員委規法

延50時閉

会 初 大 阪 建 設 会 合 富 6 階集会室

腿3持者 135名

10月22 日 建築工事の着工から竣工までの業務総論

大阪府? 訂正・iJ l l 板垣純治郎 氏

労務官恋! と安全管理

鹿島建設支出

仮設物と仮設材料

松 村 組 政 岡

現場に関する諸法規とその手続

大成建設( 神戸〕 大久保

材料の検収とその竹丑II

iJf. litQ組

工 ']I 機械と工器具類

大林組

A -

コz習講

A -

コZ

19日 3 11寺一一一 5 1時半 於会館災会室

出 席 者 竹 内 委 員 長 外 ? 委口

製 造 会 社 伊 奈 製 陶 谷 川 氏 外 5 氏

施工位工業者 須賀工業引野氏外 2 氏

衛生陶器に関する検討を行ない，洗面ｾｾ，便器の各問

題点についてそれぞれの立場かりな見を交換した

員委材建

成計

基次

回

22 日

23 1J  

23日

24日

近 代 建築 調査 委 員 会

26日 3 1時半一一 4 1時半 於会合山会議室

出席者政問，林野両怜" f C 外 7 委員

事 (  1)  12}i 号発表建物の件

( 2 )  1月号発表建物の件

(  3  ) 福岡県庁合及び長崎の建物調査に関する

件

(  4  ) 今後の調査方針に関する件

議

史郎

;奴

照夫

近日長

松岡

依田

計 画

大成建設支活

製 図

工b在

25日

26日

26仁1

27 日

記 念 事 業 委 員 会

記念展覧会委員会

6 日 6 1時一一一8 1時 於関屯会館

山席者 小川委員長外 6 委旦

記念展覧会 ｬ ね 止の巳む な い ｾｊｗ ｪ を τｔＨ 務局より報告し て

諒i ] X を求め，展覧会の開催企画を 中止する ζ とに決定



|誘 演

防錆に関する講演会

1. と き 10月22日 2 時一一 4 1時半

1. と乙ろ 千代田生命ビル 91務ホ ール

1.  演題並K 諮問

(  1  ) 金属材料の腐蝕と防蝕について

京 大 教 授 工 博 吉 沢 四 郎 氏

( 2 ) ラスト 7 スターについて( 日米特許鈷止

塗料〉

石主主化工大阪工窃長 島 谷 町 怒 氏

(  3  ) ジ ュラ クサテン( 京m: 仕上塗料)

プ ライナメ ルＨ床用ｾ料Ｉ

石 産 化 工 大 阪 工 場 宮 崎 昭 一 郎 氏

1. 協 賛 石m商事株式会社

1. J聴 衆 約 250名

欧州 のプ レハ 7'建築視察講演会

1. と き 10月24日 1 時半一一 4 時半

1. と乙ろ 大阪建設会館 61結集会室

1. 演 題 欧州のプレハプ残築を視察して (ス ライ

ド使用)

1. 諮 問

松技下電工住究課宅事長業部 小林 昭夫 氏

術部研 代l ! J l

大林組設計第 2 課長 木回 幸夫 氏

不 動 建 設 常 務 取 締 役 諌 早 信 夫 氏

1. 共 催 日 本 建 築 学 会 支 部 日 本 残 材 協 会 本 会

1. 聴 衆 約 200i' ，

談

建築技能者教育についての座談会

1. と き 10月17日 2 1時一一- 5 時

1.  と乙ろ 本会会議室

1  出 席 者 司 会 大 阪 府 労 働 郎 訓 練 課 長

福岡 正 氏

大阪府左官工事業協同組合 上 回与三郎 氏

大阪タイノレ衛生陶器商工業協組 川岸 繁 夫 氏

大阪府塗装工業 協 同 組 合 熊 谷 広吉 氏

建設労務研究 会 関 雄 二 氏

大阪府建築部m政 課 寺 岡 京 氏

大阪建 設 労 組 訓 練 所 遠山 春 二 氏

1  会誌正月「建築教育特集」号企画として開催

舗a存

jJ 

五

‘  、

号

b  

ピ $

」
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気光i ¥遁風器塁

ｅ 同 ｒｭ ｩＨ哩ｲ［ｾ，，Ｂｾ

大阪市西区江戸郷下通2- 79

田辺工業株式会社

電話土佐掘削7437- 9

販

売

ト若 い 会 員 の 集 い |

1. と き 10月24日 6 時一一 8 時半

1  と乙 ろ 木会 4 階集会室

1. テー 7 企業内における工業デザイ ン

l  ゲスト

松下電器産業技術本部意匠部意匠製作課主任

辻 弘 治 氏

松下電器産業技術本部意匠部管理課

字賀 洋子 氏

1. 出席者 241' ， 

ｲ ｾ＠
ａ ムｾ

寸 ー

豊中市庁舎と 緑ケ丘団地見学会

坐中市庁舎 設 計 日建設計工務 K.K，

施 工 銭 高 組

20日 1 11寺一一- 5 11寺

大阪府建築士会と共催。銭高組 C 提供パスに

って実施

参加者 801'， 

平川鉄工所滋賀工場 と日本電気硝子大津工場 見 学 会

27日 9 時半一一午後 8 時半

参加者 531' ， 

両会社より往復パス ，中食，夕食の ど提供を受く

11111111 1111111111111111 111 111 1111111 111 11 11 11 111 111 111111111111 11111111111' "1111 111111 1111111 1111111111 11 11 111' "  

編 集 後 記

最近，厚生省あたりで「老人補祉法」の大綱がまとまり，国会K 提出

される段取fごと聞く 。- ) 5，所IQI 吉町計画による 生産手段の拡大 IC比似

しておくれがちな ，保健福祉計画なども考えられていると削く。 E うし

た老人福祉をはじめと する社会福祉面を 建築的にどうとらえれる かは ，

とくは社会保障のすすんだ北欧の諸国 IC くらべて貧弱なわが簡において

はE れからの問題であろう。いかに “ 位界 ICはじめて" とい う老人筒祉

法ができても，実怨が伴なわはいなら空文化。O ! 察側から老人組祉施 設

などのデータを勲BJ ! して，そ の資料の 検討積上げの成果の 上K 立って，

社会民訴えていく ζ とが必袈なとき だ。また そうした視覚的な: l ' ! lm誕祭

をしなければ，すっぱい 県::J，i IC拘わってしまう fごろう。乙うした窓味

で，木号は老人稲祉施般を 中心 IC 編集した。 ζ れは ，1960年12月号の

「児童Z福祉胞投特集J IC統くものである。 E の: 老人福"U1f j 般の ほか，曹F

しい地域社会の福祉のあ り方を: i f l 求してみ た。さ らに福祉施設の実例 8

点を紹介した。 ζ の号の企画にと協力いた fごいた幹事の方は， 持団. ; g 守

( 大阪市大家政) ，姻! ! ( 1 沼( 兵隊県) ，荒木兵一郎( 阪大) ，関代疋尚

( 労福研) ， &1 l 田勝次( 神戸大) ，栗原蕗- Us (大阪市大) ， 相111浩( 京

工大) の各氏である。執11王者ならびに幹事K 厚くお礼申しあげる。次号

は rO! 策教育特集J の予定。 E の特集の ほかに 「技術の資J r職人シチ

ーズ」等々のシリー ズ 色のがつく乙とになっている。

大 会株
dEbh  i  

防目 耐 |採

iまを 天

阪市 社式 理
錆

震 一 一

日 Iま井
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T E L 小 倉 ( 52) 2833 - 2834  

T  E  L  1" 崎 0 0 7 5 9 4 - 5
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暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

晃 商

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施

A

G

一

品
株式会社

本 社

支 庖

工

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 代表 (341) 7  0  3  1  

(201)  7751- 3  

(  74 )  1  1  5  8  

( 97 )  1  8 2  0  

( 2  ) 1 5 9 6  

5 0 9 8  

( 2 ) 4 5 3 7  

東京都千代田区小川町 2 丁目 1 桧 ピ ル

福 岡 市 養 巴 町 22

名古屋市中区新栄町 2 丁 目 1

福 井 市 宝 永 上 町 1 0  5  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 147

広 島 市 紙 屋 町 8

出張所

社

本 社 大阪市西区京町羽田 1丁 目62 電 話(441) 代表2613・代表9431

出張所東京都北区上十条 1丁 目10 電 話 (911) 3  9  4  1  

名古屋市中村区牧野町1の6 電 話 (5 4)  0  9  6  6  

神戸市生田区北長狭通7丁 目1の1 電賠 ( 4) 1778 ・必86

広 島 市 中 町 2 番 地 の 4 電 話 ( 2) 7575 ・7588

. .6.  

コヨE式業 株エ回山

会

会

電 気 ・ 曜 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気

大 阪 暖 房

商

商

設 計 施 工

生

気

水 ・術

房 ・換

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁 目 60* 地

也 話 大 阪 ⑩ 大 代 表 8 2 3 1 ;番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・富山 ・金沢 ・福井

株 式

会 社

本

22 大 阪 城 口 研 究 所

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪⑪7575(代表)

京都市東山区大和大路正面上ノレ電話京都⑮4945(代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話事l' 戸 ④ 5 8 9 2  

平庸口城代表取締役

底

所

支

出張

曙 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

庖 東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 附 6 7 6 区

包 括 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 賀1i盛 大 同 ピ ル 714 号

勾 語 大 阪 ⑪ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

札幌市北四条西16丁目 l 務地高田屋ピル二階

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4 6 6 1

名古屋市中区南大津通一丁目千代田ヒソレ522号

包 括 中 局 @ 1  7  6  6  

創 業

大正二年

株 式

会 社

東 京

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレ ーフド ν イジ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所〕
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沢

井

松

山

金

畑

開

問

結

締

結

館

活

電

旬

名 古 屋 庖

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番. 地

む話大阪⑭ 4 1 4 5 ⑮ 2 6 8 7 ・2 8 8 7 番

庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電話( 281) 局6505- 8務

金 沢 市 高 岡 町 三 五

楠 井 市 城 之 繍 下 町 ー 0 -

高 松 市 二 番 丁 i L

間山市大供総ノ木三八O ノー

本

所

所

所

所

業

汲

川

市

川

官

営

出

出

出

沢

井

松

山

金

福

高

附

社

メ当、

Z 玉E式株業工賀須

建 築 設 備 ・金 属 製 控 只

荷 役 運 搬 機 械 ・環 境 衛 生 施 設

化 学 ・鉱 山 機 械

機 工 業 大 阪 支 庖 衛 生 設 備空 気 調 和

工

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 14 屯話 441- 5171

支 庖 一 一 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

施計設
山 田 熊 男

池 田 英 太 郎

大阪市東区北浜2- 22(三井信託ヒリレ) 包括大阪(202)代表3071

本 庖 東 京 都 千 代 国 区 有 楽 町 1 寸 目 1 0 番 地

支庖 ・出張所 名古屋 ・福岡 ・礼幌 ・広島 ・仙台 . 'IZ山 ・金沢 ・静岡

' 六 郷 ・ 中 山 ・ 高 槻

取 締 役 社 長

取締役支庖長

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾 燥 装 置

設 計 施 工

見エ

材 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北区 中ノ 島二丁目ー( 新朝日 ピJ レ5 階)

電話大阪⑫6041 ・⑫7046(代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名 古 屋 市 中区菅原町 2 丁月

[ センタ ー ピ J レ)

広 島 市 基 町 一 ( 朝 日 ピ J レ)

建

式

社

株

会

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

22 西原衛生工業所大阪庖

本社及東京支庖

営 業 所

所絡連

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 44 電話大阪⑫3531番

2  
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唆 ・冷 房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急ヒソレ 8 階〉

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

l慶 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

株式会社 栄 興 商

取締役社長 中 山 敏 正

本 后 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁目一審地

電 話 大 阪 ⑩ 3 3 9 1 - 5 悉

支 広 東 京 都 新 宿 区 荒 木 lur 一 九 葬 地

電 話 ( 351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸出張所 神戸市生同 区下山手通八丁 目三三 m献元町03035番

仙台出強所 仙 台 市 東 四 番 丁 四 五 III 話 ② 5136番

4

2

 

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 30 電話大阪⑪ !j SE;私。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ー 10

電 話 α 81) 2  6  3  1  - 5  

1111 台 支 庖 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  !  

電 話 ③ 2 8  9 3  I  

⑤ 暖冷房 空 気 調 和 環 境 衛 生 工 事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町 50 北大阪ピル

電 話 大 阪 ⑫ 8 6  7  1  

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 l

電 話 (866) 5 1  5 6 - 8 ・2

名古屋支底 名 古 屋 市 中 区 域 代 町 7

電 話 @ 4 6 9 0 . 3 5 2 0

営業所・出張所 下関 ・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京都

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 - 7  1  

電 話 ⑩ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

本 社 東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (811) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎 日大阪会館内)

電 話 大 阪 ⑩ 局 8 3 5  6  ( 代表)

本 社 東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四番地

支 底 東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

工 場 東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生

温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

株式会社 朝 日 工 業 社

大阪市北区中之島 4 - 39 電⑪6671- 5

東 京 支 応 東京都港区芝浜訟阿J 2ー 7 1[1 (431)  7  3  4  1  - 5  

北 海 道 支 庖 札 幌 市 北 四 条 西 15丁目 電 ②2203・③5374.5969

仙 台 支 庖 仙台市元寺小路( 五城ヒリレ) 11)② 8061・③ 9261

名 古 島 支 応 名古庖市中区東防町 6ー5 m @1270 ・1484

広 島 文 信 広 島 市 大 手 町 8 - 155 1 t l ③ 7  9  4  9  

福 耐 支 応 稲 岡 市 薬 研 町 3 電 @ 0788・@02 96

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

代表取各市役市 川 繁 雄

本 社 京都市 中京区両替町通 3 姉小路上ノレ

電話@ ( 代表 ) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大 阪 営 業 所 大阪市北区天満橋筋1- 37( 天満織北詰〉

電 話 ⑮ 8 8  2  9  

四日市営業所 四日市市浜田西末広町電話7503・3665

漆 営 業 所 津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

暖房・冷房・温湿度調整・衛生設備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会 社

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

大 阪 大 阪 市 北 区 万 才 町四 三 浪 速 ピ ノレ六階

電 話 大 阪 ⑩ 直 通 2 0 8 5 ・5 7  2  5  

( 代) 9851 - 9 ・9 9 5 1 - 9  

東 京 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2  - 3  

出強所 愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大阪営業所 大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 ( 大ピノレ)

電 大 阪 代 ( 441) 8  6  2  1 番

本社・工場 東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 番

本社・分室 東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同 ピノレ〉

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6 番

営 業 所 名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

3  
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電 気 工 事 設 計 施 工

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 ー 5 $

東 京 支 后 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目 十二

電 話 (551) 8 ・ 3 3 0 ・8 3  0  3  

営 業 所 名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式

. 6.  

社コヨE

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大阪市北区永楽町 8 番地 ( 日産生命館)

m話 大 阪 ⑪ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東 京
.  

名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・富山
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電 気 工 事 設 計 施 工

ー 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 路 納 伝 三

本 社 大 阪 市 北 区 紛 笠 岡T五 o (堂 ピ ル 三 断 )

m J;!i (312) 1  4  7  1  ( イモ)

支 結 束 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 四 丁 目 十 付 剣 山 ピ ル三階}

包 括 (551)  5  5  9  0  - 2  

営 業 所 名 古 屋 市 北 区 減 見 通 二 丁 目 二 0 番 地

電 話 (98) 2 3 6 - 7  

0 小 松 市 符 津 町 才 四 四 ノ 三

電 話 ( 球主幹 ) 2 3 7  

ｾ＠ J!N 市 三 宝 田T 七 丁 目 三 六 丸

電 気 工 事 設 計 施 工

江 東 電 会 社気 株 式

取締役組長 猪 飼 幸 次 郎

本 社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

支 社 東 京‘ 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

出話所 金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

4  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式

.6. .  

ｾ＠ 社

取締役社長 浅 海 正 雄

本 社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東京支社 東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電話 (481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

営 業 所 名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川| ・福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 勝

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町二五務地

電 話 大 阪 代 表 ⑩ 8 1 3 1 - 7

東京支庖 東京ts港区金杉11汀二丁目十三番地

営 業 所 名 古 屋 ・ 新 宮 ・ 御 坊

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取 締 役 村 長 山 本 能 太 郎

， 

本 社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341 ) 代 3 0 5 6  

東京営業所 東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁 目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京(541)7464 

出 張 所 大阪商 ・北海道・ 名古屋・四日市・福山 ・福岡

電 気 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取締役社長 山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 ぬ 三 丁 目 三 朝 日 ピル 6 階

m 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大代表〉

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 損 通 リ 四 丁 目 八 岳 地

電 話 大 阪 局 ⑪ 5 2 0 1 番( 代表) - 3

出強所 京 都 市 右 京 区 西 続 今 岡 町 六 番 地

電 話 京 都 局 @ 3  4  8  1 番

電気工事・設計・施工

中 本 電

. l =-

ヌL 株 式

込

宮社

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

m 話 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

機器工場 大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目 一 一三

資材倉庫 電 話 ( 931 ) 2  1  9  3  



電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 U1J

電 話 大 阪 ⑭ 邸31 ( 代) - 5  

支 庖 名 古 屋

出張所 東 京 ・岡 山・ 門 司

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地

電 話 大 阪 ( 202) 0  3  2  5  - 9 番

社 寺 数 寄 屋 用 瓦… 大 偽

耐 風 雨 緩 勾 配 用 瓦… 大 和

本

大 阪 営 蝶 所 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 - 1 3 (941) 0 9 7 5  

名古屋嘗集所 名 古 屋 市 瑞 穂 区 堀 田 通 1 丁目 (88) 2  7  0  3  

P  AI NTI NG CONT RACT OR 

塗 装 工 事 詰 負

株式

会社 塗 装 庖林

TEL. 大阪'⑫ 1756- 7・東京 ⑫ 1335

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商

大阪市西淀川区野里町1231 阪神間 道 野 里 電 停 前

製造元 東 京サンヒ ッ ト商 会 電 大 阪 ⑪0417・4091

電 気 工 事 設 計 施 エ

メ 株 式 会 社 三 興

取締役社長 坪 井 大

本 社 大 |妓 市 北 区 絹 笠 U1S 50  (堂 ヒソレ 7 階)

ｾ話⑩ Ｒ 1  3  8  ( 代) - 9  

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3丁目 2 番地

電 話 ・ @ 1  4  7  8  ( 代) - 9  

出張所 堺 ・ 下 関

社

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ホ イ ス ト ・ク レ ー ン

N ・T . E 型 オ ー トパ ー キ ン グ ス テ ー シ ョ ン

設 計 ⑥ 製 作

自- * エレベータ工業株式曾社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 6 ( 天六 阪 泡 ピ ル )

1ll: 話 ( 351 )  4  9  ｾ＠ 7 代 表 7 0  7  1 交 J極

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 長 者 間T 2 - 7 Ｈ ｊｾｾＧ Ｈ， Ｑ ピルＩ

t包 括 ( 831 ) 7949直 通 ( 866) 5276交 換

来主主川 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 - 6  - 2  

電 話 ( 381) 0  3  6  ; 3・ 4 5 8 8  

掲管・錬瓦t ューム苦

ベン1-t-?-'lシ京寸L

曾

τ

れ

商

τ

U

幸

呪

一

一

一

畑

制

青写真とマイクロフィルム

株式会社 内 真外 写

製図 ・ト レース ・複写写真

大阪市北区堂島北町16 T E L ⑩ 9055 ( 代表)

⑪会主 1U! ま窯業商1 &

大阪市西区靭南通 2 丁目 21 市電糊南通り電停前

電話大阪 ・ ⑪ 2435 ・2788 ・8

5  
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合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社
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大阪市東住吉区間辺東之町 3 ー 109 I s大阪 @T 9 0 8 6
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プ ロ ッ ク

セ γ トラノレ硝子特約販売庖

ド床・床材料
リグノイ

樫 野 石 灰 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

製 造 ・販 売 ・施 工

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋電鍔曽根崎新地西入) 電話大阪⑩1274 - 6

支 度 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

社
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日 本セメシ ト ｉ ｾ 水刻製造所 … 表 Ｓ

日本 ドアーチェック製治K K …・・ '1' 挟

日本熱ザ' 工業k k …一. . .. .. ..... 3  

日本ペイン ト ・…- ・・・・本文

日程化学工業k k . … ー… … 前付

百円本 アス フア ルト 中業協同組合 ・. . . . 9  

ｫｫ 西原 ｪｱｾｩ 生工業所 …・…・…・… Ｒ

ハ k k 林 塗 装l占- ・・・・・ ・・・ …- ・… 5

k k  51<川鉄工所・・・ ・・…・・・・前付

平間タイノレ … … … … ・・・・ .. 13 

フタパ黒板 ..・ 0 ・・ 目・……・…… ・.13

福屋工業k k .. ，…. . . ……一. . . . 6  

平和l工業k k .. . . . . . . . . .… ・・ ...... 6  

マ 松下旬鵠… … … … ・・・ ・・・ 表2

満点製作所・ - ……. . .. ..・ a ・・10

k k 三高製作所・・・・・… ・・・・… 17

三菱商事k k …・ .... ... … - 前付

三菱 レイヨンー・ ・・・ ...... . 前付

美索工業所 ・……・・・…・…・ ・本 文

水谷ペイント k k ……・・・…- 本文

k k 室谷商庖 ......... . 一 … ・・13

森井信業k k ・・・ H ・H ・・・............ 4  

森延窯業k k .. .. .. …・…・ー 18

ヤ 八千代包設工業k k ._. … … … ・5

八幡製鉄 ぃ・・・ ・・・ .. . . . …前付

k k ヤマト電気商会・……・・・ ・・・ 4  

山田工業k k ・ ・・ ・・ ・・ ・・・. 2  

山本窯業k k . ー・…・…・…- 本 文

k k  IU本建材主1:・a ・.. …・- 前 付

k k 油脂化工社- … … ……・・・ 表3

k k 吉旧芳雄商庖 一 … … ・・ 6

吉野石膏k k ...... ........・ …. . 8  

k k 寄木商会・ … 一 一… … ・…・・.14

ラ E理研鋼機k k 一一…… .. .・H ・- …. . 3  

7  



長手の方向を表

面の厚紙でへリ

折り被覆した強

靭で美胞な新し
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E l I i I 藍重量

8  

日 軽 建 築 賞 受 賞

“特種プレスフォームアルミルーパー"

納 入 先 制I戸 市庁 舎

設 計 日建 設 計 工務 K K

施 工 ( 株) 竹 中 工 務 庖

製作品種 ア ル ミ ・ サ ッ シ

スチール・サッシ

j レーバー

ド ア

カーテンウオール

其イ也特種1宣言十 、 製 作 一 式

[ O K K J  

大 阪 機 工 椋 ま 奮 雛

大阪大阪市大淀区豊崎西通 l の4 電話大阪(371)664・665

工場兵庫県伊丹市北村緒名川製造所電話伊丹 (大代) 5121  



何よりも安心でさる 年 限 仕 様

ω  

地 区

近

副車

JI憤

不

同

)  

東

i毎

ヰヒ

隆

中

国

四

国

九

貯|

組
ぷ広弘3、

民 名 f主 所 '11l: a!  

( 株) 久 f呆 尚 底 大 阪 市 北 区 民 砂 町 5 大 阪 (341 )0207- 8・4836- 7

( 株) 木 下 謹 三 階 底 大阪市西区江戸堀南通 5 / 35 大 阪 (441) 5408 ・5486

( 株) 井 上 浄 夫 商 庖 大阪市西区江戸堀下通 1 / 7 大 阪 (441 )8531- 5  

( 株) 大 和 繭 f!t 云 大阪市南区南津田1 4 番 丁73 大 阪 (631 )6221- 4  

( 株) 石 回 建 キ在 r.5 大阪市東淀川区元今里北通り 1 / 31 大 阪 (301)3340 ・3505

内 外 工 業 株 式 会 社 大 阪市 阿倍 野 区 旭 町 1 / 51 大 阪 (631) 3434- 6  

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大 阪市 北区茶屋町38 大 阪 (371)6555- 7  

日 本 波 音 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖 大 阪 市北 区 富 田 町40 大 阪 (341 )  1804 

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵 庫 区 荒 田町 1 丁目 神戸 ⑤2140 ・2697

( 株) 中 出 揃 f!t 神戸市兵 庫 区 上 沢 通 6 / 9 神戸 ③4630

タ ア
ノミ

ヤ コ/ 商 庖 京 都市 下京区四条大宮南入学校前 京 都 ⑮ 0871 - 2  

田島応用化 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大阪市西区京田丁堀 1 / 74 大 阪 仏41)5951代表

岡 田 建 材 株 式 会 社 名古屋市西区桜木町 3 ノ 8 名 古 屋 ⑪7461τ 3

( 株) 名 建 商
dz2三h  

名古屋市中区宮出町41 ノ 2 名 古 屋 ⑫1329 ・2817 ・2106

高 橋 建 材 庖 名古屋市中区材木町 1 ノ 12 名 古 屋 ⑧3295

北 川 工 業 株 式 会 社 金 沢 市 西 側 町 8 金 沢 ②4552- 3  

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 出 張 所 富 山 市 奥 田 新 町23 富 山 ②2218 ① 1014

北 川 工 業 ( 株 ) 福 弁 出 張 所 福 井 市 大 和 中 町70 福 井 ②4532

( 株) 島 工 務 底 高岡市大坪旭町 2 丁目 32 / 1  高 間 ③2463

( 株) 小 島 工 務 庖 富 山 営 業 所 富 山 市神巡回T 3 区 1003 富 山 ②'8221

ｉｉ ｾ 盛建材株式会社 広島市鉄砲町 108 中 ② 2281- 4  

，'r 盛 建 材 ( 株 ) 阿 山 営 業 所 阿山市東田町 3 岡 山② 7911 ・8169

( 有) 里子 甚 目指 庖 岡山市内山下30 ノ 10 岡 山 ②4272

(株) j兵 原 鐙 商 庖 尾 道 市 吉和 町新 浜 尾 道 2760

( 株) 浜 原 盤 商 庖 防 府 支 庖 防府市大林寺 防 府 ②'3611 - 2  

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高 松市宮脇 町960 高 松 ③5034

正 和 商 事 株 式 会 社 松山市 1 番 町21 松 山 ②8161- 5  

河 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 福 岡 市 万 行 寺 前 町14 m ③ 1225- 6  

高 稲 工 業 株 式 会 社 長 崎 市 大 統 町 13&
長 崎@ 1726

高 稲 工 業 ( 株 ) 小 倉 営 業 所 小倉市西本田T 2
小 創56)6177

建設省阪建22号 認 可 出 資 金 600 万 円

ー
ー

皇
西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 ー 7 4

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代印区 神田岩 本 町13 ( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・四 国 ・九 州

T E L ⑪ 代 表 5951

T E  L (866) 代 表 6101

9  



イ主 主二 |

雨 の 多 い 日 本 に は …

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

マミJ 予ミJ の S K式 軽 量 鉄 骨 天 井 下 地

燃 え な い

狂 わ な い

取りつけ易い

MA N⑥T E N 

10 

発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社

製 造 元 株 式 会 社 満 点 製 作 所

東 京 出 張 所 東 京 都 江 東 区 亀戸 田T2T 目 114 ( 鮒品相 ピル 内) 包 括東 京 (681) 8425 



X怒乞奇心恭子 aR る い 暮 し

， 

石 綿 セ メ ン ト ボ ー ド 協 会

波 形 石 綿 ス レ ー ト 協 会

建築基準法定不信材料

フ レ シ キ プ ル 板

平 板 ・ 軟 質 板

Ｏｾーライト唯 ｅ

孔 あ き 板

サンドイツチパネル

小 渡 板 ・ 大 波 板

( 焔 色 ・ 化 粧 板 他 )

各 種 加 工 品 あ り

奏 しい カ タ ロ グお 送 り し ま す

東 京 都 中 央 区 銀 座 ワ- 3朝 日 石 綿 ピ ル

電 話 ( 5 ワ 1) 1 3 5 9 ・6 9 1 4

古きLL手ミヒ斬新な技術を tをむ大銀製品

スチール T71
7 ルミ， ， 

営 業 品 目

ステンレス製品

美 術 金 物

金庫金庫室扉

株 式 @ 曾 絃

大阪鉄 ｉｾ パ
取 締 役 社 長 富 田 豊 松

大 阪 市 西 区 本 図 町 一 丁 目 四 四 番地 電 話 大 阪 (531) 1254 ・4615 (541)  0910 ・0919

津 守 工 場 大 阪 市 西 成 区 千 本 通 七 丁 目 二 四 番地 電 話 大 阪 (661) 1  4  18  

千 舟 工 場 大 阪 市 西 淀川 区佃 町 四 丁 目 五 七 番地 電 話 大 阪 (471) 0 4 2 0  

11 
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亜 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 し た

キ ン グ ス プ リ ン グ シ ャ ッ タ ー

ｊｊ え令 ｌ｜ 断まざ ｉｾＧ をく ｪ わた・…

. ス プ リ ン グ シ ャ ッタ ー ・ 重 量 ス プ リ ン グ シ ャ ッタ ー

・ 自 動 シ ャ ッ タ ー ・ 手 動 電 動 ス チ ー J レシャ ッター

東洋シヤツタ一株式会社

謹轟翼 ………大畑畑一阪耐悶………市柑問叩吋西酎劃附淀制訓JI

東 3京吉支底 車3京官都大回区量鮪耳井宿 5 ノ 5 4 7 T E L  (σ77η1) 一117ηl  

名古屋支唐 名古屋市中区下日置町2丁目7帯地 T E L @5 9 5 4 ・63初

出 張. 所 敵 阜 、 京 都 、 神 戸 、 償 供 、 棒 、 福 岡

その他出張所特約高は全国主要m市にあり

詳細 カ タ ロ グ 呈 上

771___ 7' 端ード

( 法定不燃材 ・較 量 石 綿 耐 火 板 )

完全耐火性

軽量・断熱性 ・吸音

変形は全くない

木村と同様の加工が出来る

釘打ち・鋸引き ・孔あけ等

トムレ ' vI TX
(吹付石綿 ・責任施工)

吸 音 ・断 熱 ・結 露 防 止

耐 火 ・耐 娠 動 ・腐 食 防 止

織鳥

日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

本 社車京闘中央区銀座西 6 の3 電 (572)血321 ・0331 ｾ 代 Ｉ

大 阪支直大阪市剛区塩町通 4 の2 5 電船場 (251) 5  ( 9 1 - 8  

名古屋宝庫名古鹿市中区下前樽町 117 電 筒 (321) 6 5 9 1 - 5  

九州主直循岡市部院大通り 2 の 8 1  電掴関 (741) 1747 ・2827

机線出彊所 制服市北三轟酋 2 丁 目 西 向 電 印 刷72 131520 (51308 

F 、
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tI:J ヲz-l ，

流し台・調理台

; 艦亘丞画:

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

電話 (531) 1003- 5  (541)  8731- 3  

つ ね な り す た じ お

建 築 写 真

大 阪 市 東 区 北 浜 . m⑫ 0 1 4 1  

13 



網入光り波型ガラス( 刀二[ 建) 長サ 9開 聞 協

，Ｎ，ＮＮ，、， 司 ｆ 司 ｆ 司 ｆ 司 ｆ 司 ｾ ｡ •
Ｍ由俳Ｎ，Ｎ，ＮＮＢ，切除ｾ相内供向岬》哨内，Ｎ，ＮＮ，ＮＮ，、《向ＮＮＮ，ＮＮ，帆，ＮＮ，Ｎ，ＮＮＮ、飾品

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト
波 板 ・平 板

" " ' " 帆刷、，由州、供向、N 帆 N 岨 向 、 " " 柚
' ・. ，. ，. ，. . . 、，. ，. ，. . . 、，頃. . ，、伊頃. . ，、，、，

( 硝子繊維強化ポリエス テノレ板) 各種波，寸法( 長尺物有)

⑮製造販売 大日本硝子工業株式会社
，. 

N. G. C武

N. G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M38 番 責 任 施 工

米国パブコ . コ ン バ ウ ン ド ア ス フ アル 卜 販 売

内外Z 業株式会結

脇 山 静 夫

岩 元 式

|スカイライト並開べ' シチレ+I

寄 木 目占 床 板

フ ロ ー 1) ン グ 施 工 E青 負

プ ロ ツ ク

ベニヤフラッシュドアー
1、t旦上

作 取 付

グ ラ イ ン ダ ー 床 自11

6 株 式 寄 木 商

..0. 

会 社
':z;li 

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 堀 6 - 4 9  

電 話 (251) 373 1 ・3 ｾ＠ 6  0  

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 l

14 

サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オベレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタログ進呈

4
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，

A

宮

山

日

式

一目寸

朱

駒

川

4

4

2

1u 

業

刺

一則

f

(

 

「
』

阪

話

回
目

大

電

一

冗

柑

山

一

相



ーJ・

[  内 外 式 電 動

ベンチレーター

電 気 扇 付 屋 上 強 制 捜 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株) 内 外 土 木 建 材 社

大 阪 市 西 区 土 佐堀 船 町23 ( 大阪 商 工 ピ J レ) T  E  L  (441) 3983 

工 場 大 阪 市 城 東 区天 王 田 町 l の141 T  E  L  ( 981)  1149， 

建築基準法にフリーパ『のガラス屋銀

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プラットホーム ・

体 育 館 ・アーケードに品適

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

股 計 施 工

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防水工 事 堅

選 ~ ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタイノレ工事 E
議耐酸モノレタノレ工事 ・ 各 種 床 工 事 震

大 阪 耐 臣 会 Z 業J i J {

大阪市北区浮田町82番 地 電話大阪 (371 ) 1333番

鋼 製 建 具

製 作 ・ 販 亮

⑩ 
栄 進 鋼 業 株 式

4 会』

社ｾ＠

大阪市城東区野江西之町2- 2 電話 (931) 8261- 3 ・9586

支 庖 ・ 福 岡 営 業 所 ・ 広 島 ・長 崎

防 水 に 耐 酸 に ・ ・・

ド イ ツ と 桔 術 提 携 に よ る 国 産 化 完

製 造 元 タ キ ロ ン 化 学 株 式 会 社

耐酸化学工業株式会社

電 話 大 阪 ⑩ 178 ( 代表) 4161 ⑩ 49 

レオ ｲｾ ノール ｏｒｇ

. 各 種 の 酸 、 ア ル カ リ に 対 し

て強い

. - 3 0・C + 1∞・C に耐え，る

. 伸 長 性 に 富 み 老化 せ な い

・ 化学 工 場 床 、 排 水溝、電荷車

槽 、 耐 酸 防 護 を 必 要 と す る

構 築 物 に 最 適

レォ ｲｾ ノー ｊ レ ｂａ

. 陸 屋 根 、 地 下 室 の 防 水 、 伸

縮 継 手 、 簡 単 な 耐 酸 用 と し

て 使 用 さ れ 冷 工 法 で 施 工 容

易

15 



アルミニウム

ス テ ン レ ス カーテンウオール

ブ ロ ン ズ

東 京 カ ー テ ン オ ー ル 工 業 株 式 会 社

(  I日社名東京鋼板工業株式会社)

本社及工場

大 阪 支 出

名古屋支庖

福岡出張所

東京都荒 川 区尾久 ｾｉｊ 5 ノ 1 0  0  0  

電 話 ( 891) 8  1  3  1  ｾ＠ 8  

大 阪 市 北 区 絹 笠 : J IIJ 18 番地( 来日喜 ピ ノレ 3 階)

危話⑪ ＹＱＵＴｾＷ

名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商ピノレ) 0  ＲＵＷＸ ｾＹ＠

福岡市橋口町15番地の 1 (サ γ ピノレ3階) @8825 

関西媛房工業株式会結
大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 番 地

本 社

電 話 大 阪 671- 6751 ( 代表) - 4 .1570 ・1590

餅工場 堺 市 浜 寺 石 津 町 中 2 丁目 2 0 0 番 地

電 話 世持
.③ 7  3  0  1  ( 代表) - 2  

出張所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 徳 島

与二正:・1 ・・: _-_.--三・7 ・.. .・2 ・1・. ・. .・i --;-:-;r下7 三てて・、: .  a: _:. ・_.・ 1・・:・ ・: :  ｾＮＮ＠ ."'. .  : ・・・・. .. ・.・.'" ｾ＠ '."'"，・・- "= ，'" ｾ・ ｊ ・Ｎみ・ γＮ］ＮＳ てふうも・・

丹筒形トeラ錠の決定獄H

.  16 

テ ラ ッ 7 ス ( カタログ附皐)

1晶 種 住 宅 玄 関 ・事務所用、/ 1 " 仕切用、廊下通 路 用 、 連 措

せ る 間 仕 切 用 、 倉 庫m、 学 校 荊 院 用 、 出 口車 m、

ピル主開通路用、 浴 昼 トイレ y トm

2 材 質 ステンレス、他金、真植、硬貨アルミニユ ム

S 帯 状 広 ! /l 型、円! l ! 型、円筒型、丸型

ス タ ン ダー ド

1品 種 住 宅 玄 関 事 務 所 用 、 間 仕 切 用 . 廊 下 通 路 用

2 材 置 礎 質 ア ル ミ ニ a ー ム

2 形 状 広 角 !I¥!

累 JII 金物株式会社

本 社 大 阪 市 南 区 高 i l'町 1 0 番T ) 9 番地 T E L 代表駒田町十回50

官茸所東京初江東区躍川情沼町2丁目 9番地 T E L  (制1) 7  2  5  0  

工 場 設 良 県 北 酉 揖 即 香 芝 町 別 所10白書地 T  E L  ( 下図) 1  0  9  

@  

石 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く //

アスベストパυャ

A sbesto. Barri ev 

( 硬質石綿板)

建物内外壁、間仕切、 天井扉、沼気室

発電所、配電室、製鋼、ガラス工場

の壁、製糖、製油製薬工場の床スカ

ート 壁などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 の 1 1  

電 話 ⑮ 3 4 4 2 ・4 0 7 8  

( 呈カタログ〉

"・

1  .. ・

r: 

， 
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ナイロン ベ ア リ ン グ で 扉 の 開 聞 が 軽 快 .グ

ｾ ｩｦｴ ゅトビシヲ号
フロアーヒ= ，! 努

本] 7印テストシュート

55 5  

徴 圏 ポ ン デライ ジ ン グ に 依 る 完 全 防 鈴 }J I/ JφAJ ， 

圃i!' 1! i j ; 軸i ' H i にナイロンベアリングを採用した耐久品

三栄建材工業株式会社

大阪市生野区提矢柄町一五一番地

大 阪 ( 741) 4655 (716)  0188 ・0189

九

a

E

τ

特

ｾ＠

助管・ｾ乗延・とューム管・衛生治容
を Ｑｾ ｩＱ ｬｴ 教プロ・什・ス ｾＮー サ・各種コシヤリート製品ＭＣＮ｟

⑪森延窯業株式会社

取 締 役 社 長 森 下延 幸 ・ 専 務 取 締 役 船 津 稔

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三一 電 話 (671 )2420 ・8217

築炉並に建築用煉瓦積工事・装飾用化粧煉瓦積工事

コ ン ク ソ ー ト パ イ ル ・コ ン ク ソ ー ト フ ロ ッ ク

浪建式

アルミサ・νシュ・ド7ー

スチールサ，リシュ・ド7-

シヤ'Vヲー・ it ベレータ由

lトカライジ〉肌理I場誠

4 ・h 一製造販売ー

&Iilillり1! ‘

建拶

浪速建枚Z業様式会社

a
r

・
，

日満3州

全回線代理庖 l  

ト〈わ1

工 場m 
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- 優 美 な 繊 維 の 京 壁 材 一 一 惨

- 塗 り つ け る 織 物 壁 材 一 一 炉

踊 日 本 聾

‘ 一 一 ・ パルプの日本座敷壁材

ωすY かベ'

I  
4

1

F

'
?

 

華街ωすぎかベ'

- 繊 維 の 色 土 … ・一一一歩

陸屋根防水には

を絶 縁 工 法特許

11. "11ト 陣 取 帯

e

，

 
•• 

'・
・

4.

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式含紅

T E L ⑧ 3 6 6 0  
- 御申越次第カタログ進呈

19 



錆ぴない 岩佐のサ・ッシ・ド7ヲー

当社の製品はボンデライト をして 焼付塗装 を して 居 ます

株 式会 社 岩住銀、工所

本社 ・本社工場

尼 崎 工 場

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 束 2 - 31  

尼 崎 市 守 部 下 河 町 1 5  

'el ，i : 話代表 (471 )  

電話代表 (401)

5  1  2  3  

6  7  5  1  

写 真 は 京 帽 旺 事 ピ ル

⑧ 大 阪 建 制I 業 密

本 社

名古屋営業所

東 京 事 務 所

金 沢 営 業 所

土 界 市 俗 鹿 町 1 - 6  

名古屋市東区東新進町 2 - 7

東京都千代田区平河町 1- 2

金 沢 市 下 新 町 1 3  

T E L  ( 3) 5241- 9  

T  E  L  (97)  7  2  6  4  

T E L (羽1) 1 2 4 8  

T  E  L  (  3  )3427- 8  

20 
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日本建築協会優戻謹明 セ メ ン ト 噌 強 防 水 剤

ヲ句- f J イ1- 0誓

抹 式 鋭 月?FJRfECK防PFFL製薄原3

:，1; "* 京 ( 4 3 1】 0 8 7 4 ・名占尽⑧ 1 3 3 1 )  

J t i ① 0 7 2 い 札 帆 @ 7 1 7 1  
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株式

畜社
日本シャッター製イ定所
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み 易 く 仮 敷 も い ら ぬ ス ピ ー

ラ ゴ ィな方包コ二 Ｇｉｾ 生 」 どに、わオしま

す 。 P タ イ ル は ど ん な 場 所
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